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凡
例 

 

一
、
原
漢
文
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
『
真
宗
聖
典
』
（
東
本
願
寺
出
版
部
）
を
参
考
に
、
筆
者
が
書
き
下
し
た
。
ま
た
、
和
文
の
も
の

に
つ
い
て
も
『
真
宗
聖
典
』
を
参
照
し
て
、
筆
者
が
適
宜
整
文
し
た
。 

一
、
古
語
和
文
の
も
の
に
つ
い
て
も
『
真
宗
聖
典
』
記
載
の
も
の
は
『
真
宗
聖
典
』
を
参
照
し
て
、
旧
仮
名
遣
い
を
改
め
、
著
者
が

句
読
点
等
、
適
宜
整
文
し
た
。 

一
、
経
論
釈
は
、
左
記
の
よ
う
に
略
記
し
た
。 

 
 

『
仏
説
無
量
寿
経
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
大
経
』 

 
 

『
仏
説
観
無
量
寿
経
』 

 
 

 
 

 
 

 

『
観
経
』 

 
 

『
仏
説
阿
弥
陀
経
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
阿
弥
陀
経
』 

 
 

『
仏
説
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』 

 
 

 
 

『
平
等
覚
経
』 

 
 

『
大
宝
積
経 

巻
第
十
七
・
巻
第
十
八
』 

『
如
来
会
』 

 
 

『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』 

 
 

 

『
浄
土
論
』
／
『
論
』 

 
 

『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』 

 
 

『
論
註
』 

『
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
』
／
『
西
方
浄
土
法
事
讃
』
／
『
安
楽
行
道
転
経
願
生
浄
土
法
事
讃
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
法
事
讃
』 

 
 

『
往
生
礼
讃
偈
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
往
生
礼
讃
』 

 
 

『
選
択
本
願
念
仏
集
』 

 
 

 
 

 
 

 

『
選
択
集
』 

  
 

「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
序
」
／
「
顕
浄
土
真
実
教
文
類
一
」
／
「
顕
浄
土
真
実
行
文
類
二
」
／
「
顕
浄
土
真
実
信
文
類
三
」
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／
「
顕
浄
土
真
実
信
文
類
序
」
／
「
顕
浄
土
真
実
証
文
類
四
」
／
「
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
六
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
総
序
」
／
「
教
巻
」
／
「
行
巻
」
／
「
信
巻
」
／
「
別
序
」
／
「
証
巻
」
／
「
化
身
土
巻
」 

 
 

『
浄
土
文
類
聚
鈔
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
文
類
聚
鈔
』 

 
 

『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』 

 
 

 
 

 
 

『
三
経
往
生
文
類
』 

一
、
出
典
は
左
記
の
よ
う
に
略
記
し
た
。 

 
 

『
定
本
教
行
信
証
』(

法
藏
館)

 
 

 
 

 
 

 

『
定
本
』 

 
 

『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』(

法
藏
館)

 
 

 
 

 

『
定
親
全
』 

 
 

『
真
宗
聖
教
全
書
』(

大
八
木
興
文
堂)

 
 

 
 

『
真
聖
全
』 

 
 

『
真
宗
聖
典
』(
東
本
願
寺
出
版)

 
 

 
 

 
 

『
聖
典
』 

 
 

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』(

平
楽
寺
書
店)

 

『
昭
法
全
』 

 
 

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』(
大
蔵
出
版)

 
 

 
 

 

『
大
正
蔵
』 

 
 

『
曽
我
量
深
選
集
』(

彌
生
書
房)

 
 

 
 

 
 

『
曽
我
選
集
』 

一
、
『
愚
禿
鈔
』
に
つ
い
て
は
高
田
専
修
寺
本
、
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
つ
い
て
は
広
本
（
興
正
寺
蔵
）
、
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に

つ
い
て
は
広
本
（
高
田
専
修
寺
蔵
）
、
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
つ
い
て
は
専
修
寺
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。 

一
、
人
物
の
敬
称
は
省
略
し
た
。 
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序 

お
よ
そ
仏
教
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
、「
老
病
死
」
の
身
を
生
き
る
人
間
が
、
そ
の
よ
う
な
人
間
に
生
ま
れ
た
が
故
の
苦
悩
を
い

か
に
超
克
し
得
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
こ
で
人
間
が
真
に
自
己
の
生
を
そ
の
身
に
享
受
し
得
る
か
と
い
う
、
人

間
が
人
間
と
し
て
成
就
し
て
い
く
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
。 

日
本
の
鎌
倉
期
に
お
け
る
仏
教
者
親
鸞
は
、「
八
万
四
千
」
と
表
現
さ
れ
る
釈
尊
の
教
え
の
中
で
、
十
方
衆
生
を
救
わ
ん
と
す
る
阿

弥
陀
仏
の
本
願
を
説
く
『
大
無
量
寿
経
』(

以
下
『
大
経
』)

こ
そ
、
濁
世
の
群
萌
に
「
出
離
生
死
」
を
実
現
す
る
真
実
教
で
あ
る
と

見
定
め
た
。
そ
し
て
そ
の
本
願
の
精
神
を
、
そ
の
身
に
信
受
す
る
こ
と
を
仏
道
の
要
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。 

 

親
鸞
の
主
著
『
教
行
信
証
』
の
「
信
巻
」
「
化
身
土
巻
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
信
心
に
つ
い
て
の
問
答
（
「
三
一
問
答
」
、
「
三
経
一
異

の
問
答
」
）
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
結
び
に
は
必
ず
本
願
の
信
、
真
実
信
心
と
は
金
剛
の
意
義
を
有
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

信
に
知
り
ぬ
。
至
心
信
楽
欲
生
、
其
の
言
異
な
り
と
雖
も
其
の
意
惟
一
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
三
心
已
に
疑
蓋
雑
わ
る
こ

と
无
し
。
故
に
真
実
の
一
心
な
り
、
是
れ
を
金
剛
の
真
心
と
名
づ
く
。
金
剛
の
真
心
是
れ
を
真
実
の
信
心
と
名
づ
く
。（
『
定
本
』

一
三
二
頁
） 

三
心
即
ち
一
心
な
り
一
心
即
ち
金
剛
真
心
の
義
、
答
え
竟
り
ぬ
。
知
る
べ
し
と
。
（
『
定
本
』
一
四
〇
頁
） 

 
 

 

亦
此
の
経
に
真
実
有
り
。
斯
れ
乃
ち
金
剛
の
真
心
を
開
き
て
、
摂
取
不
捨
を
顕
さ
ん
と
欲
す
。
（
『
定
本
』
二
八
八
頁
） 

 

三
経
の
大
綱
、
顕
彰
隠
蜜
の
義
有
り
と
雖
も
信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
。（
中
略
）
今
三
経
を
案
ず
る
に
皆
以
て
金
剛
の
真
心
を

最
要
と
せ
り
。
（
『
定
本
』
二
九
四
頁
） 

親
鸞
は
こ
の
よ
う
に
、
『
大
経
』
『
観
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
心
（
「
至
心
信
楽
欲
生
」
・
「
至
誠
心
深
心
回
向
発

願
心
」
・
「
執
持
名
号
一
心
不
乱
」
）
を
吟
味
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
三
経
の
教
え
の
要
に
な
る
も
の
を
「
金
剛
の
真
心
」
、
「
金
剛
心
」
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と
し
て
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

親
鸞
の
信
心
了
解
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
信
心
の
問
答
（
「
三
一
問
答
」
、
「
三
経

一
異
の
問
答
」
）
を
踏
ま
え
て
、
親
鸞
が
何
故
本
願
へ
の
信
を
「
金
剛
心
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
の
か
と
い
う
研
究
は
あ
ま

り
な
さ
れ
て
い
な
い1

。
し
か
し
、
真
実
信
心
の
自
覚
内
容
を
他
力
の
金
剛
心
で
あ
る
「
金
剛
の
真
心
」
と
親
鸞
が
あ
え
て
表
現
す
る

の
は
、
そ
こ
に
本
願
念
仏
の
仏
道
の
積
極
性
が
見
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
か
つ
人
間
が
仏
道
を
求
め
て
い
く
意
義
が
確
か
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
こ
で
、
本
論
文
は
何
故
親
鸞
が
本
願
へ
の
信
を
「
金
剛
心
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
す
る
の
か
、
ま
た
そ
の
信
の
内
実
は
い

か
な
る
も
の
と
な
る
の
か
、
以
上
の
視
点
を
元
に
論
考
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
本
願
を
信
ず
る
と
い
う
こ
と
が
人
間
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。 

本
論
文
は
三
章
立
て
で
考
察
を
進
め
る
。
各
章
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

第
一
章
「
金
剛
真
心
の
獲
得―

「
我
一
心
」
の
証
明―

」
で
取
り
上
げ
る
「
信
巻
」
「
三
一
問
答
」
で
は
、
「
我
一
心
」
と
し
て
成

就
す
る
衆
生
の
真
実
信
に
つ
い
て
そ
の
根
源
が
推
究
さ
れ
、
信
と
は
如
来
の
「
清
浄
願
心2

」
の
回
向
成
就
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
「
欲
生
心
釈
」
以
降
、「
我
一
心
」
と
は
「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道3

」
を
開
く
「
金
剛
の
真
心
」
で
あ
る
と
押
さ
え
直
さ

れ
、
仏
道
の
歩
み
に
つ
い
て
思
索
が
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

「
信
巻
」「
三
一
問
答
」
に
て
、
真
実
信
心
が
「
金
剛
の
真
心
」
と
確
か
め
ら
れ
る
背
景
に
は
、
源
信
の
以
下
の
文
が
重
要
な
位
置

に
あ
る
。 

 

『
往
生
要
集
』
に
云
わ
く
、『
入
法
界
品
』
に
言
わ
く
、
譬
え
ば
人
有
て
不
可
壊
の
薬
を
得
れ
ば
、
一
切
の
怨
敵
其
の
便
り
を
得

ざ
る
が
如
し
。
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦
是
く
の
如
し
。
菩
提
心
不
可
壊
の
法
薬
を
得
れ
ば
、
一
切
の
煩
悩
・
諸
魔
・
怨
敵
、
壊
る
こ

と
能
ざ
る
所
な
り
。
譬
え
ば
人
有
て
住
水
宝
珠
を
得
て
其
の
身
に
瓔
珞
と
す
れ
ば
、
深
き
水
中
に
入
り
て
没
溺
せ
ざ
る
が
如
し
。

菩
提
心
の
住
水
宝
珠
を
得
れ
ば
、
生
死
海
に
入
り
て
沈
没
せ
ず
。
譬
え
ば
金
剛
は
百
千
劫
に
於
い
て
水
中
に
処
し
て
、
爛
壊
し
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亦
異
変
無
き
が
如
し
。
菩
提
の
心
も
亦
復
是
く
の
如
し
。
無
量
劫
に
於
い
て
生
死
の
中
・
諸
の
煩
悩
業
に
処
す
る
に
、
断
滅
す

る
こ
と
能
わ
ず
、
亦
損
減
无
し
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
一
四
頁
） 

こ
の
文
は
、
菩
提
を
求
め
る
菩
薩
の
心
が
「
不
可
壊
」
と
な
る
こ
と
を
、「
金
剛
」
の
比
喩
を
も
っ
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に

親
鸞
は
こ
の
文
を
善
導
の
三
心
釈
に
続
き
「
信
巻
」
に
引
用
し
、
真
実
信
心
の
内
容
と
し
て
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
不
可
壊
の
菩
提

心
と
は
、「
一
切
の
煩
悩
・
諸
魔
・
怨
敵
」
に
壊
ら
れ
ず
、
生
死
の
中
で
も
「
諸
の
煩
悩
業
」
に
処
し
な
が
ら
滅
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
と
明
か
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
信
と
は
自
身
の
煩
悩
業
の
内
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
煩
悩
に
汚
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
「
金
剛
」

の
ご
と
く
な
る
意
味
を
持
た
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
生
き
て
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
親
鸞

は
「
三
一
問
答
」
の
思
索
を
踏
ま
え
て
、
実
際
に
行
者
の
内
に
は
た
ら
く
信
を
「
金
剛
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
確
か
め
て
い
く
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
金
剛
心
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
信
の
は
た
ら
き
は
、「
一
切
の
煩
悩
・
諸
魔
・
怨
敵
、
壊
る
こ
と
能
ざ
る
所
な

り
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏
道
の
歩
み
を
妨
げ
る
機
に
お
け
る
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る4

。 

そ
の
た
め
第
二
章
「
三
経
の
大
綱―

金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り―

」
で
は
、
「
化
身
土
巻
」
「
三
経
一
異
の
問
答
」
を
中
心
に
、

法
に
触
れ
た
者
が
陥
る
問
題
に
つ
い
て
確
か
め
る
こ
と
と
す
る
。 

「
化
身
土
巻
」
で
は
、
教
え
に
触
れ
な
が
ら
も
偽
・
虚
な
る
あ
り
方
に
留
ま
る
機5

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
「
三
経
一
異
の
問
答
」

に
よ
っ
て
そ
の
根
に
定
散
自
力
の
心
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
問
答
の
結
び
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

三
経
の
大
綱
、
顕
彰
隠
蜜
の
義
有
り
と
雖
も
、
信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
。
故
に
経
の
始
め
に
如
是
と
称
す
。
如
是
の
義
は
則

ち
善
く
信
ず
る
相
な
り
。
今
三
経
を
案
ず
る
に
、
皆
な
以
て
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
。
真
心
即
ち
是
れ
大
信
心
な
り
。
大

信
心
は
希
有
・
最
勝
・
真
妙
・
清
浄
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
大
信
心
海
は
甚
だ
以
て
入
り
叵
し
、
仏
力
従
り
発
起
す
る
が

故
に
。
真
実
の
楽
邦
は
甚
だ
以
て
往
き
易
し
、
願
力
に
藉
っ
て
即
ち
生
ず
る
が
故
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
四
頁)

 

問
答
で
の
確
か
め
に
お
い
て
明
か
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
三
経
の
大
綱
」
が
「
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

経
の
要
は
本
願
成
就
の
一
心
と
し
て
の
「
金
剛
の
真
心
」
に
あ
る
の
で
あ
り
、
自
力
心
の
発
露
で
あ
る
定
散
心
に
お
い
て
は
「
大
信
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心
海
」
へ
は
入
り
難
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
三
経
一
異
の
問
答
」
で
は
、
特
に
『
観
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
の
経
意
が
釈
尊
の
善
巧

方
便
と
し
て
吟
味
さ
れ
る
が
、
第
二
章
で
は
そ
の
親
鸞
の
視
座
か
ら
、
定
散
心
に
お
け
る
機
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

第
二
章
ま
で
で
確
か
め
た
親
鸞
の
問
答
の
意
義
を
踏
ま
え
て
、
第
三
章
「
「
果
遂
の
誓
い
」
の
意
義―

願
生
浄
土
の
歩
み
と
は―

」

で
は
、
そ
れ
以
降
展
開
す
る
「
真
門
釈
」
の
意
義
を
「
難
信
」
、「
仏
智
疑
惑
」
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
置
い
て
尋
ね
る
こ
と
と
す
る
。

「
真
門
釈
」
は
ま
ず
始
め
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

夫
れ
濁
世
の
道
俗
、
速
や
か
に
円
修
至
徳
の
真
門
に
入
り
て
、
難
思
往
生
を
願
う
べ
し
。(

『
定
本
』
二
九
四
頁)

 

「
濁
世
」
の
道
俗
が
願
う
べ
き
な
の
は
「
難
思
往
生
」
、
「
円
修
至
徳
の
真
門
」
だ
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
往
生
に
つ
い
て
思

索
が
展
開
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
濁
世
の
衆
生
が
い
か
な
る
者
と
し
て
仏
道
を
歩
ん
で
い
く
の
か
が
、「
真
門
釈
」
の
課
題
で
あ
る
と

言
え
る
。 

「
真
門
釈
」
に
お
い
て
確
か
め
ら
れ
る
五
濁
悪
世
に
生
き
る
衆
生
の
「
難
信
」
の
課
題
は
、「
諸
の
徳
本
を
植
え
て
、
心
を
至
し
回

向
し
て
、
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
わ
ん6

」
と
説
か
れ
る
、
仏
法
へ
の
執
着
の
問
題
と
し
て
掘
り
下
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
法
執

の
姿
を
照
ら
し
出
す
こ
と
が
第
二
十
願
「
果
遂
の
誓
い
」
の
意
義
で
あ
る
と
し
て
、「
真
門
釈
」
の
結
び
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
る
。 

 
 

是
を
以
て
、
愚
禿
釈
の
鸞
、
論
主
の
解
義
を
仰
ぎ
、
宗
師
の
勧
化
に
依
っ
て
、
久
し
く
万
行
・
諸
善
の
仮
門
を
出
で
て
、
永
く

双
樹
林
下
の
往
生
を
離
る
、
善
本
・
徳
本
の
真
門
に
回
入
し
て
、
偏
え
に
難
思
往
生
の
心
を
発
し
き
。
然
る
に
今
特
に
方
便
の

真
門
を
出
で
て
、
選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
、
速
や
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
。
果
遂

の
誓
い
、
良
に
由
有
る
か
な
。
（
『
定
本
』
三
〇
九
頁
） 

こ
の
い
わ
ゆ
る
三
願
転
入
の
文
に
は
、
「
方
便
の
真
門
」
と
は
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」

と
い
う
意
欲
を
生
む
も
の
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
願
転
入
の
告
白
に
お
け
る
親
鸞
の
心
境
を
開
き
見
る
こ
と
を
通
し
て
、

濁
世
の
群
萌
に
い
か
に
し
て
仏
道
の
意
欲
が
恵
ま
れ
る
の
か
を
確
か
め
、
ど
の
よ
う
に
人
間
が
仏
道
を
歩
ん
で
い
く
の
か
を
尋
ね
る
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こ
と
と
す
る
。 

 

「
金
剛
真
心
の
獲
得
」
を
軸
に
し
て
、
そ
の
信
の
根
拠
と
機
に
お
け
る
具
体
的
は
た
ら
き
を
三
章
に
わ
た
っ
て
ま
と
め
、
願
生
浄

土
の
仏
道
の
内
実
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
か
に
し
て
人
間
成
就
の
課
題
が
果
た
さ
れ
て
い
く
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。 
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註 

1 

一
楽
真
（
「
金
剛
心
の
行
人
」
『
真
宗
教
学
研
究
』
一
五
）
、
高
木
淳
善
（
「
金
剛
の
真
心
」
『
親
鸞
教
学
』
八
二
）
、
両
氏
が
親
鸞
に

お
け
る
「
金
剛
心
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
「
化
身
土
巻
」
の
問
答
、
ま
た
は
「
真
門
釈
」
に
て
課
題
に
さ
れ
る
「
難
信
」
の
問
題
を

見
据
え
て
考
察
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
今
後
の
課
題
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
も
そ
も
親
鸞
が
「
金
剛
心
」
の
語
を
主
題
的
に
扱
う
の
は
、
「
信
巻
」
三
一
問
答
の
欲
生
心
釈
に
お
い
て
で
あ
る
た
め
、
先
行

研
究
で
は
三
一
問
答
、
も
し
く
は
欲
生
心
釈
を
中
心
に
し
た
も
の
が
大
半
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
「
真
の
仏
弟
子
釈
」
に
述
べ
ら
れ
る
「
金
剛
心
の
行
人
」
の
語
か
ら
、
結
び
に 

 
 

真
に
知
り
ぬ
。
弥
勒
大
士
、
等
覚
金
剛
心
を
窮
む
る
が
故
に
、
龍
華
三
会
の
暁
、
当
に
無
上
覚
位
を
極
む
べ
し
。
念
仏
衆
生

は
、
横
超
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
故
に
、
臨
終
一
念
の
夕
、
大
般
涅
槃
を
超
証
す
。
故
に
便
同
と
曰
う
な
り
。
加
之
、
金
剛
心

を
獲
る
者
は
、
則
ち
韋
提
と
等
し
く
、
即
ち
喜
・
悟
・
信
の
忍
を
獲
得
す
べ
し
。
是
れ
則
ち
往
相
回
向
の
真
心
徹
到
す
る
が
故

に
、
不
可
思
議
の
本
誓
に
籍
る
が
故
な
り
。
（
『
定
親
全
』
一
・
一
五
一
頁
） 

こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
「
便
同
」
弥
勒
の
文
言
に
焦
点
を
当
て
、
「
念
仏
衆
生
」
の
人
間
像
に
つ
い
て
言
及
す
る
研
究
も
な
さ
れ

て
い
る
。 

 

前
者
は
「
金
剛
心
」
に
お
け
る
自
覚
内
容
に
焦
点
が
あ
り
、
後
者
は
「
金
剛
心
の
行
人
」
の
機
の
相
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
二
つ
は
、
必
ず
し
も
区
別
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
一
様
に
「
信
巻
」
に
お
け
る
文
脈
の
中
で
の
考
察
が
中
心

で
あ
る
。 

2

（
『
定
本
』
一
一
五
頁
） 

3

（
『
定
本
』
一
三
〇
頁
） 

4 
 

信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
如
来
選
択
の
願
心
自
り
発
起
す
、
真
心
を
開
闡
す
る
こ
と
は
、
大
聖
矜
哀
の
善
巧
従
り
顕
彰
せ

り
。
然
る
に
末
代
の
道
俗
・
近
世
の
宗
師
、
自
性
唯
心
に
沈
み
て
浄
土
の
真
証
を
貶
す
、
定
散
の
自
心
に
迷
い
て
金
剛
の
真
信

に
昏
し
。(

『
定
本
』
九
五
頁)

 

「
信
文
類
序
」(

い
わ
ゆ
る
「
別
序
」)

に
述
べ
ら
れ
る
こ
の
文
で
は
、
信
楽
獲
得
に
お
い
て
む
し
ろ
「
自
性
唯
心
」
「
定
散
の
自

心
」
と
い
う
自
力
心
に
沈
み
、
迷
う
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
信
を
獲
得
す
る
こ
と

は
、
定
散
自
心
と
い
う
機
の
課
題
が
明
確
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
と
親
鸞
が
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

5 
 

然
る
に
濁
世
の
群
萠
、
穢
悪
の
含
識
、
乃
し
九
十
五
種
の
邪
道
を
出
で
て
、
半
満
・
権
実
の
法
門
に
入
る
と
雖
も
、
真
な
る
者

は
、
甚
だ
以
て
難
く
、
実
な
る
者
は
甚
だ
以
て
希
な
り
。
偽
な
る
者
は
、
甚
だ
以
て
多
く
、
虚
な
る
者
は
、
甚
だ
以
て
滋
し
。 

(

『
定
本
』
二
六
九
頁)

 
6

（
『
定
本
』
二
九
六
頁
） 
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第
一
章 

金
剛
真
心
の
獲
得―

「
我
一
心
」
の
証
明―

 

 

 

第
一
節 

本
願
成
就
文 

 第
一
項 

真
実
教
の
決
定 

 

親
鸞
の
仏
道
は
、
法
然
と
の
出
遇
い
に
よ
っ
て
「
た
だ
念
仏
」
す
る
者
と
な
っ
た
と
い
う
感
動
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
体
験
は
、
宗

教
的
回
心
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

回
心
と
い
ふ
は
、
自
力
の
心
を
ひ
る
が
へ
し
す
つ
る
を
い
ふ
な
り
。
（
中
略
）
自
力
の
こ
こ
ろ
を
す
つ
と
い
ふ
は
、
や
う
や
う
、

さ
ま
ざ
ま
の
、
大
小
聖
人
、
善
悪
凡
夫
の
、
み
ず
か
ら
が
み
を
よ
し
と
お
も
ふ
こ
こ
ろ
を
す
て
、
み
を
た
の
ま
ず
、
あ
し
き
こ

こ
ろ
を
か
へ
り
み
ず
、
ひ
と
す
じ
に
具
縛
の
凡
愚
屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽

す
れ
ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
な
り
。
具
縛
は
よ
ろ
ず
の
煩
悩
に
し
ば
ら
れ
た
る
わ
れ
ら
な
り
。（
『
定

親
全
』
三
・
和
文
篇
一
六
七
～
一
六
八
頁
） 

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
回
心
と
は
本
願
の
名
号
を
信
楽
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
自
力
の
心
」
が
翻
さ
れ
、
「
み
ず
か
ら
が
み
を
よ

し
と
お
も
う
こ
こ
ろ
を
す
て
」
、
「
具
縛
の
凡
愚
」
と
し
て
「
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
」
仏
道
が
開
か
れ
る
と
い
う
質
を
持
つ
。
す
な

わ
ち
、
師
教
と
の
値
遇
に
浄
土
真
宗
の
仏
道
の
行
（
「
智
慧
の
名
号
」
）
・
信
（
「
信
楽
」
）
・
証
（
「
無
上
大
涅
槃
」
）
が
実
現
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
と
親
鸞
は
確
信
を
も
っ
て
語
る
の
で
あ
る
。
こ
の
師
教
と
の
値
遇
に
お
け
る
回
心
体
験
の
意
味
を
親
鸞
は
以
下
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。 

 
 

愚
禿
釈
の
鸞
、
建
仁
辛
の
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
。(

『
定
本
』
三
八
一
頁)

 

こ
こ
に
値
遇
の
内
実
が
、「
法
然
に
帰
す
」
や
「
念
仏
に
帰
す
」
で
は
な
く
、
如
来
の
「
本
願
に
帰
す
」
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
表
明
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
親
鸞
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
仏
道
の
決
定
と
は
、
個
人
的
な
一
過
性
の
体
験
に
で
は
な
く
、
値
遇

の
源
に
本
願
の
現
働
を
感
得
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。 

一
切
衆
生
を
救
わ
ん
と
す
る
本
願
に
「
生
死
出
づ
べ
き
み
ち1

」
を
感
覚
し
、
そ
の
願
に
立
脚
し
た
生
が
定
ま
る
。
そ
れ
は
、
自
身

が
行
を
積
み
、
功
徳
を
修
す
る
こ
と
で
追
い
求
め
て
い
く
よ
う
な
仏
道
の
方
向
性
か
ら
、
弥
陀
の
本
願
に
選
択
さ
れ
た
念
仏
に
よ
り
、

因
の
願
心
に
立
ち
帰
っ
て
い
く
仏
道
の
方
向
性
へ
の
転
換
で
あ
る
と
言
え
る
。 

こ
の
他
力
の
本
願
に
始
ま
る
仏
道
を
曽
我
量
深
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

自
分
を
証
明
す
る
も
の
は
仏
で
あ
る
。
仏
教
学
真
宗
学
は
人
間
が
仏
を
証
明
す
る
学
で
な
く
、
人
間
が
仏
に
証
明
さ
れ
る
学
で

あ
る
。
教
行
信
証
の
証
と
は
我
々
人
間
が
仏
に
証
明
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
機
の
深
信
は
正
し
く
人
間
が
人
間
と
し
て
の
自
分

を
仏
が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
人
間
が
神
仏
を
証
明
す
る
の
は
他
教
で
あ
り
、
仏
が
人
間
を
証
明
し
て
下
さ
る
の
が
仏

教
で
あ
る
。
こ
れ
を
如
来
本
願
力
回
向
の
道
と
い
ふ
。
（
『
曽
我
選
集
』
六
・
三
八
八
頁
） 

曽
我
は
、
法
然
・
親
鸞
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
浄
土
の
真
宗
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
人
間
が
仏
を
証
明
す
る
」
の
で
は
な
く
、「
人
間

が
仏
に
証
明
さ
れ
る
」
、
そ
の
「
証
」
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
人
間
が
仏
を
求
め
て
い
く
の
で
は
な
く
、
仏
か
ら
「
人
間

と
し
て
の
自
分
」
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
を
親
鸞
思
想
の
核
心
で
あ
る
「
如
来
本
願
力
回
向
の
道
」
で
あ
る
と
曽
我
は
述
べ
る

の
で
あ
る
。 

 

「
生
死
出
づ
べ
き
み
ち
」
の
発
見
、
す
な
わ
ち
出
離
生
死
の
実
現
と
は
、
自
ら
を
根
拠
に
し
て
仏
を
求
め
る
あ
り
方
が
破
ら
れ
、

「
仏
に
証
明
さ
れ
」
た
自
己
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
仏
の
証
明
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
仏
道
が
本
願
力
回
向
に

始
ま
る
道
と
し
て
、
唯
一
生
死
の
苦
悩
に
沈
み
、
迷
う
衆
生
を
救
済
す
る
も
の
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
仏
道
を
開
示

し
た
師
教
と
の
値
遇
と
は
、
そ
の
意
味
が
「
帰
本
願
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
願
心
に
お
け
る
群
萌
へ
の
回
帰
と
し
て
親
鸞
は
顕
揚

す
る
の
で
あ
る
。 

親
鸞
が
こ
の
よ
う
に
値
遇
の
意
味
に
つ
い
て
語
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
説
く
『
大
経
』
へ
の
深
き
聞
思
か
ら
で
あ
る
。
親
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鸞
は
『
教
行
信
証
』
「
教
巻
」
に
て
、
『
大
経
』
へ
の
視
座
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
按
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
有
り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
回
向
に
就
い
て
、
真

実
の
教
行
信
証
有
り
。
夫
れ
、
真
実
の
教
を
顕
さ
ば
、
則
ち
『
大
無
量
寿
経
』
是
れ
な
り
。(

『
定
本
』
八
二
頁)

 

「
教
巻
」
冒
頭
で
は
、
ま
ず
「
浄
土
真
宗
」
を
成
り
立
た
せ
る
「
二
種
の
回
向
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の
「
往
相
の
回

向
」
に
つ
い
て
、「
真
実
の
教
行
信
証
有
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
弥
陀
の
往
相
回
向
に
よ
っ
て
実
現
す
る
仏
道
が
、
衆
生

に
「
真
実
の
教
行
信
証
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
『
大
無
量
寿
経
』
が
、「
真
実
の
教
」
で
あ
る
と
決
定

さ
れ
て
い
る
。 

親
鸞
の
こ
の
よ
う
な
押
さ
え
方
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、「
真
実
の
教
」
と
は
初
め
か
ら
想
定
さ
れ
、
ま
た
客
観
的
妥
当
性
を
も

っ
て
選
ば
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
浄
土
真
宗
」
の
仏
道
を
開
示
し
た
師
教
と
の
値
遇
に
「
真
実
の
教
行
信
証
」

が
確
か
に
こ
の
身
に
自
覚
さ
れ
て
い
る
、
仏
の
教
化
が
こ
の
身
に
実
を
結
ん
だ
と
い
う
実
感
か
ら
、
真
実
教
は
決
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
が
『
大
無
量
寿
経
』
を
「
真
実
の
教
」
と
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
経
説
が
自
身
に
「
浄
土
真
宗
」
の
自
覚
道
を
開

い
た
と
い
う
確
か
な
実
感
か
ら
で
あ
る
と
言
え
る
。 

斯
の
経
の
大
意
は
、
弥
陀
、
誓
い
を
超
発
し
て
、
広
く
法
蔵
を
開
き
て
、
凡
小
を
哀
れ
み
て
、
選
び
て
功
徳
の
宝
を
施
す
る
こ

と
を
致
す
。
釈
迦
、
世
に
出
興
し
て
、
道
教
を
光
闡
し
て
、
群
萠
を
拯
い
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
な
り
。
是

を
以
て
、
如
来
の
本
願
を
説
き
て
、
経
の
宗
致
と
す
。
即
ち
、
仏
の
名
号
を
以
て
、
経
の
体
と
す
る
な
り
。(

『
定
本
』
八
二
頁)

 

 

こ
の
経
の
「
大
意
」
は
、
「
凡
小
」
に
「
功
徳
の
宝
を
施
す
る
」
阿
弥
陀
如
来
と
、
濁
世
の
「
群
萌
」
に
「
真
実
の
利
」
を
恵
ま
ん

と
す
る
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
る
と
、
弥
陀
釈
迦
二
尊
に
よ
っ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
明
ら
か
な
こ
と
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
弥

陀
の
本
願
と
は
、
単
に
釈
尊
の
説
く
経
説
の
内
容
と
し
て
で
は
な
く
、
群
萌
を
救
わ
ん
と
す
る
如
来
大
悲
の
根
源
と
し
て
受
け
取
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
如
来
の
興
世
と
し
て
釈
尊
を
仰
ぐ
、
そ
こ
に
親
鸞
に
お
け
る
釈
尊
へ
の
眼
目
が
あ
り
、
そ
れ

は
ま
た
面
授
の
師
で
あ
る
法
然
へ
の
視
座
で
も
あ
る
。 
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弥
陀
の
本
願
ま
こ
と
に
お
わ
し
ま
さ
ば
、
釈
尊
の
説
教
、
虚
言
な
る
べ
か
ら
ず
。
仏
説
ま
こ
と
に
お
わ
し
ま
さ
ば
、
善
導
の
御

釈
、
虚
言
し
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
。
善
導
の
御
釈
ま
こ
と
な
ら
ば
、
法
然
の
お
お
せ
そ
ら
ご
と
な
ら
ん
や
。(

『
定
親
全
』
四
・
六

頁)
 

『
歎
異
抄
』
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
法
然
、
善
導
、
そ
し
て
釈
尊
の
教
え
は
、
自
身
に
「
弥
陀
の
本
願
ま
こ
と
」
を
説
く

も
の
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
恩
徳
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
に
と
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
は
、
決
し
て
何
か
の
概
念
と
し
て

で
は
な
く
、
師
の
教
え
や
経
説
と
の
値
遇
の
最
も
根
源
的
意
義
と
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
「
是
を
以
て
」
と
続
き
、
経
の
「
宗
致
」
と
「
体
」
が
、「
如
来
の
本
願
」
と
「
仏
の
名
号
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
い
わ
ば
『
大
経
』
の
宗
と
な
る
本
願
と
は
、
「
名
号
」
へ
の
帰
依
と
し
て
衆
生
の
上
に
具
体
化
す
る
の
で
あ
る2

。
そ
う
で
あ

れ
ば
、
『
大
経
』
の
「
大
意
」
と
は
、
法
然
と
の
出
遇
い
に
よ
っ
て
自
身
の
上
に
「
念
仏
も
う
さ
ん
と
お
も
い
た
つ
こ
こ
ろ3

」
と
し

て
の
信
が
沸
き
起
こ
っ
た
、
そ
の
宗
教
的
事
実
の
淵
源
を
明
か
す
も
の
で
あ
り
、
仏
道
に
立
っ
た
自
身
が
聞
思
す
べ
き
も
の
と
し
て

明
示
さ
れ
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
経
の
「
大
意
」
に
よ
る
「
宗
致
」
と
「
体
」
へ
の
言
及
は
、『
大
経
』
の
教
え
に
ど
の
よ
う
に
触
れ
た
か
と
い

う
親
鸞
の
宗
教
的
態
度
表
明
で
あ
る
と
受
け
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、『
大
経
』
に
お
け
る
本
願
の
経
説
に
こ
そ
、
衆
生
が
仏

道
に
立
ち
得
る
源
泉
が
あ
る
の
で
あ
り
、
如
来
の
本
願
が
自
身
の
内
に
信
心
と
し
て
発
起
し
た
と
い
う
事
実
が
、
真
実
教
の
決
定
に

お
い
て
最
も
「
要
」
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
の
仏
道
の
「
要
」
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

第
二
項 

本
願
成
就
文 

先
に
親
鸞
の
真
実
教
決
定
の
視
座
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
真
実
教
と
は
、
師
教
と
の
値
遇
に
よ
っ
て
自
身
に
発
起
し
た
「
念
仏
も

う
さ
ん
と
お
も
い
た
つ
こ
こ
ろ
」
に
立
っ
て
、
そ
の
意
味
を
開
き
見
る
形
で
顕
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
経
の
「
宗
致
」
が

「
如
来
の
本
願
」
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
本
願
の
「
ま
こ
と
」
が
自
己
に
信
知
さ
れ
た
と
い
う
実
感
、
本
願
の
信
と



 

16 

 

い
う
べ
き
事
実
を
「
要
」
と
し
た
表
明
で
あ
っ
た
。 

親
鸞
が
「
真
実
の
教
」
と
し
て
掲
げ
る
『
大
経
』
は
、
阿
難
が
釈
尊
を
如
来
と
し
て
仰
い
だ4

と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
値
遇
の
意
味
が

法
蔵
菩
薩
発
願
の
物
語
と
し
て
説
き
出
さ
れ
る
。
阿
難
の
問
い
が
、
釈
尊
を
し
て
本
願
の
生
起
本
末
を
説
か
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
『
大
経
』
の
「
下
巻
」
に
そ
の
成
就
と
し
て
、
本
願
が
衆
生
の
上
に
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
本
願
に
よ
っ
て
衆
生
に
い
か
に
「
生
死
出
づ
べ
き
み
ち
」
が
自
覚
さ
れ
る
の
か
、
親
鸞
は
こ
の
本
願
成
就
文
に
よ
っ
て
『
大

経
』
の
救
済
の
実
際
を
開
き
見
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
身
の
師
教
と
の
値
遇
に
お
け
る
感
動
を
経
説
に
よ
っ
て
自
覚
化
し
、
そ

こ
に
普
遍
的
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
以
下
、
親
鸞
の
本
願
成
就
文
へ
の
視
座
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。 

其
れ
衆
生
有
り
て
彼
の
国
に
生
ず
れ
ば
、
皆
な
悉
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
所
以
は
何
ん
。
彼
の
仏
国
の
中
に
は
、
諸
の
邪
聚
及

び
不
定
聚
無
け
れ
ば
な
り
。
十
方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
、
皆
な
共
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
の
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
讃
歎
し
た

ま
う
。
諸
有
衆
生
、
其
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
。
心
を
至
し
回
向
し
た
ま
え
り
。
彼
の
国

に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
即
ち
往
生
を
得
て
不
退
転
に
住
す
。
唯
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
。(

『
真
聖
全
』
一
・
二
四
頁)

 

成
就
文
に
は
ま
ず
、
衆
生
に
「
住
正
定
聚
」
が
実
現
し
、
浄
土
の
功
徳
が
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
願

の
成
就
と
は
、
必
ず
滅
度
に
至
る
身
に
つ
き
定
ま
っ
た
と
い
う
、
こ
の
身
に
お
け
る
感
動
が
先
だ
っ
て
あ
る
の
だ
と
言
え
る
。
親
鸞

は
第
十
一
願
成
就
文
に
つ
い
て
、
「
必
至
滅
度
の
願
」
、
「
証
大
涅
槃
の
願5

」
と
呼
ぶ
。
涅
槃
と
は
法
性
法
身
の
一
如
の
法
そ
の
も
の

で
あ
り
、
本
来
衆
生
が
自
覚
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
親
鸞
は
こ
れ
に
つ
い
て
、『
一
念
多
念
文
意
』
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 

 
 

一
如
宝
海
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
無
碍
の
ち
か
ひ
を
お
こ
し
た
ま
ふ
を
た
ね
と
し
て
、

阿
弥
陀
仏
と
な
り
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
、
報
身
如
来
と
ま
ふ
す
な
り
。
こ
れ
を
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
れ
る
な
り
。

こ
の
如
来
を
南
無
不
可
思
議
光
仏
と
も
ま
ふ
す
な
り
。
こ
の
如
来
を
方
便
法
身
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
方
便
と
ま
ふ
す
は
、
か
た

ち
を
あ
ら
わ
し
、
御
な
を
し
め
し
て
、
衆
生
に
し
ら
し
め
た
ま
ふ
を
ま
ふ
す
な
り
。
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
な
り
。
こ
の
如
来
は
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光
明
な
り
。
光
明
は
智
慧
な
り
。
智
慧
は
ひ
か
り
の
か
た
ち
な
り
。
智
慧
ま
た
か
た
ち
な
け
れ
ば
不
可
思
議
光
仏
と
ま
ふ
す
な

り
。
こ
の
如
来
、
十
方
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
る
が
ゆ
へ
に
、
無
辺
光
仏
と
ま
ふ
す
。
し
か
れ
ば
、
世
親
菩
薩
は
、
尽

十
方
無
碍
光
如
来
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。
（
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
一
四
五
～
一
四
六
頁
） 

親
鸞
は
「
涅
槃
」
に
つ
い
て
、「
一
如
法
身
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
」
、「
法
蔵
菩
薩
と
な
の
り
」
、「
方
便
法
身
」
と
し
て
衆
生
に
は

た
ら
き
か
け
る
動
的
な
も
の
と
し
て
明
か
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
尽
十
方
無
碍
光
仏
」
、「
南
無
不
可
思
議
光
仏
」
と
い
う
名
号
と
し

て
、
無
明
煩
悩
に
生
き
る
「
衆
生
に
し
ら
し
め
た
ま
う
」
、
す
な
わ
ち
無
明
の
闇
を
知
ら
せ
る
「
智
慧
」
と
し
て
、
衆
生
に
自
覚
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
一
如
宝
海
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
す
」「
法
蔵
菩
薩
」
と
は
、
名
号
の
最
も
根
源
的
意
味
と
し
て
、

ま
た
自
身
に
発
起
し
た
一
心
帰
命
の
信
そ
の
も
の
と
し
て
、
衆
生
に
自
覚
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
単
な
る
寓
話
で
は
な
く
、
「
涅
槃
」

の
現
働
そ
の
も
の
と
し
て
親
鸞
は
「
法
蔵
菩
薩
」
を
了
解
し
て
い
る
と
言
え
る
。
第
十
一
願
成
就
に
お
け
る
「
証
大
涅
槃
」
の
意
義

は
、
こ
の
よ
う
に
自
身
に
「
涅
槃
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
「
法
蔵
菩
薩
」
を
感
得
し
た
と
い
う
身
に
お
け
る
頷
き
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
第
十
一
願
成
就
の
文
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
以
下
の
よ
う
に
読
ん
で
い
る
。 

そ
れ
衆
生
あ
て
、
か
の
く
に
に
む
ま
れ
む
と
す
る
も
の
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
正
定
の
聚
に
住
す
。
（
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇

一
二
九
頁
） 

「
生
彼
国
者
」
を
「
か
の
く
に
に
む
ま
れ
む
と
す
る
も
の
は
」
と
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
う
ま
れ
ん
と
す
る
」
本
願
に
よ
る
一
心
帰

命
の
信
に
、「
住
正
定
聚
」
の
事
実
が
実
現
す
る
の
だ
と
親
鸞
は
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
感
動
は
、
親
鸞
が
「
能
く
一
念
喜
愛
の
心
を

発
す
れ
ば
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
な
り6

」
と
端
的
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
煩
悩
成
就
の
身
を
そ
の
ま
ま
に
、
本
願
を

信
ず
る
一
念
に
涅
槃
の
功
徳
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
本
願
成
就
文
に
、
ま
ず
も
っ
て
「
住
正
定
聚
」
が
明
か
さ

れ
る
意
義
を
、
親
鸞
は
一
念
の
信
に
お
い
て
「
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
」
、
す
な
わ
ち
本
願
の
信
に
「
無
上
涅
槃
」
の
功
徳

を
感
得
す
る
こ
と
と
し
て
了
解
す
る
の
で
あ
る
。 
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曽
我
は
こ
の
第
十
一
願
の
成
就
、
「
住
正
定
聚
」
の
内
容
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
そ
の
意
味
を
述
べ
て
い
る
。 

 
 

正
定
聚
と
は
与
え
ら
れ
た
分
限
を
は
っ
き
り
知
る
の
が
正
定
聚
で
あ
る
。
分
を
知
る
。
仏
に
助
け
ら
れ
た
人
は
分
を
知
る
。（
中

略
）
分
限
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
絶
対
無
限
に
乗
托
す
る
。
相
対
有
限
が
絶
対
無
限
の
内
容
、
絶
対
無
限
に
乗
托
し
て
相
対
有
限

が
始
め
て
成
立
つ
。
其
処
に
我
々
の
安
住
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
仏
は
絶
対
無
限
の
世
界
の
み
に
と
い
う
の
で
な
く
、
我
々

を
相
対
有
限
に
安
住
せ
し
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
『
曽
我
選
集
』
十
一
・
二
八
三
～
三
〇
三
頁
） 

「
正
定
聚
」
の
自
覚
に
お
い
て
「
分
限
」
を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
「
分
限
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
絶
対
無
限
に
乗
托
す
る
」
と
曽

我
は
述
べ
て
い
る
。
「
絶
対
無
限
」
に
触
れ
る
こ
と
は
、
「
相
対
有
限
」
が
そ
の
身
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
内
容
と
な
る
の
で
あ

る7

。 

す
な
わ
ち
相
対
有
限
の
世
界
を
超
え
た
「
絶
対
無
限
」(

無
上
涅
槃)

に
触
れ
る
こ
と
で
相
対
有
限
の
自
己
を
本
当
に
知
る
。
こ
の

よ
う
な
衆
生
と
仏
の
交
際
が
第
十
一
願
の
成
就
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。
第
十
一
願
成
就
文
に
よ
っ
て
現
生

に
正
定
聚
の
位
に
住
し
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
仏
道
が
『
大
経
』
の
「
難
思
議
往
生
」
の
仏
道
で
あ
る8

。
そ
の
仏
道
の
積
極
的
意
義
は
、

機
と
法
を
正
し
く
信
知
せ
し
め
る
分
限
に
立
つ
こ
と
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
相
対
有
限
を
超
え
た
世
界
へ
こ
の
身
こ
の
ま
ま

で
触
れ
た
感
動
に
お
い
て
、
本
当
に
現
在
の
自
己
へ
の
落
在
が
可
能
に
な
る
と
い
う
自
覚
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
大
涅
槃
」
へ
向
か

う
歩
み
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
第
十
一
願
成
就
文
に
続
い
て
、
第
十
七
願
の
成
就
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
第
十
一
願
の
成
就
に
立
つ
背
景
に
は
、

本
願
の
名
号
を
説
く
諸
仏
の
称
讃
、
そ
の
呼
び
声
が
自
身
に
先
だ
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
意
義
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
十
七
願
成
就

文
は
、
本
願
の
名
号
と
は
諸
仏
の
称
讃
と
し
て
自
身
に
自
覚
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
自
力
を
根
拠
に
し
た
自
覚
を
雑
じ
得
な
い
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。 

 
 

十
方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
、
皆
な
共
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
の
不
可
思
議
な
る
こ
と
を
讃
歎
し
た
ま
う
。 

(

『
真
聖
全
』
一
・

二
四
頁)
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第
十
七
願
成
就
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
十
方
の
諸
仏
の
称
讃
に
よ
っ
て
「
無
量
寿
仏
の
威
神
力
」
の
は
た
ら
く
世
界
が
衆

生
に
開
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
諸
仏
称
讃
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
衆
生
に
お
け
る
名
号
の
意
義9

で
あ
る

と
言
え
る
。 

こ
こ
で
言
わ
れ
る
諸
仏
の
称
讃
と
は
、
具
体
的
に
は
本
願
念
仏
に
生
き
る
善
知
識
の
教
え
で
あ
る
と
言
え
る
。
親
鸞
は
自
身
に
仏

道
を
開
示
す
る
存
在
の
「
善
知
識
」
に
つ
い
て
、
『
涅
槃
経
』
の
文
言
か
ら
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

諸
仏
・
菩
薩
を
善
知
識
と
名
づ
く
。
善
男
子
、
譬
え
ば
船
師
の
善
く
人
を
度
す
が
故
に
大
船
師
と
名
づ
く
る
が
如
し
。
諸
仏
・

菩
薩
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
。
諸
の
衆
生
を
し
て
生
死
の
大
海
を
度
す
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
善
知
識
と
名
づ
く
、
と
。
抄

出(

『
定
本
』
三
〇
六
頁)

 

「
化
身
土
巻
」「
真
門
釈
」
に
引
か
れ
る
こ
の
文
は
、「
善
知
識
」
と
は
具
体
的
に
は
「
諸
仏
菩
薩
」
と
し
て
は
た
ら
き
、
自
身
に
「
諸

の
衆
生
を
し
て
生
死
の
大
海
を
度
す
」
存
在
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
と
明
か
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
仏
の
称
讃
と
は
自
身
に
と
っ

て
は
、「
生
死
の
大
海
を
度
」
さ
ん
と
す
る
「
善
知
識
」
の
教
化
に
感
得
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
親
鸞
に
と
っ
て
「
善
知
識
」
と

は
こ
の
よ
う
に
、
た
だ
自
身
に
本
願
念
仏
の
教
え
を
開
示
す
る
存
在
、
「
諸
仏
」
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
親
鸞
は
、
第
十
七
願
成
就
文
を
「
諸
仏
称
名
の
願
」
と
呼
び
、
衆
生
が
「
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る1

0

」
意
義
を
如
来

の
「
大
行
」
と
し
て
、「
生
死
海
を
度
」
さ
ん
と
す
る
「
善
知
識
」
の
教
え
を
た
だ
聞
く
こ
と
を
自
身
の
立
場
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
続
け
て
、
第
十
八
願
の
成
就
文
に
よ
っ
て
、
諸
仏
の
称
え
る
名
号
の
意
義
を
確
か
に
聞
き
取
っ
た
と
い
う
衆
生
の
信
心
の

成
就
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
十
七
願
と
第
十
八
願
は
も
と
も
と
一
つ
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
親
鸞
は
、『
三
経
往
生
文
類
』
の

「
称
名
信
楽
悲
願
成
就
の
文
」
に
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

十
方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
、
皆
な
共
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
不
可
思
議
な
る
を
讃
嘆
し
た
ま
う
、
諸
有
衆
生
、
其
の
名
号
を
聞

き
て
、
信
心
歓
喜
し
て
、
乃
至
一
念
せ
ん
、
至
心
回
向
し
た
ま
え
り
。
彼
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
即
ち
往
生
を
得
、

不
退
転
に
住
せ
ん
。
唯
だ
五
逆
と
正
法
を
誹
謗
す
る
を
除
く
（
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
二
二
頁
） 
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こ
こ
で
第
十
七
願
と
第
十
八
願
は
そ
の
成
就
に
お
い
て
は
一
つ
の
事
実
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
本
願
の
成
就
と
は
、
諸

仏
の
称
讃
に
よ
っ
て
、
衆
生
に
名
号
へ
の
帰
依
が
実
現
し
た
と
こ
ろ
に
し
か
な
い
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
名
号
を
聞
信
す
る
こ
と

は
、
形
だ
け
の
名
を
称
え
る
こ
と
で
な
く
、
そ
こ
に
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
自
身
の
無
明
が
破
ら
れ
（
破
闇
）
、
往
生
の
志

願
が
満
足
さ
れ
る
（
満
願
）
、
真
実
の
功
徳1

1

が
恵
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
義
に
お
い
て
第
十
七
願
と
第
十
八
願
は
、
真
実
の

行
信
と
し
て
一
つ
の
事
実
で
あ
る
と
親
鸞
は
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。 

本
願
の
成
就
に
立
つ
親
鸞
の
眼
目
は
、
聖
道
自
力
の
仏
道
体
系
と
質
を
異
に
す
る
『
大
経
』
の
「
難
思
議
往
生
」
の
仏
道
に
あ
る

と
言
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仏
道
の
歩
み
は
一
心
帰
命
の
本
願
の
信
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
生
涯
自
ら
の
身
を
通
し
て
本
願
に
そ
の
生

を
尋
ね
て
い
く
姿
勢
を
得
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
願
の
成
就
と
し
て
の
信
か
ら
、
因
と
な
る
願
心
へ
立
ち
帰
り
、
願
に
生

き
て
い
く
者
と
し
て
歩
む
仏
道
が
「
難
思
議
往
生
」
の
仏
道
、
願
生
浄
土
の
仏
道
で
あ
る
。
こ
こ
に
末
法
五
濁
の
衆
生
が
、
そ
の
生

死
の
中
で
仏
道
を
歩
み
得
る
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

凡
そ
誓
願
に
就
い
て
、
真
実
の
行
信
有
り
、
亦
方
便
の
行
信
有
り
。
其
の
真
実
の
行
願
は
、
諸
仏
称
名
の
願
な
り
。
其
の
真
実

の
信
願
は
、
至
心
信
楽
の
願
な
り
。
斯
れ
乃
ち
選
択
本
願
の
行
信
な
り
。
其
の
機
は
、
則
ち
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
な
り
。
往
生

は
、
則
ち
難
思
議
往
生
な
り
。
仏
土
は
、
則
ち
報
仏
報
土
な
り
。
斯
れ
乃
ち
誓
願
不
可
思
議
、
一
実
真
如
海
な
り
。『
大
無
量
寿

経
』
の
宗
致
、
他
力
真
宗
の
正
意
な
り
。(

『
定
本
』
八
四
頁)

 

真
宗
の
大
綱
を
示
す
こ
の
文
に
は
、「
真
実
の
行
信
」
を
実
現
す
る
の
は
「
諸
仏
称
名
の
願
」
と
「
至
心
信
楽
の
願
」
で
あ
る
と
押
さ

え
ら
れ
て
い
る
。
如
来
の
誓
願
と
は
、
衆
生
の
上
に
「
真
実
の
行
信
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
、
第
十
七
願
・
第
十
八
願
の
成
就
が
そ
の

事
実
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、「
真
実
の
行
信
」
の
自
覚
を
「
選
択
本
願
の
行
信
」
で
あ
る
と
親
鸞
が
述
べ
る
こ

と
か
ら
、
法
然
の
説
く
「
選
択
本
願
念
仏
」
と
は
、『
大
経
』
の
本
願
成
就
の
事
実
そ
の
も
の
を
言
い
当
て
た
も
の
だ
と
親
鸞
が
示
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
上
で
こ
の
「
行
信
」
に
開
か
れ
る
仏
道
が
「
難
思
議
往
生
」
の
仏
道
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
一
実
真
如

海
」
の
功
徳
が
は
た
ら
い
て
い
る
、
こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
述
べ
『
大
経
』
の
「
宗
致
」
が
こ
こ
に
あ
る
と
示
し
て
い
る
。 
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「
教
巻
」
で
は
、
経
の
「
宗
致
」
と
は
「
如
来
の
本
願
を
説
く
こ
と
」
が
そ
の
内
容
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
よ
り
自
覚
的

に
、
そ
の
如
来
の
本
願
が
衆
生
に
成
就
し
た
事
実
と
は
「
真
実
の
行
信
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
一
実
真
如
海
」
が
実
現
す
る
、
そ
の

こ
と
が
経
の
「
宗
致
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法
然
の
説
く
「
選
択
本
願
念
仏
」
と
は
、
如
来
の
「
大
行
」

「
大
信
」
に
よ
る
、「
選
択
本
願
の
行
信
」
と
し
て
、
衆
生
に
自
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
親
鸞
が
宣
言
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
事
実
に
よ
っ
て
、
「
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
」
に
平
等
に
「
一
実
真
如
海
」
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
他
力
真
宗
の
正
意
」

と
し
て
の
親
鸞
の
独
自
の
仏
道
観
を
開
き
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

親
鸞
は
こ
の
よ
う
に
真
宗
の
大
綱
を
示
し
た
後
、「
信
巻
」
に
て
真
実
信
心
と
は
何
か
を
問
う
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、「
教
巻
」「
行

巻
」
に
て
、
真
実
教
と
は
何
か
、
そ
こ
に
開
か
れ
る
仏
道
と
は
ど
の
よ
う
な
質
を
持
つ
の
か
が
確
か
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
受
け
て
「
信

巻
」
に
て
、
何
故
そ
う
言
え
る
の
か
、
い
よ
い
よ
己
証
の
信
心
を
問
う
こ
と
に
課
題
が
極
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
次
節
に
て
親
鸞

の
「
信
巻
」
で
の
確
か
め
か
ら
、
真
実
信
心
推
究
の
視
座
と
、
親
鸞
の
信
の
己
証
で
あ
る
「
三
一
問
答
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。 

 

 

第
二
節 

真
実
信
推
究
の
視
座―
獲
信
の
内
実―

 

 

第
一
項 

信
楽
の
獲
得 

 

親
鸞
は
「
行
巻
」
に
、
自
身
の
信
仰
を
表
現
し
た
偈
で
あ
る
「
正
信
念
仏
偈
」
を
示
し
、
そ
こ
か
ら
「
別
序
」
を
置
き
、
「
信
巻
」

を
開
顕
し
て
い
く
。
「
別
序
」
の
冒
頭
に
は
、
端
的
に
「
信
楽
の
獲
得
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
が
押
さ
え
ら
れ
る
。 

夫
れ
以
み
れ
ば
、
信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
如
来
選
択
の
願
心
自
り
発
起
す
、
真
心
を
開
闡
す
る
こ
と
は
、
大
聖
矜
哀
の
善

巧
従
り
顕
彰
せ
り
。
然
る
に
末
代
の
道
俗
近
世
の
宗
師
、
自
性
唯
心
に
沈
み
て
浄
土
の
真
証
を
貶
す
、
定
散
の
自
心
に
迷
い
て

金
剛
の
真
信
に
昏
し
。
爰
に
愚
禿
釈
の
親
鸞
、
諸
仏
如
来
の
真
説
に
信
順
し
て
、
論
家
・
釈
家
の
宗
義
を
披
閲
す
。
広
く
三
経
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の
光
沢
を
蒙
り
て
、
特
に
一
心
の
華
文
を
開
く
。
且
く
疑
問
を
至
し
て
遂
に
明
証
を
出
だ
す
。
（
『
定
本
』
九
五
頁
） 

真
実
信
の
実
現
と
は
い
か
な
る
出
来
事
か
、
そ
れ
は
「
如
来
選
択
の
願
心
自
り
発
起
」
し
、「
大
聖
矜
哀
の
善
巧
従
り
顕
彰
」
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
「
信
文
類
」
を
開
く
に
当
た
っ
て
、
如
来
の
願
心
と
大
聖
釈
尊
の
善
巧
が
真
実

信
心
発
起
の
因
縁
で
あ
る
と
、
ま
ず
も
っ
て
そ
の
視
点
を
明
確
に
す
る
の
で
あ
る
。 

 
そ
し
て
親
鸞
は
あ
く
ま
で
、
「
諸
仏
如
来
の
真
説
に
信
順
し
」
、
「
論
家
釈
家
の
宗
義
」
に
触
れ
、
「
三
経
」
の
教
え
を
蒙
っ
て
「
一

心
の
華
文
」
を
開
い
て
い
く
と
、
自
身
の
求
道
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
陀
釈
迦
二
尊
の
恩
徳
に
よ
っ
て
実
現
し
た

信
の
事
実
を
、「
一
心
の
華
文
」
天
親
の
『
浄
土
論
』
に
よ
っ
て
了
解
し
、
真
実
信
と
は
ど
こ
ま
で
も
独
善
的
な
事
柄
で
は
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
且
く
疑
問
を
至
し
て
」
と
い
う
疑
問
は
、
親
鸞
の
個
人
的
な
知
的
関
心
に
お
け
る
疑

問
で
は
な
く
、
「
三
経
の
光
沢
を
蒙
り
」
、
自
身
に
発
起
し
た
信
の
根
拠
を
問
う
て
い
く
、
聞
思
の
営
み
と
し
て
の
「
問
い
」
で
あ
る

と
言
え
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、「
信
巻
」「
三
一
問
答
」
、「
化
身
土
巻
」「
三
経
一
異
の
問
答
」
に
お
け
る
信
心
の
問
答
は
、
親
鸞

個
人
の
問
い
を
超
え
た
、
本
願
の
信
に
お
け
る
聞
思
の
営
み
と
し
て
の
「
問
い
」
と
い
う
性
質
を
持
つ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衆
生
の
知
的
関
心
な
ど
の
「
問
い
」
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
「
別
序
」
を
置
く
親
鸞
の
意
図
は
、
以
降
展
開
す
る
「
信
巻
」
、
果
て
は
「
化
身
土
巻
」
ま
で
の
己
証
が
、
あ
く
ま

で
「
諸
仏
如
来
の
真
説
に
信
順
」
し
て
い
く
聞
思
の
営
み
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
了
解
す
べ
き
で
あ
る
。 

誠
に
仏
恩
の
深
重
な
る
を
念
じ
て
、
人
倫
の
哢
言
を
恥
じ
ず
。
浄
邦
を
欣
う
徒
衆
、
穢
域
を
厭
う
庶
類
、
取
捨
を
加
う
と
雖
も
、

疑
謗
を
生
ず
る
こ
と
莫
れ
、
と
。
（
『
定
本
』
九
五
頁
） 

聞
思
の
営
み
と
は
、
続
け
て
「
仏
恩
の
深
重
な
る
を
念
じ
て
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
深
く
仏
恩
を
念
ず
る
と
い
う
仏
恩
報
謝
の

営
み
で
も
あ
る
。
親
鸞
に
お
け
る
真
実
信
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
、
こ
の
一
貫
し
た
求
道
的
態
度
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

第
二
項 

「
信
巻
」
の
標
挙 
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「
別
序
」
が
置
か
れ
る
意
図
と
し
て
、
親
鸞
の
求
道
的
態
度
が
今
一
度
明
確
に
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は

あ
く
ま
で
も
「
諸
仏
如
来
の
真
説
に
信
順
」
す
る
と
い
う
聞
思
の
姿
勢
で
あ
っ
た
。
こ
の
聞
思
の
営
み
が
如
実
に
表
れ
た
も
の
が
、

「
且
く
疑
問
を
至
し
て
遂
に
明
証
を
出
だ
す
」
と
い
う
信
心
に
お
け
る
問
い
、
す
な
わ
ち
「
三
一
問
答
」
へ
結
実
し
て
い
く
の
で
あ

る
。 

 
こ
こ
か
ら
「
信
巻
」
に
よ
っ
て
、
如
来
の
「
大
信
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
標
挙
に
以
下
の
文
言
が
置

か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 

至
心
信
楽
の
願 

 

正
定
聚
の
機
（
『
定
本
』
九
五
頁
） 

実
に
簡
潔
に
で
は
あ
る
が
、
「
信
巻
」
へ
の
眼
目
が
こ
の
二
つ
の
言
葉
に
よ
っ
て
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ

る
。 

 

「
信
巻
」
で
は
、
真
実
信
の
己
証
を
第
十
八
願
と
そ
の
成
就
文
に
よ
り
開
き
見
て
い
く
。
こ
の
標
挙
の
文
も
、
第
十
八
願
の
内
容

を
表
し
、
真
実
信
心
の
内
実
を
明
か
す
も
の
と
し
て
了
解
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
先
学
の
理
解
で
は
、
こ
の
標
挙
は
「
化
身
土
巻
」

の
標
挙1

2

と
対
応
し
、
三
願
・
三
機
・
三
往
生
の
関
係
が
表
さ
れ
、
方
便
で
な
く
真
実
の
往
生
と
機
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
と

了
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
信
巻
」
の
こ
の
標
挙
は
、
単
に
構
造
的
に
方
便
と
区
別
さ
れ
る
真
実
を
表
し
た
も
の
で
は
な
く
、
親
鸞
に

お
け
る
真
実
信
の
内
景
を
具
体
的
に
掲
げ
た
も
の
と
了
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

例
え
ば
親
鸞
は
「
至
心
信
楽
の
願
」
と
い
う
呼
び
方
に
つ
い
て
、
真
実
信
を
成
就
す
る
願
、
第
十
八
願
を
表
す
名
と
し
て
重
視
し

て
い
る
。
そ
し
て
「
至
心
信
楽
」
の
内
実
に
つ
い
て
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
て
以
下
の
よ
う
に
押
さ
え
て
い
る
。 

「
至
心
信
楽
」
と
い
ふ
は
、
至
心
は
真
実
と
ま
ふ
す
な
り
。
真
実
と
ま
ふ
す
は
、
如
来
の
御
ち
か
ひ
の
真
実
な
る
を
至
心
と
も

ま
ふ
す
な
り
。
煩
悩
具
足
の
衆
生
は
、
も
と
よ
り
真
実
の
心
な
し
、
清
浄
の
心
な
し
、
濁
悪
邪
見
の
ゆ
へ
な
り
。
信
楽
と
い
ふ

は
、
如
来
の
本
願
真
実
に
ま
し
ま
す
を
、
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
ふ
か
く
信
じ
て
う
た
が
は
ざ
れ
ば
、
信
楽
と
ま
ふ
す
な
り
。
こ
の

至
心
信
楽
は
、
す
な
わ
ち
十
方
の
衆
生
を
し
て
、
わ
が
真
実
な
る
誓
願
を
信
楽
す
べ
し
と
す
す
め
た
ま
へ
る
御
ち
か
ひ
の
至
心
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信
楽
な
り
。
凡
夫
自
力
の
こ
こ
ろ
に
は
あ
ら
ず
。(

『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
七
三
～
七
四
頁)

 

「
至
心
」
と
は
「
如
来
の
御
ち
か
ひ
の
真
実
」
で
あ
り
、「
信
楽
」
と
は
そ
の
「
如
来
の
本
願
」
を
深
く
信
ず
る
こ
と
だ
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
第
十
八
願
に
誓
わ
れ
る
「
至
心
信
楽
」
と
は
、
誓
願
に
お
け
る
「
信
楽
」
に
よ
っ
て
「
十
方
の
衆
生
」
を
救
わ

ん
と
す
る
如
来
の
心
で
あ
り
、
「
凡
夫
自
力
の
こ
こ
ろ
に
は
あ
ら
ず
」
と
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
至
心
信

楽
の
願
」
と
は
、
衆
生
の
上
に
信
心
と
し
て
成
就
す
る
如
来
の
こ
こ
ろ
を
端
的
に
表
し
た
言
葉
で
あ
り
、
他
力
の
信
心
そ
の
も
の
の

表
明
で
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
「
至
心
信
楽
の
願
」
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
第
十
八
願
成
就
文
に
説
か
れ
る
「
聞
其
名
号
、
信

心
歓
喜
、
乃
至
一
念
」
の
信
そ
の
も
の
を
見
据
え
た
表
明
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

ま
た
「
正
定
聚
の
機
」
に
つ
い
て
、「
正
定
聚
」
と
は
一
念
の
信
に
実
現
す
る
分
限
の
自
覚
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
号
の
信
に
立

っ
た
者
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
親
鸞
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
て
、
第
十
八
願
成
就
文
の
後
半
部
分
、「
願
生
彼
国 

即

得
往
生 

住
不
退
転
」
に
注
目
し
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

『
大
経
』
に
は
、「
願
生
彼
国 

即
得
往
生 

住
不
退
転
」
と
の
た
ま
へ
り
。
願
生
彼
国
は
、
か
の
く
に
に
む
ま
れ
む
と
ね
が
へ

と
な
り
。
即
得
往
生
は
、
信
心
を
う
れ
ば
す
な
わ
ち
往
生
す
と
い
ふ
。
す
な
わ
ち
往
生
す
と
い
ふ
は
、
不
退
転
に
住
す
る
を
い

う
、
不
退
転
に
住
す
と
い
ふ
は
、
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
く
ら
ゐ
に
さ
だ
ま
る
と
の
た
ま
ふ
御
の
り
な
り
。
こ
れ
を
即
得
往
生
と

は
ま
ふ
す
な
り
。(

『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
一
六
一
頁)

 

こ
こ
で
第
十
八
願
成
就
の
内
実
で
あ
る
「
住
不
退
転
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
「
す
な
わ
ち
正
定
聚
の
く
ら
い
に
さ
だ
ま
る
と
の
た
ま

う
御
の
り
」
で
あ
る
と
し
て
、
信
心
に
お
い
て
実
現
す
る
「
不
退
転
」
を
、
よ
り
積
極
的
に
「
正
定
聚
の
く
ら
い
に
さ
だ
ま
る
」
こ

と
と
し
て
親
鸞
は
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
必
至
滅
度
の
願
」
の
成
就
と
し
て
の
「
正
定
聚
」
の
事
実
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
第

十
八
願
の
成
就
の
「
即
得
往
生 

住
不
退
転
」
の
事
実
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
親
鸞
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
信
心
に
「
願
生

彼
国
」
の
仏
道
が
開
か
れ
、
そ
の
歩
み
は
生
死
に
退
転
す
る
こ
と
の
な
い
、
現
生
に
「
正
定
聚
の
く
ら
ひ
に
さ
だ
ま
る
」
と
い
う
質

を
持
つ
。
こ
の
確
か
め
か
ら
、
親
鸞
に
お
け
る
「
正
定
聚
」
の
意
義
は
、
生
死
の
中
に
あ
っ
て
そ
こ
に
迷
い
、
沈
む
こ
と
の
な
い
「
不
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退
転
」
の
機
を
表
す
も
の
と
了
解
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
信
巻
」
の
標
挙
に
「
正
定
聚
の
機
」
を
掲
げ
る
親
鸞
の
意
図
は
、
如

来
の
顕
現
と
し
て
の
他
力
の
信
に
「
願
生
彼
国 

即
得
往
生 

住
不
退
転
」
の
生
が
実
現
し
、
そ
の
仏
道
を
歩
む
主
体
を
押
さ
え
る

た
め
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
標
挙
の
「
至
心
信
楽
の
願 

正
定
聚
の
機
」
の
言
葉
は
、
後
に
「
三
一
問
答
」
に
お
い
て
、
第
十
八
願
成
就
文

を
「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文1

3

」
と
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文1

4

」
と
し
て
二
分
す
る
、
親
鸞
の
信
心
了
解
を
端
的
に
表
し
た
も

の
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
信
巻
」
を
被
閲
す
る
指
標
と
な
る
も
の
が
こ
の
標
挙
の
言
葉
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 
第
三
項 
難
信
と
獲
信 

 

「
信
巻
」
に
お
い
て
主
題
と
な
る
、
真
実
信
心
と
は
い
か
な
る
事
実
で
あ
る
の
か
。「
信
文
類
序
」
の
冒
頭
の
文
言
か
ら
、
真
実
信

と
は
弥
陀
釈
迦
の
二
尊
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
、
そ
し
て
標
挙
の
言
葉
か
ら
、
そ
れ
は
「
至
心
信
楽
の
願 

正
定
聚
の
機
」
と
い

う
二
つ
の
契
機
を
内
実
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
を
受
け
て
「
信
巻
」
劈
頭
に
は
、
如
来
の
「
大
信
」
を
吟
味
す
る
自
釈
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
も
「
獲
信
」
の
理
由

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
た
め
注
目
し
た
い
。 

 
 

謹
ん
で
往
相
の
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
信
有
り
。(

中
略)

然
る
に
常
没
の
凡
愚
・
流
転
の
群
生
、
無
上
妙
果
の
成
じ
難
き
に
あ

ら
ず
、
真
実
の
信
楽
実
に
獲
る
こ
と
難
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
乃
し
如
来
の
加
威
力
に
由
る
が
故
な
り
。
博
く
大
悲
広
慧
の

力
に
因
る
が
故
な
り
。
遇
浄
信
を
獲
ば
、
是
の
心
顛
倒
せ
ず
、
是
の
心
虚
偽
な
ら
ず
。
是
を
以
て
極
悪
深
重
の
衆
生
、
大
慶
喜

心
を
得
、
諸
の
聖
尊
の
重
愛
を
獲
る
な
り
。(

『
定
本
』
九
六
～
九
七
頁)

 

ま
ず
、
浄
土
真
宗
の
仏
道
を
実
現
す
る
如
来
の
「
往
相
の
回
向
」
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
「
大
信
有
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
「
大

信
」
を
思
案
す
る
形
で
、「
大
信
心
」
に
つ
い
て
、
そ
の
勝
徳
が
十
二
句
述
べ
ら
れ1

5

、
そ
の
信
を
実
現
す
る
第
十
八
願(

「
念
仏
往
生

の
願
」
、
「
選
択
本
願
」)

に
つ
い
て
、
三
つ
の
呼
び
名
で
表
さ
れ
る1

6

。
こ
れ
ら
信
と
願
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
言
葉
は
、
『
浄
土
三
部
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経
』
、
ま
た
は
そ
の
教
え
を
自
身
に
開
示
し
た
七
祖
の
言
葉
が
元
に
な
っ
て
お
り
、
親
鸞
の
信
心
へ
の
思
想
根
拠
が
現
れ
た
も
の
だ
と

言
え
る
。
そ
の
信
と
願
へ
の
確
か
め
を
受
け
て
述
べ
ら
れ
る
「
然
る
に
常
没
の
凡
愚
」
以
下
の
内
容
が
、「
獲
信
」
の
理
由
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
の
文
脈
は
こ
れ
ま
で
と
論
調
が
変
わ
り
特
徴
的
で
あ
る
。 

 

ま
ず
「
無
上
妙
果
の
成
じ
難
き
に
あ
ら
ず
、
真
実
の
信
楽
実
に
獲
る
こ
と
難
し
」
と
述
べ
ら
れ
、
「
無
上
妙
果1

7

」
と
し
て
の
涅
槃

の
功
徳
が
衆
生
に
実
現
し
難
い
の
で
は
な
く
、「
真
実
の
信
楽
」
を
獲
る
と
い
う
こ
と
が
衆
生
に
と
っ
て
は
実
現
し
難
い
の
だ
と
述
べ

ら
れ
る
。
何
故
な
ら
そ
れ
は
「
如
来
の
加
威
力
に
由
る
」
こ
と
と
、「
大
悲
広
慧
の
力
に
因
る
」
こ
と
が
そ
の
理
由
と
し
て
述
べ
ら
れ

る
。
一
見
す
る
と
こ
の
文
脈
で
は
、
衆
生
に
お
け
る
信
楽
の
「
獲
る
こ
と
難
し
」
に
つ
い
て
、
そ
の
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
親
鸞
は
こ
の
文
に
よ
っ
て
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
か
。 

曽
我
は
、
こ
の
「
信
巻
」
の
文
脈
に
浄
土
真
宗
の
眼
目
が
あ
る
こ
と
を
見
定
め
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

難
信
の
理
由
な
る
も
の
を
い
わ
ず
に
、
獲
信
の
理
由
二
つ
を
挙
げ
て
難
信
の
理
由
と
し
て
あ
る
。
こ
こ
に
微
妙
な
意
味
が
あ
る
。

だ
か
ら
し
て
、
難
信
の
理
由
と
い
う
け
れ
ど
、
単
な
る
難
信
の
理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
自
力
の
執
と
い
う
も
の
を

持
っ
て
い
る
か
ら
難
信
に
な
る
。
自
力
の
執
を
超
越
す
る
な
ら
ば
、
難
信
の
理
由
が
獲
信
の
理
由
に
転
ず
る
の
で
あ
る
。(

中
略)

 

 
 

如
来
の
加
威
力
に
由
り
博
く
大
悲
広
慧
の
力
に
因
る
が
ゆ
え
に
、
獲
難
き
信
を
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

た
ま
た
ま
信
を
獲
た
と
い
う
喜
び
に
よ
っ
て
、
獲
難
き
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
極
難
信
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

中
略)

獲
信
の
理
由
を
難
信
の
理
由
に
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
三
心
一
心
の
問
答
の
信
楽
の
釈
の
と
こ
ろ
を
見
て
も
こ
う
な
っ
て

い
る
。
難
信
の
理
由
が
獲
信
の
理
由
に
な
る
の
で
あ
る
。
難
信
で
な
い
な
ら
獲
信
も
な
い
。
だ
か
ら
獲
信
に
よ
っ
て
難
信
を
知

る
。
獲
信
に
よ
ら
ず
し
て
、
難
信
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
難
信
と
い
う
こ
と
を
身
に
沁
み
て
知
る
と
こ
ろ
に
本
当
に
獲

信
が
あ
る
。(

『
曽
我
選
集
』
八
・
九
一
～
九
三
頁)

 

曽
我
は
、
「
獲
信
の
理
由
二
つ
を
挙
げ
て
難
信
の
理
由
と
し
て
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
、
そ
こ
に
意
味
を
見
出
し
て
い
る
。 

「
難
信
」
と
は
、
そ
の
内
実
が
「
自
力
の
執
」
す
な
わ
ち
、
自
身
か
ら
は
本
来
自
覚
で
き
な
い
自
己
執
着
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
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「
難
信
」
の
根
を
如
来
の
力
用(

「
由
加
威
力
」
「
因
大
悲
広
慧
の
力
」)

に
よ
り
深
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
自
力
の
執
を
超
越
す

る
」
と
曽
我
は
述
べ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
に
、「
自
力
の
執
を
超
越
す
る
な
ら
ば
、
難
信
の
理
由
が
獲
信
の
理
由
に
転
ず
る
」

と
、
獲
信
の
内
実
が
難
信
の
自
覚
に
極
ま
る
と
曽
我
は
明
か
し
て
い
る
。 

こ
の
曽
我
の
思
索
に
よ
れ
ば
、
浄
土
真
宗
の
仏
道
を
決
定
づ
け
る
信
、
そ
の
眼
目
と
は
、
「
獲
信
に
よ
っ
て
難
信
を
知
る
」
こ
と
、

「
難
信
と
い
う
こ
と
を
身
に
沁
み
て
知
る
と
こ
ろ
に
本
当
に
獲
信
が
あ
る
」
と
い
う
、
獲
信
と
難
信
の
関
係
に
見
出
さ
れ
る
と
言
え

る
。「
如
来
の
加
威
力
に
由
り
博
く
大
悲
広
慧
の
力
に
因
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
「
難
信
」
の
姿
を
知
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞

に
お
け
る
獲
信
と
は
、
自
身
か
ら
は
信
な
ど
起
こ
し
得
な
い
衆
生
の
実
相
を
深
く
知
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
親
鸞
に
お

け
る
真
実
信
心
の
自
覚
内
容
そ
の
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

「
如
来
の
加
威
力
」
と
、「
大
悲
広
慧
の
力
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
由
」
と
「
因
」
と
呼
び
分
け
ら
れ
て
い
る1

8

。「
由
」
と
は
、「
物

事
の
生
じ
た
わ
け
、
理
由
」
、
「
因
」
と
は
「
物
事
の
原
因
、
も
と
」
を
表
わ
し
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
意
図
的
に
こ
こ
で
字
義
を
使
い
分
け
、
そ
の
意
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、「
難
信
」
を
「
獲

信
」
に
よ
っ
て
知
る
と
い
う
真
実
信
心
の
発
起
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
難
信
」
を
生
き
る
衆
生
に
い
み
じ
く
も
「
獲
信
」

の
事
実
が
恵
ま
れ
た
、
そ
の
原
因
、
理
由
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
如
来
の
加
威
力
」
と
は
信
発

起
の
「
理
由
」
と
し
て
如
来
の
「
果
位
」
の
力
用
を
、「
大
悲
広
慧
の
力
」
と
は
そ
の
「
原
因
」
と
し
て
「
因
位
」
の
力
用
を
、
そ
れ

ぞ
れ
表
し
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。 

先
の
「
別
序
」
で
は
、
「
信
楽
」
の
獲
得
に
つ
い
て
、 

 
 

信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
如
来
選
択
の
願
心
自
り
発
起
す
、
真
心
を
開
闡
す
る
こ
と
は
、
大
聖
矜
哀
の
善
巧
従
り
顕
彰
せ
り
。

（
『
定
本
』
九
五
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
、
信
心
獲
得
の
因(

「
如
来
選
択
の
願
心
」)

と
、
そ
の
理
由(

「
大
聖
矜
哀
の
善
巧
」)

が
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
こ
こ
で
は
、
衆
生
に
獲
信
を
実
現
す
る
如
来
の
力
は
、「
由
如
来
果
威
力
」
と
、
そ
の
「
由
」「
理
由
」
か
ら
押
さ
え
ら
れ
、「
大
悲
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広
慧
の
力
」
の
「
因
」
は
そ
の
後
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
、
何
故
こ
の
よ
う
に
獲
信
の
因
縁
を
押
さ
え
る
の
か
。 

そ
れ
は
、
「
難
信
と
い
う
こ
と
を
身
に
沁
み
て
知
る
」
と
い
う
こ
と
は
、 

遇
浄
信
を
獲
ば
、
是
の
心
顛
倒
せ
ず
、
是
の
心
虚
偽
な
ら
ず
。
是
を
以
て
極
悪
深
重
の
衆
生
、
大
慶
喜
心
を
得
、
諸
の
聖
尊
の

重
愛
を
獲
る
な
り
。
（
『
定
本
』
九
五
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
遇
い
難
く
し
て
今
遇
う
こ
と
を
得
た
り
。
聞
き
難
く
し
て
已
に
聞
く
こ
と
を
得
た
り1

9

」
と
い
う
遇
教
の

慶
び
、
師
教
と
の
値
遇
の
中
に
し
か
な
く
、
そ
の
慶
喜
の
心
が
自
覚
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
言
え
る
。
難
信
と
は
「
極

悪
深
重
の
衆
生
」
が
自
身
か
ら
自
覚
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
本
願
の
名
号
を
称
讃
す
る
諸
仏
、
善
知
識
の
教
え
に
よ
っ
て
恵
ま
れ

る
自
覚
で
あ
る
。「
遇
浄
信
を
獲
ば
」
と
い
う
、
自
力
を
雑
じ
え
な
い
「
浄
信
」
に
よ
っ
て
初
め
て
「
難
信
」
の
姿
を
自
己
の
事
実
と

し
て
知
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
獲
信
の
喜
び
と
し
て
「
大
慶
喜
心
を
得
、
諸
の
聖
尊
の
重
愛
を
獲
る
な
り2

0

」
と
述
べ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。 

 

第
四
項 

『
論
註
』
讃
嘆
門
釈
の
視
座 

 

「
信
巻
」
劈
頭
の
自
釈
、
特
に
「
信
楽
難
獲
」
と
呼
ば
れ
る
箇
所
か
ら
、
親
鸞
が
獲
信
の
内
実
を
ど
の
よ
う
に
押
さ
え
て
い
る
か

を
確
か
め
た
。
そ
こ
に
は
、「
遇
い
難
く
し
て
今
遇
う
こ
と
を
得
た
り
」
と
い
う
難
信
の
自
覚
と
し
て
、
遇
教
の
慶
び
が
述
べ
ら
れ
て

い
た
。
真
実
信
発
起
の
事
実
と
は
、
衆
生
が
何
か
を
信
ず
る
の
で
は
な
く
、
本
来
的
に
信
を
起
こ
し
難
い
と
い
う
自
己
に
目
覚
め
る

こ
と
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

親
鸞
は
続
い
て
第
十
八
願
を
「
至
心
信
楽
の
本
願
の
文2

1
」
と
掲
げ
、
真
実
信
心
に
つ
い
て
の
証
文
を
挙
げ
て
い
く
。
そ
の
中
で
、

『
大
経
』
の
引
文
群
を
受
け
て
、
釈
文
の
始
め
に
曇
鸞
の
『
論
註
』
「
讃
嘆
門
釈
」
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
。 

 
 

『
論
の
註
』
に
曰
わ
く
、
彼
の
如
来
の
名
を
称
し
、
彼
の
如
来
の
光
明
智
相
の
如
く
、
彼
の
名
義
の
如
く
、
実
の
如
く
修
行
し

相
応
せ
ん
と
欲
う
が
故
に
、
と
い
え
り
と
。(

中
略)
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如
彼
名
義
欲
如
実
修
行
相
応
と
は
、
彼
の
無
碍
光
如
来
の
名
号
能
く
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
す
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
志
願

を
満
て
た
ま
う
、
然
る
に
称
名
憶
念
有
れ
ど
も
、
無
明
由
ほ
存
し
て
所
願
を
満
て
ざ
る
は
何
ん
と
な
ら
ば
、
如
実
修
行
せ
ざ
る

と
、
名
義
と
相
応
せ
ざ
る
に
由
る
が
故
な
り
。
云
何
が
不
如
実
修
行
と
名
義
不
相
応
と
為
る
。
謂
く
如
来
は
是
れ
実
相
の
身
な

り
、
是
れ
物
の
為
の
身
な
り
と
知
ら
ざ
る
な
り
。
又
三
種
の
不
相
応
有
り
。
一
つ
は
信
心
淳
か
ら
ず
、
存
せ
る
が
若
し
、
亡
せ

る
が
若
き
の
故
に
。
二
つ
に
は
信
心
一
な
ら
ず
、
決
定
无
き
が
故
に
。
三
つ
に
は
信
心
相
続
せ
ず
、
余
念
間
つ
る
が
故
に
。
此

の
三
句
展
転
し
て
相
成
ず
。
信
心
淳
か
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
決
定
无
し
、
決
定
無
き
が
故
に
念
相
続
せ
ず
、
亦
念
相
続
せ
ざ

る
が
故
に
決
定
の
信
を
得
ず
、
決
定
の
信
を
得
ざ
る
が
故
に
心
淳
か
ら
ざ
る
可
し
。
此
れ
と
相
違
せ
る
を
如
実
修
行
相
応
と
名

づ
く
。
是
の
故
に
論
主
建
め
に
我
一
心
と
言
え
り
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
九
九
～
一
〇
〇
頁)

 

『
論
註
』
「
下
巻
」
の
こ
の
文
は
、
『
論
』
に
述
べ
ら
れ
る
「
讃
嘆
」
の
意
味
を
、
衆
生
の
口
業
、
す
な
わ
ち
称
名
念
仏
で
あ
る
と
明

か
す
文
で
あ
る
。 

「
彼
の
無
碍
光
如
来
の
名
号
能
く
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
す
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
志
願
を
満
て
た
ま
う
」
と
い
う
曇
鸞
の
言

葉
を
、
親
鸞
は
「
行
巻
」
に
て
「
大
行
」
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

爾
者
名
を
称
す
る
に
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
し
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
志
願
を
満
て
た
ま
う
。
称
名
は
則
ち
是
れ
最

勝
真
妙
の
正
業
な
り
。
正
業
は
則
ち
是
れ
念
仏
な
り
。
念
仏
は
則
ち
是
れ
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
。
南
無
阿
弥
陀
仏
は
即
ち
是
れ

正
念
な
り
と
、
知
る
べ
し
と
。
（
『
定
本
』
二
三
頁
） 

こ
こ
に
本
願
の
名
号
に
開
か
れ
る
「
大
行
」
の
力
用
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。「
大
行
」
と
し
て
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
は
、
衆
生
の

無
明
を
破
り(

「
破
闇
」)

、
衆
生
の
願
生
の
志
願
を
満
た
す(
「
満
願
」)

も
の
で
あ
る
と
親
鸞
は
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
「
信
巻
」
で
は
、
そ
の
「
大
行
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
「
破
闇
満
願
」
を
押
さ
え
た
上
で
、
以
下
の
文
が
一
息
に
続
く
。 

 
 

然
る
に
称
名
憶
念
有
れ
ど
も
、
無
明
由
ほ
存
し
て
所
願
を
満
て
ざ
る
は
何
ん
と
な
ら
ば
、
如
実
修
行
せ
ざ
る
と
、
名
義
と
相
応

せ
ざ
る
に
由
る
が
故
な
り
。(

『
定
本
』
一
〇
〇
頁)
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「
称
名
憶
念
」
の
中
に
、
「
無
明
由
ほ
存
し
て
所
願
を
満
て
ざ
る
」
事
実
が
あ
る
の
は
何
故
か
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
不
如
実
修
行
」

と
「
名
義
不
相
応
」
と
い
う
姿
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
一
般
的
に
は
、 

 
 

然
る
に
称
名
憶
念
す
れ
ど
も
、
无
明
由
ほ
在
て
所
願
を
満
て
ざ
る
者
有
る
は
何
ぞ
や
、
如
実
に
修
行
せ
ず
し
て
、
名
義
と
相
応

せ
ざ
る
に
由
る
が
故
な
り
。(

『
浄
土
宗
全
書
』
一
・
二
三
八
頁)

 

と
読
ま
れ
て
お
り
、
「
名
を
称
し
」
て
も
な
お
無
明
が
晴
れ
な
い
者
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
親
鸞
は
「
信
巻
」

で
は
「
無
明
由
ほ
存
し
て
所
願
を
満
て
ざ
る
は
何
ん
」
と
、
「
者
」
を
「
は
」
と
し
て
読
み
、
「
無
明
」
と
は
特
定
の
人
物
の
問
題
と

し
て
で
は
な
く
、
「
称
名
憶
念
」
の
中
の
共
通
の
事
実
、
す
な
わ
ち
衆
生
の
信
の
問
題
と
し
て
了
解
す
る
の
で
あ
る2

2

。 

 

こ
の
衆
生
の
実
相
と
し
て
の
無
明
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
『
歎
異
抄
』
第
九
条
に
伝
え
ら
れ
る
親
鸞
の
言
葉
か
ら
、
念

仏
者
に
お
け
る
常
な
る
問
い
と
し
て
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 
 

念
仏
ま
ふ
し
さ
ふ
ら
へ
ど
も
、
踊
躍
歓
喜
の
こ
こ
ろ
お
ろ
そ
か
に
さ
ふ
ろ
ふ
こ
と
、
ま
た
い
そ
ぎ
浄
土
へ
ま
ひ
り
た
き
こ
こ
ろ

の
さ
ふ
ら
わ
ぬ
は
、
い
か
に
と
さ
ふ
ら
う
べ
き
こ
と
に
て
さ
ふ
ろ
う
や
ら
ん
と
、
ま
ふ
し
い
れ
て
さ
ふ
ら
ひ
し
か
ば
、
親
鸞
も

こ
の
不
審
あ
り
つ
る
に
、
唯
円
房
お
な
じ
こ
こ
ろ
に
て
あ
り
け
り
。
よ
く
よ
く
案
じ
み
れ
ば
、
天
に
お
ど
り
地
に
お
ど
る
ほ
ど

に
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
と
を
、
よ
ろ
こ
ば
ぬ
に
て
、
い
よ
い
よ
往
生
は
一
定
お
も
ひ
た
ま
ふ
な
り
。
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
こ
ろ
を
お

さ
へ
て
、
よ
ろ
こ
ば
ざ
る
は
煩
悩
の
所
為
な
り
。
し
か
る
に
、
仏
か
ね
て
し
ろ
し
め
し
て
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
お
ほ
せ
ら
れ

た
る
こ
と
な
れ
ば
、
他
力
の
悲
願
は
、
か
く
の
ご
と
し
。
わ
れ
ら
が
た
め
な
り
け
り
と
し
ら
れ
て
、
い
よ
い
よ
た
の
も
し
く
お

ぼ
ゆ
る
な
り
。
（
『
定
親
全
』
四
・
一
一
～
一
二
頁
） 

唯
円
の
問
い
に
「
親
鸞
も
こ
の
不
審
あ
り
つ
る
に
、
唯
円
房
お
な
じ
こ
こ
ろ
に
て
あ
り
け
り
」
と
応
え
ら
れ
、「
踊
躍
歓
喜
の
こ
こ
ろ
」

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
「
お
な
じ
こ
こ
ろ
」
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
何
故
な
ら
、「
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
こ
ろ
を
お
さ
へ
て
、
よ
ろ
こ

ば
ざ
る
は
煩
悩
の
所
為
な
り
」
と
親
鸞
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
の
不
審
」
は
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
を
し
て
常
に
問
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
一
切
衆
生
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。 
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こ
の
「
不
審
」
を
「
よ
く
よ
く
案
じ
」
る
こ
と
を
通
し
て
、「
他
力
の
悲
願
は
、
か
く
の
ご
と
し
。
わ
れ
ら
が
た
め
な
り
け
り
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
「
無
上
妙
果
の
成
じ
難
き
に
あ
ら
ず
、
真
実
の
信
楽
実
に
獲
る
こ
と
難
し
」
と
、
難
信
の
理

由
が
獲
信
の
理
由
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
「
こ
の
不
審
」
と
し
て
の
「
難
信
」
が
吟
味
さ
れ
て
、
そ
れ
が
逆

に
「
い
よ
い
よ
往
生
は
一
定
お
も
ひ
た
ま
ふ
な
り
」
と
い
う
獲
信
の
自
覚
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

『
歎
異
抄
』
の
言
葉
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、『
論
註
』「
讃
嘆
門
釈
」
の
文
を
引
く
親
鸞
の
眼
目
は
「
称
名
憶
念
有
れ
ど
も
、

無
明
由
ほ
存
し
て
所
願
を
満
て
ざ
る
は
何
ん
」
と
い
う
問
い
に
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
真
実
信
に
つ
い
て
の
親
鸞
の
立
場
は
、

こ
の
曇
鸞
の
引
文
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
無
明
由
ほ
存
」
す
る
「
煩
悩
具
足
の
凡
夫
」
と
し
て
の
姿
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

立
っ
て
「
他
力
の
悲
願
」
に
立
ち
帰
っ
て
い
く
こ
と
が
、「
踊
躍
歓
喜
の
こ
こ
ろ
」
と
し
て
の
信
を
自
証
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
『
論
註
』
の
問
い
は
親
鸞
が
後
に
信
心
に
つ
い
て
問
い
を
起
こ
す
、「
三
一
問
答
」
へ
の
重
要
な
視
座
と
な
っ
て

い
る
と
言
え
る
。 

「
無
明
由
ほ
存
し
て
所
願
を
満
て
ざ
る
」
問
題
と
し
て
、「
不
如
実
修
行
」
と
「
名
義
不
相
応
」
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
二
つ
の
内
容
は
、
衆
生
が
如
来
の
「
実
相
身
」
と
「
為
物
身
」
を
信
知
し
て
い
な
い
こ
と(

不
知
二
身)

、
ま
た
衆
生
の
信
が
「
不

淳
」
、
「
不
一
」
、
「
不
相
続
」
の
「
三
種
の
不
相
応
」
で
あ
る
こ
と(

三
不
信)

、
こ
れ
ら
の
た
め
に
生
ず
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

親
鸞
は
「
高
僧
和
讃
」
に
曇
鸞
の
行
実
を
讃
え
て
多
く
の
和
讃
を
残
し
て
い
る
が
、
殊
更
「
不
如
実
修
行
」
と
「
三
不
信
」
の
内

容
を
重
視
し
て
い
る
。 

 

不
如
実
修
行
と
い
え
る
こ
と 

鸞
師
釈
し
て
の
た
ま
わ
く 

 
 

一
者
信
心
あ
つ
か
ら
ず 

若
存
若
亡
す
る
ゆ
え
に 

二
者
信
心
一
な
ら
ず 

決
定
な
き
ゆ
え
な
れ
ば 

 
 

三
者
信
心
相
続
せ
ず 

余
念
間
故
と
の
べ
た
ま
ふ 

三
信
展
転
相
成
す 

行
者
こ
こ
ろ
を
と
ど
む
べ
し 
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信
心
あ
つ
か
ら
ざ
る
ゆ
へ
に 

決
定
の
信
な
か
り
け
り 

決
定
の
信
な
き
ゆ
へ
に 

念
相
続
せ
ざ
る
な
り 

 
 

念
相
続
せ
ざ
る
ゆ
へ 

決
定
の
信
を
え
ざ
る
な
り(

『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁)

 

こ
こ
で
親
鸞
は
「
不
如
実
修
行
」
の
根
に
、「
若
存
若
亡
す
る
」「
不
淳
心
」
、「
決
定
な
き
」「
不
一
心
」
、「
余
念
」
が
雑
じ
る
「
不
相

続
心
」
の
信
の
問
題
を
見
出
し
、
こ
の
三
つ
は
互
い
に
関
係
し
合
い
「
転
相
成
す
」
た
め
、「
行
者
の
こ
こ
ろ
を
と
ど
む
べ
し
」
と
述

べ
て
い
る
。
「
若
存
若
亡
」
と
は
、
「
あ
る
時
に
は
往
生
し
て
ん
ず
と
思
い
、
あ
る
時
に
は
往
生
は
え
せ
じ
と
思
う
」
と
左
訓
が
付
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
時
に
応
じ
て
仏
を
信
じ
た
り
疑
っ
た
り
す
る
衆
生
の
心
の
具
体
性
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
不
一
」
「
不

相
続
」
の
心
も
こ
れ
と
影
響
し
あ
い
、
畢
竟
そ
の
よ
う
な
心
に
は
「
決
定
の
信
を
え
ざ
る
な
り
」
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
詳
細
に
「
三
不
信
」
の
内
実
に
言
及
し
和
讃
を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
こ
の
教
示
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
が
、
こ
れ
を
受
け
て
親
鸞
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

決
定
の
信
を
え
ざ
る
ゆ
へ 

信
心
不
淳
と
の
べ
た
ま
ふ 

 
 

 

如
実
修
行
相
応
は 

信
心
ひ
と
つ
に
さ
だ
め
た
り(

『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
一
〇
二
頁)

 

「
三
不
信
」
の
内
容
を
受
け
て
、「
如
実
修
行
相
応
」
が
「
信
心
ひ
と
つ
に
さ
だ
め
た
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
天
親
の
「
我
一
心
」
の
表

明
の
意
味
を
「
信
心
ひ
と
つ
に
さ
だ
め
た
り
」
と
明
か
し
て
い
る
。 

曇
鸞
は
『
論
註
』
に
て
、
こ
の
「
三
種
の
不
相
応
」
を
述
べ
終
え
て
か
ら
、 

 
 

決
定
の
信
を
得
ざ
る
が
故
に
心
淳
か
ら
ざ
る
可
し
。
此
れ
と
相
違
せ
る
を
如
実
修
行
相
応
と
名
づ
く
。
是
の
故
に
論
主
建
め
に

我
一
心
と
言
え
り
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
一
〇
一
頁
） 

と
結
ん
で
い
る
。「
此
れ
と
相
違
せ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
我
一
心
」
の
表
明
と
は
、「
三
不
信
」
の
衆
生
の
心
と
決
定
的
に
異
な

る
質
を
持
つ
の
だ
と
曇
鸞
が
押
さ
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
曇
鸞
の
思
索
に
立
っ
て
親
鸞
は
、「
如
実
修
行
相
応
は 

信
心
ひ

と
つ
に
さ
だ
め
た
り
」
と
、「
三
不
信
」
を
吟
味
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
他
力
の
「
信
心
」
の
表
明
と
し
て
「
如
実
修
行
相
応
」
を
押
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さ
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
親
鸞
の
「
我
一
心
」
へ
の
視
座
は
、
曇
鸞
の
思
索
（
「
不
如
実
修
行
」
、
「
三
不
信
」
）
の
教
示
を

受
け
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、 

 
 

論
主
の
一
心
と
と
け
る
お
ば 

曇
鸞
大
師
の
み
こ
と
に
は 

煩
悩
成
就
の
わ
れ
ら
が 

他
力
の
信
と
の
べ
た
ま
ふ(

『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
九
四
頁)

 

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
菩
薩
と
し
て
の
天
親
の
一
心
帰
命
の
表
明
を
、
親
鸞
は
曇
鸞
の
思
索
を
通
し
て
、「
煩
悩
成
就
の
わ
れ
ら
」
凡

夫
に
実
現
す
る
「
他
力
の
信
」
で
あ
る
と
領
受
し
、
一
切
衆
生
に
実
現
す
る
も
の
だ
と
明
か
す
の
で
あ
る
。 

で
は
ど
の
よ
う
に
「
三
不
信
」
を
生
き
る
衆
生
に
「
如
実
修
行
相
応
」
の
信
心
が
実
現
す
る
の
か
。
そ
れ
が
『
論
註
』
に
続
け
て

引
か
れ
る
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
引
文
に
よ
り
明
か
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
に
曰
く
曇
鸞
和
尚
造
な
り 

あ
ら
ゆ
る
も
の
阿
弥
陀
の
徳
号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
し
て
聞
く
と
こ
ろ
を
慶

ば
ん
こ
と
乃
し
一
念
に
お
よ
ぶ
ま
で
せ
ん
。
至
心
の
者
回
向
し
た
ま
え
り
。
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
皆
往
く
こ
と
を
得
し
む
。

唯
五
逆
と
謗
正
法
と
を
ば
除
く
。
故
に
我
頂
礼
し
て
往
生
を
願
ず
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
一
〇
一
頁
） 

親
鸞
が
、
こ
の
文
に
「
曇
鸞
和
尚
造
な
り
」
と
い
う
言
葉
を
付
し
て
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
曇
鸞
の
信
心
の
表
明
と
し
て

見
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る2

3

。
こ
こ
に
明
ら
か
に
「
信
心
歓
喜
し
て
聞
く
と
こ
ろ
を
慶
ば
ん
こ
と
乃
し
一
念
に
お
よ
ぶ
ま
で

せ
ん
。
至
心
の
者
回
向
し
た
ま
え
り
」
と
、「
歓
喜
」
の
信
が
発
起
し
た
と
い
う
こ
と
は
、「
至
心
の
者
」(

阿
弥
陀
如
来)

の
「
回
向
」

に
よ
る
の
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
如
来
の
回
向
に
よ
っ
て
、「
我
頂
礼
し
て
往
生
を
願
ず
」
と
願
生
の
自
覚
が
恵
ま
れ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。 

こ
の
曇
鸞
の
信
仰
告
白
の
文
か
ら
、
も
う
一
度
『
論
註
』
の
引
文
を
見
る
と
、「
三
不
信
」
と
は
如
来
に
見
破
ら
れ
た
凡
夫
の
実
相

で
あ
り
、「
難
信
」
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
天
親
の
表
明
す
る
「
我
一
心
」
と
は
、
凡
夫
の
上
に
は
「
至
心
の

者
回
向
し
た
ま
へ
り
」
と
い
う
如
来
の
回
向
に
よ
っ
て
「
信
心
ひ
と
つ
」
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
如
来
か
ら

決
定
さ
れ
た
信(

「
如
実
修
行
相
応
」
の
信)

に
立
つ
こ
と
で
、
初
め
て
「
三
種
の
不
相
応
」
の
事
実
が
信
知
さ
れ
る
。
衆
生
の
「
三
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不
信
」
が
、
自
力
と
は
質
の
異
な
る
「
我
一
心
」
に
立
つ
こ
と
で
本
当
に
知
ら
さ
れ
る
。
曇
鸞
は
「
建
め
に
我
一
心
と
言
え
り
」
と

釈
し
、「
我
一
心
」
の
表
明
に
衆
生
の
虚
妄
の
相
（
名
義
不
相
応
、
不
如
実
修
行
）
が
破
ら
れ
、
そ
こ
に
出
世
間
の
仏
道
の
成
就
、
そ

の
完
成
を
見
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
先
に
確
認
し
た
「
然
る
に
常
没
の
凡
愚
流
転
の
群
生
、
無
上
妙
果
の
成
じ
難
き
に
あ
ら
ず
、
真
実
の
信
楽
実
に

獲
る
こ
と
難
し
」
の
文
は
、
曇
鸞
の
「
讃
嘆
門
釈
」
の
問
い
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
知
見
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
親
鸞
は
獲
信

の
実
態
を
、
曇
鸞
の
徹
底
し
た
「
無
明
」
に
生
き
る
凡
夫
と
し
て
の
立
場
を
継
承
し
て
了
解
し
、
そ
こ
か
ら
本
願
力
へ
の
思
索
を
深

め
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

第
五
項 
清
浄
願
心
の
回
向
成
就 

「
信
巻
」
に
お
け
る
親
鸞
の
視
座
は
、
『
論
註
』
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
引
文
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
「
三
不
信
」

に
生
き
る
衆
生
に
、「
我
一
心
」
と
い
う
根
本
的
に
自
力
心
と
質
の
異
な
る
他
力
の
信
が
発
起
し
た
、
そ
の
事
実
に
立
つ
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
「
我
一
心
」
と
し
て
の
信
と
は
、「
至
心
の
者
回
向
し
た
ま
え
」
る
、
如
来
の
回
向
を
背
景
に
成
り
立
つ
。
こ
れ
は
曇
鸞
の
思
索

を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
視
座
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
凡
夫
に
お
け
る
他
力
の
信
を
開
顕
し
た
こ
と
が
曇
鸞
の
釈
功
で
あ
る
と
し
て
、

『
論
註
』
と
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
文
を
第
十
八
願
の
成
就
を
表
す
経
文
に
続
け
て
引
き
、
自
身
も
ま
た
「
無
明
な
ほ
存
」
せ
る
凡

夫
と
し
て
そ
の
立
場
を
継
承
す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
我
一
心
」
の
成
り
立
つ
道
理
を
、『
大
経
』
の
三
信
に
開
き
見
て
い
く
こ
と
が
「
三
一
問
答
」
の
思
索
内
容
で
あ
る
が
、
そ

の
問
答
の
直
前
に
以
下
の
文
言
が
置
か
れ
る
。 

 
 

爾
れ
ば
、
若
し
は
行
若
し
は
信
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
う
所
に
非
ざ
る
こ
と
有
こ
と
无

し
。
因
无
く
し
て
他
の
因
の
有
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
と
。
知
る
べ
し
。
（
『
定
本
』
一
一
五
頁
） 

曇
鸞
『
論
註
』
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
引
文
か
ら
の
、
釈
文
の
確
か
め
（
善
導
・
智
昇
・
源
信
の
文
）
を
踏
ま
え
て
「
真
実
の
行
信
」
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に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
」
に
お
け
る
「
回
向
成
就
」
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
言
葉
は
『
論
註
』

の
以
下
の
文
言
に
依
っ
た
表
明
で
あ
る
。 

 
 

此
の
三
種
の
荘
厳
成
就
は
本
四
十
八
願
等
の
清
浄
願
心
の
荘
厳
し
た
ま
ふ
所
な
る
に
由
て
、
因
浄
な
る
が
故
に
果
浄
な
り
、
因

无
し
て
他
の
因
の
有
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
と
知
る
応
し
と
な
り
。
（
『
真
聖
全
』
一
・
三
三
六
頁
） 

 
 

「
成
就
」
は
、
謂
く
回
向
の
因
を
以
て
教
化
地
の
果
を
証
す
、
若
し
は
因
若
し
は
果
、
一
事
と
し
て
利
他
に
能
ざ
る
こ
と
有
る

こ
と
无
し
と
な
り
。「
応
知
」
と
い
ふ
は
、
謂
く
利
他
に
由
る
が
故
に
則
ち
能
く
自
利
す
、
是
利
他
に
能
ず
し
て
能
く
自
利
に
は

非
ず
と
知
る
応
し
と
な
り
。
（
『
真
聖
全
』
一
・
三
四
六
頁
） 

前
者
は
「
浄
入
願
心
章
」
、
「
仏
土
」
「
仏
」
「
菩
薩
」
三
種
の
荘
厳
成
就
を
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
に
よ
っ
て
明
か
す
文
で
あ
り
、
後

者
は
「
利
行
満
足
章
」
菩
薩
の
利
他
教
化
の
成
就
を
明
か
す
文
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
こ
れ
ら
の
文
か
ら
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
に
よ

っ
て
必
然
的
に
衆
生
に
「
行
信
」
が
成
就
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
い
る
。
親
鸞
は
こ
の
『
論
註
』
の
文
を
「
如
来
回
向
」
と
し
て
読

み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
の
利
他
の
は
た
ら
き
を
、
本
願
に
よ
っ
て
仏
土
を
建
立
し
衆
生
の
苦
を
抜
か
ん2

4

と
す
る
「
法
蔵
菩

薩
」
と
し
て
了
解
す
る
。
す
な
わ
ち
「
三
一
問
答
」
を
開
き
見
る
に
当
た
っ
て
、
自
身
に
成
就
し
た
「
行
信
」
の
事
実
か
ら
「
願
心
」

へ
立
ち
帰
っ
て
い
く
と
い
う
視
座
を
こ
こ
で
改
め
て
明
確
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
信
心
の
問
答
を
開
い
て
い
く
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
曇
鸞
に
お
け
る
無
明
煩
悩
を
生
き
る
衆
生
と
し
て
の
立
場
と
、

そ
の
身
に
感
得
さ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
の
願
力2

5
へ
の
思
索
に
あ
る
と
言
え
る
。
親
鸞
は
そ
の
曇
鸞
の
視
座
を
踏
ま
え
て
、
己
証
の
信

心
を
本
願
の
道
理
に
推
求
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
無
明
煩
悩
を
生
き
る
一
切
衆
生
が
、
い
か
に
し
て
救
わ
れ
て
い
く
の
か
と

い
う
課
題
が
念
頭
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
切
衆
生
の
中
の
一
人
の
凡
夫
と
し
て
、
救
済
の
道
理
を
如
来
願
心
の
道
理

に
よ
っ
て
公
開
し
、
本
願
の
普
遍
性
を
自
ら
の
信
に
問
う
の
で
あ
る
。 

  



 

36 

 

第
三
節 

「
三
一
問
答
」
究
明
①―

信
か
ら
願
へ―

 

 

第
一
項 

字
訓
か
ら
仏
意
へ 

 

親
鸞
は
曇
鸞
の
本
願
力
へ
の
思
索
を
元
に
、
善
導
・
智
昇
・
源
信
の
文
を
引
き
、
真
実
信
の
教
系
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
た
「
真
実
の
行
信
」
と
し
て
の
事
実
を
、
今
一
度
「
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就

し
た
ま
う
所
に
非
ざ
る
こ
と
有
こ
と
无
し
。
因
无
く
し
て
他
の
因
の
有
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
押
さ
え
、
衆
生
の
自
力
に
「
因
」

を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
い
よ
い
よ
、「
我
一
心
」
の
「
一
心
」
と
如
来
の
願
心
の
関
係
が
問
わ
れ

る
。 

 

「
三
一
問
答
」
は
、
「
字
訓
釈
」
と
「
仏
意
釈
」
か
ら
な
る
。
ま
ず
親
鸞
は
「
字
訓
釈
」
に
お
い
て
、
「
我
一
心
」
の
意
味
を
問
う

て
い
る
。 

 
 

問
う
。
如
来
の
本
願
已
に
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
誓
い
を
発
し
た
ま
え
り
。
何
を
以
て
の
故
に
論
主
一
心
と
言
う
や
。
答
う
。

愚
鈍
の
衆
生
、
解
了
易
か
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
弥
陀
如
来
、
三
心
を
発
し
た
ま
う
と
雖
も
、
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て

す
。
是
の
故
に
論
主
、
三
を
合
し
て
一
と
為
る
か
。
（
『
定
本
』
一
一
五
頁
） 

「
如
来
の
本
願
」
で
あ
る
第
十
八
願
に
は
「
至
心
・
信
楽
・
欲
生
」
と
三
心
が
誓
わ
れ
て
い
る
が
、
何
故
天
親
は
「
一
心
」
と
言
う

の
か
。
こ
の
よ
う
に
問
い
を
出
し
、
「
弥
陀
如
来
」
が
「
三
心
を
発
し
た
ま
う
」
の
は
、
「
愚
鈍
の
衆
生
」
の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
親
鸞
は
「
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
天
親
が
「
建
め
に
」「
三
を
合
し
て
」
、「
一

心
」
と
表
明
す
る
意
味
を
了
解
す
る
。
こ
の
親
鸞
の
確
か
め
は
、
法
然
が
『
選
択
集
』「
三
心
章
」
に
述
べ
る
言
葉
が
元
に
な
っ
て
い

る
。 

深
心
と
は
、
謂
く
深
信
の
心
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
生
死
の
家
に
は
疑
を
以
て
所
止
と
為
し
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
以
て
能

入
と
為
す
。
（
『
真
聖
全
』
一
・
九
六
七
頁
） 
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こ
の
法
然
の
教
示
に
よ
っ
て
親
鸞
は
、
天
親
の
表
明
す
る
「
我
一
心
」
と
は
、「
涅
槃
の
真
因
」
と
な
る
「
唯
信
心
」
の
表
明
で
あ
り
、

衆
生
が
本
願
を
そ
の
身
に
領
受
す
る
事
実
は
、
信
心
一
つ
に
し
か
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
字
訓
釈
は
以
下
の
よ

う
に
結
ば
れ
る
。 

 
 

今
三
心
の
字
訓
を
案
ず
る
に
、
真
実
の
心
に
し
て
虚
仮
雑
わ
る
こ
と
无
し
、
正
直
の
心
に
し
て
邪
偽
雑
わ
る
こ
と
无
し
。
真
に

知
り
ぬ
、
疑
蓋
間
雑
无
き
が
故
に
、
是
れ
を
信
楽
と
名
づ
く
。
信
楽
は
即
ち
是
れ
一
心
な
り
。
一
心
は
即
ち
是
れ
真
実
信
心
な

り
。
是
の
故
に
論
主
建
め
に
一
心
と
言
え
る
な
り
、
と
。
知
る
べ
し
。
（
『
定
本
』
一
一
五
頁
） 

天
親
の
「
我
一
心
」
、
す
な
わ
ち
「
一
心
帰
命
」
の
事
実
を
親
鸞
は
字
訓
を
通
し
て
、
こ
れ
を
「
疑
蓋
間
雑
无
き
」
本
願
の
三
心
の
「
信

楽
」
と
名
付
け
る
と
述
べ
て
い
る
。「
字
訓
」
を
も
っ
て
親
鸞
は
、
天
親
の
「
我
一
心
」
の
意
味
を
「
涅
槃
の
真
因
」
と
し
て
の
信
で

あ
る
と
確
か
め
、
そ
の
信
に
涅
槃
が
開
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
「
虚
仮
」「
邪
偽
」
の
雑
わ
る
こ
と
の
な
い
「
疑
蓋
無
間
雑
」
の
「
真

実
信
心
」
と
な
る
と
明
か
す
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
一
心
帰
命
」
の
他
力
の
信
と
は
、
仏
道
の
始
点
と
し
て
前
提
と
な
る
も

の
で
は
な
く
、
弥
陀
の
本
願
に
よ
っ
て
生
き
る
生
の
方
向
性
が
定
ま
る
決
定
点
で
あ
る
と
親
鸞
が
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か

ら
こ
そ
親
鸞
は
、
「
是
の
故
に
論
主
建
め
に
一
心
と
言
え
り
」
と
い
う
曇
鸞
の
言
葉
を
、
「
何
を
以
て
の
故
に
論
主
一
心
と
言
う
や
」

と
い
う
自
身
の
信
仰
、
信
心
に
お
け
る
問
い
と
し
「
一
心
は
即
ち
是
れ
真
実
信
心
な
り
」
と
見
出
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
信

心
に
涅
槃
が
実
現
し
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
の
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
字
訓
釈
か
ら
、 

 
 

又
問
う
。
字
訓
の
如
き
、
論
主
の
意
、
三
を
以
て
一
と
せ
る
義
、
其
の
理
然
る
べ
し
と
雖
も
、
愚
悪
の
衆
生
の
為
に
阿
弥
陀
如

来
已
に
三
心
の
願
を
発
し
た
ま
え
り
、
云
何
が
思
念
せ
ん
や
。
（
『
定
本
』
一
一
六
頁
） 

と
「
愚
悪
の
衆
生
の
為
に
」
三
心
を
起
こ
し
た
阿
弥
陀
如
来
の
仏
意
を
問
う
、
仏
意
釈
へ
思
索
が
展
開
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、「
愚

悪
の
衆
生
」
と
し
て
の
自
身
に
他
力
の
信
心
が
発
起
す
る
の
は
、
い
か
な
る
道
理
に
よ
る
の
か
、
本
願
の
「
生
起
」
に
思
索
が
深
ま

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
信
か
ら
願
へ
の
聞
思
の
営
み
が
、
親
鸞
に
お
け
る
求
道
の
特
質
で
あ
る
。「
至
心
・
信
楽
・
欲
生
」
の
願

心
に
、
親
鸞
が
い
か
に
し
て
尋
ね
入
る
の
か
以
降
見
て
い
き
た
い
。 
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第
二
項 

至
心
釈 

 

仏
意
釈
の
問
い
を
受
け
て
親
鸞
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

答
ふ
。
仏
意
測
り
難
し
、
然
り
と
雖
も
竊
か
に
斯
の
心
を
推
す
る
に
、
一
切
の
群
生
海
、
無
始
自
従
り
已
来
乃
至
今
日
今
時
に

至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
清
浄
の
心
无
し
。
虚
仮
諂
偽
に
し
て
真
実
の
心
无
し
。
是
を
以
て
如
来
、
一
切
苦
悩
の
衆
生
海

を
悲
憫
し
て
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫
に
於
い
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
一
念
・
一
刹
那
も
清
浄
な

ら
ざ
る
こ
と
无
し
、
真
心
な
ら
ざ
る
こ
と
无
し
。
（
『
定
本
』
一
一
六
～
一
一
七
頁
） 

 

「
愚
悪
の
衆
生
」
と
し
て
の
自
身
に
は
「
仏
意
測
り
難
し
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
斯
の
心
を
推
す
る
に
」
と
、
「
如
来
の
至
心
」
を

開
き
見
て
い
く
。
先
に
「
字
訓
釈
」
に
て
、「
涅
槃
の
真
因
」
と
し
て
の
「
我
一
心
」
が
一
切
衆
生
に
実
現
す
る
「
真
実
信
心
」
と
し

て
確
か
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
「
仏
意
釈
」
が
展
開
さ
れ
て
い
く
た
め
、「
斯
の
心
を
推
す
る
に
」
と
述
べ
ら
れ
る
「
斯
の

心
」
と
は
、
「
疑
蓋
無
間
雑
」
の
「
真
実
信
心
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
従
来
、
「
斯
の
心
」
と
は
、
そ
の
ま
ま
如
来
の
三
心
、
ま
た
は

「
至
心
」
を
指
す
と
了
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
親
鸞
は
「
愚
悪
の
衆
生
」
と
し
て
の
立
場
を
一
歩
も
離
れ
ず
、
願
心
の
道
理
を

推
求
す
る
。
そ
の
た
め
「
斯
の
心
」
と
は
、
大
悲
回
向
に
よ
っ
て
自
身
に
発
起
し
た
他
力
の
信
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
曽
我
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
斯
の
心
」
と
い
う
の
は
其
の
信
心
自
体
を
指
す
の
で
、
詰
り
こ
こ
で
い
う
な
ら
ば
宗
教
的
自
覚
の
体
相
を
抑
え
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
斯
の
心
と
い
う
の
は
や
は
り
信
楽
の
一
信
心
を
抑
え
て
居
る
。
詰
り
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す
、
と
は
っ
き
り

抑
え
て
行
く
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
三
心
を
此
の
具
体
的
信
仰
経
験
の
中
に
求
め
て
一
心
と
い
う
、
即
ち
吾
等
の
具
体
的

宗
教
経
験
の
一
心
一
行
で
あ
る
。（
中
略
）
此
の
体
験
の
一
心
、
体
験
の
論
理
的
道
程
を
推
し
て
行
っ
て
斯
の
心
と
云
っ
て
居
る

の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す
、
と
い
う
現
存
の
自
覚
の
一
心
、
自
覚
の
信
心
其
の
も
の
を
抑
え
て

「
斯
ノ
心
ヺ
推
ス
」
と
い
う
。
斯
の
心
を
推
し
推
し
、
推
し
極
め
て
行
っ
て
遂
に
法
蔵
菩
薩
の
因
位
本
願
の
三
心
、
至
心
信
楽
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欲
生
の
三
心
と
い
う
も
の
の
論
理
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
（
『
曽
我
選
集
』
五
・
一
七
二
頁
～
一
七
三
頁
） 

曽
我
は
「
斯
の
心
」
と
は
、
「
宗
教
的
自
覚
の
体
相
を
抑
え
る
」
言
葉
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
具
体
的
宗
教
経
験
の
一

心
一
行
で
あ
る
」
と
曽
我
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
涅
槃
の
真
因
」
と
し
て
の
他
力
の
信
の
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
斯
の
心
を
推
し

推
し
、
推
し
極
め
て
行
っ
て
遂
に
」
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
も
の
、
そ
れ
が
「
法
蔵
菩
薩
の
因
位
本
願
の
三
心
」
で
あ
る
と
曽
我
は

述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
「
仏
意
釈
」
が
展
開
さ
れ
る
必
然
性
は
、
「
具
体
的
宗
教
経
験
」
の
「
自
覚
の
一
心
」
に

あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
如
来
の
願
心
と
は
、
自
身
の
信
仰
体
験
と
無
関
係
に
た
だ
の
概
念
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

「
自
覚
の
信
心
」
と
し
て
そ
の
内
に
働
き
、
必
然
的
に
信
の
推
求
に
よ
っ
て
自
覚
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
至
心
」

の
内
景
が
「
法
蔵
菩
薩
の
因
位
」
の
修
行
と
し
て
明
か
さ
れ
る
の
は
、
永
劫
に
修
行
す
る
法
蔵
菩
薩
へ
の
謝
念
と
し
て
ま
ず
も
っ
て

信
心
は
自
覚
さ
れ
る
か
ら
だ
と
言
え
る
。 

 
 

一
切
の
群
生
海
、
無
始
自
従
り
已
来
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
清
浄
の
心
无
し
。
虚
仮
諂
偽
に
し
て
真

実
の
心
无
し
。
是
を
以
て
如
来
、
一
切
苦
悩
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
て
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫
に
於
い
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た

ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
一
念
・
一
刹
那
も
清
浄
な
ら
ざ
る
こ
と
无
し
、
真
心
な
ら
ざ
る
こ
と
无
し
。
如
来
、
清
浄
の
真
心
を

以
て
、
円
融
無
碍
・
不
可
思
議
・
不
可
称
・
不
可
説
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
え
り
。
如
来
の
至
心
を
以
て
、
諸
有
の
一
切
煩
悩
・

悪
業
・
邪
智
の
群
生
海
に
回
施
し
た
ま
え
り
。
則
ち
是
れ
利
他
の
真
心
を
彰
す
。
故
に
、
疑
蓋
雑
わ
る
こ
と
无
し
。
斯
の
至
心

は
則
ち
是
れ
至
徳
の
尊
号
を
其
の
体
と
為
る
な
り
。
（
『
定
本
』
一
一
六
～
一
一
七
頁
） 

法
蔵
菩
薩
が
「
兆
載
永
劫
」
に
「
清
浄
の
真
心
」
に
よ
っ
て
「
菩
薩
の
行
を
行
じ
」
る
理
由
が
、「
一
切
の
群
生
海
」
の
「
穢
悪
汚
染
」

「
虚
仮
諂
偽
」
の
姿
に
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
清
浄
の
心
无
し
」「
真
実
の
心
无
し
」
と
さ
れ
る
衆
生
の
た
め
に
、
如
来
の
「
利

他
の
真
心
を
彰
す
」
「
至
徳
の
尊
号
」
が
、
「
群
生
海
」
に
回
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
至
徳
の
尊
号
」
と
は
、
本
願
の
名
号
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
名
号
に
お
け
る
自
覚
は
「
一
切
煩
悩
・
悪
業
・
邪
智
の

群
生
海
」
に
生
き
る
衆
生
に
は
「
真
実
の
心
」
な
ど
な
い
と
照
ら
し
出
す
、
法
蔵
菩
薩
兆
載
永
劫
の
修
行
に
極
ま
る
。
そ
れ
は
、「
正
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信
念
仏
偈
」
が
、 

 
 

無
量
寿
如
来
に
帰
命
し
、
不
可
思
議
光
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る
。 

法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
時
、
世
自
在
王
仏
の
所
に
ま
し
ま
し
て
、
（
『
定
本
』
八
五
頁
） 

と
、「
無
量
寿
如
来
」
に
帰
命
す
る
自
覚
と
し
て
、
ま
ず
「
法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
時
」
が
語
り
出
さ
れ
る
こ
と
と
同
じ
く
、
自
身
の
帰

命
の
事
実
は
法
蔵
菩
薩
が
真
実
心
を
も
っ
て
名
号
を
回
施
し
た
こ
と
、
そ
の
恩
徳
へ
の
帰
依
に
し
か
な
い
と
言
え
る
。 

こ
の
法
蔵
修
行
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
『
大
経
』
か
ら
以
下
の
文
を
引
い
て
確
か
め
て
い
る
。 

 
 

是
を
以
て
『
大
経
』
に
言
わ
く
、
欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
を
生
ぜ
ず
、
欲
想
・
瞋
想
・
害
想
を
起
こ
さ
ず
。
色
・
声
・
香
・
味
の

法
に
着
せ
ず
。
忍
力
成
就
し
て
衆
苦
を
計
ら
ず
。
少
欲
知
足
に
し
て
、
染
・
恚
・
痴
无
し
。
三
昧
常
寂
に
し
て
、
智
慧
無
碍
な

り
。
虚
偽
諂
曲
の
心
有
る
こ
と
无
し
。
和
顔
愛
語
に
し
て
、
意
を
先
に
し
て
承
問
す
。
勇
猛
精
進
に
し
て
、
志
願
惓
き
こ
と
无

し
。
専
ら
清
白
の
法
を
求
め
て
、
以
て
群
生
を
恵
利
し
き
。
三
宝
を
恭
敬
し
師
長
に
奉
事
し
き
。
大
荘
厳
を
以
て
衆
行
を
具
足

し
て
、
諸
の
衆
生
を
し
て
功
徳
成
就
せ
し
む
、
と
の
た
ま
え
り
、
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
一
七
～
一
一
八
頁
） 

「
欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
を
生
ぜ
ず
、
欲
想
・
瞋
想
・
害
想
を
起
こ
さ
ず
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
の
「
勝
行
段
」
の
文
が
、
法
蔵
菩
薩
の

修
行
の
内
実
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
、「
少
欲
知
足
」
、「
和
顔
愛
語
」
、「
恭
敬
三
宝
」
を
内
容
と
し
て
法
蔵
菩
薩
「
大
荘
厳

を
以
て
衆
行
を
具
足
し
て
、
諸
の
衆
生
を
し
て
功
徳
成
就
せ
し
む
」
と
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
法
蔵
修
行
の
内
容
は
、
五
濁
悪
世
の
衆

生
の
姿
と
は
全
く
異
な
る
姿
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
至
徳
の
尊
号
」
を
体
と
す
る
「
至
心
」
の
内
景
は
、
法
蔵
菩
薩

の
真
実
の
心
に
照
ら
さ
れ
た
、
不
実
な
る
衆
生
の
実
相
を
信
知
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
衆
生
の
立
場
を
如
実
に
表
し
た
も
の
と
し
て
、
『
観
経
疏
』
「
至
誠
心
釈
」
の
文
が
以
下
の
よ
う
に
引
か
れ
て
い
る
。 

 
 

光
明
寺
の
和
尚
云
わ
く
、
此
の
雑
毒
の
行
を
回
し
て
、
彼
の
仏
の
浄
土
に
求
生
せ
ん
と
欲
う
は
、
是
れ
必
ず
不
可
な
り
。
何
を

以
て
の
故
に
、
正
し
く
彼
の
阿
弥
陀
仏
因
中
に
菩
薩
の
行
を
行
ぜ
し
時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
、
三
業
の
所
修
、
皆
な
是
れ
真

実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
に
由
て
な
り
。
凡
そ
施
し
た
ま
う
所
趣
求
を
為
す
、
亦
皆
な
真
実
な
り
。
又
真
実
に
二
種
有
り
。
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一
つ
に
は
自
利
真
実
、
二
つ
に
は
利
他
真
実
な
り
、
と
。
乃
至 

不
善
の
三
業
を
ば
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
え
る
を

須
い
よ
。
又
、
若
し
善
の
三
業
を
起
こ
さ
ば
、
必
ず
真
実
心
の
中
に
作
し
た
ま
え
る
を
須
い
て
、
内
外
・
明
闇
を
簡
ば
ず
、
皆

な
真
実
を
須
い
る
が
故
に
、
至
誠
心
と
名
づ
く
、
と
。
抄
要
（
『
定
本
』
一
一
九
頁
） 

衆
生
が
そ
の
「
雑
毒
の
行
を
回
し
て
」
往
生
を
願
う
こ
と
は
、「
是
れ
必
ず
不
可
な
り
」
と
ま
ず
も
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

こ
そ
衆
生
は
、
如
来
の
「
施
し
た
ま
う
所
」(

回
向)

に
よ
っ
て
、「
趣
求
を
為
す
」
こ
と(

往
生
を
求
め
る
こ
と)

を
そ
の
立
場
と
す
る

と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

善
導
の
『
観
経
疏
』
で
は
、
こ
こ
は
一
般
的
に
以
下
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
。 

 
 

三
業
に
修
す
る
所
、
皆
な
是
れ
真
実
心
中
に
作
し
、
凡
そ
施
為
趣
求
し
た
ま
う
所
、
ま
た
皆
な
真
実
な
る
に
由
っ
て
な
り
。（
『
浄

土
宗
全
書
』
二
・
五
五
頁
） 

「
凡
そ
施
為
趣
求
し
た
ま
う
所
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
も
阿
弥
陀
仏
因
中
の
法
蔵
菩
薩
の
行
と
了
解
さ
れ
る
。「
至
誠

心
」
の
内
容
は
、
一
貫
し
て
法
蔵
菩
薩
が
真
実
心
の
内
に
修
行
す
る
内
容
と
し
て
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
親
鸞
は
、「
凡
そ
」

以
降
は
、
法
蔵
菩
薩
に
よ
っ
て
回
施
さ
れ
た
名
号
に
よ
っ
て
衆
生
に
「
趣
求
」
が
実
現
す
る
と
読
み
、
そ
の
名
号
を
根
拠
に
す
る
か

ら
こ
そ
「
亦
皆
な
真
実
」
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
法
蔵
菩
薩
が
、
真
実
心
を
も
っ
て
「
群
生
海
」
に
回
施
し
た
名
号

が
説
か
れ
な
け
れ
ば
、
衆
生
に
お
け
る
「
趣
求
」
が
成
り
立
つ
こ
と
は
な
い
。
そ
の
本
願
の
名
号
へ
の
帰
依
を
表
す
文
と
し
て
親
鸞

は
善
導
の
「
至
誠
心
釈
」
を
読
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
名
号(

利
他
真
実)

を
元
に
し
て
仏
道
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
が
、

こ
こ
で
「
亦
皆
な
真
実
」
と
さ
れ
る
意
義
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

親
鸞
は
『
愚
禿
鈔
』
に
お
い
て
、
こ
の
「
至
誠
心
釈
」
に
述
べ
ら
れ
る
「
自
利
真
実2

6

」
、「
利
他
真
実
」
の
内
容
を
吟
味
し
、
精
査

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
自
利
真
実
」
を
「
難
行
道 

聖
道
門
」
、「
利
他
真
実
」
を
「
易
行
道 

浄
土
門
」
と
区
別
し
、「
利
他
真
実
」

が
「
浄
土
門
」
に
お
け
る
仏
道
を
表
す
も
の
と
し
て
明
か
し
て
い
る
。 

利
他
真
実
に
就
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。 
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一
に
は
、
「
凡
そ
施
し
た
ま
う
と
こ
ろ
趣
求
を
為
す
は
、
亦
皆
な
真
実
な
り
」
と
。 

二
に
は
、「
不
善
の
三
業
は
必
ず
真
実
心
の
中
に
捨
て
た
ま
い
し
を
須
い
よ
、
又
若
し
善
の
三
業
を
起
こ
さ
ば
、
必
ず
真
実
心

の
中
に
作
し
た
ま
い
し
を
須
い
て
、
内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
、
皆
な
真
実
を
須
い
る
が
故
に
、
至
誠
心
と
名
づ
く
」
と
。
文
（
『
定

親
全
』
二
・
漢
文
篇
二
二
頁
） 

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
不
善
の
三
業
」
、「
善
の
三
業
」
も
共
に
、
如
来
の
「
真
実
心
」
を
「
須
い
る
」
こ
と
が
要
と
さ
れ
る
。

一
貫
し
て
本
願
の
名
号
を
体
と
し
、
如
来
の
「
真
実
心
」
を
根
拠
に
す
る(

「
皆
な
真
実
を
須
い
る
」)

こ
と
が
「
至
誠
心
」
の
内
容

と
し
て
明
か
さ
れ
る
と
言
え
る
。
衆
生
は
全
て
そ
の
行
い
に
煩
悩
が
雑
じ
る
ゆ
え
に
「
雑
毒
の
善
」
と
な
る
、
そ
の
た
め
に
法
蔵
菩

薩
は
名
号
を
回
施
し
、
衆
生
に
帰
命
と
い
う
自
覚
が
恵
ま
れ
る
。
こ
の
名
号
に
お
け
る
懴
悔
の
事
実
こ
そ
、
如
来
の
「
真
実
心
」
で

あ
る
と
、
「
至
誠
心
釈
」
で
は
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
至
誠
心
」
の
事
実
は
、「
内
外
・
明
闇
を
簡
ば
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
親
鸞
は
以
下
の
よ
う
に
釈
し
て
い

る
。 

 
 

『
釈
』
に
不
簡
内
外
明
闇
と
云
え
り
。
内
外
は
、
内
は
即
ち
是
れ
出
世
な
り
、
外
は
即
ち
是
れ
世
間
な
り
。
明
闇
は
、
明
は
即

ち
是
れ
出
世
な
り
、
闇
は
即
ち
是
れ
世
間
な
り
。
又
復
明
は
即
ち
智
明
な
り
、
闇
は
即
ち
無
明
な
り
。
（
『
定
本
』
一
二
〇
頁
） 

 
 

『
涅
槃
経
』
に
言
わ
く
、
闇
は
即
ち
世
間
な
り
、
明
は
即
ち
出
世
な
り
。
闇
は
即
ち
無
明
な
り
、
明
は
即
ち
智
明
な
り
、
と
。

已
上
（
『
定
本
』
一
二
〇
頁
） 

親
鸞
は
「
内
外
」
、
「
明
暗
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
出
世
」
と
「
世
間
」
と
了
解
し
、
ま
た
「
智
明
」
と
「
無
明
」
と
し
て
明
か
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
不
簡
」
と
は
、
聖
者
・
凡
夫
、
智
者
・
愚
者
の
相
対
的
区
別
を
雑
じ
え
な
い
も
の
と
し
て
了
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
正
定
業
「
順
彼
仏
願
故
」
と
し
て
の
称
名
念
仏
が
、 

 
 

明
ら
か
に
知
り
ぬ
、
是
れ
凡
聖
自
力
の
行
に
非
ず
。
故
に
不
回
向
の
行
と
名
づ
く
る
な
り
。
大
小
聖
人
・
重
軽
悪
人
、
皆
な
同

じ
く
斉
し
く
選
択
の
大
宝
海
に
帰
し
て
念
仏
成
仏
す
べ
し
。
（
『
定
本
』
六
七
頁
） 
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と
述
べ
ら
れ
、
念
仏
を
称
え
る
事
実
が
「
大
小
の
聖
人
・
重
軽
の
悪
人
、
皆
な
同
じ
く
斉
し
く
選
択
の
大
宝
海
に
帰
」
す
る
、「
不
回

向
」
の
自
覚
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
こ
と
と
質
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。「
一
乗
海
」
と
し
て
は
た
ら
く
名
号
に
自
身
が

包
ま
れ
た
と
い
う
自
覚
に
お
い
て
、
「
一
切
の
群
生
海
」
と
し
て
の
自
己
を
自
覚
す
る
。
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
に
お
け
る
一
乗
の
自
覚
、

す
な
わ
ち
「
誓
願
一
仏
乗
」
を
、
親
鸞
は
「
不
簡
内
外
明
闇
」
の
言
葉
か
ら
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
だ
か
ら
こ
そ
、
「
至
誠
心
釈
」
を
引
き
終
え
て
、
以
下
の
よ
う
に
如
来
の
「
至
心
」
が
結
ば
れ
る
。 

爾
れ
ば
、
大
聖
の
真
言
・
宗
師
の
釈
義
、
信
に
知
り
ぬ
、
斯
の
心
則
ち
是
れ
不
可
思
議
・
不
可
称
・
不
可
説
の
一
乗
大
智
願
海
、

回
向
利
益
他
の
真
実
心
な
り
。
是
れ
を
至
心
と
名
づ
く
。
（
『
定
本
』
一
一
九
頁
） 

「
斯
の
心
」
と
は
、
真
実
信
の
内
景
と
し
て
の
「
至
心
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
、「
不
可
思
議
・
不
可
称
・
不
可
説

の
一
乗
大
智
願
海
、
回
向
利
益
他
の
真
実
心
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
如
来
の
「
真
実
心
」
が
「
一
乗
大
智
願
海
」
と
し
て
明
か
さ
れ

て
い
る
。 

 
 

弘
誓
一
乗
海
は
、
无
碍
、
无
辺
、
最
勝
、
深
妙
、
不
可
説
、
不
可
称
、
不
可
思
議
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
え
り
。
何
を
以
て
の

故
に
、
誓
願
不
可
思
議
な
る
が
故
に
。
（
『
定
本
』
八
二
頁
） 

「
行
巻
」
に
て
、
名
号
に
お
け
る
一
乗
海
の
は
た
ら
き
は
、「
无
碍
、
无
辺
、
最
勝
、
深
妙
、
不
可
説
、
不
可
称
、
不
可
思
議
の
至
徳

を
成
就
し
た
ま
え
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
信
巻
」
「
至
心
釈
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
名
号
に
帰
し
た
事
実
と
し
て
よ
り
自
覚
的

に
、
「
不
可
思
議
・
不
可
称
・
不
可
説
の
一
乗
大
智
願
海
、
回
向
利
益
他
の
真
実
心
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
「
誓
願
不
可
思
議
」
の
感

動
が
表
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
至
徳
の
尊
号
」
を
回
施
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
衆
生
の
「
雑
毒
の
善
」
を
照
ら
し
出
す
、
こ
の
法
蔵
菩
薩
の
真
実
心
が
「
至
心

釈
」
に
て
明
か
さ
れ
、
衆
生
は
た
だ
そ
の
事
実
を
「
不
可
思
議
」
と
い
う
感
動
に
よ
っ
て
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
唯
信
鈔

文
意
』
に
て
、 

 
 

す
べ
て
、
よ
き
ひ
と
、
あ
し
き
ひ
と
、
と
う
と
き
ひ
と
、
い
や
し
き
ひ
と
を
、
無
碍
光
仏
の
御
ち
か
い
に
は
、
き
ら
わ
ず
、
え
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ら
ば
れ
ず
、
こ
れ
を
み
ち
び
き
た
ま
う
を
さ
き
と
し
、
む
ね
と
す
る
な
り
。
真
実
信
心
を
う
れ
ば
実
報
土
に
う
ま
る
と
お
し
え

た
ま
え
る
を
、
浄
土
真
宗
の
正
意
と
す
と
し
る
べ
し
と
な
り
。
（
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
一
六
六
～
一
六
七
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
る
、「
き
ら
わ
ず
、
え
ら
ば
れ
ず
」
と
い
う
法
蔵
菩
薩
の
「
御
ち
か
い
」
を
、
そ
の
身
に
感
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
名
号

の
回
施
に
よ
っ
て
「
す
べ
て
、
よ
き
ひ
と
、
あ
し
き
ひ
と
」
を
「
み
ち
び
き
た
ま
う
」
、
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
を
「
む
ね
」
と
す
る
こ
と

が
「
浄
土
真
宗
の
正
意
」
「
誓
願
不
可
思
議
」
の
自
覚
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 
第
三
項 

信
楽
釈 

 

「
至
心
釈
」
に
お
い
て
「
至
徳
の
尊
号
」
を
体
と
す
る
、
如
来
の
真
実
心
が
確
か
め
ら
れ
た
。
至
心
の
内
実
が
法
蔵
菩
薩
の
永
劫

修
行
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
衆
生
の
「
雑
毒
の
善
」
を
み
そ
な
わ
し
て
な
さ
れ
た
法
蔵
修
行
に
帰
す
る
こ
と
が
名
号
へ

の
帰
命
の
自
覚
と
な
る
と
確
か
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、 

法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
時
、
世
自
在
王
仏
の
所
に
在
て
、
（
中
略
） 

五
劫
、
之
れ
を
思
惟
し
て
摂
受
す
。
重
ね
て
誓
う
ら
く
は
、
名
声
十
方
に
聞
こ
え
ん
と
。
普
く
、
无
量
・
无
辺
光
、
无
碍
・
无

対
・
光
炎
王
、
清
浄
・
歓
喜
・
智
慧
光
、
不
断
・
難
思
・
无
称
光
、
超
日
月
光
を
放
っ
て
、
塵
刹
を
照
ら
す
。
一
切
の
群
生
、

光
照
を
蒙
る
。
（
『
定
本
』
八
六
～
八
七
頁
） 

と
帰
命
の
感
動
が
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
蔵
菩
薩
の
「
五
劫
思
惟
」
の
本
願
は
、「
名
声
十
方
に
聞
こ
え
ん
」
と
い
う
誓
い
に
よ
っ

て
「
一
切
の
群
生
」
を
照
ら
し
出
す
。
無
明
を
生
き
る
自
己
に
、
そ
の
「
光
明
」
が
至
り
届
い
た
、「
光
照
を
蒙
」
っ
た
と
い
う
感
動

が
、
「
法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
時
」
を
感
覚
す
る
帰
命
の
信
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
至
心
釈
」
に
お
け
る
確
か
め
を
受
け
て
、
「
信
楽
釈
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

次
に
信
楽
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
如
来
の
満
足
大
悲
・
円
融
無
碍
の
信
心
海
な
り
。
是
の
故
に
疑
蓋
間
雑
有
る
こ
と
无
し
、
故

に
信
楽
と
名
づ
く
。
即
ち
利
他
回
向
の
至
心
を
以
て
、
信
楽
の
体
と
す
る
な
り
。
（
『
定
本
』
一
二
〇
頁
） 
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「
信
楽
」
と
は
、「
如
来
の
満
足
大
悲
・
円
融
無
碍
の
信
心
海
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
如
来
の
大
悲
そ
の
も
の
で
あ
る
と
押
さ
え
ら

れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
疑
蓋
无
間
雑
」
と
、
「
疑
蓋
」
の
な
い
心
が
「
信
楽
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
如
来

の
「
利
他
回
向
」
の
心
で
あ
る
「
至
心
」
は
、
「
信
楽
の
体
」
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

然
る
に
無
始
よ
り
已
来
、
一
切
群
生
海
、
無
明
海
に
流
転
し
、
諸
有
輪
に
沈
迷
し
、
衆
苦
輪
に
繫
縛
せ
ら
れ
て
、
清
浄
の
信
楽

无
し
。
法
爾
と
し
て
真
実
の
信
楽
无
し
。
是
を
以
て
無
上
功
徳
、
値
遇
し
難
叵
く
、
最
勝
の
浄
信
獲
得
し
難
叵
し
。
一
切
凡
小
、

一
切
時
の
中
に
、
貪
愛
の
心
常
に
能
く
善
心
を
汚
し
、
瞋
憎
の
心
常
に
能
く
法
財
を
焼
く
。
急
作
急
修
し
て
頭
燃
を
灸
う
が
如

く
す
れ
ど
も
、
衆
て
雑
毒
雑
修
の
善
と
名
づ
く
。
亦
虚
仮
諂
偽
の
行
と
名
づ
く
。
真
実
の
業
と
名
づ
け
ざ
る
な
り
。
此
の
虚
仮
・

雑
毒
の
善
を
以
て
、
無
量
光
明
土
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
、
是
れ
必
ず
不
可
な
り
。
（
『
定
本
』
一
二
〇
～
一
二
一
頁
） 

本
願
の
名
号
、
如
来
の
「
真
実
心
」
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
衆
生
の
姿
が
、「
一
切
群
生
海
」「
一
切
凡
小
」
と
、「
一
切
」
の
無
明
の
事

実
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
煩
悩
成
就
の
身
を
生
き
る
衆
生
は
、「
貪
愛
の
心
」
、「
瞋
憎
の
心
」
に
執
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
行

為
は
「
虚
仮
雑
毒
の
善
」
と
な
り
、「
無
量
光
明
土
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
」
と
い
う
仏
道
の
意
欲
ま
で
も
、「
是
れ
必
ず
不
可
な
り
」

と
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

何
を
以
て
の
故
に
、
正
し
く
如
来
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
・
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
わ
る
こ
と

无
き
に
由
っ
て
な
り
。
斯
の
心
は
即
ち
如
来
の
大
悲
心
な
る
が
故
に
、
必
ず
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
。
如
来
、
苦
悩
の
群
生

海
を
悲
憐
し
て
、
无
碍
広
大
の
浄
信
を
以
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま
え
り
。
是
れ
を
利
他
真
実
の
信
心
と
名
づ
く
。
（
『
定
本
』

一
二
一
頁
） 

こ
こ
で
、「
一
切
群
生
海
」
の
「
必
ず
不
可
な
り
」
と
決
定
さ
れ
る
理
由
が
、「
何
を
以
て
の
故
に
」
と
接
続
し
、「
正
し
く
如
来
菩
薩

の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
・
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
わ
る
こ
と
无
き
に
由
っ
て
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
至
心
釈
」
で
は
、
法
蔵
菩
薩
の
修
行
は
「
是
を
以
て
如
来
」
と
展
開
さ
れ
、
ま
た
「
欲
生
釈
」
で
は
、
「
是
の
故
に
如
来2

7

」
と
接

続
し
、
「
群
生
海
」
に
お
け
る
信
心
の
実
現
、
ま
た
は
往
生
の
意
欲
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
至
心
釈
」
、
「
欲
生
釈
」
に
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お
い
て
、
不
実
な
る
衆
生
と
如
来
は
ど
こ
ま
で
も
相
対
的
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る2

8

。 

 

し
か
し
今
「
信
楽
釈
」
に
お
い
て
、「
一
実
真
如
海
」
を
実
現
す
る
如
来
は
不
実
な
る
衆
生
と
離
れ
な
い
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い

る
。 

 
 

此
の
虚
仮
・
雑
毒
の
善
を
以
て
、
無
量
光
明
土
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
、
是
れ
必
ず
不
可
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
正
し
く

如
来
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
・
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
わ
る
こ
と
无
き
に
由
っ
て
な
り
。（
『
定

本
』
一
二
一
頁
） 

と
思
索
が
展
開
す
る
よ
う
に
、「
必
ず
不
可
」
と
い
う
決
定
は
、「
如
来
の
満
足
大
悲
・
円
融
無
碍
の
信
心
海
」
に
自
己
が
包
ま
れ
た
、

そ
の
自
覚
に
立
つ
こ
と
で
初
め
て
実
感
と
し
て
そ
の
身
に
う
な
づ
か
れ
る
の
で
あ
る
。「
一
切
の
群
生
海
」
に
沈
み
、
自
力
執
心
に
生

き
る
衆
生
は
、
自
身
か
ら
そ
の
執
心
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
身
の
姿
が
、「
虚
仮
雑
毒
の
善
」
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、

そ
の
自
覚
に
お
い
て
、「
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
、
是
れ
必
ず
不
可
な
り
」
と
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
不
実
な
る
衆
生
を

し
て
、
衆
生
を
超
え
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事
実
が
、
如
来
の
大
悲
心
が
衆
生
に
至
り
届
い
た
事
実
、
本
願
の
成
就
そ
の
も
の
だ
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
信
楽
釈
」
に
お
い
て
明
か
さ
れ
る
の
は
、
如
来
の
顕
現
と
し
て
の
信
、
他
力
の
信
心
に

如
来
を
感
得
す
る
と
い
う
、
本
願
成
就
の
事
実
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
続
け
て
「
斯
の
心
は
即
ち
如
来
の
大
悲
心
な
る
が
故
に
、
必
ず
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
」
と
述
べ
ら
れ
、「
如
来

の
大
悲
」
と
一
つ
と
し
て
の
信
が
「
必
ず
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
」
と
明
か
さ
れ
る
。
衆
生
に
お
け
る
往
生
の
否
定
（
「
必
ず
不
可
」
）

が
そ
の
ま
ま
、「
必
ず
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
」
。
こ
の
関
係
は
先
に
、「
難
信
」
と
「
獲
信
」
の
関
係
を
親
鸞
が
述
べ
て
い
た
と
こ

ろ
に
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
『
歎
異
抄
』
第
九
条
の
親
鸞
の
言
葉
に
も
表
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
信
心
に
お

け
る
自
力
の
絶
対
的
否
定2

9

こ
そ
、
如
来
を
感
得
す
る
事
実
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
「
信
楽
釈
」
に
お
け
る
如
来
の
証
明
、
ま
た
は
親
鸞
に
お
け
る
他
力
の
信
の
表
明
に
つ
い
て
、
曽
我
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。 



 

47 

 

 
 

信
楽
と
い
ふ
も
の
を
ば
、
親
鸞
は
如
来
大
悲
の
心
で
あ
る
、
大
悲
心
で
あ
る
、
と
云
つ
て
居
る
。
一
体
、
大
悲
心
と
い
ふ
の
は

何
で
あ
る
か(

中
略)

こ
こ
に
私
は
さ
ら
に
ひ
る
が
へ
つ
て
、
善
導
大
師
の
二
種
深
信
の
中
の
深
信
の
言
葉
を
一
つ
読
ん
で
見
た

い
と
思
ふ
。 

 
 

 
 

自
身

わ

が

み

ハ
現
ニ
是
レ
罪
悪
生
死
ノ
凡
夫
、
曠
劫
ヨ
リ
已
来
常
ニ
没
シ
常
ニ
流
転
シ
テ
出
離
ノ
縁
ア
ル
コ
ト
無
シ
ト
深
ク
信
ズ
。 

か
ふ
善
導
は
云
は
れ
た
。
此
の
「
出
離
ノ
縁
ア
ル
コ
ト
無
シ
」
「
無
有
出
離
之
縁
」
と
い
ふ
此
の
言
葉
は
、
「
無
縁
の
大
悲
」

で
あ
る
と
思
ふ
。
無
縁
の
大
悲
と
い
ふ
の
は
如
来
の
大
悲
心
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
此
の
無
縁
大
悲
と
は
何
ぞ
や
。
私
は
明
か
に

云
ひ
ま
す
。
無
縁
大
悲
と
い
ふ
こ
と
は
無
有
出
離
之
縁
の
大
悲
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
出
離
の
縁
の
無
い
所
の
大
い
な

る
悲
し
み
で
あ
る(

中
略)

本
当
に
い
た
ま
し
い
心
が
如
来
の
大
悲
心
で
あ
る
。
此
の
無
縁
の
大
悲
心
は
無
有
出
離
之
縁
の
悲
し

み
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
、
ひ
る
が
へ
つ
て
善
導
の
機
の
深
信
と
い
ふ
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
即
ち
「
我
身
」
と
は
法

蔵
菩
薩
自
身
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
工
合
に
見
て
来
な
け
れ
ば
、
機
の
深
信
と
い
ふ
も
の
は
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
我
が

身
は
我
が
身
だ
、
そ
ん
な
風
に
読
ん
で
居
る
見
方
は
、
そ
れ
は
自
力
の
見
方
と
い
ふ
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
ん
な
風
に
見
る
二
種

深
信
は
自
力
の
二
種
深
信
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
我
身
は
と
い
へ
ば
勿
論
我

身
は
我
身
だ
け
れ
ど
も
、
其
の
我
身
は
単
な
る
我
身
で
な
く
、
即
ち
法
蔵
菩
薩
の
我
身
で
あ
る
。
我
身
は
現
に
是
れ
罪
悪
生
死

の
凡
夫
だ
、
曠
劫
よ
り
已
来
常
に
沈
み
常
に
流
転
し
て
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
無
し
、
と
深
信
す
る
。
そ
こ
が
善
導
の
機
の
深
信

で
あ
つ
て
、
其
の
言
葉
を
本
当
に
親
鸞
が
読
ん
で
、
さ
う
し
て
こ
こ
に
信
楽
釈
と
い
ふ
も
の
を
掲
げ
た
の
で
は
無
い
か
。
私
は

さ
う
い
ふ
工
合
に
思
ふ
。(

『
曽
我
選
集
』
五
・
二
〇
二
～
二
〇
四
頁)

 

 

曽
我
は
善
導
の
二
種
深
信
に
述
べ
ら
れ
る
「
無
有
出
離
之
縁
」
の
自
覚
に
、
如
来
の
「
無
縁
の
大
悲
」
を
感
得
す
る
の
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
を
生
む
「
自
身
」「
我
身
」
と
は
「
法
蔵
菩
薩
自
身
で
あ
る
」
と
、
機
の
深
信
の
絶
頂
を

明
か
す
の
で
あ
る
。 

曽
我
は
親
鸞
が
「
信
楽
釈
」
を
展
開
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
、
こ
の
「
無
有
出
離
之
縁
」
の
信
知
に
お
け
る
「
法
蔵
菩
薩
」
へ
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の
主
体
の
転
換
に
あ
る
と
押
さ
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
信
楽
」
の
論
理
に
お
け
る
否
定
は
、
不
実
な
る
衆
生
の
信
や
往
生
の
否
定

の
み
な
ら
ず
、
衆
生
の
主
体
、
そ
の
自
覚
ま
で
も
否
定
し
尽
く
す
こ
と
に
眼
目
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
如
来
に
お
け
る
絶
対
的
否

定
は
、「
無
有
出
離
之
縁
」
に
は
た
ら
く
「
無
縁
の
大
悲
」
と
し
て
衆
生
に
感
覚
さ
れ
る
。
こ
の
大
悲
を
感
得
す
る
「
我
」
と
は
、
自

力
に
生
き
る
衆
生
の
閉
鎖
的
「
我
」
と
質
を
異
に
す
る
、
公
的
な
「
我
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
一
切
衆
生
の
痛
み
を
背
負

っ
た
「
法
蔵
菩
薩
」
と
し
て
の
「
我
」
と
な
る
の
で
あ
る
。「
法
蔵
菩
薩
」
と
し
て
の
「
わ
が
み
」
に
「
機
の
深
信
」
が
本
当
に
自
覚

さ
れ
る
、
そ
こ
に
機
の
深
信
が
法
の
深
信
へ
展
開
す
る
必
然
性
が
あ
る
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

曽
我
は
、
こ
の
よ
う
に
機
の
深
信
に
個
人
的
「
我
」
を
超
え
た
「
法
蔵
菩
薩
」
と
し
て
の
「
我
」
を
感
覚
す
る
こ
と
を
以
下
の
よ

う
に
も
述
べ
て
い
る
。 

 
 

も
し
真
実
に
自
己
の
力
と
し
て
の
自
力
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
機
の
深
信
、
罪
悪
の
自
覚
こ
そ
は
、
そ
の
唯
一
の
も
の
で
あ
ら

う
と
想
ふ
。
何
と
な
れ
ば
、
如
来
が
法
の
ま
ま
の
す
が
た
を
隠
し
て
、
全
く
無
明
の
我
と
し
て
顕
現
し
給
ひ
た
か
ら
で
あ
る
。

彼
は
決
し
て
「
汝
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
よ
」
と
叫
ば
ず
し
て
、
彼
自
ら
「
我
は
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
叫
ん
だ(

中
略)

も
し
如

来
が
「
汝
、
罪
業
の
凡
夫
」
と
喚
ぶ
な
ら
ば
、
恐
く
は
わ
れ
等
は
永
久
に
無
姓
有
情
と
し
て
、
真
実
に
自
己
の
為
に
泣
く
こ
と

す
ら
出
来
ぬ
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
茲
に
不
可
思
議
に
も
主
客
、
機
法
、
能
所
、
心
境
の
転
換
な
る
事
実
が
あ
る
。
ま
こ
と
に

此
主
客
の
転
換
と
云
ふ
こ
と
が
、
人
生
上
の
唯
一
の
不
可
思
議
で
あ
る
。(

『
曽
我
選
集
』
三
・
一
二
三
～
一
二
四
頁)

 

曽
我
は
自
力
を
生
き
る
衆
生
の
唯
一
の
立
場
は
、「
機
の
深
信
、
罪
悪
の
自
覚
」
に
こ
そ
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
何
故
な
ら
そ
の
「
罪

悪
の
自
覚
」
と
は
、「
如
来
が
法
の
ま
ま
の
す
が
た
を
隠
し
て
、
全
く
無
明
の
我
と
し
て
顕
現
し
給
ひ
た
」
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。
法

蔵
菩
薩
が
一
切
衆
生
の
罪
を
我
の
も
の
と
し
、「
我
は
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
と
叫
ば
な
け
れ
ば
、
す
な
わ
ち
「
若
不
生
者
」
と
誓
い
を

発
て
な
け
れ
ば
、
衆
生
は
「
真
実
に
自
己
の
為
に
泣
く
こ
と
す
ら
出
来
ぬ
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
に
今
、
如
来
の
大
悲
に
共
鳴
し
、

自
己
の
罪
悪
に
泣
く
と
き
、
そ
れ
が
「
不
可
思
議
」
な
る
事
実
、「
主
客
、
機
法
、
能
所
、
心
境
の
転
換
な
る
事
実
」
と
な
る
の
で
あ

る
。 
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機
の
深
信
と
は
ど
こ
ま
で
も
、
衆
生
の
自
己
反
省
や
、
個
人
的
自
覚
な
ど
で
は
な
い
。
機
の
深
信
に
お
け
る
罪
悪
の
自
覚
と
は
全

く
、
如
来
が
「
無
明
の
我
と
し
て
顕
現
」
し
た
事
実
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
主
客
の
転
換
」
が
あ
る
。
衆
生
の
懺
悔
の
心
と
し
て
法
蔵

菩
薩
が
我
と
な
る
、
こ
の
事
実
が
「
人
生
上
の
唯
一
の
不
可
思
議
」
な
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
う
で
あ
れ
ば
「
信
楽
釈
」
の
思
索
で
は
、「
至
心
釈
」
に
て
確
か
め
ら
れ
た
「
至
徳
の
尊
号
」
に
お
け
る
誓
願
不
可
思
議
の
感
動

の
意
味
が
、
「
我
」
と
な
る
法
蔵
菩
薩
と
し
て
明
か
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
斯
の
心
は
即
ち
如
来
の
大
悲
心
な
る
が

故
に
必
ず
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
」
と
、
「
信
楽
」
に
お
い
て
「
如
来
の
大
悲
心
」
と
一
つ
に
な
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
「
報
土
」

へ
の
往
生
が
信
心
に
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
押
さ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
四
項 
「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」 

 

「
信
楽
釈
」
の
自
釈
に
て
、
親
鸞
は
そ
の
内
実
を
「
如
来
の
大
悲
心
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
そ
れ
は
曽
我
の
言
葉
に
よ

れ
ば
、
如
来
の
「
大
い
な
る
悲
し
み
、
大
い
な
る
痛
み
」
で
あ
り
、
そ
の
大
悲
の
内
に
、
一
切
衆
生
と
し
て
の
自
己
を
感
得
す
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
自
覚
自
体
が
無
明
の
「
我
」
で
は
な
く
「
法
蔵
菩
薩
」
で
あ
る
こ
と
、
以
上
が
「
信
楽
の
論
理
」
に
よ
っ
て
明
か

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
え
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。
さ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
の
業
を
も
ち

け
る
身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ
よ
（
『
定
親
全
』
四
・
三
七
頁
） 

業
縁
存
在
と
し
て
生
き
る
身
に
「
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
」
を
感
得
し
、
そ
れ
が
「
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
」

と
い
う
「
一
人
」
の
自
覚
を
生
む
。
す
な
わ
ち
如
来
と
は
、
自
己
の
外
か
ら
何
か
を
恵
む
の
で
は
な
く
、
自
己
の
罪
業
の
自
覚
と
な

っ
て
そ
の
「
一
人
」
の
身
を
照
ら
し
出
し
、
信
心
と
な
っ
て
衆
生
を
救
う
の
で
あ
る
。 

 

親
鸞
は
そ
の
よ
う
な
如
来
と
一
つ
と
し
て
の
信
心
の
意
味
を
、
第
十
八
願
成
就
文
に
見
出
し
以
下
の
よ
う
に
引
文
す
る
。 

 
 

本
願
信
心
の
願
成
就
の
文 
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『
経
』
に
言
わ
く
、
諸
有
の
衆
生
、
其
の
名
号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
、
と
。
已
上 

又
言
わ
く
、
他
方
仏
国
の
所
有
の
衆
生
、
无
量
寿
如
来
の
名
号
を
聞
き
て
、
能
く
一
念
の
浄
信
を
発
し
て
歓
喜
せ
ん
、
と
。
已

上
（
『
定
本
』
一
二
一
～
一
二
二
頁
） 

第
十
八
願
成
就
文
の
前
半
部
分
、「
信
心
歓
喜 

乃
至
一
念
」
ま
で
を
、「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」
と
呼
び
、
親
鸞
は
「
信
楽
釈
」

の
証
文
と
す
る
。 

先
に
「
字
訓
釈
」
に
て
、
「
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
、
「
唯
信
心
」
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
で
如

来
と
一
つ
の
信
心
と
し
て
「
本
願
信
心
の
願
成
就
」
と
し
て
押
さ
え
な
お
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
信
楽
釈
」
に
は
、
衆
生
が
「
急
作
急

修
し
て
頭
燃
を
灸
う
が
如
く
」
仏
道
を
求
め
よ
う
と
も
、「
雑
毒
雑
修
の
善
」
、「
虚
仮
諂
偽
の
行
」
の
ゆ
え
に
「
必
ず
不
可
」
で
あ
る

と
決
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
自
力
を
根
拠
に
し
た
自
覚
で
は
な
く
、
経
文
に
説
か
れ
る
「
信
心
歓
喜
」
の
事
実
で
あ
る
、
そ
の
こ

と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
第
十
八
願
成
就
文
を
証
文
と
し
て
引
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
如
来
か
ら
の
絶
対
的
否
定
、
そ
れ

を
領
受
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
歓
喜
に
満
ち
た
信
の
発
起
で
あ
る
と
親
鸞
は
明
か
す
の
で
あ
る
。 

 

親
鸞
が
、
第
十
八
願
成
就
文
を
二
分
し
、
そ
の
前
半
を
「
本
願
信
心
の
願
成
就
」
と
了
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
例
え
ば
以
下
の

思
索
に
も
同
様
の
了
解
が
見
ら
れ
る
。 

 
 

本
願
を
信
受
す
る
は
前
念
命
終
な
り
。
「
即
ち
正
定
聚
の
数
に
入
る
」
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
即
の
時
必
定
に
入
る
」
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
又
必
定
の
菩
薩
と
名
づ
く
る
な
り
」
文 

即
得
往
生
は
後
念
即
生
な
り
。 

他
力
金
剛
心
な
り
知
る
べ
し
。(

『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
一
三
頁)

 

善
導
の
述
べ
る
「
前
念
命
終
後
念
即
生
」
の
言
葉
か
ら
、
親
鸞
は
そ
の
「
命
終
」
と
は
「
本
願
を
信
受
す
る
」
こ
と
に
よ
り
自
力
心

を
根
拠
に
し
た
あ
り
方
が
見
破
ら
れ
る
、
自
力
心
の
死
と
し
て
了
解
す
る
。
第
十
八
願
成
就
文
の
前
半
を
「
本
願
信
心
の
願
成
就
」
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と
親
鸞
が
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
よ
う
に
「
本
願
を
信
受
」
し
、
自
力
心
の
命
終
を
潜
っ
た
事
実
を
明
か
す
た
め
だ
と
言
え
る
。
そ
の
自

力
心
の
命
終
と
は
、
曽
我
の
思
索
に
よ
れ
ば
、
法
蔵
菩
薩
を
主
体
と
し
た
「
我
」
の
誕
生
で
あ
る
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の

本
願
信
受
の
事
実
に
、
「
正
定
聚
」
「
即
時
入
必
定
」
が
実
現
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
、
衆
生
に
お
け
る
往
生
の
決
定
は
自
力
心
の
命
終

に
開
か
れ
る
と
押
さ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
「
信
楽
釈
」
に
お
い
て
、「
信
楽
」
が
「
必
ず
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
」
と
最

後
に
押
さ
え
る
意
が
こ
こ
に
明
瞭
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
て
「
後
念
即
生
」
は
「
即
得
往
生
」
の
意
義
と
し
て
述

べ
ら
れ
る
。「
一
切
群
生
海
」
を
生
き
る
衆
生
が
、
そ
の
生
死
の
中
で
出
世
間
の
仏
道
を
歩
め
る
の
は
、
煩
悩
の
「
我
」
と
は
異
質
な

法
蔵
菩
薩
、
如
来
の
大
悲
と
一
つ
と
し
て
の
「
我
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
法
蔵
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
に
開
か
れ
る
も
の
、
そ
れ

が
「
他
力
の
金
剛
心
な
り
」
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
五
項 

信
は
道
の
元
と
す 

先
に
確
認
し
た
『
大
経
』
の
証
文
を
受
け
て
、
『
涅
槃
経
』
『
華
厳
経
』
の
文
が
引
か
れ
る
。
そ
の
中
で
特
に
『
華
厳
経
』
の
文
に

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

『
華
厳
経
』
に
言
わ
く
、
此
の
法
を
聞
き
て
、
信
心
を
歓
喜
し
て
疑
い
な
き
者
は
、
速
や
か
に
無
上
道
を
成
ら
ん
、
諸
の
如
来

と
等
し
と
な
り
。
（
『
定
本
』
一
二
四
頁
） 

又
言
わ
く
、
信
は
道
の
元
と
す
、
功
徳
の
母
な
り
。
一
切
諸
の
善
法
を
長
養
す
。
疑
網
を
断
除
し
て
愛
流
を
出
で
て
、
涅
槃
無

上
道
を
開
示
せ
し
む
。(

中
略)

若
し
堅
固
の
大
悲
心
を
得
れ
ば
、
則
ち
能
く
甚
深
の
法
を
愛
楽
せ
ん
。
若
し
能
く
甚
深
の
法
を

愛
楽
す
れ
ば
、
則
ち
能
く
有
為
の
過
を
捨
離
せ
ん
。
若
し
能
く
有
為
の
過
を
捨
離
す
れ
ば
、
則
ち
驕
慢
及
び
放
逸
を
離
る
。
若

し
驕
慢
及
び
放
逸
を
離
る
れ
ば
、
則
ち
能
く
一
切
衆
を
兼
利
せ
ん
。
若
し
能
く
一
切
衆
を
兼
利
す
れ
ば
、
則
ち
生
死
に
処
し
て

疲
厭
无
け
ん
、
と
な
り
。
略
抄
（
『
定
本
』
一
二
六
～
一
二
七
頁
※
傍
線
筆
者
） 

「
信
楽
釈
」
に
明
か
さ
れ
た
如
来
の
大
悲
心
と
一
つ
と
し
て
の
「
信
心
歓
喜
」
の
事
実
と
は
、
『
華
厳
経
』
に
よ
れ
ば
「
速
や
か
に
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無
上
道
を
成
ら
ん
」
、
「
涅
槃
無
上
道
を
開
示
せ
し
む
」
と
い
う
、
「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道3

0

」
が
開
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
確
か

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
無
上
道
」
が
衆
生
に
開
示
さ
れ
る
た
め
に
、
衆
生
は
生
死
、
煩
悩
の
内
に
あ
っ
て
も
「
生
死
に
処
し
て

疲
厭
无
け
ん
」
と
、
「
疲
厭
」
な
く
「
生
死
に
処
」
し
て
い
け
る
こ
と
が
最
後
に
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
信
楽
」
に
お
け
る
、

法
蔵
菩
薩
と
一
つ
と
し
て
の
信
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
衆
生
に
「
疲
厭
」
な
く
そ
の
「
生
死
に
処
」
す
る
こ
と
を
実
現
し
「
生
死
」

に
執
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
生
を
開
示
す
る
と
い
う
意
義
を
持
つ
の
で
あ
る
。 

親
鸞
は
『
華
厳
経
』
の
引
文
に
よ
っ
て
、
信
の
徳
を
様
々
に
表
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
徳
が
特
に
「
則
ち
生
死
に
処
し

て
疲
厭
无
け
ん
」
と
い
う
言
葉
で
ま
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
信
心
に
お
い
て
不
実
な
る
衆
生
に
ど
の
よ
う
な
生
が
開
示
さ
れ
る
の

か
、
衆
生
に
お
い
て
「
涅
槃
無
上
道
」
と
は
い
か
な
る
質
を
持
つ
の
か
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
「
生
死
に
処
し
て
疲
厭

无
け
ん
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
「
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る3

1

」
他
力
の
仏
道
を
表
現
す
る
の
だ
と
読
み
取
れ
る
。 

こ
こ
に
「
涅
槃
の
真
因
」
と
し
て
の
信
が
、
五
濁
悪
世
の
衆
生
に
お
い
て
は
「
報
土
の
正
定
の
因
」
と
な
り
、
生
死
の
内
に
あ
っ

て
も
法
蔵
菩
薩
と
一
つ
の
信
に
よ
っ
て
仏
道
を
求
む
こ
と
が
成
り
立
つ
と
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
「
信
楽
釈
」
の
結
び
に
は
、 

『
論
註
』
に
曰
く
、
如
実
修
行
相
応
と
名
づ
く
、
是
の
故
に
論
主
建
め
に
我
一
心
と
言
え
り
。
已
上 

又
言
わ
く
、
経
の
始
め
に
如
是
と
称
す
る
こ
と
は
、
信
を
彰
し
て
能
入
と
す
。
已
上(

『
定
本
』
一
二
七
頁)

 

と
『
論
註
』
の
文
が
置
か
れ
る
。
「
信
楽
釈
」
に
明
か
さ
れ
た
信
は
、
煩
悩
を
生
き
る
「
我
」
を
し
て
、
そ
の
不
実
な
生
を
超
え
て

い
か
ん
と
す
る
法
蔵
菩
薩
と
し
て
の
「
我
」
が
誕
生
し
た
事
実
と
し
て
明
か
さ
れ
た
。
こ
の
信
は
仏
道
の
前
提
と
な
る
信
で
は
な
く
、

「
生
死
に
処
し
て
疲
厭
无
け
ん
」
と
い
う
質
を
持
つ
、
他
力
の
仏
道
の
唯
一
の
「
真
因
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
天
親

の
「
建
言
我
一
心
」
の
「
建
め
に
」
の
意
味
が
、
帰
敬
の
始
め
に
立
つ
べ
き
姿
勢
と
し
て
で
は
な
く
、
「
経
の
始
め
に
如
是
と
称
」

さ
れ
る
意
義
と
し
て
、
「
如
是
」
の
義
と
同
質
の
も
の
と
し
て
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
中
で
「
信
を
彰
し
て
能
入
と
す
」
と
い
う
言
葉
が
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
「
以
信
為
能
入
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
親
鸞
は
以
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下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
以
信
為
能
入
」
と
い
う
は
、
真
実
信
心
を
え
た
る
人
の
如
来
の
本
願
の
実
報
土
に
よ
く
い
る
と
し
る
べ
し
と
の
た
ま
え
る
み

こ
と
な
り
。
信
心
は
菩
提
の
た
ね
な
り
。
無
上
涅
槃
を
さ
と
る
た
ね
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。(

『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
一

〇
九
頁)

 

『
尊
号
真
像
銘
文
』
の
こ
の
言
葉
に
は
、
「
能
入
」
と
は
、
「
如
来
の
本
願
の
実
報
土
に
よ
く
い
る
」
こ
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。

「
能
く
入
る
」
と
は
、
「
真
実
信
心
を
え
た
る
人
」
の
「
実
報
土
」
へ
生
ま
れ
ん
と
す
る
具
体
的
生
を
表
し
た
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ

は
『
華
厳
経
』
に
「
生
死
に
処
し
て
疲
厭
无
け
ん
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
生
死
に
処
し
」
な
が
ら
も
そ
の
「
生
死
」
に
惑
わ

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
仏
道
の
歩
み
で
あ
る
。
そ
の
「
能
入
」
の
事
実
は
、
信
心
開
発
と
し
て
、 

 
 

能
く
一
念
喜
愛
の
心
を
発
す
れ
ば
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
な
り
。
（
『
定
本
』
八
六
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
能
く
一
念
喜
愛
の
心
を
発
す
」
、
歓
喜
の
一
念
「
能
発
」
の
事
実
で
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞

に
お
け
る
こ
の
「
能
く
」
と
は
、
法
蔵
菩
薩
を
自
証
し
た
「
我
」
に
お
け
る
自
覚
で
あ
る
と
了
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
「
信
楽
釈
」
の
結
び
に
「
建
め
に
」
「
始
め
に
」
と
さ
れ
る
「
我
一
心
」
「
如
是
」
の
文
言
を
置
く
意

図
と
し
て
、
法
蔵
菩
薩
を
「
我
」
と
す
る
信
に
、
す
で
に
「
涅
槃
」
「
無
上
道
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
す
た
め
で
あ
る

と
了
解
で
き
る
。
「
生
死
」
の
内
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
沈
み
、
迷
う
こ
と
の
な
い
仏
道
の
証
明
、
そ
れ
が
「
信
を
彰
し
て
能
入
と
す
」

と
い
う
語
に
託
さ
れ
た
意
義
で
あ
り
、
「
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す
」
と
親
鸞
が
述
べ
る
深
意
な
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
信
楽
釈
」
を
受
け
て
、
如
来
の
「
欲
生
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
回
向
心
」
と
し
て
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
如
来

の
大
悲
に
包
ま
れ
た
自
覚
が
本
願
力
回
向
の
力
用
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
く
。
続
く
「
欲
生
釈
」
に
そ
の
思
索
の
展
開
を
見
て
い
き

た
い
。 
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第
四
節 

「
三
一
問
答
」
究
明
②―

願
に
生
き
ん
と
す
る
者―

 

 

第
一
項 

欲
生
釈 

 

「
信
楽
釈
」
に
て
明
か
さ
れ
た
の
は
、
「
無
明
海
に
流
転
し
、
諸
有
輪
に
沈
迷
し
、
衆
苦
輪
に
繫
縛
せ
ら
」
れ
る
衆
生
に
、
「
涅
槃

無
上
道
」
を
実
現
す
る
「
如
来
の
大
悲
」
と
一
つ
と
し
て
の
信
で
あ
っ
た
。
そ
の
信
と
は
、
衆
生
の
「
雑
毒
雑
修
の
善
」
に
お
い
て

は
、
真
実
報
土
の
往
生
は
「
必
ず
不
可
」
と
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
信
楽
」
に
お
い
て
衆
生
の
自
力
に
よ
る
往
生
が
徹
底
的
に

否
定
さ
れ
る
。
自
力
に
よ
る
往
生
の
「
必
ず
不
可
」
と
い
う
否
定
は
、
法
蔵
願
心
に
お
け
る
「
無
縁
の
大
悲
」
の
中
に
そ
の
身
が
自

覚
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
自
覚
に
「
報
土
の
正
定
の
因
」
が
開
か
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

で
は
、
そ
の
「
如
来
の
大
悲
心
」
に
共
鳴
し
た
と
こ
ろ
に
開
か
れ
る
往
生(

得
生)

の
原
理
と
は
い
か
な
る
内
実
で
あ
る
か
。
そ
れ

が
「
欲
生
釈
」
に
明
か
さ
れ
る
招
喚
の
勅
命
と
し
て
の
回
向
心
で
あ
る
。 

 

次
に
欲
生
と
言
う
は
、
則
ち
是
れ
如
来
、
諸
有
の
群
生
を
招
喚
し
た
ま
う
の
勅
命
な
り
。
即
ち
真
実
の
信
楽
を
以
て
欲
生
の
体

と
す
る
な
り
。
誠
に
是
れ
、
大
小
・
凡
聖
・
定
散
・
自
力
の
回
向
に
非
ず
。
故
に
不
回
向
と
名
づ
く
る
な
り
。
（
『
定
本
』
一
二

七
頁
） 

ま
ず
端
的
に
「
欲
生
」
と
は
、
如
来
が
「
諸
有
の
群
生
を
招
喚
し
た
ま
う
の
勅
命
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。「
招
喚
」
と
は
、
回

向
発
願
心
釈
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
二
河
譬
の
「
弥
陀
の
悲
心
招
喚
」
の
語
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ
、
親
鸞
は
「
行
巻
」
に
て
「
招
喚
」

に
「
マ
ネ
ク 

ヨ
ハ
ウ3

2

」
の
左
訓
を
付
し
て
了
解
し
て
い
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
そ
の
「
招
喚
」
の
語
に
、
「
勅
命
」
の
意
義
を
付
し

て
了
解
す
る
。「
勅
命
」
と
は
「
行
巻
」
六
字
釈
に
、「
是
を
以
て
帰
命
は
本
願
招
喚
の
勅
命
な
り3

3

」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
帰
命
」

の
事
実
に
開
か
れ
る
と
明
か
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
「
勅
命
」
は
「
オ
ホ
セ
」
と
左
訓
が
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
如
来
か
ら
の
絶
対
的

命
令3

4

と
し
て
了
解
で
き
る
。 

「
至
心
釈
」
「
信
楽
釈
」
と
比
べ
る
と
、
「
欲
生
釈
」
で
は
よ
り
動
的
に
如
来
の
は
た
ら
き
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、



 

55 

 

「
招
喚
」
、
「
勅
命
」
と
し
て
「
諸
有
の
群
生
」
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
「
欲
生
心
」
と
は
決
し
て
自
己
の
外
か
ら
の
は
た
ら
き
で
は
な

い
。
「
涅
槃
の
真
因
」
と
し
て
の
信
が
、
「
信
楽
釈
」
に
て
「
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
」
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
如
来
の

「
大
悲
心
」
と
一
つ
の
信
が
必
然
的
に
展
開
す
る
往
生
の
志
願
と
し
て
「
欲
生
」
は
そ
の
信
の
内
に
あ
る
「
招
喚
の
勅
命
」
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

曽
我
は
こ
の
「
欲
生
」
の
範
疇
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

欲
生
と
い
う
も
の
は
吾
々
が
如
来
に
向
っ
て
往
生
を
求
め
る
所
の
要
求
で
あ
る
か
。
こ
う
い
う
工
合
に
尋
ね
て
見
る
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。
是
れ
則
ち
如
来
が
諸
有
の
衆
生
を
招
喚
し
た
ま
う
所
の
勅
命
で
あ
る
。
今
や
自
覚
は
覚
他
に
移
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
即
ち
純
粋
信
心
成
仏
の
自
覚
を
転
じ
て
、
そ
う
し
て
そ
こ
に
衆
生
救
済
に
出
て
来
る
所
の
範
疇
、
其
の
範
疇
が
即
ち

欲
生
の
範
疇
で
あ
る
。
即
ち
不
生
か
ら
得
生
と
い
う
も
の
に
転
じ
て
来
る
所
の
原
理
が
詰
り
欲
生
で
あ
る
。(

『
曽
我
選
集
』
五
・

二
一
〇
～
二
一
一
頁)

 

 

曽
我
は
「
信
楽
」
に
お
い
て
の
「
成
仏
の
願
」(

法
蔵
の
願
心)

は
そ
れ
だ
け
で
捉
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
何
等
の
内
容
」

も
な
い
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
何
故
な
ら
そ
こ
に
「
真
実
の
必
然
的
内
容
」
を
見
出
し
て
こ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
の
自
己
反

省
の
域
を
出
な
い
妄
念
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。「
本
願
信
心
」
と
し
て
の
「
至
心
信
楽
」
を
本
当
に
成
り
立
た
せ
る
も
の
、
そ
れ
に
先

立
ち
「
衆
生
救
済
に
出
て
来
る
所
の
」
原
理
、
そ
れ
を
曽
我
は
「
欲
生
」
の
範
疇
に
見
出
す
。「
雑
毒
雑
修
の
善
」
を
生
き
る
「
不
生
」

な
る
衆
生
に
「
得
生
」
を
実
現
す
る
も
の
、
そ
の
範
疇
を
「
欲
生
」
の
原
理
と
し
て
曽
我
は
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
「
欲
生
」
が
如
来
の
「
諸
有
の
群
生
を
招
喚
し
た
ま
う
の
勅
命
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
生
死
の
内
に
あ
っ

て
仏
道
か
ら
退
転
さ
せ
な
い
、
信
心
に
お
け
る
「
絶
対
的
命
令
」
と
し
て
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
法
蔵

願
心
に
お
け
る
「
勅
命
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
吾
々
が
如
来
に
向
っ
て
往
生
を
求
め
る
所
の
要
求
」
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
「
不

回
向
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

是
の
故
に
如
来
、
一
切
苦
悩
の
群
生
海
を
矜
哀
し
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
、
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回
向
心
を
首
と
し
て
、
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
故
に
。
利
他
真
実
の
欲
生
心
を
以
て
諸
有
海
に
回
施
し
た

ま
え
り
。
欲
生
は
即
ち
是
れ
回
向
心
な
り
。
是
れ
則
ち
大
悲
心
な
る
が
故
に
、
疑
蓋
雑
わ
る
こ
と
无
し
。（
『
定
本
』
一
二
七
頁
） 

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
回
向
心
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
」
の
言
葉
は
、
『
論
』
『
論
註
』
の
「
回
向
」
に
つ
い
て
の
文
言

を
元
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
が
何
故
あ
え
て
菩
薩
の
修
す
る
五
念
門
の
中
の
行
の
「
回
向
」
に
、「
心
」
を
付
し

「
回
向
心
」
と
し
て
読
む
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
曽
我
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
廻
向
ヲ
首
ト
シ
テ
」
で
な
く
、「
廻
向
心
ヲ
首
ト
シ
テ
」
と
『
浄
土
論
』
の
「
廻
向
を
首
と
す
」
と
い
う
文
字
に
、
僅
か
な
こ

と
で
は
あ
る
が
「
心
」
と
い
う
字
を
附
加
え
た
所
に
非
常
な
注
意
が
あ
る
と
思
う
。
詰
り
往
生
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
仏
の

願
が
そ
こ
に
満
足
す
る
。
其
の
成
仏
の
願
は
、
た
だ
成
仏
の
願
だ
け
で
は
、
純
な
る
願
で
あ
っ
て
も
、
行
が
な
け
れ
ば
そ
の
願

は
満
足
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
願
作
仏
心
は
願
作
仏
心
の
ま
ま
で
は
行
を
超
越
せ
る
純
な
る
願
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
其
の

願
作
仏
心
を
一
転
し
、
願
往
生
心
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
願
作
仏
心
が
一
大
方
便
方
法
を
成
就
す
る
。
吾
等
は
往
生
に

よ
っ
て
成
仏
の
願
を
そ
こ
に
成
就
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
往
生
し
な
け
れ
ば
成
仏
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
成
仏
の

願
の
無
い
も
の
は
真
実
に
往
生
の
願
も
亦
無
い
の
で
あ
る
。
成
仏
の
願
が
あ
る
も
の
に
し
て
初
め
て
往
生
の
願
を
起
こ
す
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。(

『
曽
我
選
集
』
五
・
二
〇
八
～
二
〇
九
頁)

 

 

親
鸞
が
「
回
向
心
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
」
と
述
べ
る
意
義
を
、
曽
我
は
「
願
往
生
心
」
を
も
っ

て
「
願
作
仏
心
」
を
成
就
す
る
こ
と
と
し
て
押
さ
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
真
に
往
生
を
願
う
心
を
持
た
な
い
衆
生
を
し
て
、「
願
往

生
心
」
が
実
現
す
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
「
願
作
仏
心
が
一
大
方
便
方
法
を
成
就
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
願
作
仏
心
」
が
自

身
の
内
に
信
心
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
み
れ
ば
、「
往
生
の
願
」
と
は
「
成
仏
の
願
」
が
た
め
だ
と
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
信

か
ら
願
へ
の
真
実
の
必
然
的
展
開
が
、
「
回
向
心
」
と
「
大
悲
心
」
の
関
係
に
明
か
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

「
願
往
生
心
」
に
よ
っ
て
「
願
作
仏
心
」
を
成
就
す
る
。
真
実
の
必
然
的
動
向
と
し
て
の
欲
生
心
が
背
景
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
信

心
が
浄
土
を
開
示
し
、
無
上
涅
槃
の
功
徳
へ
触
れ
る
唯
一
の
「
真
因
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
欲
生
」
ま
で
来



 

57 

 

て
初
め
て
「
涅
槃
の
真
因
」
と
し
て
の
信
心
が
「
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
」
意
義
が
明
瞭
に
な
り
、
衆
生
に
「
涅
槃
無
上
道
」
と

し
て
の
歩
み
が
実
現
す
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
項 

「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」 

 
「
信
楽
釈
」
に
お
け
る
否
定
を
潜
っ
て
、
真
実
の
必
然
的
展
開
と
し
て
見
出
さ
れ
る
「
欲
生
釈
」
は
、
報
土
へ
の
往
生
を
求
め
る

こ
と
が
成
り
立
た
な
い
衆
生(

不
生)

を
し
て
、
「
真
実
報
土
」
へ
の
往
生
を
実
現
す
る(

得
生)

、
「
不
生
」
を
「
得
生
」
へ
転
換
す
る

と
い
う
意
義
を
有
す
る
思
索
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
即
得
往
生 

住
不
退
転
」
を
、
如
来
の
「
回
向
」
に
よ
っ
て
信
楽
の
一
念
に

実
現
す
る
こ
と
、
そ
の
必
然
的
動
向
が
「
欲
生
」
に
お
い
て
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

「
欲
生
心
」
に
つ
い
て
の
証
文
は
以
下
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

是
を
以
て
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
、 

『
経
』
に
言
わ
く
、
至
心
回
向
し
た
ま
え
り
。
彼
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
即
ち
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
ん
と
。

唯
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
、
と
。
已
上 

 
 

又
言
わ
く
、
所
有
の
善
根
回
向
し
た
ま
え
る
を
愛
楽
し
て
、
無
量
寿
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
願
に
随
い
て
皆
な
生
ぜ
し

め
、
不
退
転
乃
至
無
上
正
等
菩
提
を
得
ん
と
。
五
無
間
・
誹
謗
正
法
及
び
謗
聖
者
を
除
く
、
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
二
八
頁
） 

こ
こ
に
「
本
願
成
就
文
」
の
後
半
の
「
至
心
回
向
」
以
降
の
部
分
が
引
か
れ
る
。『
大
経
』『
如
来
会
』
ど
ち
ら
の
引
文
で
も
、「
回
向
」

の
主
体
は
如
来
と
し
て
読
ま
れ
、
そ
の
如
来
の
「
至
心
回
向
」
に
よ
っ
て
「
不
退
転
」
の
生
が
実
現
す
る
と
明
か
さ
れ
る
。 

特
に
『
如
来
会
』
で
は
、「
善
根
回
向
し
た
ま
え
る
を
愛
楽
し
て
、
無
量
寿
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
如
来
の
回
向
を
「
愛
楽
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
衆
生
は
、「
願
に
随
い
て
」
浄
土
へ
「
皆
生
ぜ
し
め
」
ら
れ
る
、
往
生
す
べ
き
身

に
定
ま
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
る
。
如
来
の
「
欲
生
心
」
に
根
源
を
持
つ
信
に
、「
成
仏
の
願
」
と
し
て
の
法
蔵
の
願
心
を

聞
き
、
浄
土
に
支
え
ら
れ
た
不
退
の
生
を
歩
む
こ
と
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
欲
生
心
の
成
就
と
は
衆
生
に
お
け
る
「
願
往
生
心
」
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を
内
実
と
し
、「
信
楽
」
に
内
容
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
自
ら
の
宿
業
に
浄
土
を
荘
厳
し
て
い
く
生
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。 

「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」
に
よ
っ
て
「
一
心
帰
命
」
の
内
実
が
如
来
の
徹
底
的
否
定
を
通
し
て
、
そ
の
大
悲
が
衆
生
の
宿
業

の
自
覚
と
な
っ
て
現
成
し
て
く
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
一
心
帰

命
」
の
信
に
自
証
さ
れ
る
も
の
が
衆
生
に
願
生
浄
土
の
生
を
開
く
「
本
願
招
喚
の
勅
命
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
一
心
願
生
」
の
自
覚

と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

親
鸞
は
こ
の
「
一
心
願
生
」
の
具
体
的
内
容
を
善
導
の
『
散
善
義
』「
回
向
発
願
心
釈
」
の
文
を
引
き
、
以
下
の
よ
う
に
確
か
め
て

い
る
。 

 
 

光
明
寺
の
和
尚
の
云
く
、
又
回
向
発
願
し
て
生
ま
る
る
者
は
、
必
ず
決
定
真
実
心
の
中
に
回
向
し
た
ま
え
る
願
を
須
い
て
、
得

生
の
想
を
作
せ
。
此
の
心
深
く
信
ぜ
る
こ
と
、
金
剛
の
若
く
な
る
に
由
っ
て
、
一
切
の
異
見
・
異
学
・
別
解
・
別
行
の
人
等
の

為
に
動
乱
破
壊
せ
ら
れ
ず
。
唯
是
れ
決
定
し
て
一
心
に
捉
っ
て
、
正
直
に
進
み
て
、
彼
の
人
の
語
を
聞
く
こ
と
を
得
ざ
れ
。
即

ち
進
退
の
心
有
り
て
怯
弱
を
生
じ
、
回
顧
す
れ
ば
、
道
に
落
ち
て
即
ち
往
生
の
大
益
を
失
す
る
な
り
、
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一

三
〇
頁
） 

 

一
般
的
な
解
釈
で
は
こ
こ
は
、「
回
向
発
願
し
て
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
者
は
」(

『
浄
土
宗
全
書
』
二
・
五
九
頁)

と
読
ま
れ
、「
願
生
」

の
主
体
は
行
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
は
こ
こ
で
「
願
」
の
字
を
抜
い
て
「
回
向
発
願
し
て
生
ま
る
る
者
は
」
と
読
み
、
本
願
力

回
向
の
信
に
よ
っ
て
往
生
の
定
ま
っ
た
者
（
生
ま
る
る
者
）
を
示
す
文
と
し
て
了
解
す
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
ど
こ
ま
で
も
、「
願
生
」

の
根
拠
を
如
来
と
し
て
読
み
、
如
来
の
願
心
に
よ
っ
て
衆
生
は
往
生
す
べ
き
身
と
定
ま
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
行
者
は
、「
必
ず
決
定
真
実
心
の
中
に
回
向
し
た
ま
え
る
願
」
に
よ
っ
て
「
得
生
の
想
い
」
を
作
し
て
い
く
こ

と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
法
蔵
願
心
の
「
回
向
心
」
に
お
け
る
信
こ
そ
「
金
剛
の
若
く
な
る
」
も
の
で
あ
り
、「
一
切
の
異
見
・

異
学
・
別
解
・
別
行
の
人
等
の
為
に
動
乱
破
壊
せ
ら
れ
」
な
い
生
が
開
か
れ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
「
金
剛
の
若
く
な
る
」
心
こ
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そ
、
法
蔵
願
心
と
一
つ
と
し
て
の
信
で
あ
り
、
生
死
の
内
に
あ
っ
て
そ
こ
に
沈
み
、
迷
う
こ
と
の
な
い
（
「
動
乱
破
壊
」
さ
れ
な
い
）

も
の
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
欲
生
釈
」
で
は
、
こ
の
「
回
向
発
願
心
釈
」
の
引
文
を
受
け
て
以
降
、
こ
れ
ま
で
如
来
の

大
悲
心
と
一
つ
と
し
て
明
か
さ
れ
て
き
た
「
真
実
信
心
」
が
、「
金
剛
の
真
心
」
と
し
て
確
か
め
直
さ
れ
て
い
く
。
金
剛
の
真
心
獲
得

と
は
い
か
な
る
内
実
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
る
の
か
、
以
降
の
展
開
に
見
て
い
き
た
い
。 

 

第
三
項 

金
剛
の
真
心 

 

「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
宿
業
に
如
来
の
大
悲
を
自
証
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ

は
「
必
ず
不
可
」
で
あ
る
如
来
か
ら
の
決
定
に
よ
り
、
如
来
大
悲
の
内
に
す
で
に
願
わ
れ
て
あ
っ
た
自
己
を
発
見
す
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」
に
よ
っ
て
如
来
大
悲
と
一
如
で
あ
る
信
に
大
悲
心
を
成
就
す
る
回
向
心
を
感
得
す
る
と
明

か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
利
他
真
実
の
欲
生
心
を
以
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま
」
う
如
来
の
願
心
が
衆
生
に
先
立
っ
て
は
た
ら
き
か
け
、

ま
っ
た
く
衆
生
の
仏
道
は
こ
の
如
来
の
「
回
向
心
」
か
ら
始
ま
る
と
い
う
確
か
め
で
あ
っ
た
。 

 

如
来
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
に
実
現
す
る
信
と
は
、
「
回
向
発
願
心
釈
」
の
引
文
に
よ
っ
て
、
生
死
の
中
に
あ
っ
て
も
「
動
乱
破
壊
」

さ
れ
な
い
「
金
剛
の
若
く
な
る
」
心
と
な
る
と
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
の
確
か
め
を
受
け
て
二
河
譬
の
「
白
道
四
五
寸
」「
能
生
清
浄
願

往
生
心
」
の
語
を
釈
し
て
、
親
鸞
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

真
に
知
り
ぬ
。
二
河
の
譬
喩
の
中
に
、
白
道
四
五
寸
と
言
う
は
、
白
道
と
は
、
白
の
言
は
黒
に
対
す
る
な
り
。
白
は
、
即
ち
是

れ
選
択
摂
取
の
白
業
、
往
相
回
向
の
浄
業
な
り
。
黒
は
、
即
ち
是
れ
無
明
煩
悩
の
黒
業
、
二
乗
・
人
天
の
雑
善
な
り
。
道
の
言

は
、
路
に
対
せ
る
な
り
。
道
は
、
即
ち
是
れ
本
願
一
実
の
直
道
、
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
な
り
。
路
は
、
即
ち
是
れ
二
乗
・
三

乗
・
万
善
諸
行
の
小
路
な
り
。
四
五
寸
と
言
う
は
、
衆
生
の
四
大
・
五
陰
に
喩
う
る
な
り
。
能
生
清
浄
願
心
と
言
う
は
、
金
剛

の
真
心
を
獲
得
す
る
な
り
。
本
願
力
回
向
の
大
信
心
海
な
る
が
故
に
、
破
壊
す
可
か
ら
ず
。
是
れ
を
金
剛
の
如
し
と
喩
う
る
な

り
。
（
『
定
本
』
一
三
〇
～
一
三
一
頁
） 
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こ
こ
で
「
白
道
」
と
は
、
如
来
の
「
往
相
回
向
の
浄
業
」（
白
）
に
よ
っ
て
実
現
す
る
、「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」（
道
）
で
あ
る
と

押
さ
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
能
生
清
浄
願
心
」
と
は
、「
金
剛
の
真
心
を
獲
得
す
る
」
こ
と
と
し
て
確
か
め
ら
れ
る
。
特
に
「
能
生
清

浄
願
心
」
と
は
、
「
三
一
問
答
」
の
前
に
引
か
れ
る
「
回
向
発
願
心
釈
」
の
引
文
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

中
間
の
白
道
四
五
寸
と
言
う
は
、
即
ち
衆
生
の
貪
瞋
煩
悩
の
中
に
、
能
く
清
浄
願
往
生
の
心
を
生
ぜ
し
む
る
に
喩
う
る
な
り
。

乃
し
貪
瞋
強
き
に
由
る
が
故
に
、
即
ち
水
火
の
如
し
と
喩
う
。
善
心
微
な
る
が
故
に
白
道
の
如
し
と
喩
う
。
（
『
定
本
』
一
一
一

頁
） 

こ
こ
で
は
行
者
の
「
清
浄
願
往
生
の
心
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
白
道
」
と
は
仏
道
を
求
め
る
「
善
心
」
が
「
微
な

る
」
に
譬
え
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
く
ま
で
「
願
生
」
の
主
体
は
行
者
の
心
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
親
鸞
は
「
欲
生
釈
」
で
は
、
行
者
の
「
往
生
心
」
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
、「
金

剛
の
真
心
を
獲
得
」
す
る
こ
と
は
、「
無
明
煩
悩
」
の
内
に
如
来
の
願
心
が
生
ず
る
こ
と
だ
と
明
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

「
清
浄
願
心3

5

」
と
は
、
「
三
一
問
答
」
に
一
貫
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
如
来
の
願
心
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。 

 
 

爾
れ
ば
、
若
し
は
行
・
若
し
は
信
、
一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
し
た
ま
う
所
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
有
こ

と
无
し
。
因
无
く
し
て
他
の
因
の
有
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
と
。
知
る
べ
し
。
（
『
定
本
』
一
一
五
頁
） 

「
三
一
問
答
」
の
直
前
に
引
か
れ
る
こ
の
文
に
は
、
真
実
の
行
信
を
成
就
し
て
く
る
、
阿
弥
陀
如
来
の
願
心
を
表
す
言
葉
と
し
て
「
清

浄
願
心
」
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

是
に
知
り
ぬ
。
能
生
清
浄
願
心
と
い
ふ
は
、
是
れ
凡
夫
自
力
の
心
に
あ
ら
ず
、
大
悲
回
向
の
心
な
り
、
故
に
清
浄
願
心
と
言
え

り
。
（
『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
一
四
九
頁
） 

こ
こ
に
明
ら
か
に
「
能
生
清
浄
願
心
」
と
は
、「
凡
夫
自
力
の
心
に
あ
ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
、
如
来
の
「
大
悲
回
向
の
心
な
り
」
と
明

か
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
貪
瞋
煩
悩
の
中
」
に
生
き
る
衆
生
に
往
生
を
求
め
る
心
が
発
起
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が

「
凡
夫
自
力
の
心
」
と
は
質
を
異
に
す
る
「
大
悲
回
向
の
心
」
、
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
で
あ
る
と
親
鸞
は
一
貫
し
て
確
か
め
て
い
る
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の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
回
向
発
願
心
釈
」
に
述
べ
ら
れ
た
「
必
ず
決
定
真
実
心
の
中
に
回
向
し
た
ま
え
る
願
を
須
い
て
、
得
生
の

想
を
作
せ
」
と
い
う
「
回
向
し
た
ま
え
る
願
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
そ
の
内
実
が
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
の
願
心
が
、
衆
生
の
「
貪
瞋
煩
悩
」
の
中
に
「
能
生
」
し
た
事
実
、
そ
れ
を
「
金
剛
の
真
心
を
獲
得
す
る
」

こ
と
と
し
て
親
鸞
は
確
か
め
る
の
で
あ
る
。 

黒
は
、
即
ち
是
れ
無
明
煩
悩
の
黒
業
、
二
乗
・
人
天
の
雑
善
な
り
。
（
『
定
本
』
一
三
一
頁
） 

路
は
、
即
ち
是
れ
二
乗
・
三
乗
・
万
善
諸
行
の
小
路
な
り
。
（
『
定
本
』
一
三
一
頁
） 

「
往
相
回
向
の
浄
業
」
の
「
白
」
と
、「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」
の
「
道
」
と
は
、
ま
ず
「
黒
に
対
す
る
」
、「
路
に
対
す
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
「
黒
」
と
「
路
」
は
こ
の
よ
う
に
、「
無
明
煩
悩
」
、「
二
乗
・
三
乗
」「
万
善
諸
行
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

何
故
「
白
道
」
は
こ
の
よ
う
な
相
対
的
な
表
し
方
で
、
そ
の
内
容
が
明
か
さ
れ
る
の
か
。 

そ
れ
は
「
白
道
四
五
寸
」
の
「
四
五
寸
」
が
、
「
衆
生
の
四
大
五
陰
に
喩
う
る
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
白
道
」
の

歩
み
と
は
無
明
煩
悩
の
衆
生
の
「
身
」（
四
大
五
陰
）
に
お
い
て
開
か
れ
る
か
ら
で
あ
る3

6

。
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
如
来
の
「
清
浄
願
心
」

が
「
能
生
」
す
る
場
は
、「
無
明
煩
悩
」
、「
二
乗
・
人
天
の
雑
善
」
、「
万
善
諸
行
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
自
力
に
生
き
る
衆
生
の
た

だ
中
で
あ
り
、
そ
の
「
無
明
」
を
否
定
す
る
形
で
実
現
す
る
の
で
あ
る
。 

「
信
楽
」
か
ら
「
欲
生
」
へ
の
展
開
は
、
真
実
の
必
然
的
展
開
と
し
て
、
衆
生
を
「
不
生
」
か
ら
「
得
生
」
に
転
ず
る
こ
と
と
し

て
確
か
め
ら
れ
た
。
衆
生
の
「
不
生
」
な
る
事
実
が
、
如
来
の
「
回
向
心
」
に
よ
る
必
然
的
原
理
の
「
得
生
」
を
開
く
と
い
う
こ
と

が
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
今
こ
こ
で
「
能
生
清
浄
願
心
」
の
事
実
と
し
て
、
衆
生
に
「
得
生
の
想
を
作
」
す
こ

と
が
実
現
さ
れ
る
の
は
、
「
不
生
」
の
理
由
と
し
て
の
「
貪
瞋
煩
悩
」
、
ま
た
は
「
衆
生
の
四
大
五
陰
」
が
、
返
っ
て
「
得
生
」
の
理

由
に
転
ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
無
明
煩
悩
」
が
、
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
の
必
然
性
を
証
明
す
る
。
こ
の
ゆ
え
に
「
白
道
四
五
寸
」
の
「
四
五
寸
」
が
、「
四
五



 

62 

 

寸
と
言
う
は
、
衆
生
の
四
大
五
陰
に
喩
う
る
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、「
白
道
」
を
歩
む
こ
と
は
「
衆
生
の
四
大
五
陰
」
に
「
疲
厭
」
な

く
処
す
る
こ
と
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
生
死
」
に
生
き
る
身
を
し
て
「
生
死
」
に
執
わ
れ
ず
歩
む
自
覚
、

そ
れ
を
「
金
剛
の
真
心
を
獲
得
」
す
る
自
覚
と
言
い
、
ま
た
そ
れ
は
如
来
の
大
慈
悲
に
包
ま
れ
た
事
実
と
し
て
「
本
願
力
回
向
の
大

信
心
海
な
る
が
故
に
、
破
壊
す
べ
か
ら
」
ざ
る
自
覚
と
な
る
の
で
あ
る
。 

「
金
剛
の
如
く
な
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
親
鸞
に
と
っ
て
単
に
「
破
ら
れ
ず
」「
堅
固
な
」
心
を
表
す
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
無

明
煩
悩
が
破
ら
れ
如
来
の
大
悲
に
よ
っ
て
存
在
の
満
足
が
与
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
自
覚
を
表
す
言
葉
と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
物
に
も
破
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
破
ら
れ
る
必
要
の
な
い
自
覚
を
表
す
語
、
そ
れ
が
「
本
願
力
回
向
の
大
信
心
海
」
と
し
て
の

「
金
剛
の
真
心
」
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
他
力
の
金
剛
心
と
し
て
の
「
金
剛
の
真
心
」
と
は
、
如
来
回
向
に
よ
っ
て
本
来
仏
道
を

妨
げ
る
と
さ
れ
る
「
無
明
煩
悩
」
の
意
味
が
転
ぜ
ら
れ
、「
大
涅
槃
」
へ
向
か
う
者
と
な
る
自
覚
と
し
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。 

「
白
道
四
五
寸
釈
」
ま
で
で
、「
欲
生
釈
」
の
確
か
め
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
た
、
如
来
の
「
回
向
心
」
を
背
景
に
す
る
信
の
性
質
が
、

「
金
剛
の
如
し
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
て
、
後
の
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」「
序
分
義
」「
定
善
義
」
の
引
文
に
て
、

「
金
剛
心
」
と
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
も
の
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
く
。 

 
 

『
観
経
義
』
に
、
道
俗
時
衆
等
、
各
無
上
心
を
発
せ
ど
も
、
生
死
甚
だ
厭
い
難
く
、
仏
法
復
た
欣
い
難
し
。
共
に
金
剛
の
志
を

発
し
て
、
横
に
四
流
を
超
断
せ
よ
。
正
し
く
金
剛
心
を
受
け
、
一
念
に
相
応
し
て
後
、
果
、
涅
槃
を
得
ん
者
と
云
え
り
。
抄
要 

 
 

又
云
く
、
真
心
徹
到
し
て
、
苦
の
娑
婆
を
厭
い
、
楽
の
無
為
を
欣
い
て
、
永
く
常
楽
に
帰
す
べ
し
。
但
し
無
為
の
境
、
軽
爾
と

し
て
即
ち
階
う
可
か
ら
ず
。
苦
悩
の
娑
婆
、
輙
然
と
し
て
離
る
る
こ
と
を
得
る
に
由
无
し
。
金
剛
の
志
を
発
す
に
あ
ら
ず
自
り

は
、
永
く
生
死
の
元
を
絶
た
ん
や
。
若
し
親
り
慈
尊
に
従
い
た
て
ま
つ
り
て
、
何
ぞ
能
く
斯
の
永
き
歎
き
を
勉
れ
ん
、
と
。 

 
 

又
云
わ
く
、
金
剛
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
無
漏
の
体
な
り
。
已
上
（
『
定
本
』
一
三
一
～
一
三
二
頁
） 

 

ま
ず
「
玄
義
分
」
の
引
文
で
は
、
「
各
々
」
発
す
「
無
上
心
」
で
は
、
「
生
死
甚
だ
厭
い
難
く
、
仏
法
復
た
欣
い
難
し
」
と
述
べ
ら
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れ
る
。
「
各
発
」
の
「
無
上
心
」
は
、
「
生
死
」
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
自
力
の
心
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文

は
親
鸞
が
独
自
に
返
り
点
を
付
し
逆
説
の
意
と
し
て
読
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
無
上
心
」
を
成
就
し
難
い
自
力
の
心
を
明
示
す
る
文

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
各
発
無
上
心
」
の
文
を
了
解
す
る
親
鸞
の
意
図
と
し
て
、
例
え
ば
法
然
の
『
選
択
集
』
批
判
の
代

表
的
な
書
で
あ
る
明
恵
の
『
摧
邪
輪
』
に
は
、 

 
 

「
道
俗
時
衆
等
各
発
無
上
心
」
等
と
云
う
て
、
菩
提
心
を
以
て
往
生
の
正
因
と
す
る(

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
三
二
〇
頁)

 
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
明
恵
は
『
摧
邪
輪
』
に
お
い
て
、
こ
の
「
各
発
無
上
心
」
の
箇
所
を
発
菩
提
心
の
証
文
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
法
然
の
「
菩
提
心
廃
捨
の
失
」
を
咎
め
る
証
文
と
し
て
、「
道
俗
時
衆
等
各
発
無
上
心
」
の
文
が
扱
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
が
あ
り
、
親
鸞
は
「
三
一
問
答
」「
欲
生
釈
」
に
て
他
力
の
金
剛
心
を
確
か
め
た
後
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
「
菩
提
心
」
に
つ
い
て
「
横
竪
」
を
開
い
て
確
か
め
て
い
く
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
親
鸞
の
「
菩
提

心
」
理
解
へ
の
序
章
と
し
て
「
各
発
」
の
「
無
上
心
」
が
成
就
し
難
い
自
力
心
で
あ
る
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
。 

そ
の
各
々
の
発
す
「
無
上
心
」
に
選
ん
で
、
「
共
に
金
剛
の
志
を
発
し
」
、
そ
の
「
金
剛
心
」
の
「
一
念
」
に
「
涅
槃
を
得
ん
者
」

と
な
る
と
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
文
は
も
と
も
と
「
玄
義
分
」
で
は
一
文
で
は
な
く
、
親
鸞
が
独
自
に
読
み
替
え
、
一
つ
の
文
と
し
て

読
ま
れ
て
い
る3
7

。
共
発
の
「
金
剛
の
志
」
に
よ
っ
て
、「
横
に
四
流
を
超
断
せ
よ
」
と
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
四
流3

8

」(

生
死
の

流
れ)

を
「
超
断
」
す
る
「
金
剛
の
志
」
を
発
す
こ
と
は
、
「
正
し
く
金
剛
心
を
受
け
る
」
こ
と
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
如
来
の
「
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
」
と
し
て
「
金
剛
心
」
が
発
起
す
る
こ
と
は
、
真
実
信
に
如
来
の
「
招
喚
の
勅
命
」
を

聞
く
こ
と
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
そ
れ
が
「
正
受
」
と
確
か
め
直
さ
れ
、
ま
た
そ
の
「
一
念
」
に
「
涅
槃
」
を
得
る
の
で
あ
る
と
明

か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
衆
生
が
そ
の
「
金
剛
心
」
を
獲
得
す
る
具
体
的
内
容
が
「
序
分
義
」
の
文
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ

る
「
真
心
徹
到
」
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
和
讃
に
以
下
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。 

 

真
心
徹
到
す
る
ひ
と
は 

金
剛
心
な
り
け
れ
ば 
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三
品
の
懺
悔
す
る
ひ
と
と 

ひ
と
し
と
宗
師
は
の
た
ま
え
り 

五
濁
悪
世
の
わ
れ
ら
こ
そ 

金
剛
の
信
心
ば
か
り
に
て 

 
 

な
が
く
生
死
を
す
て
は
て
て 

自
然
の
浄
土
に
い
た
る
な
れ(

『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
一
一
四
～
一
一
五
頁)

 

「
真
心
」
と
は
、
「
至
心
釈
」
に
て
如
来
の
「
利
他
の
真
心
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
真
心
徹
到
す
る
」
と
は
、
そ
の

如
来
の
利
他
に
よ
っ
て
信
心
が
「
金
剛
の
志
」
と
し
て
徹
底
さ
れ
、
そ
の
信
と
は
「
三
品
の
懺
悔
す
る
ひ
と
と
ひ
と
し
」
く
、
上
中

下
品
の
懺
悔
に
通
底
す
る
「
金
剛
心
」
と
し
て
、「
生
死
」
の
中
に
し
て
「
自
然
の
浄
土
に
い
た
る
」
こ
と
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
楽
の
無
為
を
欣
い
て
」
は
、
衆
生
の
自
力
心
に
お
け
る
「
為
楽
願
生
」
の
心
で
は
な
く
、
如
来
の

大
悲
に
お
け
る
懺
悔
の
心
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
懺
悔
の
事
実
に
す
で
に
「
自
然
の
浄
土
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
如
来
の
清
浄
願
心
に
根
拠
す
る
「
金
剛
の
志
を
発
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
生
死
の
元
」
を
絶
ち
、
そ
の
自
覚
を
恵
む

「
慈
尊
に
従
い
た
て
ま
つ
」
る
こ
と
で
苦
悩
の
娑
婆
に
お
け
る
「
長
き
歎
き
」
を
免
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
共
発
金
剛
志
」
の

内
実
が
、「
慈
尊
に
従
」
う
こ
と
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
「
金
剛
心
」
の
自
覚
は
、
自
力
に
よ
る
空
し
い
懺
悔
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
義
が
あ
る
と
言
え
る
。「
生
死
の
元
」
が
絶
た
れ
る
「
金
剛
の
志
」
を
発
す
事
実
と
は
、
ど
こ
ま
で
も
苦

悩
の
う
ち
に
沈
む
「
歎
き
を
免
れ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
信
心
に
お
け
る
懺
悔
か
ら
仏
道
を
歩
む
意
欲
が
沸
き
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
共
発
金
剛
志
」
の
事
実
と
は
、「
慈
尊
に
従
」
う
釈
迦
弥
陀
二
尊
に
よ
る
呼
び
声(

招
喚
の
勅
命)

を
聞
く
こ
と
で
あ
り
、

生
死
の
中
に
聞
思
の
歩
み
が
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
「
金
剛
」
の
性
質
が
衆
生
に
属
さ
な
い
「
無
漏
」
な
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
ど
こ
ま
で
も
衆
生
の
「
雑
毒
雑

修
の
善
」
に
お
け
る
自
覚
と
は
、
質
を
異
に
す
る
事
実
と
し
て
「
金
剛
の
真
心
」
は
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
四
項 

金
剛
心
と
菩
提
心 

「
欲
生
釈
」
に
お
い
て
、
衆
生
が
「
得
生
の
想
を
作
」
す
他
力
の
「
金
剛
心
」
に
つ
い
て
確
か
め
ら
れ
た
。
「
生
死
の
元
を
絶
つ
」
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「
金
剛
心
」
と
は
あ
く
ま
で
「
慈
尊
に
従
」
い
、
衆
生
に
懺
悔
が
徹
底
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
死
の
内
に
あ
っ

て
聞
思
の
歩
み
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
欲
生
釈
」
で
は
、「
白
道
四
五
寸
釈
」
を
通
し
て
確
か
め
ら
れ
た
「
金

剛
心
」
と
い
う
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
娑
婆
に
お
け
る
衆
生
の
歩
み
に
思
索
が
展
開
し
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
金

剛
心
」
の
語
を
基
点
に
し
て
、
以
降
展
開
す
る
「
真
の
仏
弟
子
釈
」
へ
の
思
索
が
、「
菩
提
心
釈
」
、「
信
一
念
釈
」
に
よ
っ
て
、
す
で

に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
欲
生
釈
」
で
の
確
か
め
を
受
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
「
三
心
即
一
心
」
の
意
義
が
結
ば
れ
て
い
る
。 

 
 

信
に
知
り
ぬ
。
至
心
・
信
楽
・
欲
生
、
其
の
言
異
な
り
と
雖
も
、
其
の
意
惟
れ
一
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
三
心
已
に
疑
蓋

雑
わ
る
こ
と
无
し
。
故
に
真
実
の
一
心
な
り
、
是
れ
を
金
剛
の
真
心
と
名
づ
く
。
金
剛
の
真
心
、
是
れ
を
真
実
の
信
心
と
名
づ

く
。
真
実
の
信
心
は
必
ず
名
号
を
具
す
。
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
論
主
建
め
に
我
一
心

と
言
え
り
。
又
如
彼
名
義
欲
如
実
修
行
相
応
故
と
言
え
り
。
（
『
定
本
』
一
三
二
頁
） 

 

こ
こ
に
「
如
彼
名
義
欲
如
実
修
行
相
応
故
」
と
し
て
、
名
号
と
信
心
の
関
係
が
明
か
さ
れ
る
。「
名
義
不
相
応
」
の
身
で
あ
る
自
力

の
称
名
念
仏
に
選
ん
で
、
名
号
を
具
す
る
と
こ
ろ
の
信
心
が
「
我
一
心
」
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
。
天
親
の
表
明
す
る
「
我
一
心
」

と
は
「
如
来
の
大
悲
」
と
相
応
し
た
「
真
実
の
一
心
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
衆
生
に
「
金
剛
の
真
心
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、

「
永
き
歎
き
を
勉
れ
」
、
「
永
く
生
死
の
元
を
絶
た
ん
」
仏
道
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。 

衆
生
に
成
就
す
る
「
真
実
の
信
心
」
の
原
理
を
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
に
確
か
め
終
わ
り
、
「
真
実
の
信
心
は
必
ず
名
号
を
具
す
」

と
い
う
こ
と
が
自
覚
さ
れ
た
。
真
実
の
信
心
と
は
「
三
一
問
答
」
で
確
か
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
仏
願
の
生
起
本
末3

9

」
を
「
一
切
群

生
海
」
を
生
き
る
我
が
身
に
聞
き
、
如
来
の
大
悲
に
包
ま
れ
た
と
い
う
自
覚
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
力
心
に
沈
む
「
我
」
で
は
な
く
、

法
蔵
菩
薩
を
「
我
」
と
す
る
自
覚
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
自
覚
は
同
時
に
「
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な

り
」
と
、「
名
号
」
に
執
着
し
「
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
」
自
力
の
執
心
を
明
ら
か
に
す
る
。
自
己
の
執
心
に
沈
む
自
力
の
称
名
は
、

畢
竟
化
土
に
留
ま
り
、
往
生
を
得
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。 
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願
心
と
相
応
す
る
信
、「
涅
槃
の
真
因
」
と
し
て
の
信
に
「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
道
の

一
切
が
「
如
実
修
行
相
応
」
の
「
我
一
心
」
に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
こ
に
改
め
て
「
是
の
故
に
論
主
建
め

に
我
一
心
と
言
え
り
」
と
押
さ
え
ら
れ
る
の
だ
と
言
え
る
。 

こ
こ
か
ら
、
親
鸞
は
「
凡
そ
大
信
海
を
按
ず
る
に
」
と
、
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
が
衆
生
に
「
能
生
」
し
た
事
実
、「
本
願
力
回
向

の
大
信
心
海
」
の
功
徳
を
確
か
め
、
「
菩
提
心
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
。 

 
 

凡
そ
大
信
海
を
按
ず
れ
ば
、
貴
賎
・
緇
素
を
簡
ば
ず
、
男
女
・
老
少
を
謂
わ
ず
、
造
罪
の
多
少
を
問
わ
ず
、
修
行
の
久
近
を
論

ぜ
ず
、
行
に
非
ず
・
善
に
非
ず
、
頓
に
非
ず
・
漸
に
非
ず
、
定
に
非
ず
・
散
に
非
ず
、
正
観
に
非
ず
・
邪
観
に
非
ず
、
有
念
に

非
ず
・
無
念
に
非
ず
、
尋
常
に
非
ず
・
臨
終
に
非
ず
、
多
念
に
非
ず
・
一
念
に
非
ず
、
唯
是
れ
不
可
思
議
・
不
可
説
・
不
可
称

の
信
楽
な
り
。
喩
え
ば
阿
伽
陀
薬
の
能
く
一
切
の
毒
を
滅
す
る
が
如
し
。
如
来
誓
願
の
薬
は
、
能
く
智
愚
の
毒
を
滅
す
る
な
り
。

（
『
定
本
』
一
三
二
頁
） 

 

こ
こ
に
「
四
不
十
四
非
」
の
内
容
で
「
不
可
思
議
・
不
可
説
・
不
可
称
の
信
楽
」
と
し
て
、
如
来
の
智
慧
が
仰
が
れ
て
い
る
。「
大

信
海
」
と
は
、
真
実
の
一
心
に
自
証
さ
れ
る
如
来
の
智
慧
の
は
た
ら
き
と
し
て
、「
非
ず
」
と
い
う
具
体
的
否
定
の
形
を
と
る
の
で
あ

る
。 そ

の
「
大
信
海
」
に
お
け
る
功
徳
は
「
法
薬
」
に
例
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
阿
伽
陀
薬
」
の
喩
え
は
、『
選
択
集
』
に
以
下
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

念
仏
三
昧
は
、
重
罪
す
ら
尚
滅
す
、
何
に
況
や
軽
罪
を
や
。
余
行
は
然
ら
ず
、
或
は
軽
を
滅
し
て
重
を
滅
せ
ざ
る
有
り
、
或
は

一
を
消
し
て
二
を
消
せ
ざ
る
有
り
。
念
仏
は
然
ら
ず
、
軽
重
兼
ね
て
滅
し
、
一
切
遍
く
治
す
。
譬
へ
ば
阿
伽
陀
薬
の
遍
く
一
切

の
病
を
治
す
る
が
如
し
。
故
に
念
仏
を
以
て
王
三
昧
と
為
す
。(

『
真
聖
全
』
一
・
九
七
三
頁)

 

こ
れ
は
「
念
仏
三
昧
」
の
利
益
を
明
か
す
文
で
あ
る
。
法
然
は
こ
こ
で
念
仏
が
罪
の
「
軽
重
」
を
問
わ
ず
は
た
ら
く
こ
と
を
、「
阿
伽

陀
薬
の
」
「
一
切
の
病
を
治
す
る
」
は
た
ら
き
で
表
し
て
い
る
。
親
鸞
は
そ
の
法
然
の
明
か
す
念
仏
の
意
義
を
、
他
力
の
「
信
楽
」
、
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「
大
信
海
」
に
よ
っ
て
確
か
め
る
の
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
先
に
、「
真
実
の
信
心
は
必
ず
名
号
を
具
す
。
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た

よ
う
に
、「
如
来
誓
願
」
に
お
け
る
信
に
よ
っ
て
名
号
の
謂
れ
を
聞
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
衆
生
の
「
智
愚
の
毒
」
が
滅
さ
れ
る
の
で
あ

り
、
「
願
力
の
信
心
」
を
具
さ
な
い
自
力
の
称
名
な
ど
は
、
畢
竟
「
尋
常
」
「
臨
終
」
「
多
念
」
「
一
念
」
な
ど
の
諍
論
を
生
む
、
分
別

に
沈
ん
で
い
く
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
の
こ
の
「
大
信
海
」
に
お
け
る
確
か
め
は
、
具
体
的
に
念
仏
者
の
娑
婆
生
活
の
中
で
の
問
題
を
示
唆
し
て

い
る
と
言
え
る
。
特
に
「
頓
に
非
ず
・
漸
に
非
ず
、
定
に
非
ず
・
散
に
非
ず
」
や
「
尋
常
に
非
ず
・
臨
終
に
非
ず
、
多
念
に
非
ず
・

一
念
に
非
ず
」
と
い
う
言
葉
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
「
自
性
唯
心
に
沈
み
」
、
「
定
散
の
自
心
に
迷
う
」
あ
り
方
、
ま
た
は
法
然
門
下

で
の
「
一
念
・
多
念
」
の
問
題
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
親
鸞
は
法
然
と
の
値
遇
後
の
歩
み
の
中
で
課
題
と
な

っ
て
き
た
問
題
を
、
「
大
信
海
を
按
ず
」
る
と
い
う
形
で
思
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
大
信
海
」
に
お
け
る
確
か
め
を
踏
ま
え
て
「
然
る
に
」
と
続
き
、
法
然
の
『
選
択
集
』
批
判
の
最
も
要
と

な
っ
た
問
題
で
あ
る
「
菩
提
心
」
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
る
。
そ
こ
で
親
鸞
は
浄
土
の
菩
提
心
は
「
横
の
大
菩
提
心
」
で
あ
る
と
明
確

に
示
し
て
、「
金
剛
の
真
心
」
と
確
認
さ
れ
た
真
実
信
心
が
「
横
超
の
金
剛
心
」
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
親
鸞

が
「
三
一
問
答
」
を
通
し
て
、
本
願
力
回
向
の
信
と
は
「
金
剛
の
真
心
」
で
あ
る
と
顕
開
し
て
い
く
意
図
が
あ
る
。
続
く
「
菩
提
心

釈
」
を
見
て
み
た
い
。 

 

然
る
に
菩
提
心
に
就
い
て
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
竪
、
二
つ
に
は
横
な
り
。
又
竪
に
就
い
て
、
復
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
竪
超
、

二
つ
に
は
竪
出
な
り
。
竪
超
・
竪
出
は
権
実
・
顕
密
・
大
小
の
教
に
明
か
せ
り
。
歴
劫
迂
回
の
菩
提
心
、
自
力
の
金
剛
心
、
菩

薩
の
大
心
な
り
。
亦
横
に
就
い
て
、
復
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
横
超
、
二
つ
に
は
横
出
な
り
。
横
出
は
、
正
雑
・
定
散
・
他
力

の
中
の
自
力
の
菩
提
心
な
り
。
横
超
は
、
斯
れ
乃
ち
願
力
回
向
の
信
楽
、
是
れ
を
願
作
仏
心
と
曰
う
。
願
作
仏
心
は
、
即
ち
是

れ
横
の
大
菩
提
心
な
り
。
是
れ
を
横
超
の
金
剛
心
と
名
づ
く
る
な
り
。
横
竪
の
菩
提
心
、
其
の
言
一
つ
に
し
て
其
の
心
異
な
り
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と
雖
も
、
入
真
を
正
要
と
す
、
真
心
を
根
本
と
す
、
邪
雑
を
錯
と
す
、
疑
情
を
失
と
す
る
な
り
。
欣
求
浄
刹
の
道
俗
、
深
く
信

不
具
足
の
金
言
を
了
知
し
、
永
く
聞
不
具
足
の
邪
心
を
離
る
べ
き
な
り
。(

『
定
本
』
一
三
三
頁)

 

こ
こ
に
菩
提
心
に
つ
い
て
「
竪
」
「
横
」
の
二
種
が
見
出
さ
れ
る
。
「
竪
超
・
竪
出
は
、
権
実
・
顕
密
・
大
小
の
教
に
明
か
せ
り
」

と
、
天
台
・
真
言
・
大
乗
・
小
乗
の
釈
尊
一
代
の
教
を
ま
と
め
、
そ
れ
は
「
歴
劫
迂
回
の
菩
提
心
、
自
力
の
金
剛
心
」
と
述
べ
ら
れ

る
。
そ
し
て
、「
横
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
「
横
超
」「
横
出
」
と
違
い
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。「
横
出
」
は
「
他
力
の

中
の
自
力
の
菩
提
心
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
問
題
、
ま

た
は
「
化
身
土
巻
」
に
て
課
題
と
さ
れ
る
、
念
仏
を
称
し
な
が
ら
「
定
散
心
」
雑
す
る
者
が
念
頭
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
「
横

超
」
に
つ
い
て
、「
願
力
回
向
の
信
楽
」
、「
願
作
仏
心
」
、「
横
の
大
菩
提
心
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
「
横
の
大
菩
提
心
」
こ
そ
浄
土

門
で
は
「
横
超
の
金
剛
心
」
と
言
う
の
だ
と
明
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
願
力
回
向
の
信
が
「
横
の
大
菩
提
心
」
だ
と
言
え
る
の
は
、

そ
の
信
が
生
死
の
内
に
あ
っ
て
退
転
し
な
い
「
横
超
の
金
剛
心
」
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
他
力
の
一
心
が
金
剛
心
で

あ
る
と
い
う
思
索
を
基
盤
に
し
て
、
本
願
力
に
よ
っ
て
実
現
す
る
信
が
、
自
力
の
金
剛
心
と
は
質
を
異
に
し
た
浄
土
門
に
お
け
る
大

菩
提
心
で
あ
る
と
親
鸞
は
言
い
切
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
視
座
に
つ
い
て
、
特
に
「
高
僧
和
讃
」
で
は
「
一
心
帰
命
」
の
天
親
の
言
葉
が
次
の
よ
う
に
確
か
め
ら
れ
て

い
る
。 

 
 

尽
十
方
の
無
碍
光
仏 

一
心
に
帰
命
す
る
を
こ
そ 

 
 

 

天
親
論
主
の
み
こ
と
に
は 

願
作
仏
心
と
の
べ
た
ま
え 

願
作
仏
の
心
は
こ
れ 

度
衆
生
の
こ
こ
ろ
な
り 

 
 

 

度
衆
生
の
心
は
こ
れ 

利
他
真
実
の
信
心
な
り 

信
心
す
な
わ
ち
一
心
な
り 

一
心
す
な
わ
ち
金
剛
心 

 
 

 

金
剛
心
は
菩
提
心 

こ
の
心
す
な
わ
ち
他
力
な
り
（
『
定
親
全
』
三
・
和
讃
篇
八
四
頁
） 
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こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
一
心
帰
命
」
の
事
実
は
「
願
作
仏
心
」
の
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
は
「
利
他
真
実
の
信
心
」
で
あ
る
と

明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
て
そ
の
心
が
「
金
剛
心
」
で
あ
り
「
菩
提
心
」
で
あ
る
と
続
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
真
実
信
心

と
は
「
金
剛
心
」
と
い
う
質
を
持
ち
、
だ
か
ら
こ
そ
他
力
の
「
菩
提
心
」
と
言
え
る
の
だ
と
い
う
展
開
が
あ
る
。
ま
た
「
正
像
末
和

讃
」
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

浄
土
の
大
菩
提
心
は 

願
作
仏
心
を
す
す
め
し
む 

 
 

 
す
な
わ
ち
願
作
仏
心
を 

度
衆
生
心
と
な
づ
け
た
り 

度
衆
生
心
と
い
う
こ
と
は 

弥
陀
智
願
の
回
向
な
り 

 
 

 

回
向
の
信
楽
う
る
ひ
と
は 

大
般
涅
槃
を
さ
と
る
な
り
（
『
定
親
全
』
三
・
和
讃
篇
一
六
八
頁
） 

 

「
願
作
仏
心
」
を
内
容
と
す
る
「
浄
土
の
大
菩
提
心
」
に
、「
度
衆
生
心
」
と
し
て
の
「
弥
陀
智
願
の
回
向
」
を
感
得
す
る
。
そ
し

て
そ
の
「
回
向
の
信
楽
」
に
こ
そ
「
大
般
涅
槃
」
を
証
す
る
の
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
。
浄
土
門
に
お
け
る
他
力
の
「
大
菩
提
心
」

は
、「
弥
陀
智
願
の
回
向
」
に
よ
っ
て
「
大
般
涅
槃
」
が
実
現
す
る
、
す
な
わ
ち
「
大
涅
槃
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
も
の

で
あ
る
。「
度
衆
生
心
」
と
は
あ
く
ま
で
如
来
回
向
の
は
た
ら
き
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浄
土
の
「
大
菩
提
心
」
の
立

場
は
ど
こ
ま
で
も
「
回
向
の
信
楽
」
に
お
け
る
「
願
作
仏
心
」
に
極
ま
る
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
他
力
の
回
向
か
ら
始
ま

る
信
が
、「
証
大
涅
槃
」
の
仏
果
ま
で
至
る
べ
き
「
菩
提
心
」
の
意
義
を
有
し
、
大
乗
菩
薩
道
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
回
向
の
信
楽
」
に
よ
っ
て
「
大
般
涅
槃
を
さ
と
る
」
者
と
な
る
、
こ
の
「
浄
土
の
大
菩
提
心4

0

」
の
思
索
が
願
生
浄
土
の
仏
道
の
積

極
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

親
鸞
は
浄
土
の
菩
提
心
を
、
「
弥
陀
智
願
の
回
向
」
に
実
現
す
る
異
質
的
な
も
の4

1

と
し
て
表
現
す
る
た
め
に
「
菩
提
心
」
に
つ
い

て
、
二
双
四
重
の
判
釈
を
も
っ
て
そ
の
教
相
を
区
別
し
、
自
身
の
立
脚
地
を
「
横
超
」
と
し
て
掲
げ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

相
対
的
に
聖
道
浄
土
を
分
か
ち
、
自
身
の
法
門
の
優
位
性
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
末
法
五
濁
」
の
衆
生
と
し
て

自
身
の
依
る
べ
き
教
え
を
顕
示
し
た
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
親
鸞
は
こ
の
二
双
四
重
の
判
釈
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
よ
う



 

70 

 

に
述
べ
て
い
る
。 

 

横
竪
の
菩
提
心
、
其
の
言
一
つ
に
し
て
其
の
心
異
な
り
と
雖
も
、
入
真
を
正
要
と
す
、
真
心
を
根
本
と
す
、
邪
雑
を
錯
と
す
、

疑
情
を
失
と
す
る
な
り
。
欣
求
浄
刹
の
道
俗
、
深
く
信
不
具
足
の
金
言
を
了
知
し
、
永
く
聞
不
具
足
の
邪
心
を
離
る
べ
き
な
り
。

（
『
定
本
』
一
三
三
頁
） 

「
横
竪
の
菩
提
心
」
に
共
通
し
て
、「
入
真
を
正
要
と
す
、
真
心
を
根
本
と
す
」
と
そ
の
要
、
根
本
と
な
る
こ
と
を
如
来
の
真
実
心
に

帰
す
る
こ
と
と
し
、
そ
し
て
「
邪
雑
を
錯
と
す
、
疑
情
を
失
と
す
る
な
り
」
と
、
自
ら
の
「
邪
見
」
や
「
疑
心
」
を
先
と
し
な
い
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
深
く
信
不
具
足
の
金
言
を
了
知
し
、
永
く
聞
不
具
足
の
邪
心
を
離
る
べ
き
」
こ
と
を
呼
び
か
け
る

の
で
あ
る
。「
信
不
具
足4

2

」
と
は
「
信
楽
釈
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
、「
得
道
の
人
」
を
信
ぜ
ず
、「
聞
思
な
き
」
信
で
あ
り
、「
聞
不

具
足4

3

」
と
は
「
信
一
念
釈
」
に
引
か
れ
る
「
論
議
」「
利
養
」
の
た
め
の
「
聞
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
信
不
具
足
」
が
仏
か
ら
の
「
金

言
」
と
し
て
、「
聞
不
具
足
」
が
離
れ
る
べ
き
「
邪
心
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
、
出
家
在
家

を
選
ば
ず
「
欣
求
浄
刹
」
す
る
も
の
は
、
「
信
不
具
足
」
の
相
を
自
己
の
「
疑
惑
」
の
心
と
し
て
聞
き
、
「
聞
不
具
足
」
の
「
邪
雑
」

を
仏
道
を
錯
ら
せ
る
も
の
と
し
て
離
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
往
生
人
の
自
覚
内
容
と
し
て
親
鸞
が
述
べ
る
こ
と
か
ら
、「
菩
提
心
」
を

釈
す
こ
と
を
通
し
て
末
法
五
濁
の
「
仏
弟
子
」
の
態
度
が
吟
味
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
五
濁
悪
世
の
た
だ
中
に
お
い
て
、

そ
も
そ
も
自
力
心
に
お
け
る
「
発
菩
提
心
」
に
立
つ
こ
と
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
、
徹
底
し
た
機
の
信
知
が
親
鸞
を
貫
い
て
い
る

が
ゆ
え
の
思
索
で
あ
り
、
一
切
衆
生
と
し
て
の
態
度
表
明
で
あ
る
と
言
え
る
。 

そ
の
親
鸞
の
立
場
を
如
実
に
表
し
た
も
の
と
し
て
「
菩
提
心
釈
」
の
証
文
と
し
て
、
曇
鸞
、
元
照
の
文
が
続
け
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。 

 
 

『
論
註
』
に
曰
く
、
王
舎
城
所
説
の
『
無
量
寿
経
』
を
案
ず
る
に
、
三
輩
生
の
中
に
行
に
優
劣
有
り
と
雖
も
、
皆
な
無
上
菩
提

の
心
を
発
せ
ざ
る
は
莫
し
。
此
の
無
上
菩
提
心
は
、
即
ち
是
れ
願
作
仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
は
、
即
ち
是
れ
度
衆
生
心
な
り
。

度
衆
生
心
は
、
即
ち
是
れ
衆
生
を
摂
取
し
て
有
仏
の
国
土
に
生
る
心
な
り
。
是
の
故
に
彼
の
安
楽
浄
土
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
る
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者
は
、
要
ず
無
上
菩
提
心
を
発
す
る
な
り
。
若
し
人
、
無
上
菩
提
心
を
発
せ
ず
し
て
、
唯
彼
の
国
土
の
受
楽
間
无
き
を
聞
き
て
、

楽
の
為
の
故
に
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
、
亦
当
に
往
生
を
得
ざ
る
べ
き
な
り
。
是
の
故
に
言
う
こ
こ
ろ
は
、
自
身
住
持
の
楽
を
求

め
ず
、
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
か
ん
と
欲
う
が
故
に
と
。
住
持
楽
は
、
謂
く
彼
の
安
楽
浄
土
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
の
為
に

住
持
せ
ら
れ
て
、
受
楽
間
无
き
な
り
。
凡
そ
回
向
の
名
義
を
釈
せ
ば
、
謂
わ
く
己
が
所
集
の
一
切
の
功
徳
を
以
て
、
一
切
衆
生

に
施
与
し
た
ま
い
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
え
し
め
た
ま
う
な
り
、
と
。
抄
出
（
『
定
本
』
一
三
三
～
一
三
四
頁
） 

こ
の
『
論
註
』
の
文
は
、
明
恵
が
『
摧
邪
輪
』
に
「
発
菩
提
心
」
の
証
文
と
し
て
挙
げ
る
『
安
楽
集
』
の
文
の
典
拠
と
な
る
内
容
で

あ
る4

4

。
明
恵
は
「
発
菩
提
心
」
の
内
容
を
、
自
力
心
に
よ
っ
て
発
す
も
の
と
見
る
が
、
親
鸞
は
「
自
身
住
持
の
楽
を
求
め
ず
、
一
切

衆
生
の
苦
を
抜
か
ん
と
欲
う
が
故
に
」
と
い
う
、
法
蔵
菩
薩
の
願
心
に
そ
の
根
拠
を
見
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
上
に
菩
提
を
求
め

る
心
が
実
現
す
る
の
は
、
「
一
切
衆
生
に
施
与
し
た
ま
い
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
え
し
め
た
ま
う
」
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
「
回
向
」

に
根
源
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
願
心
を
内
容
と
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
「
当
に
往
生
を
得
ざ
る
」
為
楽
願
生
に
留
ま
る
も
の
と
な

る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
親
鸞
は
、「
発
菩
提
心
」
と
は
五
濁
悪
世
の
衆
生
に
は
本
来
的
に
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
と
明

ら
か
に
し
、
「
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
」
に
依
る
べ
き
必
然
性
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
親
鸞
は
『
弥
陀
経
義
疏
』
の
文4

5

を
引
き
、
「
念
仏
法
門
」
は
「
成
仏
の
法
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
法
は
「
世
間
甚

難
信
」
で
あ
り
、
悪
世
に
お
い
て
「
修
行
成
仏
」
し
自
利
利
他
を
完
成
す
る
の
は
釈
尊
の
み
で
あ
る
こ
と
、
以
上
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
明
恵
の
主
張
す
る
自
力
の
発
菩
提
心
を
否
定
し
、「
浄
土
の
大
菩
提
心
」
に
お
け
る
「
念
仏
法
門
」
が
、「
成
仏
の
法
」

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
ま
で
の
展
開
で
親
鸞
は
、
明
恵
の
批
判
を
背
景
に
し
て
菩
提
心
の
内
実
に
言
及
し
、
濁
世
の
衆
生
が
依
る
べ

き
は
「
浄
土
の
大
菩
提
心
」
、
「
横
超
の
菩
提
心
」
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
如
来
の
本
願
に
始
ま
る
他

力
の
仏
道
の
積
極
的
意
義
を
、
自
力
の
「
発
菩
提
心
」
を
根
拠
に
す
る
仏
道
を
否
定
す
る
形
で
顕
示
し
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 
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第
五
項 

必
可
超
証
大
涅
槃
の
生―

願
生
浄
土
の
仏
道―

 

「
三
一
問
答
」「
欲
生
釈
」
に
て
明
か
さ
れ
た
「
金
剛
の
真
心
」
を
基
に
し
て
「
大
信
海
」
か
ら
「
菩
提
心
釈
」
へ
と
思
索
が
進
み
、

本
願
力
回
向
の
信
と
は
、
「
竪
出
」
「
竪
超
」
「
横
出
」
に
選
ん
で
、
「
横
の
大
菩
提
心
」
、
「
横
超
の
金
剛
心
」
と
言
う
べ
き
も
の
だ
と

明
か
さ
れ
た
。
ま
た
、『
論
註
』
の
引
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
横
超
の
菩
提
心
」
と
は
、
如
来
の
回
向
に
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、「
発

菩
提
心
」
の
主
体
は
「
法
蔵
菩
薩
」
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
た
。
五
濁
悪
世
の
衆
生
は
「
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
」
に
お
け
る
他
力
の

仏
道
を
立
場
と
す
る
の
で
あ
り
、「
横
超
の
菩
提
心
」
に
お
け
る
「
念
仏
法
門
」
こ
そ
「
成
仏
の
法
」
と
言
う
の
だ
と
確
か
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
思
索
を
踏
ま
え
て
、
本
願
力
回
向
の
は
た
ら
き
を
「
横
超
」
と
し
て
確
か
め
る
親
鸞
の
視
座
を
確
認
し
た
い
。「
横
超

の
金
剛
心
」
と
は
い
か
な
る
仏
道
を
開
く
の
か
、
「
横
超
断
四
流
釈
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

横
超
断
四
流
と
言
う
は
、
横
超
は
、
横
は
竪
超
・
竪
出
に
対
す
、
超
は
迂
に
対
し
回
に
対
す
る
の
言
な
り
。
竪
超
は
、
大
乗
真

実
の
教
な
り
。
竪
出
は
、
大
乗
権
方
便
の
教
、
二
乗
・
三
乗
迂
回
の
教
な
り
。
横
超
は
、
即
ち
願
成
就
一
実
円
満
の
真
教
、
真

宗
是
れ
な
り
。
復
た
横
出
有
り
、
即
ち
三
輩
・
九
品
、
定
散
の
教
、
化
土
・
懈
慢
、
迂
回
の
善
な
り
。
大
願
清
浄
の
報
土
に
は
、

品
位
階
次
を
云
わ
ず
、
一
念
須
臾
の
傾
に
速
や
か
に
疾
く
無
上
正
真
道
を
超
証
す
、
故
に
横
超
と
曰
う
な
り
。
（
『
定
本
』
一
四

一
頁
） 

 

先
に
「
金
剛
心
」
の
利
益
と
し
て
「
横
に
四
流
を
超
断
せ
よ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
一
般
に
「
重
釈
要
義
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
箇
所
に
お
い
て
は
、
法
蔵
菩
薩
の
本
願
力
の
は
た
ら
き
が
「
願
力
自
然
」
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
「
横
超
」
と
は
、
「
速
や

か
に
疾
く
無
上
正
真
道
を
超
証
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
信
の
一
念
」
に
「
無
上
正
真
道
」
を
開
示
す
る
は
た
ら
き
と
し
て
明

か
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
特
に
後
の
経
典
の
引
文
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

『
大
本
』
に
言
わ
く
、
無
上
殊
勝
の
願
を
超
発
す
、
と
。 
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又
言
わ
く
、
我
、
超
世
の
願
を
建
つ
、
必
ず
無
上
道
に
至
ら
ん
、
と
。
名
声
十
方
に
超
え
て
、
究
竟
し
て
聞
こ
ゆ
る
所
な
く
は
、

誓
う
、
正
覚
を
成
ら
じ
、
と
。 

又
言
わ
く
、
必
ず
超
絶
し
て
去
つ
る
こ
と
を
得
て
、
安
養
国
に
往
生
し
て
、
横
に
五
悪
趣
を
截
り
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ
ん
。
道

に
昇
る
に
窮
極
无
し
。
往
き
易
く
し
て
人
无
し
。
其
の
国
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽
く
所
な
り
。
已
上 

 
 

『
大
阿
弥
陀
経
』
友
謙
言
わ
く
、
超
絶
し
て
去
つ
る
こ
と
を
得
可
し
。
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
す
れ
ば
、
横
に
五
悪
道
を
截
り
て
、

自
然
に
閉
塞
す
。
道
に
昇
る
に
之
極
ま
り
无
し
。
往
き
易
く
し
て
人
有
る
こ
と
无
し
。
其
の
国
土
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽
く
随

な
り
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
四
一
～
一
四
二
頁
） 

 

こ
の
『
大
経
』
か
ら
の
引
文
は
、
法
蔵
菩
薩
発
願
の
文
と
、
「
重
誓
偈
」
冒
頭
の
第
十
七
願
に
相
当
す
る
内
容
の
文
、
「
三
毒
五
悪

段
」
の
始
ま
る
箇
所
に
置
か
れ
る
文
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
連
の
文
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。 

特
に
本
願
の
名
号
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
実
生
活
の
中
で
実
現
さ
れ
る
も
の
が
「
横
に
五
悪
趣
を
截
り
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ
ん
。
道

に
昇
る
に
窮
極
无
し
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
て
い
る
。
業
道
自
然
に
起
こ
る
娑
婆
世
界
に
お
け
る
衆
生
の
「
五
悪
趣
」
の
問
題
を

「
横
」
に
超
え
さ
せ
、
限
り
な
く
仏
道
を
歩
ま
せ
る
も
の
が
「
自
然
の
牽
く
所
な
り
」
と
い
う
本
願
力
の
は
た
ら
き
で
述
べ
ら
れ
る

の
で
あ
る4

6

。 

親
鸞
は
こ
の
「
自
然
」
の
語
に
つ
い
て
、
本
願
力
の
自
然
な
る
は
た
ら
き
と
し
て
「
願
力
自
然
」
に
そ
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

「
横
截
五
悪
趣 

悪
趣
自
然
閉
」
と
い
ふ
は
、
横
は
よ
こ
さ
ま
と
い
ふ
、
よ
こ
さ
ま
と
い
ふ
は
、
如
来
の
願
力
を
信
ず
る
ゆ
へ

に
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
、
五
悪
趣
を
自
然
に
た
ち
す
て
四
生
を
は
な
る
る
を
横
と
い
ふ
、
他
力
と
ま
ふ
す
な
り
、
こ
れ

を
横
超
と
い
ふ
な
り
。
横
は
竪
に
対
す
る
こ
と
ば
な
り
、
超
は
迂
に
対
す
る
こ
と
ば
な
り
、
竪
は
た
た
さ
ま
迂
は
め
ぐ
る
と
な

り
、
竪
と
迂
は
自
力
聖
道
の
こ
こ
ろ
な
り
、
横
超
は
す
な
わ
ち
他
力
真
宗
の
本
意
な
り
。
截
と
い
ふ
は
き
る
と
い
ふ
、
五
悪
趣

の
き
ず
な
を
よ
こ
さ
ま
に
き
る
な
り
。
悪
趣
自
然
閉
と
い
ふ
は
、
願
力
に
帰
命
す
れ
ば
五
道
生
死
を
と
づ
る
ゆ
へ
に
自
然
閉
と
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い
ふ
、
閉
は
と
ず
と
い
ふ
な
り
。
本
願
の
業
因
に
ひ
か
れ
て
自
然
に
む
ま
る
る
な
り
。
（
中
略
） 

真
実
信
を
え
た
る
人
は
、
大
願
業
力
の
ゆ
へ
に
、
自
然
に
浄
土
の
業
因
た
が
は
ず
し
て
、
か
の
業
力
に
ひ
か
る
る
ゆ
へ
に
ゆ
き

や
す
く
、
无
上
大
涅
槃
に
の
ぼ
る
に
き
わ
ま
り
な
し
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
し
か
れ
ば
自
然
之
所
牽
と
ま
ふ
す
な
り
。
他
力
の

至
心
信
楽
の
業
因
の
自
然
に
ひ
く
な
り
。
こ
れ
を
牽
と
い
ふ
な
り
。
自
然
と
い
ふ
は
、
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
と
な
り
。

（
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
七
八
～
七
九
頁
） 

 

こ
こ
で
の
「
自
然
」
に
つ
い
て
「
本
願
の
業
因
に
ひ
か
れ
て
、
自
然
に
む
ま
る
る
な
り
」
と
衆
生
の
「
五
道
生
死
」
を
閉
じ
、
そ

の
ま
ま
浄
土
へ
生
ま
れ
さ
せ
る
は
た
ら
き
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
本
願
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
「
願

力
自
然
」
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
衆
生
の
自
力
心
を
も
っ
て
は
、
そ
の
「
願
力
自
然
」
の
は
た
ら
き
に
一
切
を
捨
て
て
乗

托
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
実
態
が
「
往
き
易
く
し
て
人
な
し
」
「
自
然
と
い
ふ
は
、
行
者
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
」

と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
願
力
自
然
」
を
表
す
「
横
超
」
は
、「
竪
に
対
す
る
こ
と
ば
な
り
」
、「
迂
に
対
す
る
こ
と
ば
な
り
」
と
、

「
自
力
聖
道
の
こ
こ
ろ
」
と
は
異
質
な
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
他
力
真
宗
の
本
意
」
と
し
て
の
「
横
超
」
が
、

「
超
世
の
願
を
建
つ
」
法
蔵
菩
薩
の
本
願
に
根
拠
し
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
力
の
教
え
と
は
決
定
的
に
異
な
る
と
い
う
証
明

で
あ
る
。
こ
の
視
座
は
「
化
身
土
巻
」
に
て
「
浄
土
の
要
門
」
を
開
く
際
に
、
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
親
鸞
の
了
解
に
よ
れ
ば
、「
横
超
断
四
流
」
の
証
文
と
し
て
引
か
れ
る
三
文
が
、
悪
世
に
生
き
る
衆
生
に
「
証
大
涅
槃
」
の
無

上
道
を
実
現
し
、
具
体
的
に
そ
の
歩
み
を
住
持
す
る
は
た
ら
き
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
法
蔵
菩
薩
の
本
願
が
世

を
超
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
諸
仏
の
称
讃
す
る
名
号
と
し
て
十
方
衆
生
に
至
り
届
く
（
「
我
建
超
世
願
」
「
名
声
超
十
方
」
）
。
そ

し
て
そ
の
名
号
を
信
ず
る
一
念
に
「
必
ず
」
生
死
の
迷
い
を
絶
ち
捨
て
、「
横
」
に
「
五
悪
趣
」
を
超
え
て
い
く
生
が
開
か
れ
る
（
「
必

得
超
絶
去
」「
悪
趣
自
然
閉
」
）
。
ま
た
そ
れ
は
念
仏
者
の
実
生
活
の
中
で
は
、「
超
絶
し
て
去
つ
る
こ
と
を
得
可
し
」
と
、「
可
し
」
と

い
う
釈
尊
の
教
誨
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
（
「
可
得
超
絶
去
」
）
。
こ
の
法
蔵
菩
薩
の
願
力
と
、
釈
尊
の
教
誨
と
い
う
二
つ
の
は
た
ら
き
に

よ
っ
て
、
娑
婆
の
中
に
お
い
て
き
わ
ま
り
な
き
「
無
上
大
涅
槃
」
へ
の
仏
道
が
歩
ま
れ
る
の
で
あ
る
。 
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そ
し
て
こ
れ
を
受
け
て
「
横
超
断
四
流
」
の
「
断
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

断
と
言
う
は
、
往
相
の
一
心
を
発
起
す
る
が
故
に
、
生
と
し
て
当
に
受
く
当
き
生
无
し
。
趣
と
し
て
更
た
到
る
べ
き
趣
无
し
。

已
に
六
趣
・
四
生
、
因
亡
じ
果
滅
す
。
故
に
即
ち
頓
に
三
有
の
生
死
を
断
絶
す
。
故
に
断
と
曰
う
な
り
。
四
流
は
、
則
ち
四
暴

流
な
り
。
又
生
・
老
・
病
・
死
な
り
。
（
『
定
本
』
一
四
二
頁
） 

迷
い
の
「
生
」
の
因
果
が
「
滅
」
せ
ら
れ
る
こ
と
が
「
断
」
の
意
義
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
苦
を
免
れ
な
い
「
業
道
自
然
」
の
因

も
果
も
「
よ
こ
さ
ま
」
に
超
え
さ
せ
る
、
本
願
の
具
体
的
は
た
ら
き
が
明
ら
か
に
な
る
と
言
え
る
。 

「
横
超
断
四
流
」
釈
に
お
け
る
『
大
経
』
と
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
引
文
に
よ
っ
て
本
願
の
信
に
立
つ
仏
弟
子
に
開
示
さ
れ
る
仏
道

が
、「
必
」
と
「
可
」
と
い
う
二
つ
の
意
義
を
持
ち
、「
大
涅
槃
」
を
超
証
す
る
の
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
続
く
「
断
四
流
」

釈
に
お
い
て
、「
往
相
の
一
心
」
に
実
現
す
る
本
願
の
具
体
的
は
た
ら
き
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
で
引
か
れ
る
『
涅
槃
経
』
の
引

文
に
、
衆
生
の
苦
の
元
で
あ
る
「
四
暴
流
」
、
「
生
老
病
死
」
と
、
「
涅
槃
」
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

『
涅
槃
経
』
に
言
わ
く
、
又
涅
槃
は
名
づ
け
て
洲
渚
と
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
四
大
の
暴
河
に
漂
う
こ
と
能
ざ
る
が
故
に
。

何
等
を
か
四
と
為
る
、
一
つ
に
は
欲
暴
、
二
つ
に
は
有
暴
、
三
つ
に
は
見
暴
、
四
つ
に
は
無
明
暴
な
り
。
是
の
故
に
涅
槃
を
名

づ
け
て
洲
渚
と
す
、
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
四
三
頁
） 

 

衆
生
の
苦
を
生
み
出
す
煩
悩
が
河
の
流
れ
に
譬
え
ら
れ
、
四
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
涅
槃
と
は
そ
の
流
れ
の
中
で
「
洲
渚
」

の
は
た
ら
き
を
す
る
も
の
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。
衆
生
の
苦
を
生
み
出
す
「
四
暴
流
」
の
煩
悩
を
滅
し
尽
く
す
の
で
は
な
く
、
涅
槃
は

そ
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
も
翻
弄
さ
れ
な
い
よ
う
に
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。 

「
横
超
断
四
流
」
と
し
て
は
た
ら
く
本
願
力
は
衆
生
の
煩
悩
を
滅
し
尽
く
す
の
で
は
な
く
、
煩
悩
を
持
つ
身
そ
の
ま
ま
で
涅
槃
の

功
徳
に
触
れ
さ
せ
る
。
願
力
自
然
に
よ
っ
て
衆
生
が
涅
槃
の
功
徳
を
自
証
す
る
時
、
煩
悩
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
悩
み
苦
し
む
矛
盾

に
満
ち
た
自
身
の
人
生
こ
そ
、
仏
法
聴
聞
の
場
で
あ
っ
た
と
頷
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
事
実
が
「
不
断
煩
悩
得
涅
槃
」

と
し
て
、
「
生
死
即
涅
槃
」
を
実
現
す
る
本
願
の
救
済
で
あ
る
と
言
え
る
。 
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本
願
の
救
済
と
は
、
煩
悩
成
就
の
凡
夫
の
身
に
「
生
死
即
涅
槃
」
を
実
現
し
、
そ
の
救
済
は
観
念
に
転
落
す
る
こ
と
の
な
い
「
無

上
正
真
道
」
と
し
て
の
仏
道
を
開
く
。
本
願
の
救
済
を
自
証
す
る
事
実
と
し
て
、
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
の
「
前
念
命
終
後
念
即
生
」

の
文
が
『
涅
槃
経
』
の
引
文
に
続
い
て
以
下
の
よ
う
に
引
か
れ
る
。 

 

又
云
わ
く
、
仰
ぎ
願
わ
く
は
一
切
往
生
人
等
、
善
く
自
ら
己
が
能
を
思
量
せ
よ
。
今
身
に
彼
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
わ
ん
者
は
、

行
住
座
臥
に
、
必
ず
須
ら
く
心
を
励
ま
し
己
に
剋
し
て
、
昼
夜
に
廃
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。
畢
命
を
期
と
し
て
、
一
形
に
在

る
は
少
し
く
苦
し
き
に
似
如
た
れ
ど
も
、
前
念
に
命
終
し
て
後
念
に
即
ち
彼
の
国
に
生
ま
れ
て
、
長
時
・
永
劫
に
常
に
無
為
の

法
楽
を
受
く
。
乃
至
成
仏
ま
で
に
生
死
を
径
ず
、
豈
快
し
み
に
あ
ら
ず
や
。
知
る
べ
し
、
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
四
三
頁
） 

「
一
切
往
生
人
等
」
と
、
一
切
の
往
生
を
願
う
者
に
呼
び
か
け
る
こ
の
文
に
は
、
「
善
く
自
ら
己
が
能
を
思
量
せ
よ
」
と
、
「
横
超
他

力
」
と
し
て
は
た
ら
く
本
願
に
「
己
が
能
を
」
聞
思
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
願
力
と
の
値
遇
に
よ
っ

て
そ
の
身
に
懺
悔
せ
ら
れ
た
者
は
、
「
行
住
座
臥
に
、
必
ず
須
ら
く
心
を
励
ま
し
己
に
剋
し
て
、
昼
夜
に
廃
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
」

と
、
娑
婆
の
そ
の
身
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
自
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
前
念
命
終
後
念
即
生
」
の
語
を
も
っ
て
、「
長
時
・

永
劫
に
常
に
無
為
の
法
楽
を
受
く
。
乃
至
成
仏
ま
で
に
生
死
を
径
ず
」
と
、「
成
仏
」
ま
で
そ
の
歩
み
が
「
生
死
」
の
苦
に
沈
ま
な
い

と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

曽
我
は
「
信
に
死
し
願
に
生
き
よ
」
と
い
う
題
目
で
講
演
を
行
っ
た
際
、
こ
の
「
前
念
命
終
後
念
即
生
」
の
語
に
注
目
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
は
身
の
終
わ
り
の
命
終
で
は
な
く
し
て
、
心
の
命
の
終
わ
り
で
あ
る
。
魂
の
命
の
終
わ
り
を
「
前
念
命
終
」
と
親
鸞
聖
人

は
了
解
せ
ら
れ
、
浄
土
の
生
の
は
じ
ま
る
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
の
心
の
な
か
に
、
新
し
い
一
つ
の
心
境
と
し
て
の
浄
土
が
開

け
て
き
た
、
環
境
は
も
と
の
と
お
り
依
然
た
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
信
の
一
念
に
あ
ら
た
な
る
心
境
が
開
け
る
。
そ
の
心

境
は
す
な
わ
ち
浄
土
で
あ
る
。
浄
土
で
あ
り
浄
土
の
門
で
あ
る
。(

『
曽
我
選
集
』
十
二
・
七
七
頁)

 

 

そ
の
身
に
浄
土
を
荘
厳
し
て
い
く
生
が
開
け
て
く
る
こ
と
を
「
魂
の
命
の
終
わ
り
」
と
曽
我
は
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
開
け
て
く
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る
「
新
し
い
一
つ
の
心
境
」
が
現
生
に
正
定
聚
に
住
す
る
事
実
と
し
て
「
浄
土
が
開
け
て
き
た
」
心
境
だ
と
曽
我
は
述
べ
る
の
で
あ

る
。 「

往
相
の
一
心
」「
一
心
帰
命
」
の
一
念
に
お
い
て
「
前
念
命
終
」
が
実
現
し
、
そ
こ
に
新
た
な
る
心
境
と
し
て
の
「
浄
土
」
が
開

か
れ
る
。「
後
念
即
生
」
と
し
て
浄
土
の
心
境
が
開
か
れ
た
と
き
、
厭
う
べ
き
煩
悩
こ
そ
本
当
の
自
分
で
あ
っ
た
と
、
煩
悩
が
そ
の
意

味
を
転
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
煩
悩
即
菩
提
」
「
生
死
即
涅
槃
」
の
意
義
が
明
確
に
な
る
。
「
往
相
の
一
心
」
に
自
証
さ
れ

る
「
生
死
即
涅
槃
」
へ
の
立
脚
は
「
必
可
超
証
大
涅
槃
」
の
仏
道
を
開
く
こ
と
が
、
善
導
の
「
前
念
命
終
後
念
即
生
」
と
い
う
言
葉

に
よ
っ
て
明
瞭
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
真
実
信
心
」
が
「
金
剛
心
」
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
は
た
ら
き
を
踏
ま
え
て
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
如
来
回
向
の
信
と
は
観
念

に
沈
む
も
の
で
は
な
く
、
今
ま
さ
に
現
生
に
お
い
て
自
身
を
救
い
、
は
た
ら
き
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
の
確
信
が
あ
る
か
ら
だ

と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
信
を
開
き
見
る
際
に
ど
の
よ
う
に
そ
の
信
が
自
身
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
る
か
、
そ
の
具
体
的
姿

が
押
さ
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 

 

「
横
超
断
四
流
釈
」
に
お
い
て
、
そ
の
は
た
ら
き
が
『
大
経
』
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
で
法
蔵
願
力
と
釈
尊
の
教
化
と
い
う
意
義
を
も

っ
て
、
仏
道
を
歩
む
者
に
自
覚
さ
れ
る
こ
と
を
押
さ
え
た
。
そ
れ
は
実
際
に
は
「
前
念
命
終
後
念
即
生
」
と
し
て
煩
悩
の
流
れ
の
中

に
あ
る
「
洲
渚
」
の
様
に
、
三
毒
五
悪
の
生
活
の
中
で
も
仏
道
に
立
ち
続
け
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
必
可
超
証
大
涅
槃
」
と
し
て
は
た
ら
く
願
力
自
然
の
救
済
で
あ
る
。
本
願
に
根
源
を
持
つ
か
ら
こ
そ
「
往
相
の
一
心
」
に

「
断
」
と
い
う
は
た
ら
き
が
実
現
す
る
。
そ
の
は
た
ら
き
は
煩
悩
を
滅
し
尽
く
す
の
で
は
な
く
、
厭
う
べ
き
煩
悩
が
自
身
に
と
っ
て

意
味
を
転
じ
て
、
仏
道
を
歩
む
意
欲
と
な
り
、
そ
の
煩
悩
に
翻
弄
さ
れ
な
い
生
を
開
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
生
こ
そ
自
力
妄
執

の
及
ば
な
い
「
難
思
議
往
生
」
の
生
と
し
て
、
「
大
経
往
生
」
と
親
鸞
は
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
「
必
可
超
証
大
涅
槃
」
の
は
た
ら
き
は
衆

生
に
お
け
る
仏
道
成
就
の
根
源
で
あ
る
。
そ
の
は
た
ら
き
に
お
け
る
「
生
死
即
涅
槃
」
へ
の
立
脚
は
、
そ
の
意
義
に
お
い
て
衆
生
に

「
願
生
浄
土
の
仏
道
」
を
開
い
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 
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第
六
項 

「
唯
除
」
の
意
義 

如
来
の
「
清
浄
願
心
」
が
衆
生
の
上
に
「
能
生
」
し
た
事
実
が
、「
本
願
力
回
向
の
信
心
」
で
あ
る
と
「
欲
生
釈
」
に
て
確
か
め
ら

れ
た
が
、
そ
の
信
が
い
か
な
る
仏
道
を
成
就
す
る
の
か
、
衆
生
に
い
か
な
る
生
を
開
い
て
い
る
の
か
。
そ
の
確
か
め
が
「
菩
提
心
釈
」
、

「
信
一
念
釈
」
、「
横
超
断
四
流
釈
」
ま
で
一
貫
し
た
課
題
と
な
り
、「
横
超
断
四
流
釈
」
に
て
、
真
実
信
に
「
願
生
浄
土
の
仏
道
」
が

開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
が
決
着
さ
れ
た
。
そ
の
「
横
超
断
四
流
釈
」
の
引
文
の
結
び
に
、
善
導
の
「
前
念
命
終
後
念
即
生
」
の
文
が

引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
横
超
断
四
流
」
を
基
点
と
し
て
、
以
降
「
真
の
仏
弟
子
」
、
「
正
定
聚
の
機
」
と
い
う
、
具
体
的

に
仏
道
を
歩
む
機
に
視
点
が
移
っ
て
い
く
と
見
ら
れ
る
。 

 

そ
の
中
で
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」
に
、「
至
心
回
向 

即
得
往
生 

住
不
退
転
」
と
共
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
唯
除
五
逆 

誹

謗
正
法
」
の
意
味
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。 

法
然
は
第
十
八
願
文
を
引
く
際
、
こ
の
「
唯
除
」
の
内
容
を
示
さ
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
「
念
仏
往
生
の
願
」
と
し
て
の
第

十
八
願
を
「
王
本
願
」
と
し
て
、
法
然
は
諸
行
に
勝
れ
た
称
名
念
仏
の
功
徳
を
強
調
す
る
か
ら
で
あ
る
と
言
え
る
。 

し
か
し
親
鸞
は
「
第
十
八
願
成
就
文
」
に
つ
い
て
、「
唯
除
」
の
文
を
重
視
し
て
い
る
と
言
え
る
。
願
成
就
の
一
念
に
開
か
れ
る
仏

道
は
「
即
得
往
生 

住
不
退
転
」
の
意
味
を
持
つ
が
、
親
鸞
は
共
に
「
唯
除
」
の
文
を
重
視
す
る
こ
と
で
、
た
だ
本
願
に
除
か
れ
る

五
濁
悪
世
の
衆
生
と
し
て
の
立
場
を
一
切
離
れ
ず
に
、
他
力
の
仏
道
を
表
現
す
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

親
鸞
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
て
、
「
唯
除
」
の
経
言
を
以
下
の
よ
う
に
釈
し
て
い
る
。 

 

「
唯
除
五
逆 

誹
謗
正
法
」
と
い
ふ
は
、
唯
除
と
い
ふ
は
た
だ
の
ぞ
く
と
い
ふ
こ
と
ば
也
。
五
逆
の
つ
み
び
と
を
き
ら
い
、
誹

謗
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
む
と
也
。
こ
の
ふ
た
つ
の
つ
み
の
お
も
き
こ
と
を
し
め
し
て
、
十
方
一
切
の
衆
生
み
な
も
れ
ず
往

生
す
べ
し
と
し
ら
せ
む
と
な
り
。
（
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
七
五
～
七
六
頁
） 

こ
こ
に
「
唯
除
」
の
内
容
が
「
五
逆
の
つ
み
び
と
を
き
ら
い
」
、「
誹
謗
の
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
む
」
こ
と
と
し
て
述
べ
ら
れ
、「
こ
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の
ふ
た
つ
の
つ
み
の
お
も
き
こ
と
」
を
衆
生
に
知
ら
せ
、「
往
生
す
べ
し
」
と
「
至
心
欲
生
」
す
る
、
如
来
の
呼
び
か
け
の
意
と
し
て

了
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
唯
除
」
の
文
の
意
義
は
、
「
五
逆
」
と
「
誹
謗
正
法
」
の
二
つ
の
罪
の
重
き
こ
と
を
示
し
、
一
切

衆
生
に
「
往
生
す
べ
し
」
と
悲
引
す
る
、
如
来
大
悲
の
内
容
と
し
て
親
鸞
が
明
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
唯
除
」
の
内
容
で
あ
る
「
五
逆
」
「
誹
謗
正
法
」
と
は
い
か
な
る
罪
を
表
し
て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
質
の

問
題
と
し
て
親
鸞
は
捉
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、「
信
巻
」
後
半
に
は
、「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
、

『
論
註
』
八
番
問
答
等
の
文
が
引
文
さ
れ
る
。
そ
の
『
論
註
』
の
引
文
に
注
目
し
、
親
鸞
の
視
座
を
確
認
し
た
い
。 

『
論
註
』
の
引
文
は
、
第
二
問
答
か
ら
第
五
問
答
ま
で
の
内
容
が
引
か
れ
る
。
初
め
の
第
二
、
第
三
問
答
に
て
「
唯
除
」
の
機
が

「
謗
法
」
の
罪
を
犯
す
者
に
見
出
さ
れ
、
「
謗
法
」
の
罪
が
極
重
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る4

7

。
そ
し
て
、
そ
の
「
誹
謗
正
法
」
の

内
実
に
つ
い
て
第
四
問
答
に
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

問
う
て
曰
わ
く
、
何
等
の
相
か
是
れ
誹
謗
正
法
な
る
や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
若
し
無
仏
・
無
仏
法
・
無
菩
薩
・
無
菩
薩
法
と
言

わ
ん
、
是
の
如
き
等
の
見
を
も
っ
て
、
若
し
は
心
に
自
ら
解
り
、
若
し
は
他
に
従
い
て
、
其
の
心
を
受
け
て
決
定
す
る
を
、
皆

な
誹
謗
正
法
と
名
づ
く
、
と
。(

『
定
本
』
一
八
五
～
一
八
六
頁)

 

こ
の
第
四
問
答
に
お
い
て
曇
鸞
は
「
誹
謗
正
法
」
の
問
題
を
、
「
無
仏
・
無
仏
法
・
無
菩
薩
・
無
菩
薩
法
」
に
お
け
る
衆
生
の
「
見
」

に
起
因
す
る
こ
と
と
し
て
明
か
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
心
に
自
ら
解
り
」
自
身
の
解
釈
を
立
て
、
あ
る
い
は
「
他
に
従
い
」
誤
っ
て

い
く
、
衆
生
の
「
邪
見
」
の
姿
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
そ
の
衆
生
の
「
邪
見
」
と
は
、
第
五
問
答
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
る
。 問

う
て
曰
わ
く
、
是
の
如
き
等
の
計
は
、
但
だ
是
れ
己
が
事
な
り
、
衆
生
に
於
て
何
の
苦
悩
有
れ
ば
か
、
五
逆
の
重
罪
に
踰
え

ん
や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
若
し
諸
仏
菩
薩
、
世
間
・
出
世
間
の
善
道
を
説
き
て
、
衆
生
を
教
化
す
る
者
ま
し
ま
さ
ず
は
、
豈
に

仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
有
る
こ
と
を
知
ら
ん
や
。
是
の
如
き
世
間
の
一
切
善
法
皆
な
断
じ
、
出
世
間
の
一
切
賢
聖
皆
滅
し
な
ん
。

汝
但
だ
五
逆
罪
の
重
た
る
こ
と
を
知
り
て
、
五
逆
罪
の
正
法
无
き
従
り
生
ず
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
是
の
故
に
謗
正
法
の
人
は
其
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の
罪
最
重
な
り
、
と
。(

『
定
本
』
一
八
六
頁)

 

こ
こ
に
、
そ
の
「
邪
見
」
は
「
但
だ
是
れ
己
が
事
な
り
」
と
続
き
、「
諸
仏
菩
薩
」
が
「
善
道
」
を
説
か
な
け
れ
ば
「
世
間
の
一
切
善

法
皆
な
断
じ
」
、
「
出
世
間
の
一
切
賢
聖
皆
滅
し
な
ん
」
と
、
「
世
間
」
「
出
世
間
」
の
一
切
の
法
、
聖
者
が
「
断
滅
」
す
る
と
明
か
さ

れ
る
。
そ
し
て
世
間
的
に
「
重
」
と
さ
れ
る
「
五
逆
罪
」
は
「
正
法
无
き
従
り
生
ず
」
と
述
べ
ら
れ
、「
謗
正
法
」
の
罪
の
重
さ
が
明

か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
「
五
逆
」
の
根
源
に
「
誹
謗
正
法
」
の
罪
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
問
題
は
「
諸
仏
菩
薩
」

が
「
出
世
間
」
の
教
え
を
説
か
な
け
れ
ば
自
覚
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

先
に
明
か
さ
れ
た
「
邪
見
」
の
問
題
は
「
心
に
自
ら
解
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
衆
生
の
自
力
執
心
の
相
で
あ
る
と
言

え
る
。
そ
し
て
そ
の
自
力
執
心
と
は
、「
無
仏
・
無
仏
法
・
無
菩
薩
・
無
菩
薩
法
」
と
言
わ
れ
る
「
無
正
法
」
の
事
実
を
指
し
、
そ
の

事
実
が
「
誹
謗
正
法
」
の
姿
そ
の
も
の
だ
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
第
十
八
願
の
本
願
文
に
「
唯
除
」
の
文
が
置

か
れ
る
意
図
は
、
出
世
間
の
教
え
で
あ
る
仏
法
に
よ
っ
て
「
た
だ
除
か
れ
る
」
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
自
力
執
心
の
「
邪

見
」
を
生
き
る
衆
生
は
、
そ
の
問
題
を
「
但
是
れ
己
が
事
」
で
あ
る
と
自
覚
で
き
な
い
。
如
来
の
呼
び
声
と
し
て
「
汝
但
」
と
悲
引

さ
れ
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
な
ら
な
い
質
の
問
題
と
し
て
「
誹
謗
正
法
」
が
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
親
鸞
は
、「
唯
除
」
の
意
義
を
如
来
に
お
け
る
「
た
だ
の
ぞ
く
と
い
う
こ
と
ば
」
、「
お
も
き
と
が
を
し
ら
せ
ん
」
と
し

て
、
往
生
を
呼
び
か
け
る
「
招
喚
の
勅
命
」
と
し
て
了
解
す
る
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
う
で
あ
れ
ば
第
十
八
願
に
続
き
、
第
十
九
願
、
第
二
十
願
が
「
十
方
衆
生
」
に
「
至
心
発
願
」
、
「
至
心
回
向
」
と
「
欲
生
」
す

る
意
義
が
、
「
唯
除
」
の
経
言
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
る
衆
生
の
自
力
執
心
、
「
邪
見
」
の
問
題
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
曽
我
は
こ

の
「
唯
除
」
の
文
と
、
第
十
九
願
・
第
二
十
願
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

第
十
八
願
の
背
景
に
は
十
九
・
二
十
の
定
散
自
力
が
あ
る
。
そ
れ
に
縛
ら
れ
て
、
そ
れ
を
超
え
ら
れ
な
い
自
力
執
心
の
者
を
摂

め
る
。
そ
れ
を
超
越
し
て
、
し
か
も
そ
れ
を
摂
め
る
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
摂
め
る
の
で
は
な
く
て
、
否
定
し
て
し
か
も
摂
め

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
十
九
願
は
も
と
よ
り
、
二
十
願
は
十
八
願
の
中
に
否
定
し
て
摂
め
ら
れ
て
あ
る
。
生
命
あ
ら
ん
か
ぎ
り
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自
力
を
否
定
す
る
た
め
に
、
自
力
否
定
の
形
を
も
っ
て
十
八
願
の
至
心
信
楽
欲
生
の
三
心
の
中
、
つ
ま
り
他
力
の
一
心
の
中
に
、

二
十
願
の
至
心
回
向
欲
生
の
自
力
執
心
を
否
定
の
形
で
摂
め
ら
れ
て
あ
る
。(

『
曽
我
選
集
』
八
・
一
三
五
頁)

 

曽
我
は
第
十
八
願
成
就
と
し
て
の
信
の
背
景
に
「
十
九
・
二
十
の
定
散
自
力
が
あ
る
」
と
述
べ
、
第
十
八
願
の
信
に
立
て
ば
、
そ
こ

に
「
自
力
の
執
心
」
が
「
否
定
し
て
摂
め
ら
れ
て
あ
る
」
と
、
自
力
執
心
の
否
定
と
し
て
信
が
自
覚
さ
れ
る
と
明
か
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
第
十
九
願
・
第
二
十
願
は
、
第
十
八
願
と
無
関
係
に
区
別
さ
れ
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
第
十
八
願
に
「
唯
除
」
が
置
か
れ

る
ご
と
く
、
第
十
九
願
・
二
十
願
は
「
定
散
自
力
」
の
「
自
力
執
心
」
を
否
定
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
、
第
十
八
願
に
「
否
定
の
形

で
摂
め
ら
れ
て
あ
る
」
の
で
あ
る
。 

 

親
鸞
は
第
十
九
願
を
「
修
諸
功
徳
の
願
」「
邪
定
聚
の
機
」
、
第
二
十
願
を
「
植
諸
徳
本
の
願
」「
不
定
聚
の
機
」
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ

れ
大
悲
方
便
の
願
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
は
、
「
唯
除
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
自
力
執
心
、
「
邪
見
」
に
沈
む
者

を
摂
め
と
る
た
め
に
発
さ
れ
た
大
悲
の
願
と
し
て
、
第
十
九
願
・
第
二
十
願
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
煩
悩
成
就
の

凡
夫
が
い
か
な
る
者
と
し
て
如
来
の
大
悲
に
触
れ
る
の
か
、
そ
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
十
九
願
・
二
十
願
に
見
抜
か
れ
る
自
力
の
執
心
が
、
第
十
八
願
の
信
に
摂
め
ら
れ
、
否
定
の
形
で
自
身
に
自
覚
さ
れ
る
が
、
そ

の
執
心
は
信
に
立
っ
た
こ
と
で
滅
し
尽
く
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
日
々
の
生
活
の
中
で
、
よ
り
明
確
に
自
覚
化
さ
れ
て
い

く
問
題
で
あ
る
。
曽
我
は
述
べ
る
。 

 
 

だ
か
ら
我
ら
の
生
活
に
は
常
に
自
力
を
否
定
す
る
は
た
ら
き
が
あ
っ
て
、
私
共
の
信
心
の
心
境
と
い
う
も
の
は―

心
境
が
進
む

と
い
え
ば
非
難
も
あ
ろ
う
が
、
信
心
に
よ
っ
て
開
け
る
世
界
は
そ
の
縁
そ
の
縁
に
よ
っ
て
い
く
け
れ
ど
も
、
信
心
は
新
た
に
進

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
も
矢
張
り
ま
た
あ
る
の
で
し
ょ
う
。(

中
略)

日
々
に
新
た
な
る
心
境
が
限
り
な
く
開
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
こ
れ
ひ
と
え
に
如
来
が
十
八
願
の
中
に
二
十
の
願
を
た
て
て
く
だ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
十
願
と
は
十
八
願
の
外
に
も

内
に
も
両
方
に
あ
る
。
外
に
あ
れ
ば
自
力
の
願
と
一
つ
で
あ
る
。
内
に
あ
れ
ば
十
八
願
が
限
り
な
く
日
々
に
新
た
に
心
境
を
展

開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
二
十
願
が
十
八
願
の
中
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
外
に
あ
れ
ば
十
九
願
と
等
し
い
。
内
に
あ
れ



 

82 

 

ば
十
八
願
と
す
れ
す
れ
に
あ
る
。
十
八
願
を
妨
げ
る
と
も
い
え
る
し
、
ま
た
逆
縁
で
あ
る
か
ら
、
逆
縁
に
よ
っ
て
十
八
願
が
常

に
自
覚
の
世
界
を
限
り
な
く
開
い
て
く
だ
さ
る
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。(

『
曽
我
選
集
』
八
・
一
三
五
～
一
三
六
頁)

 

「
植
諸
徳
本
の
願
」
と
し
て
の
第
二
十
願
は
、「
罪
福
を
信
ず
る
心
を
以
て
本
願
力
を
願
求
す4

8

」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
衆
生
の

「
罪
福
心
」
に
よ
っ
て
「
本
願
力
」
を
我
が
も
の
と
す
る
、
法
執
の
相
を
明
か
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
第
十
九
願
「
修
諸

功
徳
の
願
」
に
お
け
る
自
力
執
心
の
否
定
を
潜
っ
て
、
な
お
も
そ
の
歩
み
の
中
で
仏
法
を
我
が
も
の
と
し
、
そ
こ
に
執
わ
れ
て
い
く

第
二
十
願
の
機
の
実
相
で
あ
る
。
そ
の
第
二
十
願
の
機
「
不
定
聚
の
機
」
と
し
て
の
姿
が
、
第
十
八
願
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
「
逆
縁
」
に
よ
っ
て
「
日
々
に
新
た
な
る
心
境
が
限
り
な
く
開
け
る
」
の
で
あ
る
と
曽
我
は
述
べ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
二
十
願
の
機
と
し
て
の
自
己
が
否
定
さ
れ
、
そ
の
「
心
境
が
展
開
」
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、「
十
八
願
が
常
に
自
覚
の
世
界
を
限
り

な
く
開
い
て
」
、
自
力
執
心
に
沈
ま
ず
仏
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
衆
生
の
仏
道
の
実
際
が
あ
る
と
言
え
る
。 

第
十
九
願
・
第
二
十
願
の
「
自
力
を
否
定
す
る
は
た
ら
き
」
に
よ
っ
て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
如
来
の
大
悲
に
出
遇
い
続
け
て
い

く
歩
み
が
実
現
す
る
の
だ
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
曇
鸞
が
「
八
番
問
答
」
の
「
誹
謗
正
法
」
の
問
題
の
中
で
述
べ
て
い
た
「
汝
」

と
い
う
自
覚
は
、
仏
に
見
抜
か
れ
続
け
る
「
謗
法
罪
」
の
者
と
し
て
の
立
場
を
明
か
し
た
言
葉
で
あ
り
、
そ
れ
は
末
法
五
濁
の
衆
生

が
如
来
の
大
悲
を
感
得
し
て
い
く
場
と
な
る
の
で
あ
る
。 

第
一
章
で
は
、
主
に
親
鸞
の
『
大
経
』
へ
の
視
座
を
本
願
成
就
文
に
依
り
な
が
ら
確
認
し
、「
信
巻
」
の
文
脈
か
ら
読
み
取
れ
る
こ

と
を
元
に
し
て
本
願
の
信
の
自
覚
そ
の
も
の
を
考
察
し
た
。
親
鸞
に
お
け
る
信
と
は
、
自
力
心
を
根
拠
に
し
た
生
へ
の
「
命
終
」
で

あ
り
、
煩
悩
成
就
の
身
に
お
い
て
浄
土
の
功
徳
が
開
か
れ
る
自
覚
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
実
際
に
は
「
横
超
断
四
流
釈
」
に
て
確
認
し

た
よ
う
に
、
願
力
の
自
然
な
る
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
、「
生
老
病
死
」
に
苦
悩
す
る
身
が
か
え
っ
て
仏
道
を
求
め
る
意
欲
を
生
む
も
の

と
な
り
、
煩
悩
の
意
味
が
転
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
弥
陀
釈
迦
二
尊
に
お
け
る
自
力
を
否
定
す
る

呼
び
か
け
と
し
て
自
己
の
身
に
聞
き
開
か
れ
、
実
際
の
聞
法
生
活
の
中
で
「
誹
謗
正
法
」
の
事
実
に
立
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
「
金
剛
の
真
心
」
に
お
い
て
「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
究
竟
、
自
力
を
生
き
る
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衆
生
が
そ
の
自
力
心
を
超
え
て
い
こ
う
と
す
る
歩
み
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
第
十
八
願
の
成

就
に
立
っ
た
者
に
と
っ
て
、
そ
の
歩
み
の
中
で
第
十
九
願
・
第
二
十
願
の
願
意
が
殊
更
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
え
る
。 

 

第
十
九
願
・
二
十
願
は
「
方
便
化
身
土
巻
」
に
標
挙
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
主
題
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次
章
か
ら
は
「
化

身
土
巻
」
で
の
確
か
め
に
注
目
し
、
大
悲
方
便
の
力
用
を
親
鸞
が
ど
の
よ
う
に
押
さ
え
て
い
く
か
確
認
す
る
。「
化
身
土
巻
」
本
巻
に

て
主
題
と
な
る
の
は
、
衆
生
の
定
散
の
自
心
を
明
か
す
「
三
経
一
異
の
問
答
」
で
あ
る
。
こ
の
衆
生
の
自
力
執
心
が
問
わ
れ
る
こ
と

で
、
い
よ
い
よ
第
十
九
願
、
第
二
十
願
の
悲
願
の
力
用
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
化
身
土
巻
」
で
の
確
か
め
を
通
し
て
、
五
濁
悪

世
の
衆
生
に
開
か
れ
る
願
生
浄
土
の
歩
み
と
は
い
か
な
る
具
体
性
を
持
つ
か
明
か
し
て
い
き
た
い
。 
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註 

1 

こ
の
よ
う
な
出
遇
い
の
機
縁
が
熟
す
る
背
景
に
は
、
親
鸞
の
求
道
に
お
け
る
深
き
苦
悩
が
あ
っ
た
。 

 
 

山
を
出
で
て
、
六
角
堂
に
百
日
籠
ら
せ
給
い
て
、
後
世
を
祈
ら
せ
給
い
け
る
に
、
九
十
五
日
の
あ
か
月
、
聖
徳
太
子
の
文
を
む

す
び
て
、
示
現
に
あ
ず
か
ら
せ
給
い
て
候
い
け
れ
ば
、
や
が
て
そ
の
あ
か
月
、
出
で
さ
せ
給
い
て
、
後
世
の
助
か
ら
ん
ず
る
縁

に
あ
い
ま
い
ら
せ
ん
と
、
た
ず
ね
ま
い
ら
せ
て
、
法
然
上
人
に
あ
い
ま
い
ら
せ
て
、
又
、
六
角
堂
に
百
日
こ
も
ら
せ
給
い
て
候

い
け
る
よ
う
に
、
又
、
百
か
日
、
降
る
に
も
照
る
に
も
、
い
か
な
る
大
事
に
も
、
参
り
て
あ
り
し
に
、
た
だ
、
後
世
の
事
は
、

善
き
人
に
も
悪
し
き
に
も
、
同
じ
よ
う
に
生
死
出
ず
べ
き
み
ち
を
ば
、
た
だ
一
筋
に
仰
せ
ら
れ
候
い
し
を
、
う
け
給
わ
り
定
め

て
候
い
し
か
ば
、
上
人
の
わ
た
ら
せ
給
わ
ん
と
こ
ろ
に
は
、
人
は
如
何
に
も
申
せ
、
た
と
い
悪
道
に
わ
た
ら
せ
給
う
べ
し
と
申

す
と
も
、
世
世
生
々
に
も
迷
い
け
れ
ば
こ
そ
あ
り
け
め
と
ま
で
思
い
ま
い
ら
す
る
身
な
れ
ば
と
、
様
々
に
人
の
申
候
い
し
時
も

仰
せ
候
し
な
り
。(

『
定
親
全
』
三
・
書
簡
篇
一
八
八
頁
※
傍
線
筆
者)

 

『
恵
信
尼
消
息
』
に
残
さ
れ
る
こ
の
文
に
は
、
親
鸞
が
二
十
年
に
及
ぶ
比
叡
山
で
の
修
学
に
別
れ
を
告
げ
、
法
然
の
も
と
へ
そ
の
身

を
寄
せ
る
ま
で
の
道
の
り
が
語
ら
れ
て
い
る
。
苦
悩
の
有
情
と
し
て
、
自
身
が
救
わ
れ
て
い
く
道
と
は
い
か
に
実
現
す
る
の
か
。

「
六
角
堂
に
百
日
籠
ら
せ
給
い
て
、
後
世
を
祈
」
り
、
親
鸞
は
た
だ
そ
の
道
を
日
本
仏
教
の
始
祖
、
聖
徳
太
子
に
尋
ね
た
の
で
あ
っ

た
。 そ

れ
は
、
「
上
人
の
わ
た
ら
せ
給
わ
ん
と
こ
ろ
に
は
、
人
は
如
何
に
も
申
せ
、
た
と
い
悪
道
に
わ
た
ら
せ
給
う
べ
し
と
申
す
と

も
、
世
世
生
々
に
も
迷
い
け
れ
ば
こ
そ
あ
り
け
め
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
間
か
ら
「
悪
道
」
に
落
ち
る
と
言
わ
れ
よ
う
と

も
、
法
然
の
教
え
こ
そ
自
身
に
と
っ
て
迷
い
の
生
死
海
を
度
さ
ん
と
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
っ
た
と
、
絶
対
の
信
順
が
語
ら
れ
る
こ

と
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
自
力
に
迷
い
続
け
て
き
た
自
身
に
と
っ
て
「
た
だ
念
仏
」
の
道
は
、
衆
生
を
み
そ
な
わ
す
本

願
に
選
択
さ
れ
、
本
願
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
道
と
し
て
確
か
に
我
が
身
を
救
済
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
生

死
出
ず
べ
き
み
ち
を
ば
、
た
だ
一
筋
に
仰
せ
ら
れ
」
る
法
然
の
姿
は
、
そ
の
ま
ま
真
実
を
開
示
す
る
如
来
と
し
て
親
鸞
に
仰
が
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

法
然
の
説
く
選
択
本
願
念
仏
の
教
え
は
、
「
後
世
を
祈
」
る
と
い
う
出
世
間
の
要
求
に
応
え
る
形
で
、
「
生
死
」
を
出
づ
る
道
と
し

て
、
親
鸞
一
人
の
身
に
響
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
後
世
を
祈
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
今
生
へ
の
諦
め
や
未
来
に

逃
避
し
た
祈
り
で
は
な
く
、
生
死
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
沈
み
、
迷
う
こ
と
な
く
歩
め
る
道
を
、
た
だ
ひ
た
す
ら
求
め
る
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
後
世
を
祈
」
る
と
い
う
親
鸞
の
心
境
は
、
ど
こ
ま
で
も
末
法
五
濁
の
衆
生
と
し
て
、
そ
の
身
に
お
け
る
苦

悩
か
ら
一
歩
も
離
れ
る
こ
と
の
な
い
求
道
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
親
鸞
は
そ
の
苦
悩
を
場
と
し
て
、
ま
さ
に

「
浄
邦
縁
熟
し
て
」
「
専
修
念
仏
」
の
教
え
に
出
遇
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
師
法
然
を
通
し
て
、
そ
こ
に
如
来
の
現
在
を
感
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
親
鸞
は

 



 

85 

 

 

こ
の
出
遇
い
の
意
味
を
、
自
身
が
生
涯
を
通
じ
て
聞
思
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
「
雑
行
を
棄
て
て
、
本
願
に
帰
す
」
と
記
し
残
す
の

で
あ
る
。
親
鸞
の
回
心
の
内
景
は
、
『
恵
信
尼
消
息
』
に
て
法
然
と
の
邂
逅
の
中
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
世
へ
の
祈
り
を
契
機

と
し
た
「
生
死
出
づ
べ
き
み
ち
」
の
発
見
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

2 

曽
我
は
こ
の
「
如
来
の
本
願
」
を
「
宗
致
」
と
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
「
宗
致
」
は
「
宗
」
（
む
ね
）
、
「
要
」
（
か
な
め
）

の
意
が
あ
る
と
し
て
、
本
願
成
就
の
信
が
「
要
」
と
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 
 

宗
と
は
宗
要
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
宗
と
し
要
と
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
本
願
、
こ
れ
は
ま
あ
だ
い
た
い
、
わ
れ
ら
の

心
に
会
得
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
本
願
は
わ
れ
ら
の
心
の
内
に
深
く
置
く
べ
き
で
あ
り
ま
せ
う
。
け
れ
ど
も
、

そ
の
体
は
、(

中
略)

南
無
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
仏
の
名
号
を
以
て
経
の
体
と
す
る
と
仰
せ
ら
れ
る
。
む
ね
は
心

で
あ
ら
う
、
体
は
わ
れ
ら
の
身
を
以
て
行
ふ
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
は
安
心
と
起
行
と
い
ふ
や
う
な
言
葉
で
云
ひ
換
へ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
な
か
ら
う
か
と
思
ひ
ま
す
。
本
願
の
信
心
を
以
て
経
の
宗
と
し
、
そ
の
本
願
成
就
の
名
号
を
以
て
経
の
体

と
す
る
の
で
あ
る
。(

『
曽
我
選
集
』
七
・
一
六
八
頁
※
傍
線
筆
者)

 

曽
我
は
、
親
鸞
の
語
る
「
宗
致
」
と
「
体
」
、
「
本
願
」
と
「
名
号
」
の
内
容
を
、
「
安
心
と
起
行
」
と
し
て
了
解
し
、
本
願
成
就
の

「
信
行
」
と
受
け
止
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
実
教
を
掲
げ
る
「
教
巻
」
が
、
ま
ず
も
っ
て
「
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
」
と
、
自

身
の
立
っ
た
仏
道
を
思
案
す
る
形
で
語
り
始
め
ら
れ
る
こ
と
と
同
じ
く
す
る
思
索
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
願
成
就
に
立
っ
て
、
因
と

な
る
願
心
へ
立
ち
帰
る
と
い
う
、
親
鸞
の
仏
道
の
方
向
性
が
「
教
巻
」
冒
頭
の
文
脈
か
ら
読
み
取
れ
る
。 

3

（
『
定
親
全
』
四
・
四
頁
） 

4

「
教
巻
」
に
引
か
れ
る
「
五
徳
現
瑞
」
の
文
は
、
阿
難
が
釈
尊
を
ど
の
よ
う
に
仰
い
だ
の
か
、
そ
の
内
容
が
表
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
「
光
顔
巍
巍
」
と
仰
が
れ
る
如
来
を
阿
難
が
ど
の
よ
う
に
感
得
し
た
の
か
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
教
巻
」
の
視
座
は
、
ど

こ
ま
で
も
阿
難
の
視
座
に
立
っ
て
釈
尊
を
如
来
と
し
て
仰
い
で
い
る
。
親
鸞
は
こ
の
「
五
徳
現
瑞
」
の
文
を
重
視
し
、
『
述
文
讃
』

に
よ
っ
て
よ
り
詳
細
に
そ
の
内
実
を
明
か
し
て
い
る
。 

 
 

憬
興
師
の
云
わ
く
、
今
日
世
尊
住
奇
特
法
、
神
通
輪
に
依
っ
て
現
じ
た
ま
う
所
の
相
な
り
、
唯
常
に
異
な
る
の
み
に
非
ず
、
亦

等
し
き
者
無
き
が
故
に
。
今
日
世
雄
住
仏
所
住
、
普
等
三
昧
に
住
し
て
、
能
く
衆
魔
・
雄
健
天
を
制
す
る
が
故
に
。
今
日
世
眼

住
導
師
行
、
五
眼
を
導
師
の
行
と
名
づ
く
、
衆
生
を
引
導
す
る
に
過
上
無
故
に
。
今
日
世
英
住
最
勝
道
、
仏
四
智
に
住
し
た
ま

う
、
独
り
秀
で
た
ま
え
る
こ
と
匹
し
き
こ
と
無
が
故
に
。
今
日
天
尊
行
如
来
徳
、
即
ち
第
一
義
天
な
り
仏
性
不
空
の
義
を
以
て

の
故
に
。
阿
難
当
知
如
来
正
覚
、
即
ち
奇
特
の
法
な
り
。
慧
見
無
碍
、
最
勝
の
道
を
述
す
る
な
り
。
無
能
遏
絶
、
即
ち
如
来
の

徳
な
り
。
已
上
（
『
定
本
』
一
四
頁
） 

5

（
『
定
本
』
一
九
五
頁
） 

6

（
『
定
本
』
八
六
頁
） 

7 

ま
た
曽
我
は
『
大
経
』
下
巻
の
意
義
と
、
そ
の
始
め
に
第
十
一
願
成
就
文
が
説
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 
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阿
弥
陀
の
呼
び
声
に
対
し
て
我
等
衆
生
が
ど
の
よ
う
に
応
え
る
べ
き
か
明
ら
か
に
す
る
の
が
「
下
巻
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
「
下

巻
」
の
始
め
に
十
一
願
成
就
文
が
あ
る
。(

中
略)

こ
れ
は
十
一
願
は
我
等
人
間
の
世
界
と
仏
の
世
界
の
境
界
線
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。(

中
略)

第
十
一
願
は
こ
の
世
と
阿
弥
陀
の
浄
土
と
の
境
界
線
を
は
っ
き
り
す
る
。
こ
れ
は
自
力
と
他

力
の
境
界
線
を
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
『
曽
我
選
集
』
十
一
・
二
八
五
～
二
八
八
頁
） 

ま
ず
曽
我
は
「
下
巻
」
の
意
義
を
、
衆
生
が
「
阿
弥
陀
の
呼
び
声
に
対
し
て
」
、
「
ど
の
よ
う
に
応
え
る
べ
き
か
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
だ
と
述
べ
る
。
そ
し
て
第
十
一
願
成
就
文
に
お
け
る
自
覚
内
容
は
、
「
人
間
の
世
界
と
仏
の
世
界
の
境
界
線
を
明
ら
か
に
」
す

る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
娑
婆
と
浄
土
、
ま
た
は
自
力
と
他
力
の
分
際
を
正
し
く
弁
立
す
る
立
場
が
第
十

一
願
成
就
の
「
住
正
定
聚
」
の
面
目
で
あ
る
と
言
え
る
。 

8

親
鸞
は
『
三
経
往
生
文
類
』
に
お
い
て
『
大
経
』
の
開
く
往
生
を
「
難
思
議
往
生
」
と
し
て
、
そ
の
仏
道
の
始
め
に
「
現
生
正
定

聚
」
の
自
覚
が
あ
る
と
す
る
。 

現
生
に
正
定
聚
の
く
ら
い
に
住
し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に
い
た
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
如
来
の
往
相
回
向
の
真
因
な
る
が
ゆ

え
に
、
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
。
こ
れ
を
『
大
経
』
の
宗
致
と
す
。
こ
の
ゆ
え
に
大
経
往
生
と
も
う
す
。
ま
た
難
思
議

往
生
と
も
う
す
な
り
。
（
『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
二
一
頁
） 

9

親
鸞
は
こ
の
名
号
の
は
た
ら
き
を
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

無
碍
と
も
う
す
は
、
煩
悩
悪
業
に
さ
え
ら
れ
ず
、
や
ぶ
ら
れ
ぬ
を
い
う
な
り
。
真
実
功
徳
と
も
う
す
は
、
名
号
な
り
。
一
実
真

如
の
妙
理
、
円
満
せ
る
が
ゆ
え
に
、
大
宝
海
に
た
と
え
た
ま
う
な
り
。
（
中
略
） 

 
 

大
宝
海
は
、
よ
ろ
ず
の
善
根
功
徳
み
ち
き
わ
ま
る
を
、
海
に
た
と
え
た
ま
う
。
こ
の
功
徳
よ
く
信
ず
る
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の
う
ち

に
、
す
み
や
か
に
、
と
く
み
ち
た
り
ぬ
と
し
ら
し
め
ん
と
な
り
。
（
『
定
親
全
』
二
・
和
文
篇
一
四
五
～
一
四
八
頁
） 

名
号
の
は
た
ら
き
は
衆
生
の
「
煩
悩
悪
業
に
さ
え
ら
れ
ず
」
、
「
無
碍
光
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
、
そ
れ
は
「
真
実
功
徳
」
を
恵
む
も
の

と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
よ
く
信
ず
る
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
、
す
み
や
か
に
、
と
く
み
ち
た
り
ぬ
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
信
心
の
内
に
感
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

1
0(

『
定
本
』
一
七
頁)

 
1
1

親
鸞
は
「
行
巻
」
に
名
号
を
「
大
行
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

爾
者
名
を
称
す
る
に
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
無
明
を
破
し
、
能
く
衆
生
の
一
切
の
志
願
を
満
て
た
ま
う
。
称
名
は
則
ち
是
れ
最

勝
真
妙
の
正
業
な
り
。
正
業
は
則
ち
是
れ
念
仏
な
り
。
念
仏
は
則
ち
是
れ
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
。
南
無
阿
弥
陀
仏
は
即
ち
是
れ

正
念
な
り
と
、
知
る
べ
し
と
。
（
『
定
本
』
二
三
頁
） 

1
2

「
化
身
土
巻
」
の
標
挙
は
以
下
の
通
り
。 

無
量
寿
仏
観
経
之
意 

至
心
発
願
之
願 

 
 

邪
定
聚
機 

双
樹
林
下
往
生 
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阿
弥
陀
経
之
意
也 

至
心
回
向
之
願 

 
 

不
定
聚
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

難
思
往
生
（
『
定
本
』
二
六
八
頁
） 

1
3

（
『
定
本
』
一
二
一
頁
） 

1
4

（
『
定
本
』
一
二
八
頁
） 

1
5 

大
信
心
は
則
ち
是
れ
、
長
生
不
死
の
神
方
、
欣
浄
厭
穢
の
妙
術
、
選
択
回
向
の
直
心
、
利
他
深
広
の
信
楽
、
金
剛
不
壊
の
真

心
、
易
往
無
人
の
浄
信
、
心
光
摂
護
の
一
心
、
希
有
最
勝
の
大
信
、
世
間
難
信
の
捷
径
、
証
大
涅
槃
の
真
因
、
極
速
円
融
の
白

道
、
真
如
一
実
の
信
海
な
り
。(

『
定
本
』
九
六
頁)

 
1
6 

斯
の
心
即
ち
是
れ
念
仏
往
生
の
願
よ
り
出
で
た
り
。
斯
の
大
願
を
選
択
本
願
と
名
づ
く
。
亦
本
願
三
心
の
願
と
名
づ
く
。
復
た

至
心
信
楽
の
願
と
名
づ
く
。
亦
往
相
信
心
の
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。(

『
定
本
』
九
六
頁)

 
1
7 

親
鸞
の
著
述
の
中
で
、
「
無
上
妙
果
」
と
い
う
語
は
こ
の
他
に
『
文
類
聚
鈔
』
に
述
べ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。 

 
 

然
る
に
薄
地
の
凡
夫
底
下
の
群
生
、
浄
信
獲
叵
く
、
極
果
証
し
叵
き
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
往
相
の
回
向
に
由
ら
ざ
る
が

故
に
。
疑
網
に
纏
縛
せ
ら
る
る
に
由
る
が
故
な
り
。
乃
し
如
来
の
加
威
力
に
由
る
が
故
に
、
博
く
大
悲
広
慧
の
力
に
因
る
が
故

に
、
清
浄
真
実
の
信
心
を
獲
せ
し
む
。
是
の
心
顛
倒
せ
ず
、
是
の
心
虚
偽
な
ら
ず
。
信
に
知
ん
ぬ
、
無
上
妙
果
の
成
じ
難
き
に

は
あ
ら
ず
、
真
実
の
浄
信
実
に
得
難
し
。
真
実
の
浄
信
を
獲
れ
ば
、
大
慶
喜
心
を
得
る
な
り
。(

『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
一

三
四
～
一
三
五
頁)
 

 

『
文
類
聚
鈔
』
の
文
言
は
実
に
明
快
で
あ
る
。
ま
ず
煩
悩
に
生
き
る
凡
夫
は
、
「
浄
信
獲
叵
く
、
極
果
証
し
叵
き
」
こ
と
が
押
さ

え
ら
れ
、
如
来
の
二
力(

加
威
力
、
広
慧
力)

に
よ
っ
て
「
清
浄
真
実
の
信
心
」
を
獲
る
と
い
う
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

「
浄
心
」
を
得
難
い
の
は
「
疑
網
に
纏
縛
せ
ら
る
る
」
衆
生
の
虚
妄
性
に
あ
る
の
だ
と
さ
れ
る
。
『
文
類
聚
鈔
』
の
文
脈
は
、
『
教
行

信
証
』
「
信
巻
」
よ
り
も
明
確
で
あ
る
と
感
じ
る
が
、
あ
く
ま
で
衆
生
と
如
来
が
相
対
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。 

1
8

安
冨
信
哉
は
こ
の
「
由
と
「
因
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
顕
在
的
導
縁
」
と
「
潜
在
的
導
因
」
と
述
べ
、
こ
の

「
仏
力
の
二
面
が
働
い
て
、
信
が
成
就
す
る
」(

『
真
実
信
の
開
顕―

『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
講
究―

』
一
二
五
頁)

と
述
べ
て
い

る
。 

1
9

（
『
定
本
』
七
頁
） 

2
0

こ
の
「
諸
の
聖
尊
の
重
愛
を
獲
る
な
り
」
の
言
葉
は
、
第
十
八
願
の
証
文
と
し
て
『
如
来
会
』
の
文
に
引
か
れ
て
い
る
。 

 
 

是
の
故
に
信
聞
及
び
諸
の
善
友
の
摂
受
を
具
足
し
て
、
是
く
の
如
き
の
深
妙
の
法
を
聞
く
こ
と
を
得
ば
、
当
に
諸
の
聖
尊
に
重

愛
せ
ら
る
る
こ
と
を
獲
べ
し
。
如
来
の
勝
智
遍
虚
空
の
所
説
義
言
は
、
唯
仏
の
み
悟
り
た
ま
え
り
。
是
の
故
に
博
く
諸
智
土
を

聞
き
て
、
我
が
教
如
実
の
言
を
信
ず
べ
し
。
人
趣
の
身
得
る
こ
と
は
甚
だ
難
し
、
如
来
の
出
世
遇
う
こ
と
亦
難
し
、
信
慧
多
き

時
方
に
乃
し
獲
ん
。
是
の
故
に
修
せ
ん
者
、
精
進
す
べ
し
。
是
く
の
如
き
の
妙
法
已
に
聴
聞
せ
ば
、
常
に
諸
仏
を
し
て
喜
び
を

生
ぜ
し
め
た
て
ま
つ
る
な
り
と
。
抄
出
（
『
定
本
』
九
九
頁
※
傍
線
筆
者
） 
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こ
こ
で
共
に
、
「
人
趣
の
身
得
る
こ
と
甚
だ
難
し
、
如
来
の
出
世
遇
う
こ
と
亦
難
し
」
と
、
「
難
」
の
自
覚
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
諸
の
聖
尊
に
重
愛
」
を
獲
る
こ
と
が
、
衆
生
の
「
難
」
の
自
覚
に
お
い
て
必
然
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

2
1

（
『
定
本
』
九
七
頁
） 

2
2

安
冨
は
こ
の
親
鸞
の
読
み
に
注
目
し
て
、
「
無
明
由
存
し
て
」
の
問
い
は
、
獲
信
者
が
抱
く
普
遍
的
な
問
い
と
し
て
、
親
鸞
自
ら

の
主
体
的
な
問
い
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
（
『
真
実
信
の
開
顕―

『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
考
究―

』
一
四
六
頁
） 

ま
た
、
青
木
玲
は
、
こ
の
無
明
に
お
け
る
曇
鸞
の
問
い
が
、
後
に
展
開
す
る
信
心
の
問
答
「
三
一
問
答
」
、
「
三
経
一
異
の
問
答
」

に
関
わ
る
重
要
な
視
座
と
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
『
学
位
請
求
論
文
』
「
願
生
道―

親
鸞
に
お
け
る
「
果
遂
の
誓
」
の
意
義―

」

一
一
九
頁
） 

筆
者
は
こ
の
「
讃
嘆
門
釈
」
の
問
い
は
、
衆
生
の
「
難
信
」
の
事
実
を
反
顕
す
る
も
の
で
あ
り
、
常
に
信
の
内
に
問
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
「
三
一
問
答
」
「
三
経
一
異
の
問
答
」
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
了
解
す
る
た
め
、
青
木
の
立
場
を
と

る
。 

2
3

『
論
註
』
に
「
「
造
」
は
亦
作
な
り
、
人
に
因
て
法
を
重
ん
ず
る
こ
と
を
庶
ふ
が
故
に
某
造
と
云
ふ
」
（
『
真
聖
全
』
一
・
二
八
一

頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
曇
鸞
に
よ
っ
て
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
言
葉
に
表
さ
れ
る
法
を
讃
嘆
す
る
の
で
あ
る
。 

2
4

「
三
一
問
答
」
「
欲
生
釈
」
で
は
、
『
論
註
』
の
引
文
に
よ
り
、
親
鸞
が
第
十
八
願
成
就
文
を
「
至
心
に
回
向
せ
し
め
た
ま
え
り
」

と
読
み
替
え
る
根
拠
が
示
さ
れ
る
。
そ
こ
に
「
往
相
」
「
還
相
」
の
回
向
は
、
共
に
衆
生
を
度
さ
ん
と
す
る
如
来
大
悲
心
の
現
働
で

あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。 

若
し
は
往
・
若
し
は
還
、
皆
衆
生
を
抜
き
て
生
死
海
を
渡
せ
ん
が
為
に
、
と
の
た
ま
え
り
。
是
の
故
に
回
向
為
首
得
成
就
大
悲

心
故
と
言
え
り
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
一
二
九
頁)

 
2
5

願
力
成
就
の
内
実
は
『
論
註
』
「
不
虚
作
住
持
功
徳
」
の
文
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

言
ふ
所
の
不
虚
作
住
持
は
、
本
と
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
と
、
今
日
の
阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
と
に
依
る
な
り
。
願
以
て
力

を
成
ず
、
力
以
て
願
に
就
く
。
願
徒
然
な
ら
ず
、
力
虚
設
な
ら
ず
、
力
願
相
苻
ふ
て
畢
竟
じ
て
差
は
ざ
る
が
故
に
成
就
と
曰

ふ
。
（
『
真
聖
全
』
一
・
三
三
一
頁
） 

法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
を
因
と
し
、
阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力
を
果
と
し
て
、
こ
の
「
力
願
」
に
よ
っ
て
「
不
虚
作
住
持
」
の
功
徳

が
成
就
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
「
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
」
と
は
、
『
論
』
に
述
べ
ら
れ
る
、
「
観
仏
本
願
力 

遇
无
空
過
者 

能
令

速
満
足 

功
德
大
宝
海
」
の
一
句
を
指
す
が
、
親
鸞
は
こ
の
句
を
重
視
し
以
下
の
よ
う
に
和
讃
に
し
て
い
る
。 

本
願
力
に
あ
い
ぬ
れ
ば 

む
な
し
く
す
ぐ
る
ひ
と
ぞ
な
き 

 
 

 

功
徳
の
宝
海
み
ち
み
ち
て 

煩
悩
の
濁
水
へ
だ
て
な
し(

『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
八
二
頁)

 

親
鸞
は
「
観
仏
本
願
力
」
の
内
容
を
、
凡
夫
が
「
本
願
力
に
」
遇
う
事
実
と
し
て
了
解
し
、
そ
の
ゆ
え
に
煩
悩
の
身
に
如
来
の
「
功

徳
」
「
宝
海
」
が
満
ち
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
「
本
願
力
に
あ
い
ぬ
」
る
事
実
を
曇
鸞
は
「
法
蔵
菩
薩
」
の
願(

因
力)

と
、

阿
弥
陀
如
来
の
自
在
神
力(

果
力)

と
し
て
明
か
し
、
親
鸞
は
そ
の
曇
鸞
の
思
索
に
よ
っ
て
、
衆
生
に
行
信
が
実
現
す
る
こ
と
を
如
来
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の
「
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
」
と
し
て
確
か
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
曇
鸞
の
思
索
か
ら
親
鸞
は
、
衆
生
に
成
就
す
る
行
信
の

事
実
を
、
如
来
の
「
大
行
」
「
大
信
」
の
顕
現
と
し
て
、
「
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
」
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
の
で

あ
る
。 

2
6

「
自
利
真
実
」
の
内
容
は
、
「
化
身
土
巻
」
要
門
釈
に
引
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
浄
土
の
要
門
を
意
味
す
る
内
容

と
、
真
実
信
を
表
す
内
容
二
つ
の
意
義
を
「
至
誠
心
釈
」
か
ら
読
み
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
『
観
経
』
に
「
顕
彰
隠

蜜
の
義
」
を
開
き
見
る
と
き
に
重
要
な
視
座
と
な
る
。 

 
 

又
真
実
に
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
自
利
真
実
、
二
つ
に
は
利
他
真
実
な
り
。
自
利
真
実
と
言
う
は
、
復
二
種
有
り
。
一
つ
に
は

真
実
心
の
中
に
自
他
の
諸
悪
及
び
穢
国
等
を
制
捨
し
て
行
住
座
臥
に
、
一
切
菩
薩
の
諸
悪
を
制
捨
す
る
に
同
じ
く
我
も
亦
是
く

の
如
く
せ
ん
、
と
想
う
な
り
。
二
つ
に
は
真
実
心
の
中
に
、
自
他
凡
聖
等
の
善
を
懃
修
す
。
真
実
心
の
中
の
口
業
に
、
彼
の
阿

弥
陀
仏
及
び
依
正
二
法
を
讃
嘆
す
。
又
真
実
心
の
中
の
口
業
に
、
三
界
六
道
等
の
自
他
依
正
の
二
報
の
苦
悪
の
事
を
毀
厭
す
。

又
一
切
衆
生
の
三
業
所
為
の
善
を
讃
嘆
す
。
若
し
善
業
に
非
ず
は
、
敬
ん
で
是
れ
を
遠
ざ
か
れ
、
亦
随
喜
せ
ざ
れ
と
な
り
。
又

真
実
心
の
中
の
身
業
に
合
掌
し
礼
敬
し
四
事
等
を
も
っ
て
、
彼
の
阿
弥
陀
仏
及
び
依
正
二
報
を
供
養
す
。
又
真
実
心
の
中
の
身

業
に
、
此
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を
軽
慢
し
厭
捨
す
。
又
真
実
心
の
中
の
意
業
に
、
彼
の
阿
弥
陀
仏
及
び
依
正
二

報
を
思
想
し
観
察
し
憶
念
し
て
、
目
の
前
に
現
ぜ
る
が
如
く
す
。
又
真
実
心
の
中
の
意
業
に
、
此
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依

正
二
報
を
軽
賎
し
厭
捨
す
、
と
。(

『
定
本
』
二
八
〇
～
二
八
一
頁)

 
2
7(

『
定
本
』
一
二
七
頁)
 

2
8

こ
の
「
至
心
釈
」
・
「
欲
生
釈
」
と
「
信
楽
釈
」
の
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
、
曽
我
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。 

 
 

三
心
を
ご
解
釈
な
さ
れ
る
仕
方
が
、
至
心
釈
と
欲
生
釈
と
は
同
じ
態
度
で
あ
り
ま
す
が
、
信
楽
釈
だ
け
は
少
し
ご
解
釈
の
仕
方

が
違
う
の
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
つ
ま
り
、
至
心
も
欲
生
も
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
当
は
我
々
の
機
の
上
に
は
た

ら
く
も
の
は
信
楽
一
つ
で
あ
る
。
三
心
の
解
釈
に
つ
い
て
は
約
機
釈
と
か
約
法
釈
な
ど
と
い
う
解
釈
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

本
当
に
我
々
が
い
た
だ
く
の
は
疑
蓋
無
雑
の
一
心
で
あ
る
。
即
ち
信
楽
一
つ
で
あ
る
。(

『
曽
我
選
集
』
八
・
二
七
一
頁)

 

こ
こ
に
曽
我
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
至
心
」
「
欲
生
」
は
ど
こ
ま
で
も
、
如
来
、
法
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
内
容
は
不

実
な
る
衆
生
と
相
対
的
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
願
成
就
の
事
実
と
し
て
機
の
上
に
自
覚
さ
れ
る
の
は
「
信
楽
一
つ
」

「
疑
蓋
無
雑
の
一
心
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
位
相
の
違
い
か
ら
必
然
的
に
「
信
楽
釈
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
の
違
い
が
出
る
の

で
あ
る
。 

2
9 

「
信
楽
釈
」
の
否
定
の
論
理
に
つ
い
て
曽
我
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

往
生
を
肯
定
す
る
所
の
論
理
が
信
楽
の
論
理
か
、
か
う
尋
ね
る
と
そ
う
で
は
な
い
。
往
生
を
否
定
す
る
所
の
論
理
が
信
楽
の
論

理
で
あ
る
。
さ
う
し
て
其
の
結
果
、
信
楽
は
如
来
の
大
悲
心
、
大
い
な
る
悲
し
み
で
あ
る
。
此
の
信
楽
と
い
ふ
も
の
は
、
そ
の

如
来
の
大
い
な
る
悲
し
み
に
同
感
す
る
こ
と
、
如
来
の
底
知
れ
な
い
所
の
大
い
な
る
悩
み
、
大
い
な
る
悲
し
み
、
大
い
な
る
痛

み
に
本
当
に
同
感
し
、
真
実
に
共
鳴
す
る
、
其
の
心
が
即
ち
信
楽
で
あ
る
。
此
の
信
楽
の
如
来
の
大
い
な
る
悲
し
み
に
同
感
す
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る
な
ら
ば
、
吾
々
は
た
だ
徒
ら
に
安
価
な
る
往
生
、
化
土
の
往
生
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
肯
定
し
、
そ
れ
に
止
ま
っ
て
居
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
（
『
曽
我
選
集
』
五
・
二
〇
五
頁
） 

「
信
楽
釈
」
に
明
か
さ
れ
る
こ
と
は
、
衆
生
に
お
け
る
安
易
な
自
己
肯
定
で
は
な
く
、
「
往
生
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
の
論
理
」
、
す
な

わ
ち
如
来
に
お
け
る
絶
対
的
否
定
に
こ
そ
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
否
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
「
如
来
の
大
い
な
る
悲
し
み
」
を
感
覚

し
、
そ
の
「
大
い
な
る
痛
み
に
本
当
に
同
感
し
、
真
実
に
共
鳴
す
る
」
こ
と
、
そ
れ
を
曽
我
は
「
信
楽
」
が
「
即
ち
如
来
の
大
悲

心
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
意
味
だ
と
明
か
す
。
こ
こ
に
本
当
に
「
一
切
衆
生
」
と
し
て
の
自
己
の
信
知
が
あ
る
と
言
え
る
。
如
来

の
「
大
悲
」
の
中
に
自
己
を
発
見
し
、
そ
の
「
大
悲
心
」
に
共
感
、
共
鳴
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が
「
信

楽
の
論
理
」
な
の
で
あ
る
。
自
力
に
生
き
る
衆
生
が
想
定
し
、
理
想
と
し
て
い
る
よ
う
な
「
往
生
」
は
衆
生
の
妄
念
で
あ
る
た
め

「
安
価
な
る
往
生
」
「
化
土
の
往
生
」
で
あ
る
と
曽
我
は
述
べ
、
そ
れ
を
「
徒
に
肯
定
し
」
、
「
そ
れ
に
止
ま
っ
て
居
る
こ
と
は
出
来

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
如
来
の
「
大
悲
心
」
に
共
鳴
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
衆
生
が
想
定
し
て
い
る
よ
う
な
往
生
が

「
化
土
」
で
あ
る
と
否
定
さ
れ
、
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
全
く
主
体
の
転
換
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

3
0(

『
定
本
』
一
三
〇
頁)

 
3
1(

『
定
本
』
八
六
頁)

 
3
2(

『
定
本
』
四
八
頁)

 
3
3(

『
定
本
』
四
八
頁)

 
3
4

安
冨
は
こ
の
「
招
喚
」
と
「
勅
命
」
を
、
「
呼
び
か
け
」
と
「
絶
対
的
命
令
」
と
し
て
の
意
味
で
了
解
し
て
い
る
。(

『
真
実
信
の

開
顕―

『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
講
究―

』
二
三
四
頁)

 
3
5

ま
た
「
欲
生
釈
」
に
お
け
る
「
利
他
真
実
」
の
「
回
向
心
」
の
証
文
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

応
知
と
は
、
此
の
三
種
の
荘
厳
成
就
は
、
本
四
十
八
願
等
の
清
浄
の
願
心
の
荘
厳
し
た
ま
う
所
な
る
に
由
っ
て
、
因
浄
な
る
が

故
に
果
浄
な
り
、
因
无
く
し
て
他
の
因
有
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
と
知
る
べ
し
と
な
り
、
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
二
九
頁
） 

3
6

『
愚
禿
鈔
』
で
は
「
白
道
四
五
寸
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
釈
さ
れ
て
い
る
。 

「
白
道
四
五
寸
」
と
言
う
は
、 

白
道
と
は
、
白
の
言
は
黒
に
対
す
、
道
の
言
は
路
に
対
す
、
白
は
則
ち
是
れ
六
度
万
行
、
定
散
な
り
。
斯
れ
則
ち
自
力
小
善
の

路
な
り
。
黒
は
即
ち
是
れ
六
趣
・
四
生
・
二
十
五
有
・
十
二
類
生
の
黒
悪
道
な
り
。 

四
五
寸
と
は
、
四
の
言
は
四
大
毒
蛇
に
喩
う
る
な
り
。
五
の
言
は
五
陰
悪
獣
に
喩
う
る
な
り
。
（
『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
四
五

頁
） 

3
7

「
玄
義
分
」
で
は
、
「
横
に
四
流
を
超
断
せ
よ
」
の
後
、
以
下
の
一
七
句
が
続
く
。 

 
 

願
入
弥
陀
界 

帰
依
合
掌
礼 

世
尊
我
一
心 

帰
命
尽
十
方 

法
性
真
如
海 

報
化
等
諸
仏 

一
一
菩
薩
身 

眷
属
等
無
量 

荘
厳
及
変
化 

十
地
三
賢
海 

時
劫
満
未
満 

智
行
円
未
円 

正
使
尽
未
尽 

習
気
亡
未
亡 

功
用
無
功
用 

証
智
未
証
智 

妙
覚
及
等
覚(

『
浄
土
宗
全
書
』
二
・
一
頁)
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3
8

親
鸞
は
「
四
流
」
に
つ
い
て
、
「
横
超
断
四
流
釈
」
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
釈
し
て
い
る
。 

四
流
は
、
則
ち
四
暴
流
な
り
。
又
生
・
老
・
病
・
死
な
り
。(

『
定
本
』
一
四
二
頁)

 
3
9 

聞
と
言
う
は
衆
生
仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
き
て
疑
心
有
る
こ
と
無
し(

『
定
本
』
一
三
八
頁)

 
4
0

ま
た
親
鸞
の
菩
提
心
に
お
け
る
自
覚
内
容
に
つ
い
て
、
『
観
経
』
の
「
三
心
釈
」
の
後
に
引
か
れ
る
『
往
生
要
集
』
の
文
で
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

『
往
生
要
集
』
に
云
わ
く
、
『
入
法
界
品
』
に
言
わ
く
、
譬
え
ば
人
有
て
不
可
壊
の
薬
を
得
れ
ば
、
一
切
の
怨
敵
其
の
便
り
を

得
ざ
る
が
如
し
。
菩
薩
摩
訶
薩
も
亦
是
く
の
如
し
。
菩
提
心
不
可
壊
の
法
薬
を
得
れ
ば
、
一
切
の
煩
悩
・
諸
魔
・
怨
敵
、
壊
る

こ
と
能
ざ
る
所
な
り
。
譬
え
ば
人
有
て
住
水
宝
珠
を
得
て
其
の
身
に
瓔
珞
と
す
れ
ば
、
深
き
水
中
に
入
り
て
没
溺
せ
ざ
る
が
如

し
。
菩
提
心
の
住
水
宝
珠
を
得
れ
ば
、
生
死
海
に
入
り
て
沈
没
せ
ず
。
譬
え
ば
金
剛
は
百
千
劫
に
於
い
て
水
中
に
処
し
て
、
爛

壊
し
亦
異
変
無
き
が
如
し
。
菩
提
の
心
も
亦
復
是
く
の
如
し
。
無
量
劫
に
於
い
て
生
死
の
中
・
諸
の
煩
悩
業
に
処
す
る
に
、
断

滅
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
亦
損
減
无
し
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
一
四
頁
） 

 

こ
こ
で
は
自
利
利
他
円
満
を
課
題
と
す
る
「
菩
薩
摩
訶
薩
」
の
菩
提
心
に
つ
い
て
、
そ
の
は
た
ら
き
が
「
不
可
壊
の
法
薬
」
、
「
住

水
宝
珠
」
、
「
金
剛
」
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
心
を
成
り
立
た
せ
る
根
源
と
な
る
も
の
が
次
の
引
文
で
確
か
め
ら

れ
る
。 

 
 

又
云
わ
く
、
我
亦
彼
の
摂
取
の
中
に
在
れ
ど
も
、
煩
悩
眼
を
障
え
て
見
た
て
ま
つ
る
に
能
わ
ず
と
雖
も
、
大
悲
惓
き
こ
と
无
し

て
常
に
我
が
身
を
照
ら
し
た
ま
う
、
と
。
已
上
（
『
定
本
』
一
一
四
頁
） 

こ
こ
に
如
来
の
大
悲
は
す
で
に
衆
生
の
身
を
照
ら
し
て
い
る
と
い
う
「
摂
取
不
捨
」
の
は
た
ら
き
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
菩
提
心
と
は
衆
生
に
お
い
て
は
た
ら
く
心
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
衆
生
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
心
は
「
煩
悩
眼
を
障
え
て
見
た
て
ま
つ
る
に
能
わ
ず
」
と
い
う
衆
生
の
根
本
的
な
無
明
性
を
破
る
大
悲
の
は
た
ら
き
を
明

か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
以
上
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

そ
れ
は
「
三
一
問
答
」
で
確
認
さ
れ
た
、
願
心
と
一
如
で
あ
る
回
向
成
就
の
信
と
軌
を
一
つ
に
し
て
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
の
他
力
の
信
と
言
う
べ
き
本
願
の
信
が
、
『
往
生
要
集
』
の
引
文
と
し
て
『
華
厳
経
』
「
入
法
界
品
」
の
文
に
て
押
さ
え
ら
れ

て
い
る
の
は
、
そ
の
信
に
こ
そ
真
に
大
乗
菩
薩
道
の
課
題
で
あ
る
自
利
利
他
が
実
現
し
、
「
生
死
海
」
の
衆
生
が
「
煩
悩
業
に
処

し
」
な
が
ら
、
そ
の
煩
悩
に
障
え
ら
れ
ず
仏
道
を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、

親
鸞
が
『
往
生
要
集
』
の
文
と
し
て
、
こ
の
「
菩
提
心
不
可
壊
」
の
文
を
引
用
す
る
の
は
、
本
願
の
信
の
実
現
す
る
「
大
般
涅
槃
無

上
の
大
道
」
が
、
天
台
、
聖
道
門
の
仏
道
を
も
包
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

4
1 

曽
我
は
こ
の
浄
土
門
に
お
け
る
「
菩
提
心
」
へ
の
了
解
は
聖
道
自
力
の
菩
提
心
と
質
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

普
通
、
菩
提
心
と
い
う
の
は
聖
道
自
力
の
菩
提
心
の
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
で
は
浄
土
門
で
は
、
菩
提
心
は
不
要
で
あ
る

か
、
一
切
如
来
の
本
願
に
乗
托
す
る
か
ら―

、
菩
提
心
な
ど
、
も
と
よ
り
発
す
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
ん
な
必
要
も
な
い
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も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
、
菩
提
心
と
い
う
言
葉
は
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
浄
土
の
菩
提
心
は
聖
道
自
力
の
菩
提
心

と
、
そ
の
意
味
内
容
が
全
く
違
う
の
で
あ
る
。
異
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
浄
土
の
菩
提
心
は
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
菩
提
心
で
あ

る
。
聖
道
門
で
は
、
先
ず
、
発
菩
提
心
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
浄
土
門
で
は
、
そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
如
来
の
本

願
に
乗
托
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、
し
か
し
ひ
と
た
び
本
願
力
に
乗
托
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
最
も
高
い
と
い
う
か
最

も
深
い
と
い
う
か
、
菩
提
心
が
お
の
ず
か
ら
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
（
『
曽
我
選
集
』
八
・
三
二
九
頁
） 

 
曽
我
は
「
聖
道
自
力
の
菩
提
心
」
と
「
浄
土
の
菩
提
心
」
は
そ
の
意
味
内
容
、
質
が
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
「
涅
槃

の
真
因
」
と
し
て
の
信
、
浄
土
の
「
菩
提
心
」
は
「
横
超
」
と
い
う
本
願
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
成
就
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
本
願
と
の
値
遇
に
よ
っ
て
成
就
す
る
「
浄
土
の
菩
提
心
」
は
、
「
大
信
海
」
に
つ
い
て
の
文
に
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う

に
、
衆
生
の
努
力
や
能
力
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
成
就
し
て
く
る
「
異
質
的
な
も
の
」
で
あ
り
、
衆
生
に
娑
婆
生
活
の
中
で
大
乗

菩
薩
道
の
質
を
持
つ
仏
道
を
開
示
す
る
。
そ
れ
は
煩
悩
の
内
に
あ
っ
て
、
煩
悩
に
破
壊
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
「
発
菩
提
心
」
を

掲
げ
る
聖
道
自
力
の
仏
道
と
は
質
を
異
に
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
如
来
の
「
欲
生
心
」
を
背
景
に
持
つ
「
真
実
の
一

心
」
は
、
信
の
内
に
展
開
す
る
願
心
の
「
招
喚
の
勅
命
」
を
聞
く
も
の
で
あ
り
、
自
力
心
に
お
け
る
「
発
菩
提
心
」
を
根
拠
に
し
な

い
こ
と
か
ら
、
「
最
も
高
い
」
、
「
最
も
深
い
」
と
曽
我
は
そ
の
「
異
質
」
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。 

4
2

「
信
楽
釈
」
の
証
文
と
し
て
『
涅
槃
経
』
か
ら
以
下
の
よ
う
に
引
文
さ
れ
て
い
る
。 

又
言
わ
く
、
信
に
復
た
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
聞
従
り
生
ず
、
二
つ
に
は
思
従
り
生
ず
。
是
の
人
の
信
心
、
聞
従
り
生
じ
て
思

よ
り
生
ぜ
ざ
る
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
信
不
具
足
と
す
。
復
た
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
道
有
り
と
信
ず
、
二
つ
に
は
得
者
を
信

ず
。
是
の
人
の
信
心
、
唯
道
有
り
と
信
じ
て
、
す
べ
て
得
道
の
人
有
り
と
信
ぜ
ざ
ら
ん
、
是
れ
を
名
づ
け
て
信
不
具
足
と
す
、

と
い
え
り
。
已
上
抄
出
（
『
定
本
』
一
二
三
頁
） 

「
信
不
具
足
」
の
文
は
「
化
身
土
巻
」
「
真
門
釈
」
に
も
引
文
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
衆
生
の
「
難
信
」
の
課
題
を
明
か
す
教
言
と
し

て
親
鸞
が
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
自
力
執
心
に
沈
む
衆
生
に
お
け
る
課
題
は
、
聞
思
な
き
信
、
「
得
道
の
人

有
り
と
信
ぜ
ら
ん
」
と
い
う
、
「
邪
見
」
に
あ
る
と
知
ら
れ
る
。 

4
3

「
信
巻
」
「
信
一
念
釈
」
に
以
下
の
よ
う
に
引
か
れ
て
い
る
。 

 
 

『
涅
槃
経
』
に
言
わ
く
、
云
何
が
名
づ
け
て
聞
不
具
足
と
す
る
。
如
来
の
所
説
は
十
二
部
経
な
り
。
唯
だ
六
部
を
信
じ
て
、
未

だ
六
部
を
信
ぜ
ず
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
聞
不
具
足
と
す
。
復
た
是
の
六
部
の
経
を
受
持
す
と
雖
も
、
読
誦
に
能
わ
ず
し
て
他

の
為
に
解
説
す
る
は
、
利
益
す
る
所
な
け
ん
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
聞
不
具
足
と
す
。
又
復
た
是
の
六
部
の
経
を
受
け
已
り

て
、
論
議
の
為
の
故
に
、
勝
他
の
為
の
故
に
、
利
養
の
為
の
故
に
、
諸
有
の
為
の
故
に
、
持
読
誦
説
せ
ん
。
是
の
故
に
名
づ
け

て
聞
不
具
足
と
す
、
と
の
た
ま
え
り
。
已
上
（
『
定
本
』
一
三
七
～
一
三
八
頁
） 

こ
の
文
は
「
化
身
土
巻
」
「
真
門
釈
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
衆
生
の
「
難
信
」
の
姿
と
し
て
「
聞
不
具
足
」
の
教
言
を

親
鸞
は
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

4
4

『
摧
邪
輪
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
「
発
菩
提
心
」
の
義
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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ま
た
安
楽
集
の
上
巻
に
、
発
菩
提
心
の
義
を
明
か
す
、
内
に
四
番
の
解
釈
あ
り
。(

中
略)

 

 
 

第
三
番
に
発
心
の
異
を
顕
は
す
に
三
種
あ
り
。
謂
く
理
・
行
・
慈
悲
を
三
と
す
る
な
り
。
こ
の
三
因
、
能
く
大
菩
提
と
相
応
す

る
が
故
に
、
発
菩
提
心
と
名
づ
く
。
ま
た
浄
土
論
に
拠
る
に
云
く
、
今
発
菩
提
心
と
言
う
は
、
正
し
く
こ
の
願
作
仏
の
心
な

り
。
願
作
仏
の
心
は
、
す
な
わ
ち
度
衆
生
の
心
な
り
。
度
衆
生
の
心
と
は
、
即
ち
衆
生
を
摂
取
し
て
、
有
仏
の
国
土
に
生
れ
し

む
る
心
な
り
。
今
既
に
浄
土
に
生
れ
ん
と
願
ず
る
が
故
に
、
ま
づ
す
べ
か
ら
く
菩
提
心
を
発
す
べ
き
な
り
。
」
第
四
番
の
解
釈

の
文
、
広
多
な
り
、
具
さ
に
は
正
文
を
見
る
べ
し
。(

『
鎌
倉
旧
仏
教
』
五
三
頁
※
傍
線
筆
者)

 
こ
こ
で
は
『
浄
土
論
』
の
文
と
し
て
、
「
発
菩
提
心
」
は
自
力
心
で
発
す
も
の
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
。 

4
5

元
照
の
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
の
文
を
引
き
、
本
願
念
仏
の
意
義
に
つ
い
て
確
か
め
て
い
る
。 

 
 

 
元
照
律
師
の
云
わ
く
、
他
の
為
す
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
甚
難
な
り
。
世
挙
て
未
だ
見
た
て
ま
つ
ら
ざ
る
が
故
に
希
有
な

り
、
と
い
え
り
。 

又
云
わ
く
、
念
仏
法
門
は
愚
痴
・
豪
賎
を
簡
ば
ず
、
久
近
・
善
悪
を
論
ぜ
ず
。
唯
だ
決
誓
猛
信
を
取
れ
ば
、
臨
終
悪
相
な
れ

ど
も
十
念
に
往
生
す
。
此
れ
乃
ち
具
縛
の
凡
愚
・
屠
沽
の
下
類
、
刹
那
に
超
越
す
る
成
仏
の
法
な
り
。
世
間
甚
難
信
と
謂
う
べ

き
な
り
。 

又
云
わ
く
、
此
の
悪
世
に
於
て
修
行
成
仏
す
る
を
難
と
為
る
な
り
。
諸
の
衆
生
の
為
に
此
の
法
門
を
説
く
を
二
の
難
と
為
る

な
り
。
前
の
二
難
を
承
け
て
、
則
ち
諸
仏
所
讃
の
虚
し
か
ら
ざ
る
意
を
彰
す
。
衆
生
聞
き
て
信
受
せ
し
め
よ
と
な
り
、
と
。
已

上
（
『
定
本
』
一
三
四
～
一
三
五
頁
） 

『
阿
弥
陀
経
』
で
は
諸
仏
が
釈
尊
の
法
を
「
甚
難
」
と
し
て
讃
嘆
し
、
「
難
」
と
は
釈
尊
を
称
讃
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ

で
も
、
釈
尊
の
法
は
「
甚
難
希
有
」
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
具
縛
の
凡
愚
屠
沽
の
下
類
」
が
「
成
仏
」
す
る
法
で
あ
る
か
ら
世

間
に
と
っ
て
は
信
じ
難
い
も
の
で
あ
る
（
「
世
間
甚
難
信
」
）
、
と
一
貫
し
て
釈
尊
を
称
讃
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
濁
世
に
お
い
て
「
修
行
成
仏
」
（
自
利
）
し
、
法
門
を
説
く
こ
と
（
利
他
）
が
実
現
す
る
の
は
釈
尊
の
み
で
あ
り
明
恵
の
主
張

す
る
自
力
に
よ
る
「
発
菩
提
心
」
が
否
定
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
。
ま
た
こ
れ
は
先
の
『
論
註
』
の
引
文
を
受
け
た
も
の
と
し
て
読

め
ば
、
「
諸
仏
所
讃
」
の
内
容
は
、
「
凡
愚
」
に
「
成
仏
」
を
実
現
す
る
本
願
の
名
号
を
讃
嘆
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
難
」
と
は
本
願

力
回
向
に
よ
る
衆
生
の
「
難
信
」
の
自
覚
が
表
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

そ
う
で
あ
れ
ば
「
甚
難
希
有
」
と
は
、
諸
仏
が
「
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
か
ん
と
」
す
る
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
を
称
讃
し
、
「
具
縛

の
凡
愚
」
は
そ
の
諸
仏
の
勧
め
に
よ
っ
て
「
成
仏
の
法
」
で
あ
る
名
号
を
聞
信
し
、
「
悪
世
」
の
た
だ
中
で
「
難
信
」
の
自
覚
と
し

て
仏
道
の
歩
み
が
「
住
持
」
さ
れ
て
い
く
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
『
論
註
』
「
回
向
の
名
義
」
の
文
に
よ
っ
て
、
横
超
他
力
の
菩
提

心
の
発
起
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
、
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
の
「
世
間
甚
難
信
」
の
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
浄
土
の
菩
提
心
は
悪
世
に
生
き

る
「
凡
愚
」
に
は
た
だ
「
難
信
」
と
い
う
自
覚
と
し
て
相
続
さ
れ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
「
甚
難
」
「
難
信
」
の
課
題

は
「
化
身
土
巻
」
「
真
門
釈
」
に
て
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
次
章
に
て
改
め
て
確
か
め
た
い
。 

4
6

『
大
経
』
に
説
か
れ
る
「
願
力
自
然
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
延
塚
知
道
が
詳
細
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
（
『
教
行
信
証 

そ
の
構
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造
と
核
心
』
・
「
一
心
帰
命
と
一
心
願
生
」
『
親
鸞
教
学
』
一
〇
九
） 

延
塚
は
、
そ
こ
で
「
真
の
仏
弟
子
」
の
定
義
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
必
可
超
証
大
涅
槃
」
に
つ
い
て
、
『
大
経
』
『
大
阿
弥
陀
経
』

の
引
文
の
内
容
に
注
意
し
、
念
仏
者
が
そ
の
歩
み
の
中
で
三
毒
五
悪
の
煩
悩
を
超
え
て
い
く
娑
婆
で
の
生
活
規
範
を
開
く
も
の
と
し

て
い
る 

4
7 

 

報
え
て
道
わ
く
、
『
論
の
註
』
に
曰
く
、
問
う
て
曰
く
、
『
無
量
寿
経
』
に
言
く
、
往
生
を
願
ぜ
ん
者
皆
な
往
生
を
得
し
む
。

唯
五
逆
と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
、
と
。
『
観
無
量
寿
経
』
に
、
五
逆
・
十
悪
諸
の
不
善
を
具
せ
る
も
の
、
亦
往
生
を
得
、
と
言

え
り
。
此
の
二
経
云
何
が
会
せ
ん
や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
一
経
に
は
二
種
の
重
罪
を
具
す
る
を
以
て
な
り
。
一
つ
に
は
五
逆
、

二
つ
に
は
誹
謗
正
法
な
り
。
此
の
二
種
の
罪
を
以
て
の
故
に
、
こ
の
故
に
往
生
を
得
ず
。
一
経
は
但
だ
、
十
悪
・
五
逆
等
の
罪

を
作
る
と
言
う
て
、
正
法
を
誹
謗
す
と
言
わ
ず
。
正
法
を
謗
せ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
是
の
故
に
生
を
得
し
む
、
と
。 

問
う
て
曰
わ
く
、
仮
使
い
一
人
は
五
逆
罪
を
具
し
て
正
法
を
誹
謗
せ
ざ
れ
ば
、
経
に
得
生
を
許
す
。
復
た
一
人
有
り
て
、
但

だ
正
法
を
誹
謗
し
て
五
逆
諸
の
罪
无
き
も
の
、
往
生
を
願
ぜ
ば
、
生
を
得
る
や
い
な
や
。
答
え
て
曰
わ
く
、
但
だ
正
法
を
誹
謗

せ
し
め
て
、
更
に
余
の
罪
无
し
と
雖
も
、
必
ず
生
を
得
じ
。
何
を
以
て
是
れ
を
言
わ
ば
、
経
に
言
わ
く
、
五
逆
の
罪
人
、
阿
鼻

大
地
獄
の
中
に
堕
し
て
、
具
に
一
劫
の
重
罪
を
受
く
。
誹
謗
正
法
の
人
は
、
阿
鼻
大
地
獄
の
中
に
堕
し
て
、
此
の
劫
若
し
尽
く

れ
ば
、
復
た
転
じ
て
他
方
の
阿
鼻
大
地
獄
の
中
に
至
る
。
是
の
如
く
展
転
し
て
、
百
千
の
阿
鼻
大
地
獄
を
径
。
仏
出
ず
る
こ
と

を
得
る
時
節
を
記
し
た
ま
わ
ず
、
誹
謗
正
法
の
罪
極
重
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
又
正
法
は
即
ち
是
れ
仏
法
な
り
。
此
の
愚
痴

の
人
、
既
に
誹
謗
を
生
ず
。
安
く
ん
ぞ
仏
土
に
願
生
す
る
の
理
有
ら
ん
や
。
仮
使
い
但
彼
の
安
楽
に
生
ま
る
る
こ
と
を
貪
し
て

生
を
願
ぜ
ん
は
、
亦
水
に
非
ざ
る
の
氷
、
煙
无
き
の
火
を
求
め
ん
が
如
し
、
豈
に
得
る
理
有
ら
ん
や
。(

『
定
本
』
一
八
四
～

一
八
五
頁)
 

第
二
問
答
で
は
『
観
経
』
の
経
説
に
よ
っ
て
「
五
逆
」
の
者
は
往
生
を
得
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。 

第
三
問
答
で
は
「
誹
謗
正
法
」
の
罪
の
「
極
重
」
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
「
誹
謗
」
の
者
は
往
生
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
た
め
、

「
豈
に
得
る
理
有
ら
ん
や
」(

往
生
を
得
る
こ
と
は
な
い)

と
述
べ
ら
れ
る
。 

4
8

こ
れ
は
「
化
身
土
巻
」
「
真
門
釈
」
に
「
定
散
の
専
心
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

定
散
の
専
心
と
は
、
罪
福
を
信
ず
る
心
を
以
て
本
願
力
を
願
求
す
、
是
れ
を
自
力
の
専
心
と
名
づ
く
る
な
り
。
（
『
定
本
』
二
九

五
頁
） 
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第
二
章 

三
経
の
大
綱―

金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り―

 

  

第
一
節 

『
観
経
』
三
心
一
異
を
問
う―

「
要
門
釈
」
の
展
開
か
ら―

―
 

 

第
一
項 

「
化
身
土
巻
」
の
問
答―

三
経
へ
の
視
座―

 

親
鸞
は
「
信
巻
」
に
お
い
て
、『
大
経
』
第
十
八
願
に
説
か
れ
る
如
来
の
三
信
と
、
天
親
の
「
我
一
心
」
の
関
係
を
問
い
、
本
願
力

回
向
の
信
心
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
真
実
の
信
楽
」
に
お
い
て
、
如
来
の
大
悲
心
を
感
得
す
る
と
い
う
、
如
来
と
一

つ
と
し
て
の
信
の
表
明
で
あ
っ
た
。 

「
化
身
土
巻
」
に
は
、
そ
の
「
信
巻
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
真
実
信
心
を
立
脚
地
と
し
て
、
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
三
心
と
、
『
阿

弥
陀
経
』
に
説
か
れ
る
一
心
の
意
義
に
つ
い
て
問
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

問
う
。
『
大
本
』
の
三
心
と
、
『
観
経
』
の
三
心
と
、
一
異
云
何
ぞ
や
。(

『
定
本
』
二
七
六
頁)

 

 

又
問
う
。
『
大
本
』
と
『
観
経
』
の
三
心
と
、
『
小
本
』
の
一
心
と
、
一
異
云
何
ぞ
や
。(

『
定
本
』
二
九
二
頁)

 

 

こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
『
大
経
』
第
十
八
願
に
誓
わ
れ
る
如
来
の
三
心
と
、『
観
経
』
の
三
心
・『
阿
弥
陀
経
』
の
一
心
と
の
「
一
異
」

を
問
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
尋
ね
て
い
る
。 

 

法
然
は
『
観
経
』
の
三
心
に
つ
い
て
、
善
導
の
思
索
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
了
解
し
て
い
る
。 

 
 

今
此
の
経
の
三
心
は
、
即
ち
本
願
の
三
心
を
開
く
。
爾
る
故
は
、
至
心
は
至
誠
心
な
り
、
信
楽
と
は
深
心
な
り
、
欲
生
我
国
と

は
回
向
発
願
心
な
り
。(

『
真
聖
全
』
四
・
三
五
二
頁)

 

『
漢
語
燈
録
』
「
観
経
釈
」
に
述
べ
ら
れ
る
こ
の
文
で
は
、
『
観
経
』
の
三
心
が
『
大
経
』
の
本
願
の
三
心
を
示
す
と
い
う
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
法
然
は
、
『
観
経
』
『
大
経
』
の
三
心
に
そ
の
異
な
り
を
見
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
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視
座
に
つ
い
て
、
親
鸞
著
作
の
法
然
の
言
行
録
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

諸
経
の
中
に
と
く
と
こ
ろ
の
極
楽
の
荘
厳
等
は
、
み
な
こ
れ
四
十
八
願
成
就
の
文
な
り
。
念
仏
を
勧
進
す
る
と
こ
ろ
は
、
第
十

八
の
願
成
就
の
文
な
り
。
『
観
経
』
の
三
心
、
『
小
経
』
の
一
心
不
乱
、
大
経
の
願
成
就
の
文
の
信
心
歓
喜
と
、
同
じ
き
流
通
の

歓
喜
踊
躍
と
、
み
な
こ
れ
至
心
信
楽
之
心
な
り
と
云
り
。
こ
れ
ら
の
心
を
も
て
、
念
仏
の
三
心
を
釈
し
た
ま
へ
る
な
り
と
。
云

云(

『
真
聖
全
』
四
・
一
三
二
頁)

 
こ
の
文
に
は
、
「
観
経
の
三
心
」
、
「
小
経
の
一
心
」
、
ま
た
「
大
経
の
願
成
就
の
文
の
信
心
歓
喜
」
、
流
通
分
の
「
歓
喜
踊
躍
」
、
こ
れ

ら
が
み
な
「
至
心
信
楽
之
心
」
を
指
す
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。「
こ
れ
ら
の
心
を
も
て
、
念
仏
の
三
心
を
釈
し
た
ま
へ
る
な
り
」
と

あ
る
よ
う
に
、
法
然
の
三
心
理
解
は
こ
の
了
解
が
根
に
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
は
法
然
の
『
観
経
』

三
心
理
解
を
、
そ
の
真
意
は
『
大
経
』
第
十
八
願
成
就
の
信
「
至
心
信
楽
の
心
」
に
あ
る
と
明
か
し
、
そ
の
本
願
成
就
の
信
が
「
三

経
」
の
根
本
に
あ
る
の
だ
と
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
視
座
か
ら
、
「
化
身
土
巻
」
で
は
『
観
経
』
三
心
と
、
『
阿
弥
陀
経
』
の
一
心
に
つ
い
て
の
問
答
が
展
開
さ
れ
る
と
言

え
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
親
鸞
が
『
観
経
』
三
心
と
『
阿
弥
陀
経
』
一
心
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
必
然
性
は
ど
こ

に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
れ
は
、
問
い
の
答
え
が
二
経
の
「
顕
彰
隠
蜜
之
義
」
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

親
鸞
は
、
第
十
九
願
、
二
十
願
に
よ
っ
て
、
『
観
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
の
経
意
を
開
き
見
て
、
釈
尊
の
「
善
巧
」
と
し
て
そ
こ
に
方
便

誘
引
の
義
を
見
出
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、「
方
便
化
身
土
巻
」
の
問
答
は
、
全
体
と
し
て
釈
尊
の
「
善
巧
」
方
便
、
ま
た
そ
の
背
景

に
あ
る
如
来
の
大
悲
方
便
へ
の
聞
思
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
。
そ
れ
は
先
に
「
別
序
」
に
て
、
信
楽
獲
得
の
内
実
と
し
て
、 

 
 

信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
如
来
選
択
の
願
心
自
り
発
起
す
、
真
心
を
開
闡
す
る
こ
と
は
、
大
聖
矜
哀
の
善
巧
従
り
顕
彰
せ
り
。

然
る
に
末
代
の
道
俗
・
近
世
の
宗
師
、
自
性
唯
心
に
沈
み
て
浄
土
の
真
証
を
貶
す
、
定
散
の
自
心
に
迷
い
て
金
剛
の
真
信
に
昏

し
。(

『
定
本
』
九
五
頁)
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と
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
大
聖
矜
哀
の
善
巧
」
を
示
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
善
巧
」
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は

同
時
に
、
「
末
代
の
道
俗
」
の
「
沈
」
「
迷
」
の
現
実
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
「
別
序
」
の
視
座
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
法
然
の
掲
げ
た
「
専
修
念
仏
」
へ
の
批
判
、
異
義
に
つ
い
て
、
そ
の
根
に
あ

る
問
題
が
「
定
散
自
心
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
、「
金
剛
の
真
信
に
昏
」
い
と
い
う
問
題
、
本
願
力
回
向
の
信
の
不
徹
底
さ
に
あ
る

と
受
け
止
め
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
の
問
題
を
、「
虚
偽
」
な
る
一
切
衆
生
の
相
と
し
て
、
釈
尊
の
「
善
巧
」
方
便
の
意
味
を
「
化

身
土
巻
」
の
問
答
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
第
十
九
願
、
二
十
願
へ
の
親
鸞
の
眼
目
は
、
本
願
に
「
唯
除
」
さ

れ
続
け
る
虚
仮
不
実
な
る
衆
生
の
実
相
に
あ
り
、
そ
の
中
の
一
人
と
し
て
本
願
に
異
な
る
こ
と
を
歎
く
、
「
歎
異1

」
の
精
神
に
あ
る

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

今
章
に
お
い
て
は
、「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
二
つ
の
問
答
「
三
経
一
異
の
問
答
」
を
通
し
て
、
親
鸞
が
「
大
聖
矜
哀
の
善
巧
」
を

い
か
な
る
は
た
ら
き
と
し
て
明
か
す
の
か
確
か
め
、
三
経
を
「
金
剛
の
真
心
を
以
て
最
要
と
せ
り2

」
と
見
出
し
て
い
く
思
索
の
展
開

を
押
さ
え
た
い
。 

 

第
二
項 

「
要
門
釈
」
の
展
開―
方
便
化
身
の
浄
土―

 

 

先
に
親
鸞
の
三
経
へ
の
視
座
を
確
認
し
、
「
化
身
土
巻
」
の
問
答
が
釈
尊
の
「
善
巧
方
便
」
を
明
か
す
こ
と
に
眼
目
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
は
「
虚
偽
」
に
沈
ん
で
い
く
衆
生
の
実
相
に
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
よ
う
な
「
化
身
土
巻
」
で
の
視
座

を
踏
ま
え
て
、「
要
門
釈
」
の
思
索
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
押
さ
え
た
い
。
第
十
九
願
「
要
門
釈
」
の
思
索
が
展
開
す
る
上

で
、
「
化
身
土
巻
」
劈
頭
の
以
下
の
文
言
が
重
要
な
視
座
に
な
っ
て
い
る
。 

然
る
に
濁
世
の
群
萠
、
穢
悪
の
含
識
、
乃
し
九
十
五
種
の
邪
道
を
出
で
て
、
半
満
・
権
実
の
法
門
に
入
る
と
雖
も
、
真
な
る
者

は
、
甚
だ
以
て
難
く
、
実
な
る
者
は
甚
だ
以
て
希
な
り
。
偽
な
る
者
は
、
甚
だ
以
て
多
く
、
虚
な
る
者
は
、
甚
だ
以
て
滋
し
。

是
を
以
て
釈
迦
牟
尼
仏
、
福
徳
蔵
を
顕
説
し
て
群
生
海
を
誘
引
し
、
阿
弥
陀
如
来
、
本
誓
願
を
発
し
て
普
く
諸
有
海
を
化
し
た



 

98 

 

ま
う
。
既
に
而
て
悲
願
有
す
。
修
諸
功
徳
之
願
と
名
づ
く
、
復
た
臨
終
現
前
之
願
と
名
づ
く
、
復
た
現
前
導
生
之
願
と
名
づ
く
、

復
た
来
迎
引
接
之
願
と
名
づ
く
。
亦
至
心
発
願
之
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。
（
『
定
本
』
二
六
九
頁
） 

「
濁
世
の
群
萌
」
が
、
邪
道
を
出
て
「
半
満
・
権
実
の
」
法
門
に
触
れ
よ
う
と
も
、
「
真
」
「
実
」
な
る
者
は
「
難
」
く
「
希
」
な
り

と
述
べ
ら
れ
、「
偽
」「
虚
」
な
る
者
が
「
多
く
」「
滋
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
衆
生
の
現
実
の
た
め
に
、
釈
尊
は
第

十
九
願
「
修
諸
功
徳
之
願
」
を
説
き
、「
群
生
海
」
を
大
悲
の
願
海
へ
誘
引
す
る
の
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
阿
弥
陀
如

来
が
「
諸
有
海
」
を
教
化
す
る
た
め
に
発
し
た
誓
願
、
す
で
に
衆
生
の
姿
を
先
だ
っ
て
み
そ
な
わ
し
て
い
る
「
悲
願
」
の
は
た
ら
き

と
し
て
、
「
至
心
発
願
之
願
と
名
づ
く
可
き
な
り
」
と
明
か
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
化
身
土
巻
」
の
標
挙
は
、 

 
 

無
量
寿
仏
観
経
之
意 

至
心
発
願
之
願 

 
 

邪
定
聚
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
双
樹
林
下
往
生 

阿
弥
陀
経
之
意
な
り 

至
心
回
向
之
願 

 
 

不
定
聚
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

難
思
往
生(

『
定
本
』
二
六
八
頁)

 

こ
の
よ
う
に
第
十
九
願
、
二
十
願
に
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
確
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
十

九
願
は
、
諸
々
の
功
徳
を
修
し
至
心
に
発
願
し
て
い
く
者
、
自
力
心
に
よ
っ
て
功
徳
を
修
し
て
い
く
者
の
た
め
に
発
さ
れ
た
願
と
し

て
、
親
鸞
は
「
修
諸
功
徳
」
「
至
心
発
願
」
と
そ
の
願
意
を
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。 

 
 

此
の
願
成
就
の
文
は
、
即
ち
三
輩
の
文
是
れ
な
り
、
『
観
経
』
の
定
散
九
品
の
文
是
れ
な
り
。(

『
定
本
』
二
七
一
頁)

 

第
十
九
願
成
就
の
文
は
『
大
経
』
の
三
輩
の
文
と
『
観
経
』
の
定
散
九
品
の
文
と
指
示
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
経
説(

「
三
輩
の
文
」「
定

散
九
品
の
文
」)

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
続
い
て
『
大
経
』
、『
如
来
会
』
、『
観
経
疏
』
、『
述
文
賛
』
、『
往
生
要
集
』
の
文
に
て
明
か
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さ
れ
る
。
自
力
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
万
善
諸
行
を
修
し
て
い
く
行
者(

そ
の
よ
う
な
人
間
の
あ
り
方)

に
開
か
れ
る
境
界
と
は
い
か
な
る

も
の
か
。
そ
れ
が
次
に
引
か
れ
る
、
「
道
場
樹
の
文
」
と
、
「
疑
城
胎
宮
の
文
」
に
表
さ
れ
て
い
る
。 

又
『
大
経
』
に
言
わ
く
、
又
無
量
寿
仏
の
其
の
道
場
樹
は
、
高
さ
四
百
万
里
な
り
。
其
の
本
、
周
囲
五
十
由
旬
な
り
。
枝
葉
四

に
布
き
て
二
十
万
里
な
り
。
一
切
の
衆
宝
自
然
に
合
成
せ
り
。
月
光
摩
尼
・
持
海
輪
宝
の
衆
宝
の
王
た
る
を
以
て
、
之
れ
を
荘

厳
せ
り
。
乃
至 

阿
難
、
若
し
彼
の
国
の
人
天
、
此
の
樹
を
見
る
者
は
三
法
忍
を
得
ん
。
一
つ
に
は
音
響
忍
、
二
つ
に
は
柔
順

忍
、
三
つ
に
は
無
生
法
忍
な
り
。
此
れ
皆
な
無
量
寿
仏
の
威
神
力
の
故
に
、
本
願
力
の
故
に
、
満
足
願
の
故
に
、
明
了
願
の
故

に
、
堅
固
願
の
故
に
、
究
竟
願
の
故
な
り
と
。
乃
至 

又
講
堂
・
精
舎
・
宮
殿
・
楼
観
皆
な
七
宝
を
以
て
荘
厳
し
、
自
然
に
化

成
せ
り
。
復
た
真
珠
・
明
月
摩
尼
・
衆
宝
を
以
て
、
以
て
交
露
と
す
。
其
の
上
に
覆
蓋
せ
り
。
内
外
左
右
に
諸
の
浴
池
有
り
。

十
由
旬
或
る
い
は
二
十
・
三
十
乃
至
百
千
由
旬
な
り
。
縦
広
深
浅
各
皆
な
一
等
な
り
。
八
功
徳
水
湛
然
と
し
て
盈
満
せ
り
。
清

浄
香
潔
に
し
て
、
味
わ
い
甘
露
の
如
し
、
と
（
『
定
本
』
二
七
一
頁
） 

こ
れ
は
「
道
場
樹
の
願3

」
成
就
の
内
容
を
表
し
、
親
鸞
は
『
三
経
往
生
文
類
』
の
「
観
経
往
生
」
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
こ
の
文

を
証
文
と
し
て
い
る
。 

道
場
樹
と
は
仏
道
を
成
就
す
る
場
所
に
存
在
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
菩
提
樹
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

道
場
樹
の
五
感
に
訴
え
か
け
る
は
た
ら
き
を
表
す
箇
所
は
乃
至
さ
れ
、「
此
の
樹
を
見
る
者
は
三
法
忍
を
得
ん
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ

し
て
続
い
て
「
此
れ
皆
無
量
寿
仏
の
威
神
力
の
故
に
、
本
願
力
の
故
に
、
満
足
願
の
故
に
、
明
了
願
の
故
に
、
堅
固
願
の
故
に
、
究

竟
願
の
故
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
土
の
荘
厳
が
述
べ
ら
れ
て
い
く
。 

す
な
わ
ち
、「
修
諸
功
徳
」
の
行
者
に
準
じ
て
仏
道
成
就
の
場
が
「
道
場
樹
」
と
し
て
開
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
「
三

法
忍
を
得
る
」
こ
と
が
実
現
す
る
の
は
、
自
力
修
行
が
根
拠
と
な
る
の
で
は
な
く
、「
無
量
寿
仏
の
威
神
力
」
が
根
拠
と
な
る
の
で
あ

る
と
親
鸞
は
確
か
め
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
「
道
場
樹
」
を
親
鸞
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
和
讃
に
は
以
下
の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
。 

七
宝
講
堂
道
場
樹 

方
便
化
身
の
浄
土
な
り 
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十
方
来
生
き
わ
も
な
し 

講
堂
道
場
礼
す
べ
し(

『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
二
四
頁)

 

「
七
宝
講
堂
道
場
樹
」
、
「
講
堂
道
場
礼
す
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
諸
行
を
修
し
て
い
く
行
者
の
求
め
に
応
じ
て
説
か

れ
る
場
は
、
仏
道
修
行
に
最
適
な
修
行
環
境
「
講
堂
道
場
」
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
お
い
て
「
無
量
寿
仏
」
の
「
本

願
力
」
に
遇
う
こ
と
で
「
三
法
忍
を
得
る
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
「
本
願
力
」
に
遇
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
「
方
便
化

身
の
浄
土
」
と
し
て
、
畢
竟
「
三
法
忍
を
得
る
」
こ
と
は
な
い
の
だ
と
言
え
る
。 

で
は
い
か
に
し
て
自
力
諸
行
を
修
し
て
い
く
者
が
「
本
願
力
」
と
出
遇
う
の
か
。
そ
れ
が
、
「
道
場
樹
の
文
」
と
共
に
引
か
れ
る
、

「
疑
城
胎
宮
」
「
胎
化
得
失
の
文
」
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
る
。 

又
言
わ
く
、
其
れ
胎
生
の
者
は
処
す
る
所
の
宮
殿
、
或
い
は
百
由
旬
、
或
い
は
五
百
由
旬
な
り
。
各
其
の
中
に
し
て
諸
の
快
楽

を
受
く
る
こ
と
、
忉
利
天
上
の
如
し
。
亦
皆
な
自
然
な
り
。
爾
の
時
に
慈
氏
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
、
世
尊
、
何
の
因
・

何
の
縁
あ
っ
て
か
、
彼
の
国
の
人
民
・
胎
生
・
化
生
な
る
と
。
仏
、
慈
氏
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
若
し
衆
生
有
て
、
疑
惑
心
を
以

て
諸
の
功
徳
を
修
し
て
、
彼
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
。
仏
智
・
不
思
議
智
・
不
可
称
智
・
大
乗
広
智
・
無
等
無
倫
最
上
勝

智
を
了
ら
ず
し
て
、
此
の
諸
智
に
於
て
疑
惑
し
て
信
ぜ
ず
。
然
も
猶
罪
福
を
信
じ
て
、
善
本
を
修
習
し
て
、
其
の
国
に
生
ま
れ

ん
と
願
ぜ
ん
。
此
の
所
の
衆
生
、
彼
の
宮
殿
に
生
ま
れ
て
、
寿
五
百
歳
、
常
に
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
、
経
法
を
聞
か
ず
、
菩

薩
・
声
聞
・
聖
衆
を
見
ず
。
是
の
故
に
彼
の
国
土
に
は
之
を
胎
生
と
謂
う
。(

『
定
本
』
二
七
二
頁)

 

「
講
堂
道
場
」
と
し
て
の
「
方
便
化
身
の
浄
土
」
に
生
ま
れ
る
修
諸
功
徳
の
行
者
の
課
題
が
、「
疑
惑
心
を
以
て
諸
の
功
徳
を
修
し
て
、

彼
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
」
、
「
罪
福
を
信
じ
て
、
善
本
を
修
習
し
て
、
其
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
」
と
、
「
疑
惑
心
」
「
罪

福
心
」
の
信
心
の
問
題
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
自
力
心
に
よ
っ
て
諸
行
を
修
し
て
い
く
者
の
問
題
は
「
罪
福
を
信
じ
て
、
善
本

を
修
習
」
す
る
と
い
う
こ
と
に
根
ざ
し
、「
常
に
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
」
と
、
畢
竟
仏
道
を
成
ず
る
こ
と
が
な
い
と
明
か
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
「
胎
生
」
の
者
の
問
題
で
あ
る
と
押
さ
え
ら
れ
、
よ
り
第
十
九
願
の
機
の
実
相
が
明
確
に
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て 

仏
、
弥
勒
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
此
の
諸
の
衆
生
亦
復
た
是
の
如
し
。
仏
智
を
疑
惑
す
る
を
以
て
の
故
に
、
彼
の
胎
宮
に
生
ま
れ
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ん
。
乃
至 

若
し
此
の
衆
生
、
其
の
本
の
罪
を
識
り
て
、
深
く
自
ら
悔
責
し
て
、
彼
の
処
を
離
る
る
こ
と
を
求
め
ん
。
乃
至 

弥

勒
、
当
に
知
る
べ
し
。
其
れ
菩
薩
有
り
て
疑
惑
を
生
ぜ
ば
、
大
利
を
失
す
と
す
。
已
上
抄
出(

『
定
本
』
二
七
三
頁)

 

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
大
経
』
全
体
の
引
文
は
非
常
に
乃
至
が
多
く
、
丁
寧
に
精
査
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

元
の
『
大
経
』
の
文
脈
で
は
、
先
に
乃
至
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
、
何
度
も
「
胎
生
」
と
い
う
あ
り
方
か
ら
離
れ
る
と
い
う
内
容
の

文
は
見
受
け
ら
れ
る4

。
し
か
し
「
仏
智
を
疑
惑
す
る
を
以
て
の
故
に
、
彼
の
胎
宮
に
生
ま
れ
ん
」
と
、
「
胎
生
」
の
理
由
が
「
仏
智

を
疑
惑
」
す
る
こ
と
に
よ
る
と
明
か
さ
れ
て
か
ら
、「
其
の
本
の
罪
を
識
り
て
、
深
く
自
ら
悔
責
し
て
、
彼
の
処
を
離
る
る
こ
と
を
求

め
ん
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
こ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
諸
功
徳
の
行
者
の
課
題
を
「
仏
智
を
疑
惑
」
す
る
と

い
う
問
題
に
見
定
め
て
い
る
と
言
え
る
。 

修
諸
功
徳
の
行
者
は
、
「
寿
五
百
歳
、
常
に
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
」
仏
道
が
成
就
し
な
い
理
由
を
、
「
仏
智
を
疑
惑
」
す
る
と
い

う
根
本
的
罪
と
し
て
教
え
ら
れ
る
。
そ
の
衆
生
の
疑
惑
心
を
照
破
す
る
「
方
便
化
土
」
「
胎
生
」
の
教
え
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
「
深

く
自
ら
悔
責
し
て
、
彼
の
処
を
離
る
る
こ
と
を
求
め
ん
」
と
い
う
懺
悔
が
行
者
に
起
こ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
仏
智
疑
惑
」

の
罪
と
は
、
衆
生
が
自
ら
自
覚
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、「
方
便
化
土
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
知
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
に
引
か
れ
る
『
如
来
会
』
の
引
文
で
は
よ
り
明
確
に
「
自
ら
の
善
根
に
於
い
て
信
を
生
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。

仏
の
名
を
聞
く
に
由
て
信
心
を
起
こ
す
が
故
に5

」
と
明
か
さ
れ
、
「
仏
名
」
を
「
聞
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
信
心
を
起
こ
す
の
で
あ
っ

て
、
「
自
ら
の
善
根
」
で
信
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る6

。 

こ
れ
ら
「
胎
化
得
失
の
文
」
に
よ
っ
て
、
修
諸
功
徳
の
行
者
の
根
に
自
力
執
心
に
お
け
る
「
疑
惑
の
罪
」
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
さ

れ
る
。「
若
し
胎
生
せ
ば
宜
し
く
之
れ
を
重
く
捨
つ
べ
し7
」
と
『
述
文
賛
』
の
引
文
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
化
土
」
の
教
え
に
よ

っ
て
そ
の
罪
の
重
さ
を
知
り
、
そ
の
化
土
往
生
の
あ
り
方
を
捨
て
、
離
れ
て
い
く
こ
と
が
教
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

こ
に
如
来
の
方
便
と
し
て
の
釈
尊
の
善
巧
の
は
た
ら
き
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
仏
智
疑
惑
に
お
け
る
「
罪
福
心
」
の
問

題
は
、
後
に
第
二
十
願
「
真
門
釈
」
に
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
問
題
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
胎
生
」
の
問
題
は
第
十
九
願
、
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二
十
願
を
貫
く
経
説
と
し
て
了
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
『
大
経
』
「
胎
化
得
失
の
文
」
に
続
き
、
「
疑
城
胎
宮
」
と
同
じ
く
方
便
化
土
を
表
す
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
懈
慢
界
」

の
文
が
引
か
れ
て
い
る
。 

首
楞
厳
院
の
『
要
集
』
に
、
感
法
師
の
釈
を
引
き
て
云
く
、
問
う
、『
菩
薩
処
胎
経
』
の
第
二
に
説
か
く
、
西
方
此
の
閻
浮
提
を

去
る
こ
と
十
二
億
那
由
他
に
懈
慢
界
有
り
。
乃
至 

意
を
発
せ
る
衆
生
、
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
者
、
皆
な
深
く

懈
慢
国
土
に
着
し
て
、
前
進
ん
で
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ま
る
る
こ
と
能
わ
ず
。
億
千
万
の
衆
、
時
に
一
人
有
り
て
、
能
く
阿
弥
陀

仏
国
に
生
ず
と
云
云
。
此
の
経
を
以
て
准
難
す
る
に
、
生
を
得
べ
し
や
。
答
う
、『
群
疑
論
』
に
善
導
和
尚
の
前
の
文
を
引
き
て

此
の
難
を
釈
し
て
、
又
自
ら
助
成
し
て
云
く
、
此
の
経
の
下
の
文
に
言
わ
く
、
何
を
以
て
の
故
に
、
皆
な
懈
慢
に
由
て
執
心
牢

固
な
ら
ず
、
と
。
是
に
知
り
ぬ
、
雑
修
の
者
は
執
心
不
牢
の
人
と
す
。
故
に
懈
慢
国
に
生
ず
る
な
り
。
若
し
雑
修
せ
ず
し
て
専

ら
此
の
業
を
行
ぜ
る
、
此
れ
即
ち
執
心
牢
固
に
し
て
、
定
め
て
極
楽
国
に
生
ま
れ
ん
。
乃
至 

又
報
の
浄
土
に
生
ず
る
者
は
極

め
て
少
な
し
、
化
の
浄
土
の
中
に
生
ず
る
者
は
少
な
か
ら
ず
。
故
に
経
の
別
説
、
実
に
相
違
せ
ざ
る
な
り
、
と
。
已
上
略
抄(

『
定

本
』
二
七
四
～
二
七
五
頁)

 

こ
の
文
は
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
経
説
を
釈
し
た
懐
感
の
『
群
疑
論
』
の
文
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
源
信
の
『
往
生
要
集
』
の
文
と
し

て
引
い
て
い
る8

。
内
容
と
し
て
は
、
善
導
の
述
べ
る
雑
修
の
者
は
、
浄
土
へ
「
執
心
」
が
不
牢
の
ゆ
え
に
「
懈
慢
界
」
に
生
ま
れ
、

念
仏
を
専
修
す
る
者
は
阿
弥
陀
の
報
土
へ
の
「
執
心
牢
固
」
の
ゆ
え
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

念
仏
を
専
ら
修
す
こ
と
、
専
修
を
勧
め
る
文
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
専
修
雑
修
の
根
に
「
執
心
牢
固
」「
執
心
不

牢
」
と
い
う
、
信
心
の
問
題
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

す
な
わ
ち
、
先
の
『
大
経
』「
胎
化
得
失
の
文
」
か
ら
の
展
開
を
見
れ
ば
、
修
諸
功
徳
の
者
は
無
意
識
的
に
「
仏
智
を
疑
惑
」
す
る

罪
が
あ
る
ゆ
え
に
、
仏
に
見
え
る
こ
と
が
で
き
ず
「
胎
生
」
に
陥
っ
て
い
く
。
そ
の
罪
は
自
身
か
ら
自
覚
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

た
だ
仏
か
ら
の
教
え
に
よ
っ
て
「
懺
悔
」
し
離
れ
る
こ
と
を
求
め
得
る
。
そ
の
「
懺
悔
」
の
事
実
は
、「
仏
の
名
」
を
聞
く
こ
と
に
よ
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っ
て
信
心
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
り
、
自
ら
の
善
根
功
徳
の
多
少
に
よ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
胎
生
」
に
お
け
る
疑
惑
の

問
題
が
、
源
信
の
『
往
生
要
集
』
の
文
に
よ
れ
ば
、
「
懈
慢
界
」
に
生
ま
れ
る
「
執
心
不
牢
」
「
雑
修
の
者
」
の
姿
で
あ
る
と
明
か
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
修
諸
功
徳
」
、「
雑
修
の
者
」
と
は
形
の
上
で
は
、
往
生
を
願
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
畢

竟
「
虚
偽
」
な
る
姿
に
留
ま
り
「
三
法
忍
を
得
る
」
こ
と
が
な
い
と
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
の

名
を
聞
き
、
浄
土
へ
の
「
執
心
」
が
「
牢
固
」
に
な
る
「
専
修
念
仏
」
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
勧
め
る
の
で
あ
る
。 

 
爾
夫
れ
楞
厳
の
和
尚
の
解
義
を
按
ず
る
に
、
念
仏
証
拠
門
の
中
に
、
第
十
八
の
願
は
、
別
願
の
中
の
別
願
な
り
と
顕
開
し
た
ま

え
り
。『
観
経
』
の
定
散
諸
機
は
、
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
と
勧
励
し
た
ま
え
る
な
り
。
濁
世
の
道
俗
、
善
く
自
ら
己
が
能
を
思
量

せ
よ
と
な
り
。
知
る
応
し
。(

『
定
本
』
二
七
五
～
二
七
六
頁)

 

源
信
の
『
往
生
要
集
』
に
第
十
八
願
が
「
別
願
の
中
の
別
願
」
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
い
る9

。
そ
し
て
、『
観
経
』
に
説
か
れ
る
「
定

散
諸
機
」
に
は
、「
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
」
と
「
勧
励
」
し
て
い
る
。
そ
の
源
信
の
解
義
を
も
っ
て
「
濁
世
の
道
俗
善
く
自
ら
己
が
能

を
思
量
せ
よ
」
と
親
鸞
は
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 

「
要
門
釈
」
で
は
、
修
諸
功
徳
の
行
者
の
問
題
が
、「
胎
化
得
失
の
文
」
に
よ
っ
て
仏
智
を
疑
惑
す
る
問
題
に
ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
、

そ
の
ゆ
え
に
「
懈
慢
界
」
の
文
に
て
専
修
念
仏
を
勧
め
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
第
十
八
願
が
「
別

願
の
中
の
別
願
」
で
あ
る
と
押
さ
え
ら
れ
る
の
は
、
第
十
八
願
成
就
の
信
に
よ
る
こ
と
で
し
か
、
衆
生
の
疑
惑
は
破
ら
れ
な
い
の
で

あ
り
、
そ
の
信
に
お
け
る
念
仏
を
、
た
だ
仏
智
を
疑
惑
す
る
「
極
重
の
悪
人
」
と
し
て
称
え
よ
と
勧
励
す
る
の
だ
と
言
え
る
。
第
十

八
願
に
お
け
る
念
仏
を
専
修
念
仏
と
し
て
、
こ
こ
で
源
信
に
よ
り
な
が
ら
親
鸞
が
勧
め
る
の
は
、「
正
信
偈
」
に
お
け
る
源
信
へ
の
眼

目
に
そ
の
根
拠
が
あ
る
。 

 
 

源
信
、
広
く
一
代
の
教
を
開
き
て 

偏
え
に
安
養
に
帰
し
て
、
一
切
を
勧
む 

 
 

専
雑
の
執
心
、
浅
深
を
判
じ
て 

報
化
二
土
、
正
し
く
弁
立
せ
り 

 
 

極
重
悪
人
は
唯
だ
仏
を
称
す
べ
し 

我
亦
、
彼
の
摂
取
の
中
に
在
れ
ど
も 
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煩
悩
、
眼
を
障
え
て
見
た
て
ま
つ
ら
ず
と
雖
も 

大
悲
倦
き
こ
と
な
く
、
常
に
我
を
て
ら
し
た
ま
う(

『
定
本
』
九
〇
頁)

 

専
修
雑
修
に
お
け
る
信(

執
心)

の
「
浅
深
」
を
判
じ
、
「
報
土
」
「
化
土
」
の
意
義
を
「
弁
立
」
し
た
と
し
て
親
鸞
は
源
信
を
仰
い
で

い
る
。
そ
し
て
、
「
極
重
悪
人
」
に
唯
念
仏
を
勧
め
る
の
は
、
「
煩
悩
障
眼
雖
不
見
」
と
い
う
無
明
煩
悩
に
生
き
る
衆
生
の
姿
に
そ
の

根
拠
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
こ
と
か
ら
「
無
倦
常
照
」
な
る
「
大
悲
」
を
感
得
す
る
の
は
、
唯
念
仏
に
し
か
な
い
と
源
信
が
明
か
し
て
い
る
と
、
親
鸞
は

見
た
の
で
あ
る
。
こ
の
親
鸞
の
見
方
は
、「
要
門
釈
」
の
展
開
を
見
る
上
で
非
常
に
重
要
な
指
摘
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
念
仏
に
お
け

る
信
を
判
じ
た(

「
専
雑
執
心
判
浅
深
」)

と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
第
二
十
願
「
真
門
」
を
開
く
上
で
も
、
大
切
な
視
座
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
要
門
釈
」
に
お
け
る
「
方
便
化
土
」
の
思
索
の
元
と
な
り
、
専
修
念
仏
一
つ
と
い
う
視
座
を
与
え
る
も
の

と
し
て
親
鸞
は
源
信
を
了
解
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

第
三
項 

『
観
経
』
三
心
一
異
を
問
う―

『
観
経
』
顕
彰
隠
蜜
の
義―

 

 

「
化
身
土
巻
」
冒
頭
か
ら
の
「
要
門
釈
」
の
展
開
を
押
さ
え
た
。
第
十
九
願
に
誓
わ
れ
る
機
に
開
か
れ
る
境
界
は
「
道
場
樹
」
、「
疑

城
胎
宮
」
、
「
懈
慢
界
」
と
し
て
開
か
れ
、
修
諸
功
徳
の
行
者
は
そ
の
根
に
「
仏
智
を
疑
惑
」
す
る
心
が
あ
る
ゆ
え
に
、
浄
土
へ
の
執

心
を
牢
固
に
す
る
専
修
念
仏
が
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る(

極
重
悪
人
唯
称
弥
陀)

。
す
な
わ
ち
こ
こ
ま
で
の
展
開
は
「
方
便
化
身
の
浄

土
」
が
い
か
に
し
て
、
自
力
の
行
者
を
報
土
へ
誘
引
す
る
か
、
そ
の
は
た
ら
き
が
押
さ
え
ら
れ
た
と
言
え
る
。 

そ
し
て
そ
れ
は
第
十
九
願
の
自
力
執
心
の
機
に
お
け
る
問
題
の
み
な
ら
ず
、「
信
罪
福
心
」
を
持
つ
第
二
十
願
の
機
の
実
相
ま
で
も

包
ん
だ
確
か
め
と
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
展
開
を
踏
ま
え
て
『
観
経
』
三
心
を
問
う
問
答
を
見
て
い
き
た
い
。 

 
 

問
う
。『
大
本
』
の
三
心
と
、『
観
経
』
の
三
心
と
、
一
異
云
何
ぞ
や
。
答
う
。
釈
家
の
意
に
依
っ
て
、『
無
量
寿
仏
観
経
』
を
案

ず
れ
ば
、
顕
彰
隠
蜜
の
義
有
り
。
顕
と
言
う
は
、
即
ち
定
散
諸
善
を
顕
し
、
三
輩
・
三
心
を
開
く
。
然
る
に
二
善
・
三
福
は
報
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土
の
真
因
に
非
ず
、
諸
機
の
三
心
は
自
利
各
別
に
し
て
利
他
の
一
心
に
非
ず
。
如
来
の
異
の
方
便
、
欣
慕
浄
土
の
善
根
な
り
。

是
れ
は
此
の
経
の
意
な
り
。
即
ち
是
れ
顕
の
義
な
り
。
彰
と
言
う
は
、
如
来
の
弘
願
を
彰
し
、
利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
す
。

達
多
・
闍
世
の
悪
逆
に
縁
て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す
。
韋
提
別
選
の
正
意
に
因
て
、
弥
陀
大
悲
の
本
願
を
開
闡
す
。
斯
れ

乃
ち
此
の
経
の
隠
彰
の
義
な
り
。(

『
定
本
』
二
七
六
頁)

 

『
観
経
』
に
「
顕
彰
隠
蜜
の
義
」
が
あ
る
と
見
出
さ
れ
、
ま
ず
「
顕
」
の
義
は
「
定
散
諸
善
」
と
「
三
輩
・
三
心
」
を
説
く
と
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
二
善
・
三
福
は
報
土
の
真
因
に
非
ず
」
、「
三
輩
」
の
「
三
心
」
は
、「
自
利
各
別
に
し
て
利
他
の
一
心
に
非
ず
」

と
明
か
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
ら
諸
善
を
説
く
の
は
、
「
如
来
の
異
の
方
便
」
で
あ
る
と
押
さ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

「
彰
」
の
義
は
、「
如
来
の
弘
願
を
彰
し
、
利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
明
確
に
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
願

力
回
向
の
真
実
の
一
心
が
自
覚
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
『
観
経
』
に
定
散
二
善
の
諸
善
が
説
か
れ
る
蜜
意
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
「
如
来
の
弘
願
を
彰
」
す
内
実
は
、「
達
多
・
闍
世
の
悪
逆
に
縁
て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す
」
、「
韋
提
別
選
の
正
意
に
因
て
、

弥
陀
大
悲
の
本
願
を
開
闡
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
本
来
『
観
経
』
に
は
、 

 
 

韋
提
希
仏
に
白
し
て
言
さ
く
世
尊
、
是
の
諸
の
仏
土
、
復
清
浄
に
し
て
皆
光
明
有
り
と
雖
も
、
我
今
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
の

所
に
生
ま
れ
ん
と
楽
う
。
唯
願
わ
く
は
世
尊
、
我
に
思
惟
を
教
え
た
ま
え
、
我
に
正
受
を
教
え
た
ま
え
、
と
。
爾
の
時
に
世
尊
、

即
ち
微
笑
し
た
ま
う(

『
真
聖
全
』
一
・
五
〇
頁)

 

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
釈
迦
微
笑
」
と
は
韋
提
希
の
別
選
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
親
鸞
は
、
提
婆
達
多
・
阿
闍
世
の
悪

縁
の
中
で
、
釈
迦
の
素
懐
は
彰
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
、
衆
生
の
現
実
の
苦
悩
の
中
に
お
い
て
釈
尊
の
素
懐(

出

世
本
懐)

で
あ
る
「
弥
陀
大
悲
の
本
願
」
は
説
か
れ
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
そ
の
苦
悩
と
は
別
に
本
願
の
大
悲
が
は
た
ら
く
の
で
は
な

い
、
と
い
う
親
鸞
の
眼
が
あ
る
と
言
え
る
。
親
鸞
は
現
実
の
苦
悩
の
内
に
さ
ら
さ
れ
る
一
人
の
凡
夫
と
し
て
「
韋
提
希
」
を
見
、
そ

し
て
そ
の
苦
悩
の
内
に
出
世
間
の
仏
道
が
開
か
れ
る
と
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
の
本
願
へ
の
視
座
が
「
彰
隠
蜜
の
義
」
に
よ
く

表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 
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そ
し
て
そ
の
「
弥
陀
大
悲
の
本
願
」
「
彰
隠
蜜
の
義
」
に
立
て
ば
、
釈
尊
が
浄
土
を
願
わ
せ
る
善
根
と
し
て
「
定
散
諸
善
を
顕
し
、

三
輩
・
三
心
を
開
く
」
意
義
が
、「
利
他
通
入
の
一
心
」
を
彰
す
た
め
で
あ
っ
た
と
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
確
か
め
を
通
し
て

親
鸞
は
、 

 
 

良
に
知
り
ぬ
、
此
れ
乃
し
此
の
経
に
顕
彰
隠
蜜
の
義
有
る
こ
と
を
。
二
経
の
三
心
、
将
に
一
異
を
談
ぜ
ん
と
す
。
善
く
思
量
す

べ
き
な
り
。
『
大
経
』
『
観
経
』
、
顕
の
義
に
依
れ
ば
異
な
り
、
彰
の
義
に
依
れ
ば
一
な
り
。
知
る
べ
し
。(

『
定
本
』
二
七
七
～

二
七
八
頁)

 

と
結
論
付
け
、
二
経
の
三
心
の
「
一
異
」
を
明
か
し
て
い
る
。『
大
経
』
の
本
願
に
立
っ
た
思
索
と
し
て
『
観
経
』
の
顕
彰
隠
蜜
の
義

が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

  
 

 

第
四
項 

広
開
浄
土
要
門―

如
来
の
異
の
方
便―

 

 

『
大
経
』
三
心
と
『
観
経
』
の
三
心
の
一
異
が
、
経
の
顕
彰
隠
蜜
の
義
を
開
く
こ
と
で
確
か
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、「
顕
」
の
義
に

お
い
て
は
釈
尊
の
善
巧
、
「
如
来
の
異
の
方
便
」
と
し
て
、
「
定
散
諸
善
」
「
三
輩
・
三
心
」
が
説
か
れ
る
こ
と
、
「
彰
」
の
義
に
お
い

て
は
釈
尊
の
本
懐
「
弥
陀
大
悲
の
本
願
」
を
明
か
す
こ
と
に
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
如
来
の
異
の
方
便
」
と
は
、「
欣
慕

浄
土
の
善
根
」
と
し
て
「
定
散
諸
善
」
と
い
う
形
で
説
か
れ
る
の
だ
と
い
う
確
か
め
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
こ
の
定
散
二
善
が
何
故

浄
土
の
「
要
門
」
と
し
て
説
か
れ
る
の
か
、
釈
文
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
て
い
く
。 

 
 

爾
ば
光
明
寺
の
和
尚
の
云
く
、
然
る
に
娑
婆
の
化
主
、
其
の
請
に
因
る
が
故
に
、
即
ち
広
く
浄
土
の
要
門
を
開
く
。
安
楽
の
能

人
の
別
意
の
弘
願
を
顕
彰
す
。
其
れ
要
門
と
は
、
即
ち
此
の
『
観
経
』
の
定
散
二
門
是
れ
な
り
。
定
は
即
ち
慮
り
を
息
め
て
、

以
て
心
を
凝
ら
す
。
散
は
即
ち
悪
を
廃
し
て
、
以
て
善
を
修
す
。
此
の
二
行
を
回
し
て
、
往
生
を
求
願
せ
よ
と
な
り
。
弘
願
と

言
う
は
『
大
経
』
の
説
の
如
し
、
と
い
え
り
。(

『
定
本
』
二
七
八
頁)

 

「
娑
婆
の
化
主
」
釈
尊
が
、
韋
提
希
の
要
請(

「
そ
の
請
」)

に
よ
っ
て
、
浄
土
の
要
門
を
開
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
釈
尊



 

107 

 

が
「
安
楽
の
能
人
」
阿
弥
陀
如
来
の
「
弘
願
」
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
「
広
開
」
、
「
顕
彰
」
の
主
語

は
「
娑
婆
の
化
主
」
釈
尊
で
あ
り
、
釈
尊
が
善
巧
方
便
を
も
っ
て
衆
生
を
摂
化
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
「
浄
土
の
要
門
」
と
は
、「
『
観
経
』
の
定
散
二
門
」
定
散
二
善
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、「
弘
願
と
言
う
は
『
大
経
』
の
説
の
如

し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
釈
尊
が
『
観
経
』
に
定
散
二
門
と
し
て
教
え
を
説
く
の
は
、
韋
提
希
に
代
表
さ
れ
る
衆
生
の
要
請
に
よ

っ
て
「
浄
土
の
要
門
」
を
開
く
と
い
う
意
義
が
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
如
来
の
弘
願
を
顕
彰
す
る
た
め
で
あ
る
と
明

か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
浄
土
の
要
門
」
を
開
く
釈
尊
の
善
巧
は
、
『
大
経
』
の
弘
願
を
背
景
と
し
、
真
実
よ
り
出
で
真

実
に
触
れ
さ
れ
る
た
め
の
衆
生
摂
化
の
方
便
と
し
て
、
そ
の
意
義
が
明
確
に
さ
れ
る
の
で
あ
る1

0

。 

 

で
は
何
故
釈
尊
は
衆
生
に
「
定
散
二
善
」
と
し
て
「
要
門
」
を
説
く
の
か
。
そ
の
理
由
が
以
下
の
文
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

又
云
く
、
欲
生
彼
国
者
従
り
下
、
名
為
浄
業
に
至
る
ま
で
已
来
は
、
正
し
く
三
福
の
行
を
勧
修
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
此
れ
は

一
切
衆
生
の
機
に
二
種
有
る
こ
と
を
明
か
す
。
一
つ
に
は
定
、
二
つ
に
は
散
な
り
。
若
し
定
行
に
依
れ
ば
、
即
ち
生
を
摂
す
る

に
尽
き
ず
。
是
れ
を
以
て
如
来
、
方
便
し
て
三
福
を
顕
開
し
て
、
以
て
散
動
の
根
機
に
応
じ
た
ま
え
り
、
と
。(

『
定
本
』
二
七

九
～
二
八
〇
頁)
 

こ
こ
に
「
一
切
衆
生
の
機
」
に
定
散
の
二
種
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
機
を
摂
す
る
た
め
に
「
定
行
」
、
「
三
福
」
が
説
か
れ
る
と
い
う
こ

と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
尊
が
定
散
二
善
を
浄
土
の
要
門
と
し
て
説
く
の
は
、
一
切
衆
生
の
機
の
性
格
に
応
じ
て
そ

の
二
善
を
説
く
の
で
あ
り
、
釈
尊
の
善
巧
は
一
切
衆
生
の
機
に
根
拠
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
の
後
に
散
善
と
し
て
説
か
れ
る
『
観
経
』
の
三
心
が
引
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
善
導
は
『
観
経
』
の
三
心
を
以
下
の
よ
う
に
了

解
し
て
い
る
。 

 
 

亦
此
の
三
心
亦
定
善
の
義
を
通
摂
す
と
、
知
る
べ
し(

『
定
本
』
一
一
二
頁)

 

『
観
経
』
の
三
心
は
「
定
善
の
義
」
に
通
ず
る
も
の
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
三
心
は
定
散
二
善
に
通
ず
る
心

と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。 
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親
鸞
は
こ
の
『
観
経
』
の
三
心
に
つ
い
て
、
「
信
巻
」
と
「
化
身
土
巻
」
両
巻
に
引
い
て
い
る
が
、
「
信
巻
」
で
は
第
十
八
願
成
就

の
信
、
真
実
信
心
の
内
景
を
明
か
す
も
の
と
し
て
引
い
て
い
る
。
そ
れ
は
釈
迦
弥
陀
二
尊
の
「
招
喚
の
勅
命
」
に
よ
っ
て
顕
彰
さ
れ

る
信
で
あ
り
、
自
力
の
心
に
よ
っ
て
起
こ
す
信
と
は
質
が
異
な
る
、
他
力
の
金
剛
心
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
こ
の
「
信

巻
」
で
の
思
索
を
踏
ま
え
て
、「
化
身
土
巻
」
で
は
、『
観
経
』
の
顕
の
義
で
あ
る
「
諸
機
の
三
心
」
、
す
な
わ
ち
「
利
他
の
一
心
に
あ

ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
た
「
自
利
各
別
」
の
心
の
証
文
と
し
て
こ
の
『
観
経
』
の
三
心
を
引
く
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
親
鸞
は
、

定
散
に
通
ず
る
心
で
あ
る
『
観
経
』
の
三
心
に
す
で
に
顕
彰
隠
蜜
の
義
が
あ
る
と
見
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
「
自
利
各

別
」
の
心
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
、
こ
の
「
化
身
土
巻
」
の
引
文
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

「
自
利
各
別
」
の
心
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
端
的
に
表
し
て
い
る
の
が
、
「
深
心
釈
」
の
以
下
の
文
で
あ
る
。 

 
 

又
決
定
し
て
、
釈
迦
仏
、
此
の
『
観
経
』
に
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
き
て
、
彼
の
仏
の
依
正
二
報
を
証
賛
し
て
、
人
を

し
て
欣
慕
せ
し
む
、
と
深
信
す
と
。
乃
至 

又
深
心
の
深
信
と
は
、
決
定
し
て
自
心
を
建
立
し
て
、
教
に
順
じ
て
修
行
し
、
永

く
疑
錯
を
除
き
て
、
一
切
の
別
解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
・
異
執
の
為
に
退
失
傾
動
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
、
と
。
乃
至(

『
定
本
』

二
八
一
頁)

 

ま
ず
釈
尊
が
「
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
き
」
、
「
仏
の
依
正
二
報
」
に
よ
っ
て
衆
生
に
浄
土
を
「
欣
慕
」
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

を
深
く
信
ぜ
よ
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
自
心
を
建
立
し
て
」
修
行
し
、
「
一
切
の
別
解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
・
異
執
の
為
に

退
失
傾
動
」
さ
れ
な
い
よ
う
に
深
く
信
ぜ
よ
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
「
自
心
を
建
立
し
て
」
い
く
「
深
信
」1

1

は
、
「
信
巻
」
に
は
引

か
れ
ず
、「
化
身
土
巻
」
に
て
特
に
先
の
「
釈
迦
仏
、
此
の
『
観
経
』
に
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
」
説
く
こ
と
を
信
ず
る
と
い
う

内
容
と
共
に
引
か
れ
、
そ
の
内
実
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
「
定
散
の
自
心
」
を
表
し
た
文
と
し
て
了
解
で
き
る
。
そ
う
で
あ

れ
ば
「
自
心
を
建
立
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
定
散
の
自
心
」
を
根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、「
一
切
の
別
解
・
別
行
・
異
学
・

異
見
・
異
執
の
為
に
退
失
傾
動
せ
ら
れ
ざ
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
た
だ
自
力
心
の
殻
に
こ
も
っ
た
「
胎
生
」
の
事
実
と
な
り
、
他
力

金
剛
心
の
開
く
「
破
壊
す
べ
か
ら
」
ざ
る
仏
道
と
は
根
本
的
に
質
が
異
な
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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そ
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、
次
に
引
か
れ
る
「
就
行
立
信
」
の
文
を
見
て
み
た
い
。 

 
 

次
に
行
に
就
い
て
信
を
立
て
ば
、
然
る
に
行
に
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
正
行
、
二
つ
に
は
雑
行
な
り
。
正
行
と
言
う
は
、
専
ら

往
生
経
の
行
に
依
っ
て
行
ず
る
は
、
是
れ
を
正
行
と
名
づ
く
。
何
者
か
是
な
り
。
一
心
に
専
ら
此
の
『
観
経
』・『
弥
陀
経
』・『
無

量
寿
経
』
等
を
読
誦
す
る
。
一
心
に
彼
の
国
の
二
報
荘
厳
を
専
注
し
、
思
想
し
、
観
察
し
、
憶
念
す
る
。
若
し
礼
せ
ば
、
即
ち

一
心
に
専
ら
彼
の
仏
を
礼
す
る
。
若
し
口
に
称
せ
ば
、
即
ち
一
心
に
専
ら
彼
の
仏
を
称
せ
よ
。
若
し
讃
嘆
供
養
せ
ば
、
即
ち
一

心
に
専
ら
讃
嘆
供
養
す
る
。
是
れ
を
名
づ
け
て
正
と
す
、
と
。
又
此
の
正
の
中
に
就
い
て
復
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
、
一
心
に

弥
陀
の
名
号
を
専
念
し
て
、
行
住
座
臥
に
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
、
念
念
に
捨
て
ざ
る
は
、
是
れ
を
正
定
の
業
と
名
づ
く
、
彼

の
仏
願
に
順
ず
る
が
故
に
。
若
し
礼
誦
等
に
依
る
を
、
即
ち
名
づ
け
て
助
業
と
す
。
此
の
正
助
二
行
を
除
き
て
、
已
下
の
自
余

の
諸
善
は
、
悉
く
雑
行
と
名
づ
く
。
若
し
前
の
正
助
二
行
を
修
す
る
は
、
心
常
に
親
近
し
、
憶
念
断
え
ず
、
名
づ
け
て
無
間
と

す
る
な
り
。
若
し
後
の
雑
行
を
行
ず
る
は
、
即
ち
心
常
に
間
断
す
。
回
向
し
て
生
を
得
べ
し
と
雖
も
、
衆
て
疎
雑
の
行
と
名
づ

く
る
な
り
。
故
に
深
心
と
名
づ
く
、
と
。(

『
定
本
』
二
八
一
～
二
八
二
頁)

 

信
を
立
て
る
「
行
」
に
つ
い
て
、「
正
行
」「
雑
行
」
と
二
種
が
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
そ
の
「
正
行
」
の
中
に
「
正
定
業
」(

「
一
心
専

念
弥
陀
名
号
」)

と
「
助
業
」(

「
礼
誦
等
」)

が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
最
後
に
は
「
正
助
二
行
を
修
す
る
は
、
心
常
に
親
近
し
、

憶
念
断
え
ず
、
名
づ
け
て
無
間
と
す
る
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、「
正
定
業
」
と
「
助
業
」
と
の
区
別
な
く
、
た
だ
「
正
助
二
行
を
修
す

る
」
こ
と
を
勧
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
こ
の
「
就
行
立
信
」
の
文
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
定
散
の
二
機
が
「
自
心
を
建
立
し
て
決
定
し
て
」
信
を
起
こ

し
、
「
雑
行
」
に
選
ん
で
「
正
行
」
を
選
ぶ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
選
ぶ
根
拠
が
行
者
の
「
自
心
」
で
あ
る
た
め
、
「
順
彼
仏
願
故
」
の

念
仏
を
「
正
定
業
」
と
し
て
徹
底
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
自
心
」
と
は
、
如
来
大
悲
に
分
別
が
破
ら
れ
た

信
で
は
な
く
、
自
ら
を
根
拠
に
し
た
「
定
散
の
自
心
」
で
あ
る
か
ら
、「
正
助
二
行
」
の
区
別
が
付
か
ず
、
た
だ
「
正
助
」
雑
じ
え
て

修
行
し
、「
た
だ
念
仏
」
の
「
正
定
業
」
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
正
行
」
の
中
の
「
一
心
」
と
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は
自
力
の
一
心
で
あ
り
、
弥
陀
の
名
号
一
つ
に
定
ま
る
「
他
力
の
金
剛
心
」
で
は
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
れ

ば
、
こ
こ
ま
で
の
文
脈
は
「
行
」
の
選
び
の
裏
に
自
力
心
の
問
題
が
見
据
え
ら
れ
た
展
開
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

「
化
身
土
巻
」
の
三
心
釈
、
特
に
「
深
心
釈
」
の
引
文
に
よ
っ
て
、「
雑
行
」
に
選
ん
で
「
正
行
」
に
依
る
と
い
う
こ
と
が
明
か
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
の
根
に
は
「
助
正
間
雑1

2

」
の
自
力
心
の
問
題
が
見
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
『
往
生
礼
讃
』

の
引
文
で
は
、
何
故
念
仏
を
専
ら
に
す
る
「
専
修
」
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
「
専
修
」
の
意
義
が
明
確
に
さ
れ
て
い
く
。 

 
 

又
云
わ
く
、
若
し
専
を
捨
て
て
雑
業
を
修
せ
ん
と
す
る
者
は
、
百
は
時
に
希
に
一
二
を
得
、
千
は
時
に
希
に
五
三
を
得
。
何
を

以
て
の
故
に
。
乃
し
雑
縁
乱
動
す
、
正
念
を
失
す
る
に
由
る
が
故
に
、
仏
の
本
願
と
相
応
せ
ざ
る
が
故
に
、
教
と
相
違
せ
る
が

故
に
、
仏
語
に
順
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
係
念
相
続
せ
ざ
る
が
故
に
、
憶
想
間
断
す
る
が
故
に
、
回
願
慇
重
真
実
な
ら
ざ
る
が
故
に
、

貪
瞋
諸
見
の
煩
悩
来
り
間
断
す
る
が
故
に
、
慚
愧
懺
悔
の
心
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
。(

『
定
本
』
二
八
四
～
二
八
五
頁)

 

『
往
生
礼
讃
』
で
は
「
雑
業
」
の
失
が
、
全
部
で
一
三
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
前
九
失
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
雑
業
を
修

せ
ん
と
す
る
者
」
が
往
生
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
く
。
こ
こ
で
「
正
念
を
失
す
る
」
、
「
仏

の
本
願
と
相
応
せ
ざ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
に
「
専
修
」
を
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
先
に
明
か
さ
れ
た
「
自
心
を

建
立
」
し
、「
助
正
間
雑
」
す
る
者
の
問
題
を
見
据
え
て
、
こ
こ
で
そ
の
実
相
が
「
雑
修
」
で
あ
る
と
言
い
当
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

見
て
取
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
九
失
の
内
、
最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
「
慚
愧
懺
悔
の
心
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
」
の
言
葉
に
よ
っ
て
「
雑

修
」
の
者
の
課
題
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
自
力
に
沈
む
者(

「
雑
業
を
修
せ
ん
と
す
る
者
」)

の
根
源

が
、
本
願
力
に
遇
う
こ
と
な
く
「
疑
惑
の
心
」
が
自
覚
さ
れ
な
い
「
慚
愧
懺
悔
の
心
有
る
こ
と
無
き
」
者
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
懺
悔
」
の
内
実
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

懺
悔
に
三
品
有
り
。
乃
至 

上
・
中
・
下
な
り
。
上
品
の
懺
悔
と
は
、
身
の
毛
孔
の
中
よ
り
血
を
流
し
、
眼
の
中
よ
り
血
出
だ

す
を
ば
、
上
品
の
懺
悔
と
名
づ
く
。
中
品
の
懺
悔
と
は
、
遍
身
に
熱
き
汗
毛
孔
従
り
出
ず
、
眼
の
中
よ
り
血
の
流
る
る
は
、
中
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品
の
懺
悔
と
名
づ
く
。
下
品
の
懺
悔
と
は
、
遍
身
徹
り
熱
く
、
眼
の
中
よ
り
涙
出
る
を
ば
、
下
品
の
懺
悔
と
名
づ
く
。
此
れ
等

の
三
品
、
差
別
有
り
と
雖
も
、
是
れ
久
し
く
解
脱
分
の
善
根
を
種
え
た
る
人
な
り
。
今
生
に
法
を
敬
い
、
人
を
重
く
し
身
命
を

惜
し
ま
ず
、
乃
至
小
罪
も
若
し
懴
す
れ
ば
即
ち
能
く
心
髄
に
徹
り
て
、
能
く
此
の
如
く
懴
す
れ
ば
、
久
近
を
問
わ
ず
、
所
有
の

重
障
皆
頓
に
滅
尽
せ
し
む
る
こ
と
を
致
す
。
若
し
此
の
如
く
せ
ざ
れ
ば
、
縦
使
い
日
夜
十
二
時
、
急
に
走
む
れ
ど
も
終
に
是
れ

益
無
し
。
差
う
て
作
さ
ざ
る
者
は
、
知
り
ぬ
べ
し
と
。
流
涙
流
血
等
に
能
ず
と
雖
も
、
但
だ
能
く
真
心
徹
到
す
る
者
は
、
即
ち

上
と
同
じ
、
と
。
已
上 

(

『
定
本
』
二
八
四
～
二
八
五
頁)

 

こ
こ
で
、
「
懺
悔
に
三
品
有
り
」
と
、
そ
の
「
懺
悔
」
の
内
実
が
述
べ
ら
れ
て
い
く
。
『
往
生
礼
讃
』
で
は
、
こ
の
「
三
品
」
と
は
、

「
要
・
略
・
広
」
の
三
種
の
懺
悔
を
指
す1

3

。
し
か
し
、
そ
の
箇
所
は
乃
至
さ
れ
、
三
種
の
懺
悔
は
上
中
下
輩
の
「
懺
悔
」
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
先
に
『
観
経
』
の
「
顕
」
の
義
と
し
て
「
三
輩
三
心
」
を
開
く
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
、
「
三
輩
」
「
九
品
」

の
「
自
利
各
別
の
心
」
を
受
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
「
此
の
如
く
懴
す
れ
ば
、
久
近
を
問
わ
ず
、
所
有

の
重
障
皆
頓
に
滅
尽
せ
し
む
る
こ
と
を
致
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
懺
悔
を
上
・
中
・
下
品
の
ご
と
く
起
こ
せ
ば
「
重
障
」「
滅

尽
せ
し
む
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
引
文
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
自
ら
懺
悔
を
起
こ
し
、
そ
の
懺
悔
を

勧
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
最
後
の
文
言
に
以
下
の
よ
う
に
明
か
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

但
だ
能
く
真
心
徹
到
す
る
者
は
、
即
ち
上
と
同
じ
、
と
。 

(

『
定
本
』
二
八
五
頁)

 

こ
こ
で
、
如
来
の
「
真
心
徹
到
す
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
真
実
信
心
を
獲
得
す
る
こ
と
が
、
そ
の
上
・
中
・
下
品
の
懺
悔
に
通
ず
る

こ
と
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
真
心
徹
到
」
と
は
、「
信
巻
」
に
て
他
力
の
信
心
の
発
起
、「
金
剛
の
真
心
」
の
獲
得

の
内
実
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
専
修
の
内
実
が
上
・
中
・
下
品
の
懺
悔
を
起
こ
す
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ

本
願
力
回
向
の
信
心
が
そ
の
身
に
自
覚
さ
れ
る
こ
と
、「
金
剛
の
真
心
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
、
そ
の
要
と
し
て
明
か
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
何
故
な
ら
上
・
中
・
下
品
の
懺
悔
と
は
、
「
自
利
各
別
の
心
」
な
る
が
故
に
そ
れ
だ
け
に
留
ま
る
の
な
ら
「
利
他
通
入
の
一
心
」

と
は
言
え
な
い
。
畢
竟
、
自
力
に
よ
る
虚
し
い
懺
悔
に
沈
む
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は
、
自
力
の
「
懺
悔
」
に
よ
っ
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て
で
は
な
く
本
願
の
信
に
よ
っ
て
「
重
障
」
「
滅
尽
し
む
る
こ
と
を
致
す
」
と
明
か
さ
れ
る
の
だ
と
読
み
取
れ
る
。 

 

こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
文
に
よ
っ
て
、
一
切
衆
生
の
定
散
の
機
に
お
け
る
「
正
行
」
「
雑
行
」
の
「
行
」
の
選
び
か
ら
、
「
専
修
雑

修
」
の
課
題
に
展
開
し
、
最
後
は
「
慚
愧
懺
悔
の
心
有
る
こ
と
無
き
」
行
者
の
信
の
課
題
へ
と
思
索
が
深
ま
っ
て
い
る
と
読
み
取
れ

る
。
す
な
わ
ち
こ
の
一
連
の
引
文
を
通
し
て
、
「
雑
業
を
修
せ
ん
と
す
る
」
行
者
の
自
力
心
が
問
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
文
を
受
け
て
、『
観
念
法
門
』
の
文
に
て
、
摂
取
不
捨
の
力
用
が
以
下
の
よ
う
に
明
ら
か
に

さ
れ
る
。 

又
云
わ
く
、
総
て
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
す
と
論
ぜ
ず
、
と
。(

『
定
本
』
二
八
五
頁)

 

こ
こ
ま
で
の
展
開
を
踏
ま
え
て
見
れ
ば
、「
雑
業
」
の
者
は
阿
弥
陀
の
光
明
に
摂
取
さ
れ
な
い
と
い
う
理
由
が
、
本
願
力
回
向
の
信
が

そ
の
身
に
徹
底
さ
れ
る
か
否
か
に
見
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
『
観
念
法
門
』
の
文
で
は
、
真
実
信
心
に
お
い

て
光
明
に
摂
取
さ
れ
る
の
で
あ
り
、「
雑
業
の
行
者
」
自
力
心
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
行
者
は
「
照
摂
」
せ
ざ
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
親
鸞
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
信
心
は
、
摂
取
の
ゆ
え
に
金
剛
心
と
な
れ
り
。
こ
れ
は
『
大
経
』
の
本
願
の
三
信
心
な
り
。(

『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
一

七
四
頁)

 

こ
の
よ
う
に
述
べ
、「
摂
取
不
捨
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
「
金
剛
心
」
を
得
る
と
述
べ
、
真
実
信
心
の
根
拠
、
そ
の
背
景
と
し
て
「
摂

取
不
捨
」
を
見
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
摂
取
」
の
光
明
は
信
心
発
起
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
雑
業
を
修
せ
ん

と
す
る
者
」
の
自
力
の
懺
悔
に
よ
っ
て
そ
の
光
明
と
し
て
の
本
願
力
に
遇
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
こ
の
よ
う
に
『
往
生

礼
讃
』
『
観
念
法
門
』
の
文
に
て
、
「
真
心
徹
到
す
る
」
こ
と
に
お
い
て
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
に
摂
取
さ
れ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 
 

又
云
わ
く
、
定
散
倶
に
回
し
て
宝
国
に
入
れ
、
即
ち
是
れ
如
来
の
異
の
方
便
な
り
。
韋
提
は
即
ち
是
れ
女
人
の
相
、
貪
瞋
具
足
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の
凡
夫
の
位
な
り
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
二
八
六
頁)

 

こ
こ
に
釈
尊
の
善
巧
が
今
一
度
「
如
来
の
異
の
方
便
な
り
」
と
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
韋
提
希
が
「
貪
瞋
具
足
の
凡
夫
」
と
し
て

明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
「
貪
瞋
具
足
の
凡
夫
」
の
相
が
、
『
論
註
』
の
「
不
実
功
徳
」
の
文
に
て
確
か
め
ら
れ
る
。 

 
 

『
論
註
』
に
曰
く
、
二
種
の
功
徳
相
有
り
。
一
つ
に
は
有
漏
の
心
従
り
生
じ
て
法
性
に
順
ぜ
ず
。
謂
所
る
凡
夫
・
人
天
の
諸
善
、

人
天
の
果
報
、
若
し
は
因
・
若
し
は
果
、
皆
な
是
れ
顛
倒
す
、
皆
な
是
れ
虚
偽
な
り
。
故
に
、
不
実
の
功
徳
と
名
づ
く
、
と
。

已
上(

『
定
本
』
二
八
六
頁)

 

「
貪
瞋
具
足
の
凡
夫
」
の
心
は
「
有
漏
心
」
で
あ
り
、「
法
性
に
順
ぜ
ず
」
、
因
果
み
な
「
顛
倒
」
し
、「
皆
な
是
れ
虚
偽
な
り
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
先
に
、
「
雑
修
」
の
失
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
慚
愧
懺
悔
の
心
有
る
こ
と
無
き
」
凡
夫
の
相
が
、
「
有
漏

の
心
」
と
し
て
明
か
さ
れ
、
そ
の
ゆ
え
に
「
虚
偽
」
な
る
あ
り
方
に
沈
ん
で
い
く
と
押
さ
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
要
門
釈
」

劈
頭
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
視
座
と
重
な
る
。 

然
る
に
濁
世
の
群
萠
、
穢
悪
の
含
識
、
乃
し
九
十
五
種
の
邪
道
を
出
で
て
、
半
満
・
権
実
の
法
門
に
入
る
と
雖
も
、
真
な
る
者

は
、
甚
だ
以
て
難
く
、
実
な
る
者
は
甚
だ
以
て
希
な
り
。
偽
な
る
者
は
、
甚
だ
以
て
多
く
、
虚
な
る
者
は
、
甚
だ
以
て
滋
し
。

是
を
以
て
釈
迦
牟
尼
仏
、
福
徳
蔵
を
顕
説
し
て
群
生
海
を
誘
引
し
、
阿
弥
陀
如
来
、
本
誓
願
を
発
し
て
普
く
諸
有
海
を
化
し
た

ま
う
。
既
に
而
て
悲
願
有
す
。
修
諸
功
徳
之
願
と
名
づ
く
、
復
た
臨
終
現
前
之
願
と
名
づ
く
、
復
た
現
前
導
生
之
願
と
名
づ
く
、

復
た
来
迎
引
接
之
願
と
名
づ
く
。
亦
至
心
発
願
之
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。
（
『
定
本
』
二
六
九
頁
） 

こ
の
衆
生
の
「
虚
偽
」
の
相
を
み
そ
な
わ
し
て
、
釈
尊
は
「
修
諸
功
徳
の
願
」
第
十
九
願
を
説
き
、
定
散
の
二
機
を
誘
引
す
る
。
す

な
わ
ち
、
衆
生
は
そ
の
心
が
「
有
漏
心
」
で
あ
り
因
も
果
も
「
顛
倒
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
自
身
か
ら
そ
の
「
有
漏
の
心
」
を
問
題

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
釈
尊
は
定
散
の
二
機
に
お
さ
ま
る
一
切
衆
生
に
即
し
て
「
浄
土
の
要
門
」
を
「
定
散
の

二
門
」
と
し
て
説
き
、
そ
の
二
行
を
修
し
て
「
往
生
を
願
求
せ
よ
」
と
勧
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
だ
、
衆
生
の
「
有
漏
の
心
」

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
「
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
」
を
徹
底
す
る
た
め
で
あ
る
。 
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『
安
楽
集
』
に
云
わ
く
、『
大
集
経
』
の
月
蔵
分
を
引
き
て
言
わ
く
、
我
が
末
法
の
時
の
中
に
億
億
の
衆
生
、
行
を
起
こ
し
道
を

修
せ
ん
に
、
未
だ
一
人
も
得
る
者
有
ら
じ
、
と
。
当
今
は
末
法
な
り
。
是
の
五
濁
悪
世
に
は
、
唯
浄
土
の
一
門
有
り
て
通
入
す

べ
き
路
な
り
、
と
。(

『
定
本
』
二
八
六
～
二
八
七
頁)

 

だ
か
ら
こ
そ
「
行
を
起
こ
し
道
を
修
せ
ん
に
、
未
だ
一
人
も
得
る
者
有
ら
じ
」
と
い
う
「
末
法
」
「
五
濁
悪
世
」
に
生
き
る
衆
生
は
、

「
浄
土
の
一
門
」
こ
そ
「
通
入
す
べ
き
」
教
え
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

親
鸞
は
こ
の
よ
う
に
「
浄
土
の
要
門
を
広
開
」
す
る
釈
尊
の
善
巧
を
、
専
修
念
仏
の
行
の
選
び
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
る
衆
生
の
「
有
漏
の
心
」
に
お
い
て
了
解
す
る
。「
如
来
の
異
の
方
便
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
い
衆
生
の
実
相
が
、
こ
こ
に
ま
ず

ま
す
明
ら
か
に
な
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
釈
尊
の
説
く
「
定
散
二
門
」
は
、
末
法
五
濁
の
衆
生
に
は
修
し
難
い
と
い
う
自
覚
を
与

え
る
こ
と
で
「
方
便
」
と
し
て
の
意
義
を
全
う
す
る
。
衆
生
は
た
だ
、
そ
の
「
如
来
の
異
の
方
便
」
に
よ
っ
て
「
慚
愧
懺
悔
の
心
有

る
こ
と
無
き
」
姿
に
立
ち
帰
り
、
「
虚
偽
」
な
る
相
を
信
知
す
る
こ
と
が
往
生
へ
の
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
浄
土
の
要
門
」

を
広
開
す
る
釈
尊
の
本
意
で
あ
る
と
言
え
る
。 

以
降
親
鸞
は
こ
の
視
座
を
踏
ま
え
て
、
念
仏
を
修
す
る
行
者
の
信
の
問
題
を
見
据
え
、
「
行
」
に
つ
い
て
結
ん
で
い
く
。 

  
 

第
五
項 

報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
す―

第
十
八
願
は
別
願
の
中
の
別
願―

 

 

釈
尊
が
何
故
『
観
経
』
に
定
散
二
善
を
説
く
の
か
。
「
経
」
の
顕
彰
隠
蜜
を
開
き
、
釈
文
の
引
文
に
て
確
認
さ
れ
た
。
「
浄
土
の
要

門
」
と
し
て
「
定
散
二
門
」
を
説
き
、
衆
生
に
「
往
生
を
願
求
」
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
慚
愧
懺
悔
の
心
有
る
こ
と
無
き
」
姿
、

「
有
漏
の
心
」
を
照
ら
し
出
す
。
定
散
の
二
機
と
し
て
の
衆
生
は
そ
の
「
如
来
の
異
の
方
便
」
を
通
し
て
、
虚
偽
な
る
相
を
信
知
す

る
の
で
あ
り
、「
真
心
徹
到
す
る
」
事
実
に
お
い
て
摂
取
の
光
明
に
包
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
総
て
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂

す
と
論
ぜ
ず
」
と
い
う
語
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
釈
尊
の
善
巧
摂
化
の
は
た
ら
き
が
、「
定
散
二
門
」
を
開
く
こ
と
と
し
て
押

さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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そ
の
よ
う
な
釈
文
の
引
文
の
確
か
め
を
踏
ま
え
て
、
真
実
と
方
便
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

然
る
に
今
『
大
本
』
に
拠
る
に
、
真
実
・
方
便
の
願
を
超
発
す
。
亦
『
観
経
』
に
は
方
便
・
真
実
の
教
を
顕
彰
す
。『
小
本
』
に

は
、
唯
真
門
を
開
き
て
方
便
の
善
無
し
。
是
を
以
て
三
経
の
真
実
は
、
選
択
本
願
を
宗
と
す
る
な
り
。
復
た
三
経
の
方
便
は
、

即
ち
是
れ
諸
の
善
根
を
修
す
る
を
要
と
す
る
な
り
。(

『
定
本
』
二
八
七
頁)

 

こ
こ
に
三
経
の
教
相
が
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
る
。『
大
経
』
は
「
真
実
・
方
便
の
願
を
超
発
す
」
、『
観
経
』
は
「
方
便
・
真
実
の
教

を
顕
彰
す
」
と
述
べ
ら
れ
、『
阿
弥
陀
経
』
は
「
唯
真
門
を
開
き
て
方
便
の
善
無
し
」
と
諸
善
は
な
く
念
仏
の
み
が
説
か
れ
て
い
る
と

述
べ
ら
れ
る
。『
大
経
』『
観
経
』
の
関
係
は
と
て
も
明
確
で
あ
る
。『
大
経
』
は
如
来
の
本
願
を
説
く
経
と
し
て
、
あ
く
ま
で
本
願
の

「
真
実
」
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
観
経
』
は
そ
の
本
願
を
根
拠
に
、
釈
尊
が
「
群
生
海
」
を
化
す
た
め
に
説
か
れ
た
経

と
し
て
「
方
便
真
実
の
教
を
顕
彰
す
」
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る

た
め
、
『
大
経
』
『
観
経
』
へ
の
思
索
を
通
し
て
、
『
阿
弥
陀
経
』
へ
の
吟
味
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

続
い
て
「
三
経
の
真
実
」
が
「
選
択
本
願
を
宗
と
す
る
な
り
」
と
押
さ
え
ら
れ
、「
三
経
の
方
便
は
」
、「
諸
の
善
根
を
修
す
る
を
要

と
す
る
」
と
明
か
さ
れ
る
。
こ
こ
に
「
三
経
の
真
実
」
が
「
如
来
の
本
願
」
や
「
念
仏
三
昧
」
で
は
な
く
、
特
に
「
選
択
本
願
」
と

な
っ
て
い
る
。「
選
択
本
願
」
と
は
、
法
然
の
「
浄
土
宗
」
独
立
に
お
い
て
標
榜
さ
れ
る
重
要
な
言
葉
で
あ
る
。『
選
択
集
』「
本
願
章
」

に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

第
十
八
の
願
に
、
一
切
の
諸
行
を
選
び
捨
て
て
、
唯
偏
に
念
仏
の
一
行
を
選
び
取
り
て
往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
ふ(

『
真
聖
全
』

一
・
九
四
三
頁)

 

「
念
仏
の
一
行
を
選
び
取
り
」
「
一
切
の
諸
行
を
選
び
捨
て
」
る
の
は
、
「
第
十
八
願
」
の
本
願
で
あ
る
と
明
確
に
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、「
選
択
本
願
」
を
親
鸞
が
「
三
経
の
真
実
」
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
本
願
に
お
け
る
選
択
の
精
神
に
立
っ
て
、
三
経
の
真
実
・
方

便
を
顕
開
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
先
に
『
観
経
』
の
三
心
へ
の
問
答
が
起
こ
さ
れ
る
直
前
に
述
べ
ら
れ
て

い
た
、 
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爾
夫
れ
楞
厳
の
和
尚
の
解
義
を
按
ず
る
に
、
念
仏
証
拠
門
の
中
に
、
第
十
八
の
願
は
別
願
の
中
の
別
願
な
り
と
顕
開
し
た
ま
え

り
。(

『
定
本
』
二
七
五
頁)

 

と
い
う
、
第
十
八
願
が
「
別
願
の
中
の
別
願
」
で
あ
る
と
い
う
視
座
に
も
う
か
が
え
る
。
別
願
中
の
別
願
で
あ
る
「
選
択
本
願
」
第

十
八
願
に
よ
っ
て
、
三
経
は
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
親
鸞
は
そ
の
眼
目
を
明
確
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、『
阿
弥
陀

経
』
へ
も
共
に
言
及
す
る
意
図
を
考
え
る
と
、「
真
門
」
念
仏
に
お
け
る
信
ま
で
見
据
え
た
思
索
が
以
降
展
開
さ
れ
て
い
く
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 
 

此
れ
に
依
っ
て
方
便
の
願
を
案
ず
る
に
、
仮
有
り
真
有
り
、
亦
行
有
り
信
有
り
。
願
は
、
即
ち
是
れ
臨
終
現
前
の
願
な
り
。
行

は
、
即
ち
是
れ
修
諸
功
徳
の
善
な
り
。
信
は
、
即
ち
是
れ
至
心
発
願
欲
生
の
心
な
り
。(

『
定
本
』
二
八
七
頁)

 

第
十
九
願
に
つ
い
て
、
「
真
・
仮
」
「
行
信
」
が
見
出
さ
れ
、
「
臨
終
現
前
の
願
」
、
「
修
諸
功
徳
の
善
」
、
「
至
心
発
願
欲
生
の
心
」
と
、

こ
の
願
が
「
方
便
の
願
」
な
る
意
味
が
押
さ
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
行
巻
」
に
明
か
さ
れ
た
、「
真
実
の
行
信
」
に
対
応
す
る
「
方
便

の
行
信
」
を
表
す
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

凡
そ
誓
願
に
就
い
て
、
真
実
の
行
信
有
り
、
亦
方
便
の
行
信
有
り
。
其
の
真
実
の
行
願
は
、
諸
仏
称
名
の
願
な
り
。
其
の
真
実

の
信
願
は
、
至
心
信
楽
の
願
な
り
。
斯
れ
乃
ち
選
択
本
願
の
行
信
な
り
。
其
の
機
は
、
則
ち
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
な
り
。
往
生

は
、
則
ち
難
思
議
往
生
な
り
。
仏
土
は
、
則
ち
報
仏
報
土
な
り
。
斯
れ
乃
ち
誓
願
不
可
思
議
、
一
実
真
如
海
な
り
。『
大
無
量
寿

経
』
の
宗
致
、
他
力
真
宗
の
正
意
な
り
。(
『
定
本
』
八
四
頁)

 

「
行
巻
」
で
は
、
「
真
実
の
行
信
」
に
つ
い
て
「
選
択
本
願
の
行
信
」
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
、
そ
の
「
機
」
と
「
往
生
」
「
仏
土
」

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
方
便
の
行
信
」
に
つ
い
て
は
こ
れ
が
「
浄
土
の
要
門
」
を
開
く
と
述
べ
ら
れ
、
「
行
」
と
「
機
」
、
「
往
生
」

が
明
確
に
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 
 

此
の
願
の
行
信
に
依
っ
て
、
浄
土
の
要
門
、
方
便
権
仮
を
顕
開
す
。
此
の
要
門
従
り
正
・
助
・
雑
の
三
行
を
出
だ
せ
り
。
此
の

正
助
の
中
に
就
い
て
、
専
修
有
り
雑
修
有
り
。
機
に
就
い
て
二
種
有
り
、
一
つ
に
は
定
機
、
二
つ
に
は
散
機
な
り
。
又
二
種
の
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三
心
有
り
。
又
二
種
の
往
生
有
り
。
二
種
の
三
心
と
は
、
一
つ
に
は
定
の
三
心
、
二
つ
に
は
散
の
三
心
な
り
。
定
散
の
心
は
、

即
ち
自
利
各
別
の
心
な
り
。
二
種
の
往
生
と
は
、
一
つ
に
は
即
往
生
、
二
つ
に
は
便
往
生
な
り
。
便
往
生
と
は
、
即
ち
是
れ
胎

生
辺
地
・
双
樹
林
下
の
往
生
な
り
。
即
往
生
と
は
、
即
ち
是
れ
報
土
化
生
な
り
。(

『
定
本
』
二
八
七
～
二
八
八
頁)

 

「
方
便
の
行
信
」
は
「
浄
土
の
要
門
、
方
便
権
仮
を
顕
開
す
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
先
に
第
十
九
願
に
つ
い
て
確
認

さ
れ
た
「
仮
」
の
意
義
を
明
か
し
て
い
る
と
見
て
取
れ
る
。
ま
ず
、
そ
の
「
要
門
」
に
「
正
・
助
・
雑
の
三
行
」
が
あ
る
と
押
さ
え

ら
れ
、「
正
助
の
中
に
就
い
て
、
専
修
有
り
雑
修
有
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
定
散
」
の
二
機
と
そ
の
機
に
お
け
る
心
が
「
定

散
の
心
」
、「
自
利
各
別
の
心
な
り
」
と
明
か
さ
れ
る
。「
正
・
助
・
雑
の
三
行
」
を
押
さ
え
て
、
そ
の
「
行
」
へ
の
吟
味
か
ら
「
機
」
、

そ
し
て
「
自
利
各
別
の
心
」
で
あ
る
「
定
散
の
心
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
そ
の
心
に
よ
る
往
生
が
「
胎
生
辺
地
・
双
樹
林
下
の
往

生
な
り
」
と
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
十
九
願
の
「
仮
」
の
意
義
は
、「
自
利
各
別
の
心
」
で
あ
る
「
定
散
の
心
」
に
そ

の
眼
目
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
第
十
九
願
に
お
け
る
「
仮
」
の
確
か
め
を
通
し
て
、
次
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

亦
此
の
『
経
』
に
真
実
有
り
。
斯
れ
乃
ち
金
剛
の
真
心
を
開
き
て
、
摂
取
不
捨
を
顕
さ
ん
と
欲
す
。
然
れ
ば
濁
世
能
化
の
釈
迦

善
逝
、
至
心
信
楽
の
願
心
を
宣
説
し
た
ま
う
。
報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
す
る
が
故
な
り
。(

『
定
本
』
二
八
八
頁)

 

第
十
九
願
の
「
仮
」
の
意
義
を
通
し
て
、
「
此
の
『
経
』
に
真
実
有
り
」
と
、
『
観
経
』
全
体
の
意
を
明
ら
か
に
す
る
形
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
「
金
剛
の
真
心
を
開
き
て
摂
取
不
捨
を
顕
さ
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
横
超
他
力
の
金
剛
心
に
摂
取
の
光
明

を
感
得
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
真
実
信
心
を
開
く
こ
と
が
こ
の
『
観
経
』
の
真
実
で
あ
る
と
親
鸞
は
明
か
す
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
摂
取
不
捨
」
と
は
、『
観
経
』
の
第
九
真
身
観
の
仏
が
説
か
れ
る
際
の
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
は
「
化
身
土
巻
」
の

劈
頭
に
て
、
「
真
身
観
の
仏
」
は
「
化
仏
」
を
表
す
も
の
と
し
て
掲
げ
て
い
た1

4

。
そ
の
こ
と
か
ら
、
親
鸞
は
『
観
経
』
に
お
い
て
最

も
要
と
な
る
の
は
、
「
真
身
観
の
仏
」
を
観
仏
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
本
願
力
に
自
身
の
無
明
が
照
ら
さ
れ
た
事
実
「
金
剛
の
真
心
」

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
金
剛
の
真
心
」
に
「
真
身
観
の
仏
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
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の
「
摂
取
不
捨
」
の
力
用
を
感
得
す
る
の
だ
と
、
ま
っ
た
く
本
願
の
信
を
根
拠
に
し
た
思
索
に
お
い
て
『
観
経
』
を
開
き
見
る
の
で

あ
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
次
に
「
濁
世
能
化
の
釈
迦
善
逝
、
至
心
信
楽
の
願
心
を
宣
説
し
た
ま
う
。
報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
す
る
が
故
な

り
」
と
述
べ
ら
れ
、「
定
散
二
門
」
に
よ
っ
て
「
濁
世
」
を
化
す
る
釈
尊
の
善
巧
は
「
至
心
信
楽
の
願
心
」
を
説
き
宣
べ
る
こ
と
を
そ

の
真
意
と
し
て
い
る
と
親
鸞
は
押
さ
え
、「
報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
す
」
と
、
本
願
成
就
の
信
が
「
真
因
」
と
な
る
と
明
ら
か
に

す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
確
か
め
か
ら
わ
か
る
の
は
、「
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
」
と
決
定
さ
れ
る
「
行
」
の
選
び
、
専
修
念
仏
へ
の
立
脚
は
、
必

ず
行
者
の
信
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
と
こ
ろ
に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
た
だ
念
仏
」
の
自
覚
は
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る

よ
う
に
本
願
力
回
向
に
よ
る
「
金
剛
の
真
心
」
、
「
至
心
信
楽
の
願
心
」
、
真
実
の
「
信
楽
」
に
お
け
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
『
観
経
』
の
「
真
実
」
が
、「
金
剛
の
真
心
」
と
し
て
明
か
さ
れ
、
そ
し
て
次
に
は
「
三
経
」
の
信
心
に
つ
い
て
言
及

さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
『
観
経
』
に
お
け
る
「
真
実
」
が
「
金
剛
の
真
心
」
、
「
至
心
信
楽
の
願
心
」
と
い
う
『
大
経
』
の
本
願
に

よ
っ
て
明
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
執
持
名
号
一
心
不
乱
」
の
「
一
心
」
の
意
義
が
詳
ら
か
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
親
鸞
は
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 

是
を
以
て
『
大
経
』
に
は
信
楽
と
言
え
り
。
如
来
の
誓
願
疑
蓋
雑
わ
る
こ
と
无
き
が
故
に
、
信
と
言
え
る
な
り
。『
観
経
』
に
は
、

深
心
と
説
け
り
。
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
が
故
に
、
深
と
言
え
る
な
り
。『
小
本
』
に
は
、
一
心
と
言
え
り
、
二
行
雑
わ
る
こ
と

無
き
が
故
に
、
一
と
言
え
る
な
り
。
復
た
一
心
に
就
い
て
深
有
り
浅
有
り
。
深
と
は
利
他
真
実
の
心
是
れ
な
り
、
浅
と
は
定
散

自
利
の
心
是
れ
な
り
。(

『
定
本
』
二
八
八
頁)

 

「
三
経
」
に
お
け
る
信
が
、『
大
経
』
で
は
「
信
楽
」
、『
観
経
』
で
は
「
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
」「
深
心
」
、『
阿
弥
陀
経
』
で
は
「
一

心
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
一
心
」
に
「
浅
有
り
深
有
り
」
と
明
か
さ
れ
、「
利
他
真
実

の
心
」
と
「
定
散
自
利
の
心
」
の
二
義
が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
観
経
』
に
お
け
る
「
方
便
真
実
」
の
関
係
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を
通
し
て
『
阿
弥
陀
経
』
を
見
た
と
き
、
そ
の
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
一
心
」
に
「
浅
深
」
の
別
が
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
行
」
の
「
浅
深
」
で
は
な
く
、
念
仏
を
修
す
る
信
の
「
浅
深
」
で
あ
り
、
そ
の
信
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
「
執
持

名
号
」
の
意
義
が
明
確
に
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
「
唯
真
門
を
開
き
て
方
便
の
善
無
し
」
と
さ
れ
る
『
阿
弥
陀
経
』
に

も
真
実
方
便
の
意
義
が
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
る
の
だ
と
言
え
る
。
こ
れ
は
後
に
『
阿
弥
陀
経
』
の
顕
彰
隠
蜜
を
開
く
時
の
視
座
に
な

る
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
確
か
め
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。 

 
 

宗
師
の
意
に
依
る
に
、
心
に
依
っ
て
勝
行
を
起
こ
せ
り
、
門
八
万
四
千
に
余
れ
り
、
漸
・
頓
則
ち
各
所
宜
に
称
い
て
、
縁
に
随

う
者
、
則
ち
皆
な
解
脱
を
蒙
れ
り
、
と
云
え
り
。
然
る
に
常
没
の
凡
愚
、
定
心
修
し
難
し
、
息
慮
凝
心
の
故
に
。
散
心
行
じ
難

し
、
廃
悪
修
善
の
故
に
。
是
を
以
て
立
相
住
心
尚
成
じ
難
き
が
故
に(

『
定
本
』
二
八
九
頁)

 

善
導
の
「
玄
義
分
」
の
文
を
引
き
、
釈
尊
が
機
に
随
い
「
八
万
四
千
」
の
法
門
を
説
く
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
皆
解
脱
を
蒙
れ
り
」

と
述
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
親
鸞
は
そ
の
よ
う
に
定
散
の
機
に
「
八
万
四
千
」
の
法
門
が
説
か
れ
る
意
味
を
、「
常
没
の
凡
愚
定
心
修

し
難
し
、
息
慮
凝
心
の
故
に
。
散
心
行
じ
難
し
、
廃
悪
修
善
の
故
に
」
と
述
べ
、
そ
れ
が
修
し
難
い
も
の
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
こ
と

に
見
出
し
て
い
る
。
親
鸞
は
そ
の
よ
う
に
、
釈
尊
が
機
に
随
っ
て
説
く
八
万
四
千
の
「
門
」
の
意
義
を
明
か
し
た
上
で
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

門
余
と
言
う
は
、
門
は
即
ち
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
、
余
は
即
ち
本
願
一
乗
海
な
り
。(

『
定
本
』
二
八
九
頁)

 

善
導
の
「
門
余
」
の
言
葉
を
、「
門
」
と
「
余
」
に
分
け
、「
門
」
と
は
「
八
万
四
千
の
仮
門
」
、「
余
」
は
「
本
願
一
乗
海
な
り
」
と
、

そ
の
意
味
を
述
べ
て
い
る
。
善
導
の
「
玄
義
分
」
の
文
脈
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
了
解
は
出
て
こ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
確
か
め
ら
れ
た
真
実
と
方
便
の
関
係
に
よ
っ
て
、
今
一
度
釈
尊
の
教
え(

門)

の
意
義
を
開
き
見
た
と
き
、
親
鸞

は
そ
こ
に
機
に
随
っ
て
説
か
れ
た
「
八
万
四
千
の
仮
門
」
と
、
そ
れ
と
質
を
異
に
す
る
「
本
願
一
乗
海
」
の
「
大
行
」
が
見
出
さ
れ

る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
「
門
余
」
を
釈
す
の
で
あ
る
。 
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凡
そ
一
代
の
教
に
就
い
て
、
此
の
界
の
中
に
し
て
入
聖
得
果
す
る
を
聖
道
門
と
名
づ
く
、
難
行
道
と
云
え
り
。
此
の
門
の
中
に

就
い
て
、
大
小
、
漸
頓
、
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
、
権
実
、
顕
密
、
竪
出
、
竪
超
有
り
。
則
ち
是
れ
自
力
、
利
他
教
化
地
、
方
便

権
門
の
道
路
な
り(

『
定
本
』
二
八
九
頁)

 

そ
の
八
万
四
千
の
法
門
は
こ
こ
で
、
釈
尊
「
一
代
の
教
」
と
し
て
、「
聖
道
門
」
、「
難
行
道
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
は
「
自
力
」
を
尽

く
さ
せ
る
「
方
便
権
門
の
道
路
な
り
」
と
押
さ
え
ら
れ
る
。 

 
 

安
養
浄
刹
に
し
て
入
聖
証
果
す
る
を
浄
土
門
と
名
づ
く
、
易
行
道
と
云
え
り
。
此
の
門
の
中
に
就
い
て
、
横
出
・
横
超
、
仮
・

真
、
漸
・
頓
、
助
・
正
・
雑
行
、
雑
修
・
専
修
有
る
な
り
。
正
と
は
五
種
の
正
行
な
り
。
助
と
は
名
号
を
除
き
て
已
外
の
五
種

是
れ
な
り
。
雑
行
と
は
正
助
を
除
き
て
已
外
を
悉
く
雑
行
と
名
づ
く
。
此
れ
乃
ち
横
出
・
漸
教
、
定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、

自
力
仮
門
な
り
。(

『
定
本
』
二
八
九
頁)

 

ま
た
、
そ
の
「
難
行
道
」「
聖
道
門
」
に
選
ん
で
、「
安
養
浄
刹
に
し
て
入
聖
証
果
す
る
を
浄
土
門
と
名
づ
く
」
と
、「
易
行
道
」
と
し

て
の
「
浄
土
門
」
に
つ
い
て
確
か
め
ら
れ
る
。 

 

こ
の
「
浄
土
門
」
の
中
の
「
行
」
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
「
正
と
は
五
種
の
正
行
な
り
」
と
押
さ
え
、「
助
と
は
名
号
を
除
き
て
已
外

の
五
種
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
先
に
引
か
れ
た
「
深
心
釈
」
「
就
行
立
信
」
の
引
文
で
は
、
「
正
」
「
助
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

「
五
種
」
の
正
行
の
内
「
順
彼
仏
願
故
」
の
称
名
念
仏
を
「
正
定
業
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の
「
四
種
」
は
「
助
業
」
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、「
助
と
は
名
号
を
除
き
て
已
外
の
五
種
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
本
願
の
名
号
に
よ
る
か
、
そ
れ
以
外
か

で
「
助
業
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
明
か
さ
れ
た
「
報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
す
」
の
言
葉
と
共
に
考
え
れ
ば
、

こ
こ
で
「
正
定
業
」
と
さ
れ
る
の
は
、
真
実
功
徳
の
名
号
が
そ
の
身
に
「
信
楽
」
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
か
否
か
で
決
ま
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
正
」
に
つ
い
て
「
五
種
の
正
行
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
「
信
楽
」
が
「
五
種
」
の
精
神
に
通
底
す

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
信
楽
」
に
お
け
る
本
願
の
名
号
以
外
は
「
助
業
」
、「
雑
行
」
で
あ
り
、「
横
出
・

漸
教
、
定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
な
り
」
と
、
畢
竟
「
仮
門
」
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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横
超
と
は
、
本
願
を
憶
念
し
て
自
力
の
心
を
離
る
る
、
是
れ
を
横
超
他
力
と
名
づ
く
る
な
り
。
斯
れ
即
ち
専
の
中
の
専
、
頓
の

中
の
頓
、
真
の
中
の
真
、
乗
の
中
の
一
乗
な
り
、
斯
れ
乃
ち
真
宗
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
〇
頁)

 

そ
の
よ
う
に
釈
尊
の
説
く
「
八
万
四
千
の
法
門
」
を
、「
聖
道
門
」「
浄
土
門
」
の
中
に
見
出
し
終
っ
て
、
そ
の
「
余
」
と
し
て
の
「
本

願
一
乗
海
」
が
「
本
願
を
憶
念
し
て
自
力
の
心
を
離
る
る
」
「
横
超
」
と
し
て
明
か
さ
れ
る
。 

 
こ
れ
は
釈
尊
の
説
く
八
万
四
千
の
「
仮
門
」
と
は
質
を
異
に
し
た
も
の
と
し
て
、
「
専
の
中
の
専
、
頓
の
中
の
頓
、
真
の
中
の
真
、

乗
の
中
の
一
乗
な
り
」
と
押
さ
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
三
経
」
を
貫
く
真
実
と
し
て
の
「
選
択
本
願
」
と
は
、
衆
生
に
い
か
に
し

て
は
た
ら
き
か
け
る
か
、
そ
れ
が
「
横
超
他
力
」
と
押
さ
え
ら
れ
、「
本
願
を
憶
念
し
て
自
力
の
心
を
離
る
る
」
こ
と
、
そ
れ
を
「
門

八
万
四
千
に
余
れ
る
」
、
「
本
願
一
乗
海
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。 

 

「
本
願
一
乗
海
」
と
は
、
「
行
巻
」
に
て
、 

 
 

本
願
一
乗
海
を
案
ず
る
に
、
円
融
、
満
足
、
極
促
、
無
碍
、
絶
対
不
二
の
教
な
り
。(

『
定
本
』
八
一
頁)

 

と
明
か
さ
れ
、
衆
生
の
上
に
そ
の
煩
悩
に
碍
げ
ら
れ
ず
、
そ
の
往
生
の
志
願
を
「
満
足
」
さ
せ
る
「
絶
対
不
二
の
教
な
り
」
と
確
か

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
特
に
名
号
の
真
実
功
徳
と
し
て
、
衆
生
に
「
破
闇
満
願
」
の
力
用
と
し
て
感
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
そ
の
「
一
乗
海
」
の
機
は
、 

 
 

一
乗
海
の
機
を
案
ず
る
に
、
金
剛
の
信
心
は
絶
対
不
二
の
機
な
り
。
知
る
べ
し
。(

『
定
本
』
八
二
頁)

 

こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
、
名
号
に
よ
っ
て
本
願
を
信
受
し
た
と
こ
ろ
の
自
覚
「
金
剛
の
信
心
」
が
そ
の
「
絶
対
不
二
の
機
」
と
な
る

と
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
願
一
乗
海
」
の
は
た
ら
き
は
、
衆
生
が
名
号
に
よ
っ
て
「
自
力
の
心
を
離
」
れ
る
と

き
、
そ
の
「
金
剛
の
真
心
」
の
事
実
に
お
い
て
証
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
五
種
」
の
正
行
は
、
そ
の
信
が
な
け
れ
ば
「
助
業
」
に

な
り
得
る
と
言
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
「
横
超
他
力
」
の
本
願
力
に
よ
る
仏
道
が
、「
真
宗
」
で
あ
る
と
明
瞭
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

  
 

 

第
六
項 

仮
令
の
誓
願
良
に
由
あ
る
か
な―

極
重
悪
人
唯
称
弥
陀―
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「
本
願
一
乗
海
」「
横
超
他
力
」
の
は
た
ら
き
に
、「
行
」
に
つ
い
て
の
確
か
め
を
結
び
、「
仮
門
」
と
質
を
異
に
す
る
「
真
宗
」
が

明
か
さ
れ
た
。
そ
れ
は
三
経
の
真
実
に
通
底
す
る
「
選
択
本
願
」
に
そ
の
根
拠
が
あ
り
、
方
便
真
実
の
関
係
を
明
か
す
こ
と
を
通
し

て
「
行
」
の
選
び
か
ら
「
信
」
の
決
定
へ
眼
目
が
展
開
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
正
定
業
」
と
は
、「
信
楽
を
正
と
す
る
」
の
で
あ

り
、
衆
生
に
と
っ
て
は
他
力
の
「
金
剛
の
真
心
」
が
明
ら
か
に
な
る
か
ど
う
か
が
「
行
」
の
決
定
の
根
源
に
あ
る
の
だ
と
明
か
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
全
体
と
し
て
「
第
十
八
の
願
は
別
願
の
中
の
別
願
な
り
」
と
い
う
言
葉
を
元
に
、
そ
の
思
索
が
展
開

さ
れ
た
と
言
え
る
。 

 

そ
し
て
そ
の
確
か
め
を
受
け
て
以
降
、
今
一
度
「
雑
行
雑
修
」「
浄
土
の
雑
行
」
と
は
何
か
、
そ
の
内
実
が
整
理
さ
れ
明
か
さ
れ
て

い
く
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
「
仮
令
の
誓
願
良
に
由
有
る
か
な1

5

」
と
仰
が
れ
て
い
く
、
こ
こ
か
ら
の
思
索
は
「
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
」

の
言
葉
を
元
に
し
て
展
開
し
て
い
く
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

夫
れ
雑
行
・
雑
修
、
其
の
言
一
つ
に
し
て
其
の
意
是
れ
異
な
り 

(

『
定
本
』
二
九
〇
頁)

 

「
雑
行
」
と
「
雑
修
」
に
つ
い
て
、
「
其
の
言
一
つ
に
し
て
其
の
意
是
れ
異
な
り
」
と
、
そ
の
違
い
が
明
か
さ
れ
て
い
く
。
「
雑
行
」

と
は
「
正
行
」
に
対
し
て
の
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
「
行
」
の
選
び
を
表
す
言
葉
で
あ
る
と
言
え
る
。「
雑
修
」
と
は
「
正
・
助
」

の
「
修
」
し
方
の
違
い
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
は
念
仏
を
修
す
る
機
の
問
題
と
見
当
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

そ
こ
で
ま
ず
「
雑
行1

6

」
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
先
に 

 
 

雑
行
と
は
正
助
を
除
き
て
已
外
を
悉
く
雑
行
と
名
づ
く
。
此
れ
乃
ち
横
出
・
漸
教
、
定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門

な
り
。
（
『
定
本
』
二
九
〇
頁)

 

と
「
浄
土
門
」
の
中
の
「
雑
行
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
「
自
力
仮
門
」
の
内
容
を
受
け
て
の
確
か
め
で
あ
る
。 

そ
し
て
「
雑
行
」
の
後
、
次
に
は
「
雑
修
」
の
意
義
が
「
正
助
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
形
で
明
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、

先
に
「
正
と
は
五
種
の
正
行
な
り
。
助
と
は
名
号
を
除
き
て
已
外
の
五
種
是
れ
な
り1

7

」
と
明
か
さ
れ
た
内
容
を
受
け
て
の
確
か
め
で

あ
る
。 
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亦
、
正
・
助
に
就
い
て
、
専
修
有
り
雑
修
有
り
。
此
の
雑
修
に
就
い
て
、
専
心
有
り
雑
心
有
り
。
専
修
に
就
い
て
二
種
有
り
、

一
つ
に
は
唯
仏
名
を
称
す
、
二
つ
に
は
五
専
有
り
。
此
の
行
業
に
就
い
て
専
心
有
り
雑
心
有
り
。
五
専
と
は
、
一
つ
に
は
専
礼
、

二
つ
に
は
専
読
、
三
つ
に
は
専
観
、
四
つ
に
は
専
名
、
五
つ
に
は
専
讃
嘆
な
り
、
是
れ
を
五
つ
の
専
修
と
名
づ
く
。
専
修
其
の

言
一
つ
に
し
て
、
其
の
意
惟
れ
異
な
り
。
即
ち
是
れ
定
専
修
な
り
、
復
た
散
専
修
な
り
。
専
心
と
は
、
五
正
行
を
専
ら
に
し
て

二
心
無
き
が
故
に
、
専
心
と
曰
う
。
即
ち
是
れ
定
専
心
な
り
、
復
た
是
れ
散
専
心
な
り
。
雑
修
と
は
、
助
正
兼
行
す
る
が
故
に

雑
修
と
曰
う
。
雑
心
と
は
、
定
散
の
心
雑
す
る
が
故
に
雑
心
と
曰
う
な
り
。
知
る
べ
し
。(

『
定
本
』
二
九
一
頁)

 

「
正
助
」
の
中
に
「
専
修
有
り
雑
修
有
り
」
、
そ
し
て
「
雑
修
に
就
い
て
、
専
心
有
り
雑
心
有
り
」
と
押
さ
え
ら
れ
て
、
ま
ず
そ
の
「
専

修
」
に
つ
い
て
二
種
が
述
べ
ら
れ
る
。「
一
つ
に
は
唯
仏
名
を
称
す
、
二
つ
に
は
五
専
有
り
」
と
述
べ
ら
れ
、「
唯
称
仏
名
」
と
、「
五

専
」(

「
専
礼
」
「
専
読
」
「
専
観
」
「
専
名
」
「
専
讃
嘆
」)

の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
唯
称
仏
名
」
に
つ
い
て
従
来
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。
「
唯
称
仏
名
」
を
「
選
択
本
願
」
の
念
仏
と
見
る
か
、
「
真
門
」
念
仏

と
し
て
見
る
か
で
あ
る1

8

。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
文
脈
で
は
「
本
願
を
憶
念
し
て
自
力
を
離
る
る
」「
横
超
他
力
」
の
本
願
念
仏
を

軸
に
し
て
、
「
浄
土
の
要
門
」
、
も
し
く
は
八
万
四
千
の
「
仮
門
」
に
つ
い
て
開
き
見
て
き
た
。
こ
こ
で
も
ま
ず
「
専
修
」
に
つ
い
て

「
唯
称
仏
名
」
と
い
う
、「
本
願
一
乗
海
」
に
実
現
す
る
念
仏
を
挙
げ
、
そ
の
上
で
「
専
修
に
異
あ
り
」
と
い
う
「
五
専
」
を
解
釈
し

て
い
く
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
唯
称
仏
名
」
は
先
に
、
「
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
」
と
述
べ
ら
れ
た
、
「
極
重
悪
人
」

の
自
覚
に
お
け
る
「
唯
称
」
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

親
鸞
は
こ
の
「
唯
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
特
に
本
願
の
信
に
お
け
る
名
号
の
自
覚
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

唯
は
た
だ
こ
の
こ
と
ひ
と
つ
と
い
ふ
。
ふ
た
つ
な
ら
ぶ
こ
と
を
き
ら
ふ
こ
と
ば
な
り
。(

中
略)

 

 
 

本
願
他
力
を
た
の
み
て
自
力
を
は
な
れ
た
る
、
こ
れ
を
唯
信
と
い
ふ
。(

中
略)

 

ま
た
唯
信
は
こ
れ
こ
の
他
力
の
信
心
の
ほ
か
に
余
の
こ
と
な
ら
は
ず
と
な
り
。
す
な
わ
ち
本
弘
誓
願
な
る
が
ゆ
へ
な
れ
ば
な
り
。

(

『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
一
五
五
頁)
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親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
を
か
ぶ
り
て
信
ず
る
ほ
か

に
、
別
の
子
細
な
き
な
り
。(

『
定
親
全
』
四
・
五
頁)

 

「
こ
の
こ
と
ひ
と
つ
」
と
い
う
信
に
お
け
る
名
号
へ
の
立
脚
が
「
唯
」
に
込
め
ら
れ
た
意
義
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
「
本
願
他

力
を
た
の
み
て
自
力
を
は
な
れ
た
る
」
、
「
た
だ
念
仏
」
の
自
覚
と
し
て
、
自
力
の
心
と
は
質
を
異
に
す
る
決
定
で
あ
る
と
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 

五
専
と
は
、
一
つ
に
は
専
礼
、
二
つ
に
は
専
読
、
三
つ
に
は
専
観
、
四
つ
に
は
専
名
、
五
つ
に
は
専
讃
嘆
な
り
、
是
れ
を
五
つ

の
専
修
と
名
づ
く
。
専
修
其
の
言
一
つ
に
し
て
、
其
の
意
惟
れ
異
な
り
。
即
ち
是
れ
定
専
修
な
り
、
復
た
散
専
修
な
り
。(

『
定

本
』
二
九
一
頁)

 

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
五
つ
の
専
修
」
が
「
其
の
言
一
つ
に
し
て
、
其
の
意
惟
れ
異
な
」
る
こ
と
と
し
て
明
か
さ
れ
る
。
本
来
「
正

定
業
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
「
五
専
」
の
内
の
第
四
の
「
専
称
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
「
専
称
」
は
「
唯
称
仏
名
」
と

区
別
さ
れ
、「
専
名
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
思
わ
れ
る
の
は
「
信
巻
」
に
て
願
力
の
信
心
が
名
号
と
の
関
係
の
中
で
述
べ
ら
れ
て

い
た
文
言
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 
 

真
実
の
信
心
は
必
ず
名
号
を
具
す
。
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な
り
。
是
の
故
に
論
主
建
め
に
我
一
心
と
言

え
り
。(

『
定
本
』
一
三
二
頁)

 

「
名
号
は
必
ず
し
も
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
な
り
」
と
明
か
さ
れ
る
よ
う
に
、「
専
修
に
異
あ
り
」
と
さ
れ
る
「
専
名
」
は
、
こ
の

名
号
を
専
ら
に
す
る
の
み
の
「
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
」
姿
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
五
専
」
の
内
の
「
専

名
」
は
、
名
号
に
執
着
し
て
い
く
法
執
の
問
題
、
す
な
わ
ち
第
二
十
願
の
機
が
念
頭
に
あ
る
確
か
め
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
「
五
つ
の
専
修
」
に
、
「
定
専
修
」
「
散
専
修
」
が
見
出
さ
れ
、
「
即
ち
是
れ
定
専
心
な
り
、
復
た
是
れ
散
専
心
な
り
」

と
述
べ
ら
れ
て
、「
専
心
」
の
形
を
と
っ
て
い
て
も
本
願
の
信
と
は
質
を
異
に
す
る
「
定
散
の
心
」
、「
自
利
各
別
の
心
」
と
し
て
区
別

さ
れ
る
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
専
修
の
中
の
「
異
」
な
る
姿
を
明
か
し
終
え
て
、 
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雑
修
と
は
、
助
正
兼
行
す
る
が
故
に
雑
修
と
曰
う
。
雑
心
と
は
、
定
散
の
心
雑
す
る
が
故
に
雑
心
と
曰
う
な
り
。
知
る
べ
し
。

(

『
定
本
』
二
九
一
頁)

 

と
「
雑
修
」
の
内
実
が
「
定
散
の
心
雑
す
る
」
「
雑
心
」
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

凡
そ
浄
土
の
一
切
諸
行
に
於
い
て
、
綽
和
尚
は
万
行
と
云
い
、
導
和
尚
は
雑
行
と
称
す
、
感
禅
師
は
諸
行
と
云
え
り
、
信
和
尚

は
感
師
に
依
れ
り
、
空
聖
人
は
導
和
尚
に
依
り
た
ま
う
な
り
。
経
家
に
拠
り
て
師
釈
を
披
く
に
、
雑
行
の
中
の
雑
行
雑
心
・
雑

行
専
心
・
専
行
雑
心
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
一
～
二
九
二
頁)

 

「
雑
行
」「
雑
修
」
の
意
義
を
明
か
し
終
え
て
、
今
一
度
「
浄
土
の
一
切
諸
行
」
の
伝
統
が
押
さ
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
道
綽
、
善
導
、

懐
感
、
源
信
、
源
空
の
伝
統
を
示
す
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
万
行
」
「
雑
行
」
「
諸
行
」
の
決
判
に
よ
っ
て
、
親
鸞
自
身
に
「
雑
行
」

の
意
味
が
開
示
さ
れ
た
と
い
う
思
想
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う1

9

。
そ
し
て
、
そ
の
伝
統
に
よ
っ
て
「
正
行
」
を
以
下
の

よ
う
に
釈
し
て
い
く
。 

亦
正
行
の
中
の
専
修
専
心
・
専
修
雑
心
・
雑
修
雑
心
は
、
此
れ
皆
な
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
な
り
。
故
に
極
楽
に
生
ま

る
と
雖
も
、
三
宝
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
、
仏
心
の
光
明
、
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
せ
ざ
る
な
り
。
仮
令
の
誓
願
、
良
に
由
有

る
か
な
。
仮
門
の
教
、
欣
慕
の
釈
、
是
れ
弥
よ
明
ら
か
な
り
。
二
経
の
三
心
、
顕
の
義
に
依
れ
ば
異
な
り
。
彰
の
義
に
依
れ
ば

一
な
り
。
三
心
一
異
の
義
、
答
え
竟
り
ぬ
と
。(

『
定
本
』
二
九
二
頁)

 

「
正
行
の
中
の
専
修
専
心
・
専
修
雑
心
・
雑
修
雑
心
は
、
此
れ
皆
な
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、「
専
修
専

心
」
も
「
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
」
と
な
る
と
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
明
か
さ
れ
た
「
専
修
」
の
中
の
「
異
」
な

る
「
五
専
」
が
、「
願
力
の
信
心
を
具
せ
ざ
る
」
ゆ
え
に
、「
皆
な
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
な
り
」
と
、「
化
土
」
の
業
引
と
な

る
と
明
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
。 

 

こ
こ
に
「
正
行
」
の
中
に
お
け
る
信
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、「
極
楽
に
生
ま
る
と
雖
も
、
三
宝
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
、
仏
心
の
光
明
、

余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
せ
ざ
る
な
り
」
と
、「
定
散
の
心
」
に
沈
む
者
の
実
相
が
言
い
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
が
最
後
に
「
仮
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令
の
誓
願
、
良
に
由
有
る
か
な
」
と
第
十
九
願
を
仰
ぐ
の
は
、
た
だ
「
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
」
と
勧
励
す
る
釈
尊
の
善
巧
接
化
が
な

け
れ
ば
、
自
力
の
心
を
離
れ
る
こ
と
が
自
身
に
実
現
し
な
か
っ
た
と
い
う
深
い
謝
念
が
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
上
で
「
二
経
の
三
心
、

顕
の
義
に
依
れ
ば
異
な
り
。
彰
の
義
に
依
れ
ば
一
な
り
。
三
心
一
異
の
義
、
答
え
竟
り
ぬ
」
と
述
べ
、
『
観
経
』
の
三
心
の
「
一
異
」

を
問
う
思
索
を
結
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。 

  

第
二
節 
『
阿
弥
陀
経
』
一
心
一
異
を
問
う―

「
真
門
釈
」
へ
の
視
座―

 

 
 

 
 

第
一
項 
『
阿
弥
陀
経
』
一
心
一
異
を
問
う―

『
阿
弥
陀
経
』
顕
彰
隠
蜜
の
義―

 

『
観
経
』
の
三
心
を
、
経
の
顕
彰
隠
蜜
を
開
き
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
し
終
り
、
第
十
九
願
が
「
仮
令
の
誓
願
、
良
に
由
有
る

か
な
」
と
仰
が
れ
た
。「
要
門
釈
」
で
は
、
諸
行
か
ら
専
修
念
仏
へ
の
立
脚
が
、
行
者
の
信
の
問
題
が
暴
か
れ
る
と
い
う
形
で
思
索
さ

れ
、
最
後
に
は
「
仏
心
の
光
明
、
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
せ
ざ
る
な
り
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、「
極
重
悪
人
唯
称
弥
陀
」

の
意
義
が
明
瞭
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
極
重
悪
人
」
の
自
覚
に
お
い
て
、「
た
だ
念
仏
」
の
立
脚
を
得
る
。
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
展

開
で
「
要
門
釈
」
は
結
ば
れ
た
と
言
え
る
。 

し
か
し
、
そ
の
確
か
め
の
中
で
『
大
経
』
『
観
経
』
だ
け
で
は
な
く
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
、『
観
経
』
に
お
け
る
「
彰
隠
蜜
」
の
義
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
阿
弥
陀
経
』
へ
の
視
座
が
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
「
三
経
」
に
通
底
す
る
「
選
択
本
願
」
の
精
神
に
よ
る
な
ら
ば
、『
阿
弥
陀
経
』
の
「
執
持
名
号
一

心
不
乱
」
の
「
一
心
」
が
い
よ
い
よ
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
視
座
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
専
ら
名
号
を
称
え
る
専
修
の

中
に
、
自
力
の
「
雑
心
」
が
あ
る
と
い
う
、
弥
陀
の
本
願
に
立
つ
親
鸞
の
歎
異
の
眼
が
あ
る
と
言
え
る
。
今
節
で
は
親
鸞
が
ど
の
よ

う
に
『
阿
弥
陀
経
』
の
顕
彰
隠
蜜
を
開
い
て
い
く
か
確
か
め
た
い
。 
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『
阿
弥
陀
経
』
の
「
一
心
」
の
問
答
は
以
下
の
よ
う
に
展
開
す
る
。 

 
 

又
問
う
。『
大
本
』
と
『
観
経
』
の
三
心
と
、『
小
本
』
の
一
心
と
、
一
異
云
何
ぞ
や
。
答
う
。
今
方
便
真
門
の
誓
願
に
就
い
て
、

行
有
り
信
有
り
、
亦
真
実
有
り
方
便
有
り
。
願
と
は
、
即
ち
植
諸
徳
本
の
願
是
れ
な
り
。
行
と
は
、
此
れ
に
二
種
有
り
。
一
つ

に
は
善
本
、
二
つ
に
は
徳
本
な
り
。
信
と
は
、
即
ち
至
心
回
向
欲
生
の
心
是
れ
な
り
。
機
に
就
い
て
定
有
り
散
有
り
。
往
生
と

は
、
此
れ
難
思
往
生
是
れ
な
り
。
仏
と
は
、
即
ち
化
身
な
り
。
土
と
は
、
即
ち
疑
城
胎
宮
是
れ
な
り
。
（
『
定
本
』
二
九
二
頁
） 

 

『
阿
弥
陀
経
』
の
一
心
一
異
を
問
う
答
え
と
し
て
、「
今
方
便
真
門
の
誓
願
に
就
い
て
、
行
有
り
信
有
り
、
亦
真
実
有
り
方
便
有
り
」

と
述
べ
ら
れ
、
「
方
便
真
門
の
誓
願
」
を
吟
味
す
る
形
で
答
え
ら
れ
て
い
る
。 

ま
ず
第
二
十
願
「
方
便
真
門
の
誓
願
」
に
つ
い
て
、
「
行
有
り
信
有
り
」
「
真
実
有
り
方
便
有
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
真
門
の

誓
願
に
も
「
行
信
」
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
で
も
「
真
実
」
と
、「
方
便
」
の
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に

『
阿
弥
陀
経
』
の
「
一
心
」
に
「
深
有
り
浅
有
り
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
誓
願
」
に
真
実
方
便
が
見
出
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
。
そ
し
て
「
願
」
は
「
植
諸
徳
本
の
願
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
十
願
文
に
説
か
れ
る
「
諸
々
の
徳
本
を
植
え2

0

」
往

生
を
願
ず
る
者
が
見
据
え
ら
れ
て
お
り
、
「
方
便
真
門
」
の
意
義
を
示
し
た
願
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

そ
し
て
「
機
」
に
つ
い
て
は
、「
定
有
り
散
有
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
第
十
九
願
「
要
門
釈
」
に
て
述
べ
ら
れ
た
、
定
散
二
善
の
課
題

を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
機
に
説
か
れ
る
行
は
如
来
の
名
号
の
功
徳
と
し
て
の
「
善
本
」「
徳
本
」
で
あ
り
、
要
請

さ
れ
る
信
は
「
至
心
回
向
欲
生
の
心2

1

」
で
あ
る
た
め
、「
回
向
」
を
自
ら
の
善
根
に
お
い
て
修
し
て
い
く
「
自
力
作
善2

2

」「
定
散
自

利
の
心
」
に
立
つ
行
者
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
者
が
留
ま
っ
て
し
ま
う
「
土
」
は

「
疑
城
胎
宮
是
れ
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
真
実
報
土
に
生
ま
れ
る
「
難
思
議
往
生
」
と
は
区
別
さ
れ
、
そ
の
往
生
は
「
難
思
往
生
」

と
明
か
さ
れ
て
い
る
。 

「
方
便
真
門
の
誓
願
」
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
誓
願
の
行
信
、
往
生
・
仏
土
が
押
さ
え
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
『
阿
弥
陀
経
』

の
「
顕
彰
隠
蜜
之
義
」
が
開
か
れ
て
い
く
。 
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『
観
経
』
に
准
知
す
る
に
、
此
の
経
に
亦
顕
彰
隠
蜜
の
義
有
る
べ
し
。
顕
と
言
う
は
、
経
家
は
一
切
諸
行
の
少
善
を
嫌
貶
し
て
、

善
本
・
徳
本
の
真
門
を
開
示
し
、
自
利
の
一
心
を
励
ま
し
て
、
難
思
の
往
生
を
勧
む
。
是
を
以
て
『
経
』
に
は
多
善
根
・
多
功

徳
・
多
福
徳
の
因
縁
と
説
き
、『
釈
』
に
は
九
品
倶
に
回
し
て
、
不
退
を
得
よ
と
云
え
り
。
或
い
は
無
過
念
仏
往
西
方
、
三
念
五

念
仏
来
迎
と
云
え
り
。
此
れ
は
是
れ
此
の
経
の
顕
の
義
を
示
す
な
り
。
此
れ
乃
ち
真
門
の
中
の
方
便
な
り
。
（
『
定
本
』
二
九
三

頁
） 

「
『
観
経
』
に
准
知
す
る
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
観
経
』
の
顕
彰
隠
蜜
の
義
に
准
ら
え
て
、『
阿
弥
陀
経
』
の
顕
彰
隠
蜜
が
明
か
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
名
号
の
「
善
本
・
徳
本
」
を
説
く
の
は
、「
自
利
の
一
心
を
励
ま
し
て
、
難
思
の
往
生
を
勧
」
め
る
か
ら
で
あ
る
と

明
か
さ
れ
て
い
る
。 

行
者
の
「
自
利
各
別
の
心2

3

」
の
故
に
定
散
二
善
を
勧
め
る
『
観
経
』
の
経
説
と
同
じ
く
、『
阿
弥
陀
経
』
に
お
け
る
「
執
持
名
号
」

の
念
仏
も
、
自
力
に
立
つ
行
者
の
「
自
利
の
一
心
」
に
準
じ
て
説
か
れ
て
い
る
の
だ
と
親
鸞
は
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
利

の
一
心
」
が
ど
の
よ
う
な
質
を
持
つ
の
か
。
そ
れ
が
こ
の
「
顕
の
義
」
の
証
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
、
『
阿
弥
陀
経
』
と
『
法
事
讃
』

の
文
に
明
か
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
経
』
に
は
多
善
根
・
多
功
徳
・
多
福
徳
の
因
縁
と
説
き
、『
釈
』
に
は
九
品
倶
に
回
し
て
、
不
退
を
得
よ
と
云
え
り
。
或
い
は

無
過
念
仏
往
西
方
、
三
念
五
念
仏
来
迎
と
云
え
り
。 

(

『
定
本
』
二
九
三
頁)

 

「
名
号
」
を
「
功
徳
」
の
「
多
」
さ
に
よ
っ
て
説
く
、
ま
た
は
そ
れ
を
自
ら
「
回
向
」
し
、「
西
方
浄
土
」
へ
生
ま
れ
る
よ
う
に
説
く

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
功
徳
の
量
や
結
果
の
み
を
説
き
、
衆
生
の
相
対
分
別
に
合
わ
せ
て
説
か
れ
る
教
え
が
「
顕
の
義
」

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
自
利
の
一
心
」
と
は
「
利
他
通
入
の
一
心2

4

」
、
す
な
わ
ち
『
大
経
』「
疑
蓋
無
雑
」
の
「
信
楽
」

と
は
異
な
る
衆
生
の
自
力
分
別
の
心
で
あ
る
と
言
え
る
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
こ
で
、「
自
利
の
一
心
を
励
ま
し
」
、「
難
思
の
往
生
を
勧
」
め
る
と
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
最
後
に
「
真
門
の
中
の

方
便
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
に
「
真
門
の
誓
願
」
に
つ
い
て
「
真
実
有
り
方
便
有
り
」
と
さ
れ
た
「
方
便
」
の
意
義
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が
、『
阿
弥
陀
経
』
の
「
顕
」
の
義
と
し
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
先
に
「
方
便
真
門
の
誓
願
」
の
機
が
定
散
と
述
べ
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
ど
こ
ま
で
も
『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
一
貫
し
て
「
定
散
心
」
と
し
て
表
れ
る
衆
生
の
自
力

心
の
問
題
を
課
題
に
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
「
自
利
の
一
心
」
と
は
、
「
定
散
の
自
心
に
迷
い
て
、
金
剛
の
真
心
に
昏
し

2
5

」
と
さ
れ
る
、
本
願
成
就
の
一
心
と
し
て
の
「
金
剛
心
」
に
相
違
し
、
衆
生
が
迷
い
、
沈
む
自
力
執
心
の
問
題
で
あ
る
と
言
え
る
。 

こ
の
「
顕
」
の
義
の
後
、
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
彰
隠
蜜
」
の
義
が
以
下
の
よ
う
に
確
か
め
ら
れ
る
。 

 
 

彰
と
言
う
は
、
真
実
難
信
の
法
を
彰
す
。
斯
れ
乃
ち
不
可
思
議
の
願
海
を
光
闡
し
て
、
無
碍
の
大
信
心
海
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲

す
。
良
に
勧
め
既
に
恒
沙
の
勧
め
な
れ
ば
、
信
も
亦
恒
沙
の
信
な
り
、
故
に
甚
難
と
言
え
る
な
り
。『
釈
』
に
、
直
ち
に
弥
陀
の

弘
誓
重
な
れ
る
に
為
っ
て
、
凡
夫
念
ず
れ
ば
即
ち
生
ま
れ
し
む
る
こ
と
を
致
す
、
と
云
え
り
。
斯
れ
は
是
れ
隠
彰
の
義
を
開
く

な
り
。
（
『
定
本
』
二
九
三
頁
） 

「
方
便
真
門
の
誓
願
」
で
述
べ
ら
れ
た
「
真
実
」
に
つ
い
て
、
「
真
実
難
信
の
法
を
彰
す
」
と
、
「
難
信
の
法
を
彰
す
」
こ
と
と
し
て

押
さ
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
難
信
」
と
は
、『
阿
弥
陀
経
』
に
て
諸
仏
が
、
五
濁
悪
世
の
た
だ
中
で
説
か
れ
る
釈
尊
の
法
を
称
讃
し
た
言

葉
で
あ
る
。 

『
阿
弥
陀
経
』
で
は
こ
の
言
葉
を
受
け
て
、
釈
尊
が
舎
利
弗
に
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

 
 

舎
利
弗
、
当
に
知
る
べ
し
。
我
五
濁
悪
世
に
お
い
て
、
こ
の
難
事
を
行
じ
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
て
、
一
切
世
間
の
た

め
に
、
こ
の
難
信
の
法
を
説
く
。
こ
れ
を
甚
だ
難
し
と
す
。
（
『
真
聖
全
』
一
・
七
二
頁
） 

釈
尊
が
「
五
濁
悪
世
」
に
お
い
て
、
「
一
切
世
間
の
た
め
に
」
、
出
世
間
の
法
（
「
難
信
の
法
」
）
を
説
く
こ
と
、
こ
れ
を
『
阿
弥
陀

経
』
で
は
、「
甚
難
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
甚
難
」
と
は
、
も
と
も
と
釈
尊
の
覚
っ
た
法
が
「
五
濁
悪
世
」
に
お
い
て

希
有
な
る
も
の
、
世
間
を
超
え
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
表
し
た
言
葉
で
あ
る
。 

し
か
し
親
鸞
は
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
隠
彰
の
義
」
を
明
か
す
際
、
如
来
が
自
力
に
生
き
る
衆
生
に
「
不
可
思
議
の
願
海
を
光
闡
し
」
、

「
無
碍
の
大
信
心
海
に
帰
」
す
こ
と
を
実
現
す
る
に
は
、「
恒
沙
」
諸
仏
の
「
勧
め
」
に
よ
る
の
だ
と
述
べ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
発
起
す
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る
「
信
」
が
「
恒
沙
の
信
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
こ
の
「
恒
沙
の
信
」
を
根
拠
に
、「
甚
難
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
た

め
、
親
鸞
は
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
難
信
」
、「
甚
難
」
の
「
難
」
の
意
義
を
、
信
心
を
起
こ
し
難
い
「
一
切
世
間
」「
五
濁
悪
世
」
に
生

き
る
衆
生
の
立
場
で
受
け
止
め
な
お
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

そ
し
て
、
そ
の
「
難
信
」
の
事
実
を
自
覚
す
る
「
恒
沙
の
信
」
の
内
実
を
『
法
事
讃
』
の
証
文
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
明
か

し
て
い
る
。 

 
『
釈
』
に
、
直
ち
に
弥
陀
の
弘
誓
重
な
れ
る
に
為
っ
て
、
凡
夫
念
ず
れ
ば
即
ち
生
ま
れ
し
む
る
こ
と
を
致
す
、
と
云
え
り
。
斯

れ
は
是
れ
隠
彰
の
義
を
開
く
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
三
頁)

 

こ
こ
で
「
弥
陀
の
弘
誓
重
な
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、「
凡
夫
」
が
名
号
を
念
ず
れ
ば
浄
土
へ
「
即
生
」
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
『
法
事
讃
』
の
文
は
法
然
が
非
常
に
重
視
す
る
文
で
あ
る
。『
浄
土
宗
略
要
文
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

二
に
善
導
和
尚
意
、
釈
尊
出
世
本
意
、
唯
念
仏
往
生
を
説
云
之
文 

 
 

法
事
讃
云
。
如
来
五
濁
に
出
現
し
て
、
随
宣
の
方
便
を
以
て
群
萌
を
化
。
或
多
聞
に
し
て
得
度
す
と
説
、
或
小
解
三
明
証
す
と

説
、
或
福
恵
双
て
障
除
と
教
、
或
禅
念
し
て
坐
し
て
思
量
せ
よ
と
教
ふ
。
種
々
法
門
皆
解
脱
す
れ
と
も
、
念
仏
し
て
西
方
に
往

く
に
過
ぎ
た
る
こ
と
無
。
上
一
形
を
尽
し
十
念
三
念
五
念
に
至
ま
で
、
仏
来
迎
し
た
ま
う
。
直
に
弥
陀
弘
誓
の
重
き
が
為
、
凡

夫
を
し
て
念
れ
ば
即
ち
生
ぜ
使
こ
と
を
致
す
。(

『
昭
法
全
』
三
九
八
頁
※
傍
線
筆
者)

 

「
善
導
和
尚
意
」
に
よ
れ
ば
『
法
事
讃
』「
直
為
弥
陀
弘
誓
重
」
の
文
が
「
釈
尊
出
世
本
意
」
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
法
然
は

こ
の
文
を
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
「
唯
念
仏
往
生
を
説
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
然
は
こ
の
『
法
事
讃
』
の
文
の
内
容
を
称
名

念
仏
と
し
て
読
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
法
然
が
「
直
に
弥
陀
弘
誓
の
重
き
が
為
」
と
読
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
、
親
鸞
は
「
弥
陀
の
弘
誓
重
な

れ
る
」
と
読
み
、
そ
の
読
み
に
差
異
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。『
一
念
多
念
文
意
』
に
は
こ
の
「
重
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
釈
さ
れ
て
い
る
。 
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重
は
か
さ
な
る
と
い
ふ
、
お
も
し
と
い
ふ
、
あ
つ
し
と
い
ふ
。
誓
願
の
名
号
、
こ
れ
を
も
ち
い
さ
だ
め
な
し
た
ま
ふ
こ
と
か
さ

な
れ
り
と
お
も
ふ
べ
き
こ
と
を
し
ら
せ
ん
と
な
り
。(

『
定
親
全
』
三
・
和
文
篇
一
四
三
頁)

 

諸
仏
が
「
誓
願
の
名
号
」
を
用
い
、
定
め
る
こ
と
を
、「
重
」
の
意
味
す
る
こ
と
と
し
て
親
鸞
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
直
ち
に
弥
陀
の
弘
誓
重
な
れ
る
」
と
親
鸞
が
読
む
意
図
に
つ
い
て
、「
恒
沙
の
勧
め
」
で
あ
る
諸
仏
の
称
讃
は
「
誓
願
の
名
号
」
を

用
い
定
め
る
こ
と
に
お
い
て
「
弥
陀
の
弘
誓
」
に
重
な
る
た
め
「
凡
夫
即
生
」
を
実
現
す
る
、
こ
の
よ
う
な
真
実
信
心
の
内
景
を
表

す
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
。 

ま
た
、
「
致
使
凡
夫
念
即
生2

6

」
の
内
実
を
親
鸞
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

「
致
使
凡
夫
念
即
生
」
と
い
ふ
は
、
「
致
」
は
む
ね
と
す
と
い
ふ
。
む
ね
と
す
と
い
ふ
は
こ
れ
を
本
と
す
と
い
う
こ
と
ば
な
り
。

い
た
る
と
い
ふ
。
い
た
る
と
い
ふ
は
、
実
報
土
に
い
た
る
と
な
り
。
「
使
」
は
せ
し
む
と
い
ふ
。
「
凡
夫
」
は
す
な
わ
ち
わ
れ
ら

な
り
。
本
願
力
を
信
楽
す
る
を
む
ね
と
す
べ
し
と
な
り
。「
念
」
は
如
来
の
御
ち
か
い
を
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
信
ず
る
を
い
ふ
な
り
。

「
即
」
は
す
な
わ
ち
と
い
ふ
。
と
き
を
へ
ず
、
日
を
へ
だ
て
ず
、
正
定
聚
の
く
ら
い
に
さ
だ
ま
る
を
、
即
生
と
い
ふ
な
り
。「
生
」

は
む
ま
る
と
い
ふ
。
こ
れ
を
念
即
生
と
ま
ふ
す
な
り
。
ま
た
「
即
」
は
つ
く
と
い
ふ
。
つ
く
と
い
ふ
は
く
ら
い
に
か
な
ら
ず
の

ぼ
る
べ
き
み
と
い
ふ
な
り
。
（
中
略
） 

諸
仏
出
世
の
直
説
、
如
来
成
道
の
素
懐
は
、
凡
夫
は
弥
陀
の
本
願
を
念
ぜ
し
め
て
、
即
生
す
る
を
む
ね
と
す
べ
し
と
な
り
。（
『
定

親
全
』
三
・
和
文
篇
一
四
八
～
一
四
九
頁
） 

こ
こ
に
「
致
使
凡
夫
念
即
生
」
の
内
容
が
「
本
願
を
信
楽
」
す
る
こ
と
に
よ
り
「
正
定
聚
の
く
ら
い
に
さ
だ
ま
る
を
即
生
と
す
る
」

と
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
親
鸞
が
こ
の
文
を
、
特
に
第
十
八
願
成
就
の
信
の
内
景
と
し
て
了
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
「
信
巻
」
に
明
か
さ
れ
た
「
如
実
修
行
相
応
」
の
「
真
実
の
一
心
」
の
内
実
が
こ
の
『
法
事
讃
』
の
文
言
に
よ

っ
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
読
み
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
恒
沙
の
信
」
と
は
、『
法
事
讃
』
の
文
に
よ
っ
て
「
如

来
の
御
ち
か
い
を
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
信
ず
る
」
相
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
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法
然
は
『
法
事
讃
』
の
文
を
「
直
に
弥
陀
弘
誓
の
重
き
が
為
、
凡
夫
を
し
て
念
れ
ば
即
ち
生
ぜ
使
こ
と
を
致
す
」
と
読
み
、
本
願

を
増
上
縁
と
し
た
念
仏
を
明
か
す
文
と
し
て
重
視
し
て
い
た
。
親
鸞
は
、
そ
の
法
然
の
解
釈
を
受
け
て
「
弥
陀
の
弘
誓
重
な
れ
る
に

為
っ
て
、
凡
夫
念
ず
れ
ば
即
ち
生
ま
れ
し
む
る
こ
と
を
致
す
」
と
読
み
、
全
く
本
願
成
就
の
信
の
事
実
と
し
て
確
か
め
直
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
は
『
阿
弥
陀
経
』
は
「
彰
隠
蜜
の
義
」
に
お
い
て
『
大
経
』
と
重
な
り
、
そ
れ
は
「
難
信
」
の
自
覚
、

「
恒
沙
の
信
」
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
願
の
信
に
よ
っ
て
『
大
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
関
係
を
決
定
し

て
い
く
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
う
で
あ
る
か
ら
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
顕
の
義
」
、「
隠
彰
の
義
」
を
明
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
一
心
不
乱
」
の
「
一
心
」
の
内
実

が
「
自
利
の
一
心
」（
方
便
）
と
「
恒
沙
の
信
」（
真
実
）
の
二
つ
の
契
機
で
押
さ
え
ら
れ
、
特
に
「
真
実
難
信
の
法
」
と
し
て
の
「
諸

仏
出
世
の
直
説
、
如
来
成
道
の
素
懐
」
が
「
彰
隠
蜜
の
義
」
に
お
い
て
明
か
さ
れ
る
と
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
親
鸞
は
『
阿

弥
陀
経
』
の
意
義
を
、
単
に
釈
尊
の
方
便
と
し
て
で
は
な
く
「
難
信
」
の
自
覚
に
お
い
て
『
大
経
』
と
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
見

出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。 

  
 

 

第
二
項 

三
経
の
大
綱―

金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り―

 

『
阿
弥
陀
経
』
の
顕
彰
隠
蜜
の
確
か
め
は
、「
方
便
真
門
の
誓
願
」
の
「
真
実
」
と
「
方
便
」
と
い
う
関
係
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て

い
た
。
特
に
そ
の
「
隠
彰
の
義
」
に
お
い
て
、
衆
生
の
「
難
信
」
の
事
実
が
見
据
え
ら
れ
て
、
「
恒
沙
の
勧
め
」
に
お
い
て
、
「
致
使

念
凡
夫
即
生
」
の
信
が
実
現
す
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
。
そ
の
信
の
発
起
こ
そ
、「
諸
仏
出
世
の
直
説
、
如
来
成
道
の
素
懐
」
で
あ
る

こ
と
が
『
法
事
讃
』
の
文
を
引
く
親
鸞
の
意
図
か
ら
う
か
が
え
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
明
か
さ
れ
る
「
隠
彰
の
義
」
の
確
か
め
を
踏
ま
え
て
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

斯
の
経
は
、
大
乗
修
多
羅
の
中
の
無
問
自
説
経
な
り
。
爾
ば
、
如
来
、
世
に
興
出
し
た
ま
う
故
は
、
恒
沙
の
諸
仏
証
護
の
正
意
、

唯
だ
斯
れ
に
在
る
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
四
頁)
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こ
こ
に
『
阿
弥
陀
経
』
が
「
無
問
自
説
経
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
ゆ
え
に
釈
尊
の
出
世
の
本
懐
が
「
恒
沙
の
諸
仏
の
証
護
の

正
意
」
に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
無
問
自
説
経
」
と
い
う
こ
と
は
、
親
鸞
の
『
阿
弥
陀
経
』
へ
の
視
点
と
し

て
と
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
『
一
念
多
念
文
意
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

こ
の
『
経
』
は
無
問
自
説
経
と
ま
ふ
す
。
こ
の
『
経
』
を
と
き
た
ま
ひ
し
に
、
如
来
に
と
ひ
た
て
ま
つ
る
人
も
な
し
。
こ
れ
す

な
わ
ち
、
釈
尊
出
世
の
本
懐
を
あ
ら
わ
さ
む
と
お
ぼ
し
め
す
ゆ
へ
に
、
無
問
自
説
と
ま
ふ
す
な
り
。
弥
陀
選
択
の
本
願
、
十
方

諸
仏
の
証
誠
、
諸
仏
出
世
の
素
懐
、
恒
沙
如
来
の
護
念
は
、
諸
仏
咨
嗟
の
御
ち
か
ひ
を
あ
ら
は
さ
む
と
な
り
。（
『
定
親
全
』
二
・

和
文
篇
一
三
九
～
一
四
〇
頁
） 

「
如
来
に
と
ひ
た
て
ま
つ
る
人
も
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
如
来
に
問
う
こ
と
の
な
い
衆
生
の
た
め
に
、
仏
自
ら
が
「
出
世
の
本
懐

を
あ
ら
わ
さ
む
と
お
ぼ
し
め
」
し
て
、
『
阿
弥
陀
経
』
は
説
か
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
「
無
問
自
説
」
と
い
う
こ
と
が
、
『
阿
弥

陀
経
』
を
出
世
本
懐
経
と
す
る
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る2

7

。 

親
鸞
は
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
隠
彰
の
義
」
を
「
真
実
難
信
の
法
」
が
説
か
れ
る
こ
と
と
し
て
明
か
し
、
そ
の
法
を
説
く
こ
と
が
「
釈

尊
出
世
の
本
懐
」
、「
諸
仏
出
世
の
素
懐
」
で
あ
る
と
押
さ
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
阿
弥
陀
経
』
が
「
無
問
自
説
経
」
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
五
濁
悪
世
に
生
き
る
衆
生
は
仏
道
を
求
め
る
因
を
持
た
な
い
と
い
う
、「
難
信
」
の
相
を
持
つ
こ
と
が
明
か
さ
れ

る
の
で
あ
る
。 

『
阿
弥
陀
経
』
の
「
一
心
」
は
、「
顕
の
義
」
と
し
て
「
自
利
の
一
心
」
を
勧
め
る
が
、「
隠
彰
の
義
」
で
は
、「
難
信
」
と
い
う
問

題
が
見
据
え
ら
れ
、「
無
問
自
説
」
と
い
う
語
で
そ
も
そ
も
如
来
に
問
う
こ
と
が
成
り
立
た
な
い
、
す
な
わ
ち
仏
道
を
求
め
る
因
を
持

た
な
い
衆
生
の
事
実
が
確
か
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ゆ
え
に
仏
は
「
諸
仏
咨
嗟
の
御
ち
か
ひ
を
あ
ら
は
」
し
、
「
恒
沙
の
勧
め
」

を
も
っ
て
、
衆
生
を
「
大
信
海
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
の
で
あ
る
。
こ
の
諸
仏
と
如
来
の
誓
い
に
よ
っ
て
発
起
す
る
信
こ
そ
、「
利

他
真
実
の
心
」
と
言
い
得
る
「
一
心
」
で
あ
る
と
親
鸞
は
明
か
す
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
真
門
」
念
仏
を
開
き
見
る
親
鸞
の
眼
目
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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以
上
、
こ
の
よ
う
な
『
阿
弥
陀
経
』
顕
彰
隠
蜜
の
思
索
に
よ
っ
て
、
「
三
経
の
大
綱
」
が
明
か
さ
れ
る
。 

三
経
の
大
綱
、
顕
彰
隠
蜜
の
義
有
り
と
雖
も
、
信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
。
故
に
『
経
』
の
始
め
に
如
是
と
称
す
。
如
是
の
義

は
則
ち
善
く
信
ず
る
相
な
り
。
今
三
経
を
案
ず
る
に
、
皆
な
以
て
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
。
真
心
即
ち
是
れ
大
信
心
な
り
。

大
信
心
は
希
有
・
最
勝
・
真
妙
・
清
浄
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
大
信
心
海
は
甚
だ
以
て
入
り
叵
し
、
仏
力
従
り
発
起
す
る

が
故
に
。
真
実
の
楽
邦
は
甚
だ
以
て
往
き
易
し
、
願
力
に
藉
っ
て
即
ち
生
ず
る
が
故
な
り
。
今
将
に
一
心
一
異
の
義
を
談
ぜ
ん

と
す
。
当
に
此
の
意
な
る
べ
し
と
な
り
。
三
経
一
心
の
義
、
答
え
竟
り
ぬ
。(

『
定
本
』
二
九
四
頁)

 

こ
の
確
か
め
を
も
っ
て
、「
三
経
の
大
綱
」
に
つ
い
て
「
信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
観

経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
顕
彰
隠
蜜
の
確
か
め
に
よ
っ
て
、「
菩
提
」「
無
上
涅
槃2

8

」
に
「
能
入
」
す
る
の
は
、「
定
散
心
」
に
よ
る
の
で

は
な
く
「
た
だ
念
仏
」
の
信
心
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

「
別
序
」
に
述
べ
ら
れ
た
、「
広
く
三
経
の
光
沢
を
蒙
り
て
、
特
に
一
心
の
華
文
を
開
く
。
且
く
疑
問
を
至
し
て
遂
に
明
証
を
出
だ

す
」
と
い
う
こ
と
が
、「
信
巻
」
三
一
問
答
、「
化
身
土
巻
」
三
経
一
異
の
問
答
を
通
し
て
、「
三
経
の
大
綱
、
顕
彰
隠
蜜
の
義
有
り
と

雖
も
信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
」
と
結
ば
れ
、「
能
入
」
の
「
信
心
」
が
「
明
証
」
と
し
て
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を

受
け
て
「
三
経
を
案
ず
る
に
、
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
何
故
こ
こ
で
真
実
信
心
で
は
な
く
「
金
剛
の

真
心
」
が
「
最
要
」
と
言
わ
れ
る
の
か
。 

「
信
巻
」
で
は
、
こ
の
「
金
剛
の
真
心
」
と
は
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
が
「
貪
瞋
煩
悩
」
の
中
に
「
能
生
」
し
た
事
実
と
し
て
、

「
本
願
一
実
の
直
道
」
「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道2

9

」
を
開
く
も
の
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
い
た
。
他
力
の
「
金
剛
心
」
に
お
け
る
仏

道
は
「
一
切
の
異
見
・
異
学
・
別
解
・
別
行
の
人
等
の
為
に
動
乱
破
壊
せ
ら
れ
ず3

0

」
、「
一
切
の
煩
悩
・
諸
魔
・
怨
敵
、
壊
る
こ
と
能

ざ
る
所
な
り3

1

」
と
そ
の
内
実
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
、「
一
切
の
異
見
・
異
学
」「
一
切
の
煩
悩
・
諸
魔
・
怨
敵
」
の
中
に
処
し
、
そ
の

た
だ
中
に
「
大
般
涅
槃
無
上
の
大
道
」
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
五
濁
悪
世
の
た
だ
中
に
「
無
上
仏
道
」
を
実
現
す
る
も
の
が
「
金

剛
の
真
心
」
と
し
て
顕
揚
さ
れ
る
信
で
あ
り
、
そ
の
「
金
剛
」
と
は
衆
生
の
「
有
漏
の
心
」
と
は
異
質
な
「
無
漏
の
体3

2

」
と
し
て
、
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ど
こ
ま
で
も
衆
生
の
「
虚
仮
雑
毒
の
善3

3

」
を
否
定
し
は
た
ら
く
。
す
な
わ
ち
生
死
に
処
し
、
そ
の
中
で
出
世
間
の
仏
道
に
立
ち
続
け

て
い
く
こ
と
が
「
金
剛
の
真
心
」
と
い
う
語
に
託
さ
れ
た
意
義
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
「
化
身
土
巻
」
で
の
確
か
め
を
踏

ま
え
て
、
「
三
経
」
の
「
最
要
」
と
な
る
も
の
が
「
金
剛
の
真
心
」
と
明
か
さ
れ
る
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
「
大
信
心
」
に
つ
い
て
、
「
仏
力
発
起
」
、
「
願
力
即
生
」
の
内
実
を
も
っ
て
押
さ
え
ら
れ
る
。
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
一
心
」

の
意
義
が
「
三
経
」
の
「
真
実
」
を
通
し
て
答
え
ら
れ
、
最
後
に
は
如
来
の
「
大
信
心
海
」
に
は
、
「
定
散
二
門
」
「
定
散
の
自
心
」

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
「
願
力
に
藉
っ
て
即
ち
生
ず
る
」
と
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

第
二
章
で
は
、
全
体
と
し
て
『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
る
「
三
心
」「
一
心
」
の
内
実
を
開
き
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

親
鸞
は
「
三
経
一
異
の
問
答
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
経
説
の
意
義
を
、
衆
生
の
自
力
心
の
発
露
で
あ
る
「
定
散
の
自
心
」
に
お
け

る
問
題
と
し
て
確
か
め
て
い
た
。
こ
の
定
散
心
と
は
表
面
上
仏
道
を
求
め
る
者
に
と
っ
て
理
想
的
な
あ
り
方
で
あ
る
と
言
え
る
。
だ

か
ら
こ
そ
釈
尊
は
自
利
を
求
め
る
定
散
二
門
を
も
っ
て
、
濁
世
の
衆
生
を
勧
励
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
定
散
の
教
え
に
つ
い
て
親

鸞
は
、
究
竟
、
そ
れ
を
根
拠
と
す
る
あ
り
方
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
を
眼
目
と
し
て
確
か
め
る
。
す
な
わ
ち
親
鸞
は
、「
本
願
を
憶
念

し
て
自
力
の
心
を
離
る
る
」
と
い
う
横
超
他
力
の
は
た
ら
き
が
、
定
散
の
諸
善
を
修
し
難
い
自
覚
に
お
い
て
感
得
さ
れ
る
こ
と
を
明

確
に
し
、『
阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て
そ
の
「
難
」
と
い
う
自
己
の
信
知
が
『
大
経
』
第
十
八
願
成
就
の
事
実
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を

問
答
に
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
三
経
一
異
の
問
答
」
の
思
索
の
展
開
か
ら
、
仏
法
に
触
れ
た
者
の
課
題
が

「
難
信
」
の
実
相
に
極
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
釈
尊
の
善
巧
方
便
が
必
然
と
さ
れ
る
の
は
こ
の
「
難
」
の
事
実
か
ら
離

れ
ら
れ
な
い
偽
・
虚
な
る
衆
生
に
あ
る
。
こ
の
「
難
」
の
問
題
を
通
し
て
、
続
く
「
真
門
釈
」
に
て
第
二
十
願
の
願
意
が
「
果
遂
の

誓
い
」
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
「
難
」
の
事
実
を
衆
生
が
い
か
に
し
て
超
え
て
い
く
の
か
、
本
願
の
「
果
遂
」
の
は

た
ら
き
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、「
真
門
釈
」
の
展
開
か
ら
濁
世
の
衆
生
が
い
か
に
如
来
の
大
悲
に

出
遇
い
続
け
て
い
く
の
か
を
考
察
す
る
。 
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註 

1

曽
我
は
『
歎
異
抄
聴
記
』
に
て
、
「
歎
異
」
の
精
神
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

信
心
異
な
る
こ
と
を
歎
く
精
神
、
だ
れ
が
異
な
る
か
と
い
う
と
、
自
分
が
異
な
っ
て
い
る
。
異
な
る
の
は
自
分
で
あ
る
。
（
『
曽

我
選
集
』
六
・
二
四
頁
） 

こ
の
よ
う
に
述
べ
「
信
心
異
な
る
こ
と
を
歎
く
精
神
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
決
し
て
他
人
事
の
問
題
で
は
な
く
、
自
身

の
問
題
と
し
て
、
ま
た
信
心
に
お
け
る
問
題
と
し
て
了
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
歎
異
の
精
神
」
が
親
鸞
が

「
三
一
問
答
」
か
ら
、
「
三
経
一
異
の
問
答
」
を
開
く
精
神
で
あ
る
と
了
解
で
き
る
。 

2

（
『
定
本
』
二
九
四
頁
） 

3

第
二
十
八
願
は
「
道
場
樹
の
願
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
誓
わ
れ
て
い
る
。 

た
と
い
我
、
仏
を
得
ん
に
、
国
の
中
の
菩
薩
、
乃
至
少
功
徳
の
者
、
そ
の
道
場
樹
の
無
量
の
光
色
あ
っ
て
、
高
さ
四
百
万
里
な

る
を
知
見
す
る
こ
と
能
わ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。(

『
真
聖
全
』
一
・
一
一
頁)

 
4

乃
至
さ
れ
る
箇
所
を
試
み
に
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
。 

飲
食
・
衣
服
・
床
褥
・
華
香
・
妓
楽
を
供
給
せ
ん
こ
と
、
転
輪
王
の
ご
と
く
し
て
乏
少
す
る
と
こ
ろ
な
け
ん
。
意
に
お
い
て
云

何
ぞ
。
こ
の
も
ろ
も
ろ
の
王
子
、
む
し
ろ
か
の
処
を
楽
い
て
ん
や
、
い
な
や
」
と
。
対
え
て
曰
さ
く
、
「
い
な
な
り
。
但
種
種

の
方
便
を
し
て
も
ろ
も
ろ
の
大
力
を
求
め
て
自
ら
免
出
せ
ん
と
欲
う
」
と
。(

中
略)

 

刑
罰
、
乃
至
、
一
念
の
悪
事
あ
る
こ
と
な
し
。
但
し
五
百
歳
の
中
に
お
い
て
三
宝
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
。
も
ろ
も
ろ
の
善
本
を

供
養
し
修
す
る
こ
と
を
得
ず
。
こ
れ
を
も
っ
て
苦
と
す
。
余
の
楽
し
み
あ
り
と
い
え
ど
も
、
猶
し
か
の
処
を
楽
わ
ず
。(

『
真

聖
全
』
一
・
四
三
～
四
四
頁)

※
傍
線
筆
者 

5(

『
定
本
』
二
七
二
頁)

 
6

続
く
『
大
経
』
『
如
来
会
』
の
引
文
に
お
い
て
も
、
自
ら
の
善
根
や
功
徳
の
多
さ
は
往
生
の
正
因
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。 

 
 

『
大
経
』
に
言
わ
く
、
諸
の
小
行
の
菩
薩
、
及
び
少
功
徳
を
修
習
す
る
者
、
称
計
す
べ
か
ら
ざ
る
、
皆
な
当
に
往
生
す
べ
し
、

と
。 

又
言
わ
く
、
況
や
余
の
菩
薩
、
少
善
根
に
由
っ
て
彼
の
国
に
生
ま
る
る
者
、
称
計
す
べ
か
ら
ず
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
二
七

四
頁)

 
7(

『
定
本
』
二
七
四
頁)

 
8 

原
文
の
『
菩
薩
処
胎
経
』
で
は
、
阿
弥
陀
の
浄
土
を
願
お
う
と
す
る
者
の
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
快
楽
に
満
ち
た
「
懈
慢
界
」
と
い

う
、
浄
土
の
手
前
の
世
界
に
留
ま
る
者
が
お
り
、
浄
土
往
生
の
意
を
お
こ
し
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
へ
往
生
す
る
も
の
は
億
千
万
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人
に
一
人
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
あ
る
。
「
化
身
土
巻
」
の
乃
至
の
部
分
は
、
「
懈
慢
国
土
」
の
具
体
的
様
相
を
表
す
箇
所
で
あ
り
、

『
往
生
要
集
』
で
は
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
乃
至
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
の
浄
土
へ
は
凡
夫
で
も
往
生
で
き
る
と
説
か

れ
る
こ
と
と
、
こ
の
経
説
の
矛
盾
を
い
か
に
解
釈
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。 

『
群
疑
論
』
の
原
文
は 

 
 

「
以
此
經
准
難
可
得
生
。
何
因
今
勸
生
彼
佛
國
也
」 

 
 

此
の
経
を
以
て
准
す
る
に
生
を
得
べ
き
こ
と
難
し
。
何
に
因
っ
て
今
彼
の
仏
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
勧
む
る
や(

『
大
正
蔵
』

四
七
・
五
〇
～
五
一
頁)

 

と
あ
り
、
諸
経
典
に
説
か
れ
る
西
方
浄
土
で
は
な
く
、
何
故
こ
と
さ
ら
阿
弥
陀
の
浄
土
を
勧
め
る
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
ま
た

『
往
生
要
集
』
で
は
、
『
群
疑
論
』
の
書
き
下
し
に
准
え
て
、
一
般
的
な
読
み
方
に
す
る
と 

 
 

此
の
経
を
以
て
准
す
る
に
。
生
を
得
べ
き
こ
と
難
き
や(

『
恵
心
僧
都
全
集
』
第
一
巻
・
一
三
頁)

 

と
な
り
、
『
群
疑
論
』
の
課
題
と
は
異
な
り
、
阿
弥
陀
の
浄
土
へ
の
往
生
は
難
で
あ
る
と
い
う
内
容
に
な
り
、
問
い
と
し
て
は
阿
弥

陀
の
浄
土
往
生
の
難
易
を
問
う
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

そ
し
て
親
鸞
は 

 
 

此
の
経
を
以
て
准
難
す
る
に
、
生
を
得
べ
し
や(

『
定
本
』
二
七
五
頁)

 

と
述
べ
、
よ
り
そ
の
往
生
の
困
難
性
が
強
調
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
親
鸞
の
場
合
、
本
当
は
誰
一
人
と
し
て
報
土
へ
の
往
生
は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
化
身
土
巻
」
に
お
け
る
こ
の
引
文
で
は
、
衆
生
と
阿

弥
陀
の
浄
土
の
絶
対
的
断
絶
が
説
か
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

9 

『
往
生
要
集
』
「
念
仏
証
拠
の
門
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
問
い
が
出
さ
れ
る
。 

 
 

大
文
第
八
に
念
仏
の
証
拠
と
は
、
問
。
一
切
の
善
業
は
各
々
利
益
有
り
て
各
々
往
生
す
る
こ
と
を
得
何
が
故
ぞ
唯
念
仏
の
一
門

を
勧
む
る
や
。
答
。
今
念
仏
を
勧
む
る
こ
と
は
、
是
余
の
種
種
の
妙
行
を
遮
せ
ん
と
に
は
非
ず
。
只
是
男
女
貴
賎
、
行
住
坐
臥

を
簡
ば
ず
、
時
処
諸
縁
を
論
ぜ
ず
之
を
修
す
る
に
難
か
ら
ず
。
乃
至
臨
終
に
往
生
を
願
求
す
る
に
其
の
便
宜
を
得
る
こ
と
念
仏

に
如
か
ざ
れ
ば
な
り
。(

『
真
聖
全
』
一
・
八
八
一
頁)

 

「
何
が
故
ぞ
念
仏
の
一
門
を
勧
む
る
や
」
の
答
え
と
し
て
源
信
は
ま
ず
「
念
仏
を
勧
む
る
こ
と
は
、
是
余
の
種
種
の
妙
行
を
遮
せ
ん

と
に
は
非
ず
」
と
述
べ
、
そ
の
上
で
念
仏
の
意
義
を
経
文
に
よ
り
な
が
ら
明
か
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
化
身
土
巻
」
の

自
釈
の
元
に
な
っ
た
文
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

二
に
『
双
巻
経
』
（
大
経
巻
上
）
の
三
輩
の
業
淺
深
有
り
と
雖
も
然
る
に
通
じ
て
皆
「
一
向
專
念
无
量
壽
仏
」
と
云
へ
り
。
三

に
四
十
八
願
（
大
経
巻
上
）
の
中
に
念
仏
門
に
於
て
別
し
て
一
の
願
を
発
し
て
云
く
。
「
乃
至
十
念
、
若
不
生
者
、
不
取
正

覚
」
と
。
四
に
『
観
経
』
（
意
）
に
「
極
重
の
悪
人
他
の
方
便
无
し
、
唯
仏
を
称
念
し
て
極
楽
に
生
ず
る
こ
と
を
得
」
と
。

(

『
真
聖
全
』
一
・
八
八
二
頁)

 

「
化
身
土
巻
」
の
文
言
は
、
こ
の
文
の
趣
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
文
は
「
行
巻
」
に
も
引
か
れ
て
い
る
。 
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1
0

こ
の
よ
う
な
釈
尊
の
善
巧
は
「
序
分
義
」
の
引
文
に
て
、
よ
り
詳
細
に
そ
の
内
実
が
示
さ
れ
る
。 

 
 

又
云
わ
く
、
又
、
如
是
と
言
う
は
、
即
ち
此
れ
は
法
を
指
す
、
定
散
両
門
な
り
。
是
と
は
即
ち
定
む
る
辞
な
り
。
機
行
必
ず
益

す
。
此
れ
は
如
来
の
所
説
の
言
、
錯
謬
无
き
こ
と
を
明
か
す
。
故
に
如
是
と
名
づ
く
。
又
、
如
と
言
う
は
、
衆
生
の
意
の
如
し

と
な
り
。
心
の
所
楽
に
随
い
て
仏
即
ち
之
れ
を
度
し
た
ま
う
。
機
教
相
応
せ
る
を
復
た
称
し
て
是
と
す
。
故
に
如
是
と
言
う
。

又
、
如
是
と
言
う
は
、
如
来
の
所
説
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
。
漸
を
説
く
こ
と
は
漸
の
如
し
、
頓
を
説
く
こ
と
は
頓
の
如
し
、
相

を
説
く
こ
と
相
の
如
し
、
空
を
説
く
こ
と
空
の
如
し
、
人
法
を
説
く
こ
と
人
法
の
如
し
、
天
法
を
説
く
こ
と
天
法
の
如
し
、 

(

中
略)

一
切
の
法
を
説
く
こ
と
千
差
万
別
な
り
。
如
来
の
観
知
、
歴
歴
了
然
と
し
て
、
心
に
随
い
て
行
を
起
こ
し
て
、
各
益
す

る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。
業
果
法
然
と
し
て
衆
て
錯
失
な
し
、
又
称
し
て
是
と
す
。
故
に
如
是
と
言
う
、
と
。(

『
定
本
』
二
七

八
～
二
七
九
頁)

 

釈
尊
が
機
に
応
じ
て
法
を
説
き
、
そ
の
法
門
が
「
千
差
万
別
」
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。 

1
1

『
愚
禿
鈔
』
で
は
、
深
信
の
内
容
が
七
つ
に
区
別
さ
れ
、
「
自
身
を
建
立
し
て
」
の
文
は
、
第
七
深
信
に
位
置
す
る
。 

七
深
信
と
は
、 

第
一
の
深
信
は 
決
定
し
て
自
身
を
深
信
す
る
、
即
ち
是
れ
自
利
の
信
心
な
り
。 

第
二
の
深
信
は 
決
定
し
て
彼
の
願
力
に
乗
じ
て
深
信
す
る
、
即
ち
是
れ
利
他
の
信
海
な
り
。 

第
三
に
は
、
決
定
し
て
『
観
経
』
を
深
信
す
。 

第
四
に
は
、
決
定
し
て
『
弥
陀
経
』
を
深
信
す
。 

第
五
に
は
、
唯
だ
仏
語
を
信
じ
決
定
し
て
行
に
依
る
。 

第
六
に
は
、
此
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
。 

第
七
に
は
、
又
深
心
の
深
信
は
決
定
し
て
自
心
を
建
立
せ
よ
、
と
。(

中
略)

 

 

観
経
に
依
る 

第
六
に
此
の
経
に
依
っ
て
深
信
す
る
に
就
い
て
、
六
即
・
三
印
・
三
無
・
六
正
・
二
了
有
り
。(

中
略)

 

 

自
利
信
心 

第
七
の
、
又
深
心
深
信
に
就
い
て
は
、
決
定
し
て
自
心
を
建
立
す
る
に
、
二
別
・
三
異
・
一
問
答
有
り
。(

『
定
親
全
』
二
・

二
六
～
三
〇
頁)

 

『
愚
禿
鈔
』
で
は
、
第
六
深
信
に
つ
い
て
、
「
『
観
経
』
に
依
る
」
と
付
さ
れ
、
第
七
深
信
に
つ
い
て
「
自
利
信
心
」
と
付
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
は
、
「
化
身
土
巻
」
の
引
文
を
意
識
し
た
了
解
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
指
摘
ま
で
に
留
め
た
い
。 

1
2 

こ
の
信
の
問
題
は
「
助
正
間
雑
心
」
と
し
て
後
の
「
真
門
釈
」
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
真
門
釈
」
で
は
以
下

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 
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雑
心
と
は
、
大
小
・
凡
聖
・
一
切
善
悪
、
各
助
正
間
雑
の
心
を
以
て
名
号
を
称
念
す
。
良
に
教
は
頓
に
し
て
根
は
漸
機
な
り
、

行
は
専
に
し
て
心
は
間
雑
す
、
故
に
雑
心
と
曰
う
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
五
頁)

 

こ
こ
で
「
専
修
に
し
て
雑
心
な
る
者
」
の
「
雑
心
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
実
と
し
て
「
助
正
間
雑
心
」
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
詳
し

い
考
察
は
次
章
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
表
向
き
に
は
定
散
の
機
に
「
正
行
」
を
選
ば
せ
る
文
脈
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
に
は
第
二

十
願
の
問
題
も
共
に
見
据
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

1
3 

懺
悔
に
三
品
有
り
。
一
に
は
要
、
二
に
は
略
、
三
に
は
廣
な
り
。
下
に
具
に
説
く
が
如
し
。
意
に
隨
ひ
て
用
ひ
る
に
皆
得
た

り
。(

『
真
聖
全
』
一
・
六
五
二
頁)

 

こ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
、
「
意
に
随
い
て
」
「
要
・
略
・
広
」
と
説
か
れ
る
「
懺
悔
」
を
用
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

1
4

謹
ん
で
化
身
土
を
顕
さ
ば
、
仏
は
『
無
量
寿
仏
観
経
』
の
説
の
如
し
、
真
身
観
の
仏
是
れ
な
り
。(

『
定
本
』
二
六
九
頁)

 
1
5 

（
『
定
本
』
二
九
二
頁
） 

1
6 

「
雑
行
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

雑
の
言
に
於
い
て
、
万
行
を
摂
入
す
。
五
正
行
に
対
し
て
、
五
種
の
雑
行
有
り
。
雑
の
言
は
、
人
天
・
菩
薩
等
の
解
行
雑
せ
る

が
故
に
雑
と
曰
え
り
。
本
自
り
往
生
の
因
種
に
あ
ら
ず
、
回
心
回
向
の
善
な
り
、
故
に
浄
土
の
雑
行
と
曰
う
な
り
。
復
た
雑
行

に
就
い
て
、
専
行
有
り
専
心
有
り
、
復
た
雑
行
有
り
雑
心
有
り
。
専
行
と
は
、
専
ら
一
善
を
修
す
、
故
に
専
行
と
曰
う
。
専
心

と
は
、
回
向
を
専
ら
に
す
る
が
故
に
専
心
と
曰
え
り
。
雑
行
・
雑
心
と
は
、
諸
善
兼
行
す
る
が
故
に
雑
行
と
曰
う
、
定
散
心
雑

す
る
が
故
に
雑
心
と
曰
う
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
〇
～
二
九
一
頁)

 

「
五
正
行
に
対
」
す
る
、
「
五
種
の
雑
行
」
の
「
雑
」
と
は
、
「
人
天
・
菩
薩
等
の
解
行
雑
せ
る
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
は
「
本
自
り
往

生
の
因
種
に
あ
ら
ず
、
回
心
回
向
の
善
」
で
あ
る
か
ら
、
「
浄
土
の
雑
行
」
と
言
う
と
押
さ
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
雑
行
」
の

中
に
、
「
専
行
」
「
専
心
」
、
「
雑
行
」
「
雑
心
」
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
意
味
が
ま
と
め
ら
れ
る
。 

1
7 

（
『
定
本
』
二
九
〇
頁
） 

1
8

円
乗
院
宣
明
は
、
「
本
願
念
仏
」
と
了
解
し(
『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
九
・
三
三
頁)

、
皆
往
院
鳳
嶺
は
「
弥
陀
経
真
門
の
相
」

「
真
門
」
の
念
仏
と
し
て
い
る(

『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
九
・
四
七
頁)

。 

ま
た
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
後
に
述
べ
ら
れ
る
「
定
専
修
」
・
「
散
専
修
」
が
、
「
唯
称
仏
名
」
・
「
五
専
」
の
ど
ち
ら
の
語
に
係
る
と

読
む
か
で
決
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
先
行
研
究
の
中
で
二
つ
の
読
み
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。 

一
つ
は
「
定
専
修
」
が
「
唯
称
仏
名
」
に
係
り
、
「
散
専
修
」
が
「
五
専
」
に
係
る
と
読
め
ば
、
「
唯
称
仏
名
」
は
「
真
門
」
念
仏

と
な
る
。
ま
た
二
つ
目
は
「
定
専
修
」
「
散
専
修
」
ど
ち
ら
も
「
五
専
」
に
係
る
と
読
め
ば
、
「
五
専
」
の
中
に
「
定
散
」
ど
ち
ら
も

収
ま
り
、
「
唯
称
仏
名
」
は
、
そ
れ
と
異
な
る
本
願
念
仏
と
な
る
と
読
め
る
。
星
野
元
豊
は
こ
の
両
説
を
挙
げ
る
の
み
で
、
自
身
の

立
場
は
明
示
し
て
い
な
い
。(

『
講
解
教
行
信
証
』
一
八
一
九
頁)

。
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
は
こ
の
見
解
の
後
者
の
立
場
で
あ
る

(

『
教
行
信
証
講
義
』
一
三
三
五
頁)

。 

ま
た
近
年
親
鸞
の
真
筆
と
さ
れ
る
「
坂
東
本
」
に
よ
っ
た
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
中
で
青
木
玲
は
、
「
坂
東
本
」
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の
書
き
直
し
跡
に
注
目
し
、
「
五
専
」
の
中
の
「
専
名
」
が
、
「
専
称
」
か
ら
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
「
唯
称
仏
名
」
と

「
五
専
」
の
質
の
違
い
を
親
鸞
が
示
そ
う
と
し
た
と
考
察
を
加
え
て
い
る(

『
学
位
請
求
論
文
』
「
願
生
道―

親
鸞
に
お
け
る
「
果
遂

の
誓
」
の
意
義―

」
七
七
頁)

。
筆
者
も
概
ね
こ
の
見
解
に
沿
っ
た
立
場
を
と
っ
て
い
る
。 

1
9 

中
国
浄
土
教
の
展
開
は
、
道
綽
に
よ
っ
て
末
法
の
衆
生
が
依
る
べ
き
教
え
は
何
か
と
い
う
課
題
の
元
「
聖
道
門
」
「
浄
土
門
」
の

決
判
が
な
さ
れ
、
ま
た
善
導
に
よ
っ
て
「
正
・
助
・
雑
」
の
行
の
決
判
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
法
然
に
よ
っ
て
善
導
の
行
の
選
び

が
、
「
選
択
本
願
念
仏
」
と
し
て
「
廃
立
」
と
い
う
形
で
純
粋
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
親
鸞
は
こ
こ
で
、
懐
感
、
源
信
の
伝

統
も
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
「
化
身
土
」
の
証
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
「
懈
慢
界
」
の
文
へ
の
注
目
こ
そ
、
親
鸞
は
懐

感
、
源
信
の
釈
功
と
す
る
の
で
は
な
い
か
。
「
懈
慢
界
」
の
文
で
は
、
善
導
の
明
か
す
「
専
修
雑
修
」
の
文
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
行

者
の
心
の
問
題
「
執
心
牢
固
」
「
執
心
不
牢
」
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
そ
こ
に
、
「
専
修
に
異
あ
り
」
と
い
う
視
座
を
学
び
、

行
の
決
定
は
そ
れ
を
修
す
る
機
が
問
わ
れ
、
信
の
問
題
が
明
か
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
了
解
し
た
の
で
あ
る
。 

2
0(

『
定
本
』
二
九
六
頁)

 
2
1

こ
の
「
至
心
回
向
欲
生
の
心
」
は
第
十
八
願
成
就
の
「
至
心
信
楽
」
の
心
と
区
別
さ
れ
、
如
来
の
方
便
と
し
て
の
心
と
さ
れ
る
。 

 
 

至
心
回
向
欲
生
と 

十
方
衆
生
を
方
便
し 

 

名
号
の
真
門
ひ
ら
き
て
ぞ 

不
果
遂
者
と
願
じ
け
る
（
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
四
〇
～
四
一
頁
） 

2
2

（
『
定
親
全
』
四
・
七
頁
） 

2
3

（
『
定
本
』
二
八
八
頁
） 

2
4

（
『
定
本
』
二
七
六
頁
） 

2
5

（
『
定
本
』
九
五
頁
） 

2
6

ま
た
、
こ
の
「
凡
夫
即
生
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
親
鸞
は
『
浄
土
文
類
聚
鈔
』
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

誠
に
知
り
ぬ
。
大
聖
世
尊
、
世
に
出
興
し
た
ま
う
大
事
の
因
縁
、
悲
願
の
真
利
を
顕
し
、
如
来
の
直
説
と
し
た
ま
え
り
。
凡
夫

即
生
を
示
す
を
大
悲
の
宗
致
と
す
と
な
り
。
こ
れ
に
因
り
て
諸
仏
の
教
意
を
闚
う
に
、
三
世
の
諸
の
如
来
出
世
の
正
し
き
本

意
、
唯
だ
阿
弥
陀
不
可
思
議
の
願
を
説
か
ん
と
な
り
。
常
没
の
凡
夫
人
、
願
力
の
回
向
に
縁
っ
て
真
実
の
功
徳
を
聞
き
、
無
上

信
心
を
獲
。
す
な
わ
ち
大
慶
喜
を
得
、
不
退
転
地
を
獲
。
煩
悩
を
断
ぜ
し
め
ず
し
て
、
速
や
か
に
大
涅
槃
を
証
す
と
な
り
。

(

『
定
親
全
』
二
・
和
文
篇
一
五
二
～
一
五
三
頁
※
傍
線
筆
者)

 

「
凡
夫
即
生
」
を
表
す
こ
と
が
如
来
の
「
大
悲
の
宗
致
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
「
諸
仏
の
教
意
」
と
「
如
来
の
出
世
」

の
本
懐
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
阿
弥
陀
不
可
思
議
の
願
を
説
か
ん
と
な
り
」
と
明
か
さ
れ
て
い
る
。
「
凡
夫
即
生
」
を
実
現
す
る
如

来
の
大
悲
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
常
没
の
凡
夫
人
」
が
「
大
涅
槃
を
証
す
」
る
「
無
上
の
信
心
を
獲
」
る
と
確
か
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
凡
夫
即
生
」
の
語
は
、
真
実
信
心
の
内
景
を
表
す
と
共
に
、
釈
尊
出
世
の
大
事
を
示
す
言
葉
と
し
て

親
鸞
が
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
法
事
讃
』
の
「
直
為
弥
陀
弘
誓
重
」
の
文
は
、
本
願
成
就
の
信
の
内
実

を
、
特
に
「
阿
弥
陀
不
可
思
議
の
願
」
を
「
常
没
の
凡
夫
人
」
に
説
か
ん
と
す
る
如
来
の
「
出
世
本
懐
」
と
し
て
見
出
す
重
要
な
文
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と
し
て
親
鸞
が
了
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

2
7

三
木
彰
円
は
親
鸞
の
こ
の
視
座
に
つ
い
て
、
元
照
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
の
立
場
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、
『
大
経
』
の

「
発
起
序
」
の
文
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

『
阿
弥
陀
経
』
に
お
い
て
「
無
問
」
な
る
衆
生
に
仏
が
「
自
説
」
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
「
無
問
」
す
な
わ
ち
仏
に
問
う
と
い

う
こ
と
そ
れ
自
体
が
自
ら
に
成
立
し
得
な
い
衆
生
に
対
し
て
、
仏
自
ら
が
説
く
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
『
無
量
寿
経
』
に
お
い

て
は
、
（
中
略
）
「
無
問
」
な
る
衆
生
に
如
来
出
世
の
本
意
た
る
本
願
を
仏
自
ら
が
説
く
端
緒
を
阿
難
が
開
い
た
と
い
う
事
実
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
が
『
阿
弥
陀
経
』
を
「
斯
の
経
は
大
乗
修
多
羅
の
中
の
無
問
自
説
経
な
り
。
爾
れ
ば
如
来
、
世

に
興
出
し
た
ま
ふ
所
以
は
恒
沙
の
諸
仏
の
摂
護
の
正
意
、
唯
斯
れ
に
在
る
な
り
」
と
言
い
、
「
こ
の
『
経
』
を
と
き
た
ま
ひ
し

に
、
如
来
に
と
ひ
た
て
ま
つ
る
人
も
な
し
。
こ
れ
す
な
わ
ち
、
釈
尊
出
世
の
本
懐
を
あ
ら
わ
さ
む
と
お
ぼ
し
め
す
ゆ
へ
に
、
無

問
自
説
と
ま
ふ
す
な
り
」
と
い
う
こ
と
も
、
『
阿
弥
陀
経
』
を
『
無
量
寿
経
』
を
根
拠
と
し
て
了
解
す
る
と
い
う
元
照
の
確
認

の
視
点
を
根
底
に
据
え
る
も
の
と
言
え
る
。
（
「
親
鸞
の
『
阿
弥
陀
経
』
観
」
・
『
真
宗
研
究
』
第
五
七
・
一
一
一
頁
） 

親
鸞
の
『
阿
弥
陀
経
』
へ
の
視
座
は
「
元
照
の
確
認
の
視
点
を
根
底
に
据
え
る
も
の
」
と
三
木
は
述
べ
て
い
る
。 

2
8

「
以
信
為
能
入
」
と
い
う
は
、
真
実
信
心
を
え
た
る
人
の
如
来
の
本
願
の
実
報
土
に
よ
く
い
る
と
し
る
べ
し
と
の
た
ま
え
る
み
こ

と
な
り
。
信
心
は
菩
提
の
た
ね
な
り
。
無
上
涅
槃
を
さ
と
る
た
ね
な
り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。
（
『
定
親
全
』
三
・
和
讃
篇
一
〇
九
頁

※
傍
線
筆
者
） 

2
9 

（
『
定
本
』
一
三
〇
頁
） 

3
0 

（
『
定
本
』
一
三
〇
頁
） 

3
1 

（
『
定
本
』
一
一
四
頁
） 

3
2 

（
『
定
本
』
一
三
二
頁
） 

3
3 

（
『
定
本
』
一
二
一
頁
） 
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第
三
章 

「
果
遂
の
誓
い
」
の
意
義―

願
生
浄
土
の
歩
み
と
は―

 

  

第
一
節 

「
真
門
」
開
顕
の
意
義 

 
 

 
 

 第
一
項 

「
真
門
釈
」
へ
の
視
座 

 

『
阿
弥
陀
経
』
一
心
の
一
異
が
、
経
の
顕
彰
隠
蜜
を
開
く
こ
と
で
答
え
ら
れ
、
最
後
に
は
三
経
の
大
綱
が
「
信
心
を
彰
し
て
能
入

と
す
」
、
「
金
剛
の
真
心
を
以
て
最
要
と
せ
り
」
と
明
か
さ
れ
た
。
生
死
の
中
に
あ
り
な
が
ら
出
世
間
の
仏
道
を
実
現
す
る
も
の
、
そ

れ
が
「
金
剛
の
真
心
」
の
語
で
表
さ
れ
、
こ
の
信
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
三
経
に
お
い
て
「
最
も
要
」
で
あ
る
と
確
か
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。 

親
鸞
に
お
け
る
『
阿
弥
陀
経
』
へ
の
視
座
に
つ
い
て
、「
隠
彰
の
義
」
に
お
い
て
衆
生
の
「
難
信
」
と
い
う
課
題
が
見
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、「
定
散
の
自
心
」
が
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
、
信
に
お
け
る
問
題
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
そ
れ
は
、 

 
 

大
信
心
海
は
甚
だ
以
て
入
り
叵
し
、
仏
力
従
り
発
起
す
る
が
故
に
。
真
実
の
楽
邦
は
甚
だ
以
て
往
き
易
し
、
願
力
に
藉
っ
て
即

ち
生
ず
る
が
故
な
り
。
今
将
に
一
心
一
異
の
義
を
談
ぜ
ん
と
す
。
当
に
此
の
意
な
る
べ
し
と
な
り
。
三
経
一
心
の
義
、
答
え
竟

り
ぬ
。
（
『
定
本
』
三
〇
八
頁
） 

と
問
答
が
結
論
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
仏
力
発
起
」
、「
願
力
即
生
」
の
大
信
心
を
根
拠
に
し
て
、
そ
の
信
心
と
相
違
せ
る
衆
生
の
自

力
執
心
を
浮
き
彫
り
に
す
る
思
索
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
問
答
で
の
確
か
め
を
踏
ま
え
て
、
本
章
で
は
以
降
展
開
す
る
「
真
門
釈
」

の
思
索
を
尋
ね
た
い
。 

 

「
真
門
釈
」
の
結
び
に
は
、
従
来
三
願
転
入
の
文
と
呼
ば
れ
る1
有
名
な
文
が
あ
る
。 

是
を
以
て
、
愚
禿
釈
の
鸞
、
論
主
の
解
義
を
仰
ぎ
、
宗
師
の
勧
化
に
依
っ
て
、
久
し
く
万
行
・
諸
善
の
仮
門
を
出
で
て
、
永
く



 

143 

 

双
樹
林
下
の
往
生
を
離
る
、
善
本
・
徳
本
の
真
門
に
回
入
し
て
、
偏
え
に
難
思
往
生
の
心
を
発
し
き
。
然
る
に
今
特
に
方
便
の

真
門
を
出
で
て
選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
、
速
や
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
。
果
遂
の

誓
い
、
良
に
由
有
る
か
な
。
（
『
定
本
』
三
〇
九
頁
） 

「
是
を
以
て
、
愚
禿
釈
の
鸞
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
こ
こ
ま
で
の
思
索
を
踏
ま
え
て
親
鸞
自
身
の
信
仰
態
度
が
表
明

さ
れ
る
文
だ
と
言
え
る
。
こ
の
文
に
は
、「
双
樹
林
下
往
生
」
、「
難
思
往
生
」
、「
難
思
議
往
生
」
と
、「
三
経
」
に
説
か
れ
る
「
往
生
」

の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
は
「
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
有
る
か
な
」
と
、「
果
遂
の
誓
い
」
の
は
た
ら
き
が
仰
が
れ
て
い

る
。 「

三
経
一
異
の
問
答
」
で
は
、
「
三
経
」
の
真
実
に
つ
い
て
「
選
択
本
願
を
宗
」
と
し
、
「
金
剛
の
真
心
を
最
要
」
と
す
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
願
成
就
の
信
と
定
散
の
機
に
お
け
る
「
自
心
」
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。 

し
か
し
そ
の
問
答
以
降
展
開
す
る
「
真
門
釈
」
は
、 

夫
れ
濁
世
の
道
俗
、
速
や
か
に
円
修
至
徳
の
真
門
に
入
り
て
、
難
思
往
生
を
願
う
べ
し
。
（
『
定
本
』
二
九
四
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
往
生
」
、
特
に
「
難
思
往
生
」
が
課
題
と
な
り
、
行
者
の
歩
み
に
思
索
が
展
開
す
る
の
だ
と
言
え
る
。 

然
る
に
今
特
に
方
便
の
真
門
を
出
で
て
、
選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
、
速
や
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を

遂
げ
ん
と
欲
う
。
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
有
る
か
な
。
（
『
定
本
』
三
〇
九
頁
） 

そ
の
上
で
、
「
方
便
の
真
門
」
、
「
難
思
往
生
の
心
」
が
、
「
出
で
」
「
離
れ
」
る
も
の
と
し
て
明
か
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
三
経

一
異
の
問
答
」
で
確
か
め
ら
れ
た
「
金
剛
の
真
心
」
の
内
に
、
常
に
念
仏
者
の
歩
み
の
中
で
批
判
さ
れ
て
い
く
問
題
が
「
方
便
真
門
」

を
顕
開
し
て
い
く
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

そ
の
た
め
、
本
章
で
は
親
鸞
が
「
願
海
転
入
」
の
事
実
と
し
て
「
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
有
る
か
な
」
と
仰
ぐ
心
境
を
開
き
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
批
判
さ
れ
る
「
真
門
」
念
仏
の
行
者
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
こ
に
「
速
や
か

に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
表
明
さ
れ
る
、
親
鸞
の
仏
道
観
の
実
態
が
あ
る
と
言
え
る
か
ら
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で
あ
る
。
以
下
「
真
門
釈
」
の
展
開
を
見
て
い
き
た
い
。 

 

第
二
項 

定
散
雑
心
と
定
散
専
心 

「
真
門
釈
」
で
は
ま
ず
以
下
の
よ
う
に
呼
び
か
け
ら
れ
る
。 

 
 

夫
れ
濁
世
の
道
俗
、
速
や
か
に
円
修
至
徳
の
真
門
に
入
り
て
、
難
思
往
生
を
願
う
べ
し
。
真
門
の
方
便
に
就
い
て
、
善
本
有
り

徳
本
有
り
。
復
た
定
専
心
有
り
、
復
た
散
専
心
有
り
、
復
た
定
散
雑
心
有
り
。
雑
心
と
は
、
大
小
・
凡
聖
・
一
切
善
悪
、
各
の
助

正
間
雑
の
心
を
以
て
名
号
を
称
念
す
。
良
に
教
は
頓
に
し
て
根
は
漸
機
な
り
、
行
は
専
に
し
て
心
は
間
雑
す
、
故
に
雑
心
と
曰

う
な
り
。
定
散
の
専
心
と
は
、
罪
福
を
信
ず
る
心
を
以
て
本
願
力
を
願
求
す
、
是
れ
を
自
力
の
専
心
と
名
づ
く
る
な
り
。(

『
定

本
』
二
九
四
～
二
九
五
頁)

 

ま
ず
「
濁
世
の
道
俗
」
に
「
円
修
至
徳
の
真
門
」
に
入
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
真
門
の
方
便
」
に
つ
い
て
、
名
号

の
善
本
徳
本
を
説
く
こ
と
、
名
号
を
称
え
る
心
に
定
散
専
心
と
定
散
雑
心
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
化
身
土
巻
」
の
問
答
に
て

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
「
定
散
の
自
心
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
受
け
て
名
号
を
称
え
る
中
に
も
「
定
散
雑
心
」
と
「
定

散
専
心
」
が
あ
る
と
明
確
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
「
雑
心
」
に
つ
い
て
は
、
「
大
小
・
凡
聖
・
一
切
善
悪
」
が
、
「
各
の
助
正
間
雑
の
心
」
に
お
い
て
「
名
号
」
を
称
え
て
い
る

こ
と
が
明
か
さ
れ
、「
行
は
専
に
し
て
心
は
間
雑
す
」
と
い
う
、「
教
頓
根
漸
機
」
の
法
と
機
の
関
係
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
助

正
間
雑
心
」
と
は
、
「
要
門
釈
」
の
中
で
見
出
さ
れ
て
い
た
、
「
正
定
業
」
と
「
助
業
」
の
区
別
が
つ
か
ず
に
、
名
号
を
称
え
る
者
の

問
題
で
あ
る
。
そ
の
姿
は
、
後
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

真
に
知
り
ぬ
。
専
修
に
し
て
雑
心
な
る
者
は
大
慶
喜
心
を
獲
ず
。(

『
定
本
』
三
〇
八
頁)

 

こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
「
各
の
助
正
間
雑
の
心
を
以
て
名
号
を
称
念
す
」
と
い
う
問
題
は
、「
専
修
に
し
て
雑
心
な
る
者
」
と
し
て
、

畢
竟
「
大
慶
喜
心
を
獲
」
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
確
か
め
は
、
「
要
門
釈
」
の
中
の
、 
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専
修
雑
心
・
雑
修
雑
心
は
、
此
れ
皆
な
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
な
り
。
故
に
極
楽
に
生
ま
る
と
雖
も
、
三
宝
を
見
た
て

ま
つ
ら
ず
、
仏
心
の
光
明
、
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
せ
ざ
る
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
一
頁)

 

と
明
か
さ
れ
た
「
三
法
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
」
と
い
う
、「
専
修
雑
心
」
の
者
の
問
題
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
「
雑
心
」
の
問
題
は

「
大
小
・
凡
聖
・
一
切
善
悪
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
者
の
問
題
で
は
な
く
「
一
切
」
の
問
題
と
し
て
親
鸞
が
了
解
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は 

 
 

悲
し
き
か
な
、
垢
障
の
凡
愚
、
無
際
自
従
り
已
来
、
助
・
正
間
雑
し
、
定
散
心
雑
す
る
が
故
に
、
出
離
其
の
期
无
し
。
自
ら
流

転
輪
回
を
度
る
に
、
微
塵
劫
を
超
過
す
れ
ど
も
、
仏
願
力
に
帰
し
叵
く
、
大
信
海
に
入
り
叵
し
。
良
に
傷
嗟
す
べ
し
、
深
く
悲

歎
す
べ
し
。
（
『
定
本
』
三
〇
八
～
三
〇
九
頁
） 

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
垢
障
の
凡
愚
」
の
「
無
際
自
従
り
已
来
」
迷
い
続
け
て
き
た
姿
と
し
て
一
切
に
共
通
す
る
問
題
で
あ
り
、

「
良
に
傷
嗟
」
し
、
「
深
く
悲
歎
」
せ
ざ
る
を
え
な
い
質
の
問
題
で
あ
る
。 

で
は
、
こ
の
「
定
散
雑
心
」「
助
正
間
雑
心
」
の
後
に
述
べ
ら
れ
る
、「
定
散
専
心
」「
信
罪
福
心
」
と
は
ど
の
よ
う
な
質
の
問
題
で

あ
ろ
う
か
。
「
定
散
の
専
心
」
に
つ
い
て
は
、 

定
散
の
専
心
と
は
、
罪
福
を
信
ず
る
心
を
以
て
本
願
力
を
願
求
す
、
是
れ
を
自
力
の
専
心
と
名
づ
く
る
な
り
。(

『
定
本
』
二
九

五
頁)
 

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
信
罪
福
心
」
の
ゆ
え
に
、
「
専
心
」
で
あ
っ
て
も
自
力
の
心
と
言
う
と
明
か
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
要
門
釈
」

に
「
専
修
専
心
・
専
修
雑
心
・
雑
修
雑
心
は
、
此
れ
皆
な
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
な
り2

」
と
明
か
さ
れ
た
よ
う
に
、「
専
修
専

心
」
で
あ
っ
て
も
そ
の
根
に
「
信
罪
福
心
」
の
問
題
が
あ
る
た
め
「
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
」
と
な
る
と
明
か
さ
れ
る
の
で

あ
る
。 

「
自
力
の
専
心
」
に
お
け
る
こ
の
「
信
罪
福
心
」
と
は
、
親
鸞
が
第
二
十
願
「
真
門
」
の
意
義
を
押
さ
え
る
上
で
非
常
に
重
視
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
信
罪
福
心
」
と
は
、
『
大
経
』
「
胎
化
得
失
の
文
」
で
述
べ
ら
れ
た
衆
生
の
問
題
で
あ
っ
た3

。 
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『
大
経
』
の
文
脈
で
は
、
弥
勒
（
慈
氏
菩
薩
）
が
釈
尊
に
浄
土
へ
の
生
ま
れ
方
に
何
故
「
胎
生
」
と
「
化
生
」
と
い
う
違
い
が
出

る
の
か
と
問
い
を
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
衆
生
の
「
疑
惑
心
」
と
「
信
罪
福
心
」
の
問
題
に
言
及
す
る
形
で
釈
尊
は
応
え
る
。
す
な

わ
ち
「
胎
生
」
に
陥
る
理
由
は
、
仏
か
ら
言
い
当
て
ら
れ
る
問
題
と
し
て
、
未
来
仏
で
あ
る
弥
勒
で
さ
え
わ
か
ら
な
い
も
の
な
の
だ

と
言
え
る
。 

親
鸞
は
後
に
第
二
十
願
の
証
文
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
引
い
て
い
る
。 

 
 

又
言
わ
く
、
此
の
諸
智
に
於
い
て
疑
惑
し
て
信
ぜ
ず
、
然
る
に
猶
罪
福
を
信
じ
て
、
善
本
を
修
習
し
て
、
其
の
国
に
生
ま
れ
ん

と
願
ぜ
ん
。
此
の
諸
の
衆
生
、
彼
の
宮
殿
に
生
ま
る
、
と
。
（
『
定
本
』
二
九
六
頁
） 

特
に
第
二
十
願
の
機
の
相
と
し
て
親
鸞
が
「
罪
福
を
信
じ
て
、
善
本
を
修
習
し
て
」
と
い
う
部
分
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
衆
生
が
「
胎
生
」
に
陥
る
理
由
と
し
て
、「
罪
福
心
」
と
そ
れ
に
お
け
る
「
疑
惑
」
の
問
題
に
親
鸞
は
着
目
す
る

の
で
あ
る
。 

こ
の
「
罪
福
を
信
じ
て
」
と
い
う
問
題
は
、
例
え
ば
『
正
像
末
和
讃
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

 
 

不
了
仏
智
の
し
る
し
に
は 
如
来
の
諸
智
を
疑
惑
し
て 

 
 

 

罪
福
信
じ
善
本
を 

た
の
め
ば
辺
地
に
と
ま
る
な
り 

仏
智
の
不
思
議
を
う
た
が
い
て 

自
力
の
称
念
こ
の
む
ゆ
え 

 
 

 

辺
地
懈
慢
に
と
ど
ま
り
て 

仏
恩
報
ず
る
こ
こ
ろ
な
し 

罪
福
信
ず
る
行
者
は 

仏
智
の
不
思
議
を
う
た
が
い
て 

 
 

 

疑
城
胎
宮
に
と
ど
ま
れ
ば 

三
宝
に
は
な
れ
た
て
ま
つ
る
（
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
一
八
八
～
一
八
九
頁
） 

こ
こ
で
「
罪
福
心
」
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
題
は
「
如
来
の
諸
智
を
疑
惑
し
て
」
、
「
仏
智
の

不
思
議
を
う
た
が
い
て
」
と
、
仏
智
を
疑
惑
す
る
事
実
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
親
鸞
は
仏
智
を
「
疑
惑
」
す
る
こ
と

と
「
罪
福
」
を
信
ず
る
こ
と
を
、
二
つ
の
並
立
的
な
問
題
と
し
て
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
衆
生
に
お
い
て
仏
智
の
「
疑
惑
」
は
、
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「
罪
福
を
信
じ
て
」
い
る
相
と
し
て
仏
に
言
い
当
て
ら
れ
る
質
の
も
の
で
あ
り
、
仏
智
を
「
疑
惑
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
衆
生
が
意

識
的
に
疑
い
を
も
っ
て
行
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
信
罪
福
心
」
に
立
つ
衆
生
の
事
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
よ
う
に
以
下
二
三
首
、
「
胎
化
得
失
」
の
経
説
を
元
に
し
て
、
「
罪
福
心
」
と
仏
智
疑
惑
の
姿
が
明
か
さ
れ
て
い
く
。
親
鸞
が

い
か
に
こ
の
問
題
を
重
く
捉
え
て
い
た
の
か
、
和
讃
の
詠
ま
れ
た
数
の
多
さ
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、
特
に
「
罪
福
心
」
に
お
け
る

「
仏
智
疑
惑
」
の
問
題
は
以
下
の
和
讃
に
そ
の
根
深
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。 

 
 

罪
福
ふ
か
く
信
じ
つ
つ 

善
本
修
習
す
る
ひ
と
は 

 
 

 
疑
心
の
善
人
な
る
ゆ
え
に 

方
便
化
土
に
と
ま
る
な
り
（
『
定
親
全
』
二
・
和
讃
篇
一
九
五
頁
） 

「
信
罪
福
心
」
と
し
て
の
「
仏
智
疑
惑
」
の
問
題
は
、
こ
こ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
「
疑
心
の
善
人
」
と
い
う
、
衆
生
の
善
人
意
識
と

し
て
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
罪
福
」
を
深
く
信
じ
て
「
善
本
修
習
」
し
て
い
く
が
ゆ
え
の
善
人
意
識
で
あ
り
、

意
識
の
表
面
上
に
あ
が
ら
ず
、
自
己
反
省
の
届
か
な
い
「
疑
心
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
者
は
「
善
人
な
る
ゆ
え
に
」
、
「
三

宝
に
は
な
れ
」
、
「
疑
城
胎
宮
」
「
方
便
化
土
」
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
「
自
力
の
専
心
」
「
仏
智
疑
惑
」
に
お
け
る
善
人
の
問
題
は
、
「
真
門
釈
」
の
結
び
で 

 
 

凡
そ
大
小
聖
人
・
一
切
善
人
、
本
願
の
嘉
号
を
以
て
己
が
善
根
と
す
る
が
故
に
、
信
を
生
ず
る
こ
と
能
わ
ず
、
仏
智
を
了
ら
ず
。

彼
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
、
報
土
に
入
る
こ
と
无
き
な
り(

『
定
本
』
三
〇
九
頁)

 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
「
一
切
善
悪
」
で
は
な
く
「
一
切
善
人
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
「
善
人
」
の
自
覚
に
立
つ

者
は
「
本
願
の
嘉
号
を
以
て
己
が
善
根
と
す
る
」
が
ゆ
え
に
、「
不
了
仏
智
」「
無
入
報
土
」
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
自
ら
の
疑
惑
の
心
が
問
わ
れ
ず
に
、「
善
人
」
の
立
場
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
者
は
畢
竟
「
信
を
生
ず
る
」
と
い
う
こ
と
が

な
い
と
明
確
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
釈
の
言
葉
は
、
『
如
来
会
』
の
第
二
十
願
を
示
す
文
が
元
に
な
っ
て
お
り4

、
親
鸞

は
「
真
門
釈
」
に
お
け
る
一
番
の
課
題
は
こ
の
行
者
の
「
善
人
」
と
い
う
意
識
に
あ
る
と
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
第
二
十
願
「
植
諸
徳
本
」
の
願
は
、
行
者
の
無
意
識
化
の
善
人
意
識
を
照
破
す
る
た
め
に
発
さ
れ
た
の
だ
と
親
鸞
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が
了
解
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
願
の
名
号
に
帰
し
た
者
が
、
そ
の
歩
み
の
中
で
常
に
問
わ
れ
続
け
て
く
る

こ
と
、
そ
れ
が
「
疑
心
の
善
人
」
な
る
自
己
肯
定
の
善
人
意
識
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
親
鸞
は
、
濁
世
に
生
き
る
衆
生
の
一
人

と
し
て 夫

れ
濁
世
の
道
俗
、
速
や
か
に
円
修
至
徳
の
真
門
に
入
り
て
、
難
思
往
生
を
願
う
べ
し
。(

『
定
本
』
二
九
四
～
二
九
五
頁)

 

と
、
「
難
思
往
生
を
願
う
べ
」
き
こ
と
を
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
親
鸞
は
、
第
二
十
願
の
「
真
門
に
入
り
」
、
本
願

の
名
号
に
よ
っ
て
自
力
を
根
拠
に
し
た
善
人
意
識
が
見
破
ら
れ
続
け
る
こ
と
を
自
ら
の
立
場
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
「
定
散
専
心
」
「
定
散
雑
心
」
と
、
名
号
を
称
え
な
が
ら
も
な
お
「
定
散
の
自
心
」
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
者
の
姿
を

確
認
し
、
親
鸞
は
第
二
十
願
の
発
さ
れ
た
意
義
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

然
れ
ば
則
ち
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
功
徳
蔵
を
開
演
し
て
、
十
方
濁
世
を
勧
化
し
た
ま
う
。
阿
弥
陀
如
来
は
、
本
果
遂
の
誓
い
を
発

し
て
、
諸
有
の
群
生
海
を
悲
引
し
た
ま
え
り
。
既
に
し
て
悲
願
有
ま
す
。
植
諸
徳
本
の
願
と
名
づ
く
、
復
た
係
念
定
生
の
願
と

名
づ
く
、
復
た
不
果
遂
者
の
願
と
名
づ
く
。
亦
至
心
回
向
の
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。(

『
定
本
』
二
九
五
頁)

 

「
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
功
徳
蔵
を
開
演
し
て
」
と
は
、『
阿
弥
陀
経
』
に
説
か
れ
る
「
執
持
名
号
一
心
不
乱
」
の
経
説
を
指
し
、
そ
の
背

景
に
は
「
諸
有
の
群
生
海
を
悲
引
し
た
ま
え
」
る
「
阿
弥
陀
如
来
」
の
「
悲
願
」
が
「
果
遂
の
誓
い
」
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
名
号
執
持
」
に
よ
り
、
衆
生
の
「
定
散
雑
心
」「
定
散
専
心
」
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
、
如
来
の
「
悲
引
」
と
し
て
親
鸞
は

確
か
め
て
い
る
と
言
え
る
。「
十
方
濁
世
」
の
衆
生
は
、
自
ら
の
疑
惑
の
相
を
善
人
意
識
と
し
て
教
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
釈
尊
の
「
勧

化
」
を
執
持
し
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

  
 

 

第
三
項 

執
持
名
号
の
意
義 

「
真
門
釈
」
に
お
け
る
確
か
め
は
、
名
号
を
称
念
す
る
中
に
「
定
散
雑
心
」
と
「
定
散
専
心
」
の
問
題
が
見
出
さ
れ
、「
執
持
名
号
」

と
い
う
釈
尊
の
「
勧
化
」
に
よ
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
濁
世
の
道
俗
」
の
立
場
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
第
二
十
願
の
機
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に
お
け
る
眼
目
は
、
「
真
門
釈
」
に
引
か
れ
る
、
以
下
の
第
二
十
願
の
証
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。 

 
 

又
言
わ
く
、
若
し
人
善
本
无
け
れ
ば
、
此
の
経
を
聞
く
こ
と
を
得
ず
。
清
浄
に
戒
を
有
て
る
者
、
乃
し
正
法
を
聞
く
こ
と
を
獲

ん
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
二
九
六
頁)

 

『
平
等
覚
経
』
に
言
わ
く
、
是
の
功
徳
有
る
に
あ
ら
ざ
る
人
は
、
是
の
経
の
名
を
聞
く
こ
と
を
得
ず
。
唯
清
浄
に
戒
を
有
て
る

者
、
乃
し
還
り
て
斯
の
正
法
を
聞
く
。
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
と
は
、
以
て
此
の
法
を
信
ず
る
こ
と
難
し
。
宿
世
の
時
に
仏
を

見
た
て
ま
つ
れ
る
者
、
楽
み
て
世
尊
の
教
を
聴
聞
せ
ん
。
人
の
命
希
に
得
べ
し
。
仏
は
世
に
在
ど
も
甚
だ
値
い
難
し
。
信
慧
有

り
て
致
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
聞
見
せ
ば
精
進
し
て
求
め
よ
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
二
九
七
頁)

 

こ
の
二
文
で
は
、
「
善
本
」
で
あ
る
名
号
が
説
か
れ
な
け
れ
ば
、
「
経
を
聞
く
こ
と
」
が
成
り
立
た
な
い
衆
生
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
」
と
い
う
、
難
信
の
根
源
を
仏
が
み
そ
な
わ
し
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
値
い
難
い
仏

の
教
え
に
値
う
こ
と
（
聞
見
）
を
得
た
な
ら
ば
、
「
精
進
し
て
求
め
よ
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
続
い
て
『
観
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
の
文
が
以
下
の
よ
う
に
引
文
さ
れ
る
。 

 
 

『
観
経
』
に
言
わ
く
、
仏
阿
難
に
告
わ
く
、
汝
好
く
是
の
語
を
持
て
。
是
の
語
を
持
て
と
い
う
は
、
即
ち
是
れ
無
量
寿
仏
の
名

を
持
て
と
な
り
、
と
。
已
上 

『
阿
弥
陀
経
』
に
言
わ
く
、
少
善
根
福
徳
の
因
縁
を
以
て
、
彼
の
国
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
可
か
ら
ず
。
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を

聞
き
て
名
号
を
執
持
せ
よ
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
二
九
七
頁)

 

「
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
」
、
「
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を
聞
き
て
名
号
を
執
持
せ
よ
」
と
、
一
貫
し
て
釈
尊
の
要
請
と
し
て
の
「
執
持
名

号
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
善
導
の
文
を
中
心
に
「
各
悟
解
を
得
て
真
門
に
入
れ
」
、
「
先
ず
要
行
を
求
め
て
真
門
に
入
れ

5

」
と
、
「
真
門
に
入
れ
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
た
め
、
以
降
は
「
執
持
名
号
」
の
内
容
が
確
か
め
ら
れ
て
い
く
と
見
て
取
れ

る
。
そ
の
中
に
引
か
れ
る
『
往
生
礼
讃
』
の
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

又
云
わ
く
、
爾
れ
此
の
日
自
ら
諸
方
の
道
俗
を
見
聞
す
る
に
、
解
行
不
同
に
し
て
専
修
に
異
有
り
。
但
だ
意
を
専
ら
に
し
て
作
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さ
し
む
れ
ば
、
十
は
即
ち
十
な
が
ら
生
ず
。
雑
を
修
す
る
は
至
心
な
ら
ざ
れ
ば
、
千
が
中
に
一
も
无
し
、
と
。
已
上(

『
定
本
』

三
〇
一
頁)

 

こ
の
文
は
頭
注
に
「
智
昇
師
礼
懺
儀
文
云
光
明
寺
礼
賛
也
」
と
付
さ
れ
て
お
り
、
親
鸞
は
特
に
『
礼
懺
儀
』
の
文
と
し
て
了
解
し
て

い
る
。
内
容
と
し
て
は
、
こ
の
ご
ろ
の
「
道
俗
」
は
「
解
行
不
同
」
で
あ
り
、「
専
修
に
異
」
あ
り
と
、
そ
の
「
専
修
」
の
中
に
異
な

り
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
文
は
「
専
修
に
し
て
雑
心
な
る
者
」
と
し
て
の
親
鸞
自
身
の
「
懺
悔
」
が
表
さ

れ
た
文
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
但
だ
意
を
専
ら
に
し
て
」
、
「
執
持
名
号
」
と
説
く
釈
尊
の
勧
化
に
よ
る
べ

き
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

ま
た
続
け
て
元
照
の
文
が
引
か
れ
る
。 

 
 

元
照
律
師
の
『
弥
陀
経
義
疏
』
に
云
わ
く
、
如
来
、
持
名
の
功
勝
れ
た
る
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
。
先
ず
余
善
を
貶
し
て
少

善
根
と
す
。
謂
所
る
布
施
・
持
戒
・
立
寺
・
造
像
・
礼
誦
・
座
禅
・
懴
念
・
苦
行
・
一
切
福
業
、
若
し
正
信
无
け
れ
ば
、
回
向

願
求
す
る
に
皆
な
少
善
と
す
。
往
生
の
因
に
あ
ら
ず
。
若
し
此
の
経
に
依
っ
て
名
号
を
執
持
せ
ば
、
決
定
し
て
往
生
せ
ん
。
即

ち
知
り
ぬ
、
称
名
は
是
れ
多
善
根
・
多
福
徳
な
り
と
。
昔
此
の
解
を
作
し
し
に
、
人
尚
お
遅
疑
し
き
。
近
く
襄
陽
の
石
碑
の
経

の
本
文
を
得
て
、
理
り
冥
符
せ
り
。
始
め
て
深
信
を
懐
く
。
彼
に
云
わ
く
、
善
男
子
・
善
女
人
、
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を
聞
き
て
、

一
心
に
し
て
乱
れ
ず
、
名
号
を
専
称
せ
よ
。
称
名
を
以
て
の
故
に
、
諸
罪
消
滅
す
。
即
ち
是
れ
多
功
徳
・
多
善
根
・
多
福
徳
の

因
縁
な
り
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
三
〇
一
頁
※
傍
線
筆
者)

 

「
布
施
・
持
戒
・
立
寺
・
造
像
・
礼
誦
・
座
禅
・
懴
念
・
苦
行
・
一
切
福
業
」
は
、「
正
信
无
け
れ
ば
、
回
向
願
求
す
る
に
皆
な
少
善

と
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
「
執
持
名
号
」
と
は
「
正
信
」
が
な
け
れ
ば
「
少
善
」
と
な
る
と
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
襄
陽
の
石
碑
の
経
の
本
文
を
得
て
」
、「
始
め
て
深
信
を
懐
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
経
の
教
え
に
よ
っ
て
「
深
信
」
が
起
こ

る
の
で
あ
り
、
「
正
信
」
や
、
「
意
を
専
ら
に
す
る
」
こ
と
は
、
自
身
か
ら
起
こ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
『
礼
懺
儀
』
の
文
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
「
専
修
に
異
あ
り
」
と
い
う
「
懺
悔
」
も
自
身
か
ら
起
こ
す
よ
う
な
自
覚
で
は
な
い
こ
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と
が
わ
か
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
、
『
弥
陀
経
義
疏
』
の
確
か
め
を
踏
ま
え
て
、
智
円
の
『
弥
陀
経
義
疏
』
の
文
が
以
下
の
よ
う
に

引
か
れ
る
。 

 
 

孤
山
の
『
疏
』
に
云
く
、
執
持
名
号
と
は
、
執
は
謂
く
執
受
な
り
、
持
と
は
謂
く
住
持
な
り
。
信
力
の
故
に
執
受
、
心
に
在
り
。

念
力
の
故
に
住
持
し
て
忘
れ
ず
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
三
〇
二
頁)

 
こ
こ
に
、「
執
持
名
号
」
の
内
実
が
「
信
力
」
と
「
念
力
」
で
押
さ
え
ら
れ
る
。「
執
持
」
の
「
執
」
が
「
執
受
」
、「
持
」
は
「
住
持
」

と
、
そ
の
意
味
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
衆
生
に
「
執
持
名
号
」
が
成
り
立
つ
の
は
阿
弥
陀
如
来
の
「
住
持
力
」
を
、
そ
の
身
に

「
受
」
け
る
こ
と
に
よ
る
と
明
か
さ
れ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
の
名
号
を
称
讃
す
る
諸
仏
の
「
護
念
」（
念
力
）
に
よ
っ
て
、

衆
生
に
「
執
受
」
と
し
て
の
「
信
力
」
が
実
現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
本
願
の
名
号
に
お
け
る
信
が
、「
執
持
名
号
」
の
意
義
と
し
て
明

か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
ま
で
で
「
執
持
名
号
」
の
内
実
を
明
か
す
こ
と
が
結
ば
れ
、
次
に
は
『
大
経
』
流
通
分
の
文
に

て
、
「
甚
難
」
「
難
信
」
の
衆
生
の
「
難
」
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
く
。 

  
 

 

第
四
項 

難
信
の
課
題 

 

「
真
門
釈
」
の
経
釈
の
引
文
で
は
、「
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
」
、「
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を
聞
き
て
名
号
を
執
持
せ
よ
」
と
述
べ
ら
れ

る
『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
文
を
元
に
、「
執
持
名
号
」
の
意
義
が
明
か
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
「
執
持
名
号
」
と
は
、「
正
信
」

「
深
信
」
と
い
う
信
の
問
題
が
裏
に
あ
り
、
畢
竟
衆
生
の
自
力
心
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
教
え
で
あ
っ
た
。
そ
の
問

題
は 

 
 

『
平
等
覚
経
』
に
言
わ
く
、
是
の
功
徳
有
る
に
あ
ら
ざ
る
人
は
、
是
の
経
の
名
を
聞
く
こ
と
を
得
ず
。
唯
清
浄
に
戒
を
有
て
る

者
、
乃
し
還
り
て
斯
の
正
法
を
聞
く
。
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
と
は
、
以
て
此
の
法
を
信
ず
る
こ
と
難
し
。
宿
世
の
時
に
仏
を

見
た
て
ま
つ
れ
る
者
、
楽
み
て
世
尊
の
教
を
聴
聞
せ
ん
。
人
の
命
希
に
得
べ
し
。
仏
は
世
に
在
ど
も
甚
だ
値
い
難
し
。
信
慧
有



 

152 

 

り
て
致
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
聞
見
せ
ば
精
進
し
て
求
め
よ
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
二
九
七
頁)

 

こ
の
よ
う
に
、『
平
等
覚
経
』
の
引
文
に
て
「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
と
は
、
以
て
此
の
法
を
信
ず
る
こ
と
難
し
」
と
示
さ
れ
る
通
り
、

「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
」
と
言
わ
れ
る
五
濁
悪
世
に
生
き
る
衆
生
の
問
題
で
あ
る
。「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
」
と
は
仏
か
ら
見
抜

か
れ
る
衆
生
の
難
信
の
姿
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
親
鸞
は
「
行
巻
」
正
信
偈
に
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
は
、
邪
見
憍
慢
の
悪
衆
生
、 

信
楽
受
持
す
る
こ
と
、
甚
だ
以
て
難
し
。
難
の
中
の
難
、
斯
れ
に
過
ぎ
た
る
は
无
し
。(

『
定
本
』
八
七
頁)

 

親
鸞
は
、
衆
生
の
事
実
と
し
て
「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
」
を
、「
邪
見
憍
慢
の
悪
衆
生
」
と
呼
び
、「
此
の
法
を
信
ず
る
こ
と
難
し
」

を
、
よ
り
具
体
的
に
「
信
楽
受
持
す
る
こ
と
、
甚
だ
以
て
難
し
」
と
押
さ
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

親
鸞
の
第
二
十
願
に
お
け
る
眼
目
を
考
え
る
と
、
難
信
の
課
題
を
持
つ
「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
」
と
は
先
に
明
か
さ
れ
た
「
定

散
専
心
」「
信
罪
福
心
」
の
善
人
意
識
に
生
き
る
衆
生
の
事
実
で
あ
り
、
そ
の
姿
は
「
邪
見
」
と
い
う
意
味
を
付
し
て
了
解
す
べ
き
こ

と
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
『
大
経
』
流
通
分
の
引
文
か
ら
の
文
脈
に
注
目
し
、
親
鸞
が
こ
の
「
難
信
」
の
問
題
を
ど

の
よ
う
に
明
か
し
て
い
る
か
尋
ね
た
い
。 

『
大
本
』
に
言
わ
く
、
如
来
の
興
世
、
値
い
難
く
見
た
て
ま
つ
り
難
し
。
諸
仏
の
経
道
、
得
難
く
聞
き
難
し
。
菩
薩
の
勝
法
、

諸
波
羅
蜜
、
聞
く
こ
と
を
得
る
こ
と
亦
難
し
。
善
知
識
に
遇
い
、
法
を
聞
き
能
く
行
ず
る
こ
と
、
此
れ
亦
難
し
と
す
。
若
し
斯

の
経
を
聞
き
て
信
楽
受
持
す
る
こ
と
、
難
の
中
の
難
、
此
れ
に
過
ぎ
て
難
き
は
无
け
ん
。
是
の
故
に
我
が
法
、
是
く
の
如
く
作

し
き
、
是
く
の
如
く
説
く
、
是
く
の
如
く
教
う
。
当
に
信
順
し
て
、
法
の
如
く
修
行
す
べ
し
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
三
〇
二
頁)

 

こ
の
『
大
経
』
流
通
分
の
文
で
は
、
仏
滅
後
の
五
濁
悪
世
の
衆
生
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。「
如
来
の
興
世
、
値
い
難
く
見
た
て
ま
つ
り

難
し
」
か
ら
始
ま
り
、「
聞
法
」
、「
修
行
」
、「
獲
信6

」
に
つ
い
て
全
て
「
難
」
で
あ
る
と
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
衆
生
の
「
難
」

の
ゆ
え
に
「
我
が
法
、
是
く
の
如
く
作
し
き
、
是
く
の
如
く
説
く
、
是
く
の
如
く
教
う
」
と
釈
尊
は
教
え
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
明
ら
か
な
こ
と
は
、「
難
」
と
い
う
課
題
は
、
釈
尊
（
仏
）
か
ら
言
い
当
て
ら
れ
る
衆
生
の
姿
と
し
て
、
仏
の
知
見
に
お
け
る
問
題
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で
あ
り
、
釈
尊
の
説
法
は
こ
の
「
難
」
で
あ
る
衆
生
を
理
由
に
し
て
説
き
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
の
確
か
め
を
受
け
て
、
以
下
の
よ
う
に
『
涅
槃
経
』
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
。 

『
涅
槃
経
』
に
言
わ
く
、
経
の
中
に
説
く
が
如
し
、
一
切
梵
行
の
因
は
善
知
識
な
り
。
一
切
梵
行
の
因
、
無
量
な
り
と
雖
も
、

善
知
識
を
説
け
ば
則
ち
已
に
摂
尽
し
ぬ
。
我
が
所
説
の
如
し
、
一
切
悪
行
は
邪
見
な
り
。
一
切
悪
行
の
因
、
無
量
な
り
と
雖
も
、

若
し
邪
見
を
説
け
ば
則
ち
已
に
摂
尽
し
ぬ
。
或
い
は
説
か
く
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
は
信
心
を
因
と
す
。
是
れ
菩
提
の
因
復

た
无
量
な
り
と
雖
も
、
若
し
信
心
を
説
け
ば
則
ち
已
に
摂
尽
し
ぬ
、
と
。(

『
定
本
』
三
〇
二
～
三
〇
三
頁)

 

こ
の
『
涅
槃
経
』「
迦
葉
品
」
の
文
で
は
、『
大
経
』
で
説
か
れ
た
仏
滅
後
の
衆
生
の
「
難
」
の
課
題
を
受
け
て
、「
一
切
梵
行
の
因
」
、

「
一
切
悪
行
の
因
」
、「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
の
因
、
三
つ
の
因
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
因
は
、「
善
知
識
」
、

「
邪
見
」
、「
信
心
」
に
収
ま
る
の
だ
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
つ
の
要
素
が
、
衆
生
に
お
け
る
「
難
」

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
重
要
な
問
題
な
の
だ
と
親
鸞
は
押
さ
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 
 

第
五
項 

「
邪
見
」
の
証
文 

『
大
経
』
流
通
分
の
、
衆
生
の
「
難
」
を
明
か
す
文
に
続
い
て
『
涅
槃
経
』
の
文
に
て
、
「
一
切
梵
行
の
因
」
「
善
知
識
」
と
「
一

切
悪
行
の
因
」「
邪
見
」
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
の
因
が
「
信
心
」
に
収
ま
る
と
明
か
さ
れ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
以
降
「
善
知
識
」
「
邪
見
」
「
信
心
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
、
五
濁
悪
世
の
衆
生
の
「
難
」
の
問
題
に
応
え
て
い

く
と
了
解
で
き
る
。 

こ
の
文
に
続
い
て
、『
涅
槃
経
』
よ
り
「
信
不
具
足
」
の
文
、
悪
果
を
得
る
「
四
善
事
」「
戒
不
具
足
」
の
文
、「
聞
不
具
足
」
の
文

が
引
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
を
受
け
て
、
「
徳
王
品
」
の
文
に
て
「
第
一
真
実
の
善
知
識7

」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、「
信
不
具
足
」
、「
四
善
事
」「
戒
不
具
足
」
、「
聞
不
具
足
」
は
、
一
様
に
善
知
識
に
言
い
当
て
ら
れ
る
衆
生
の
課
題(

「
邪

見
」
の
証
文)

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る8

。
ま
ず
「
信
不
具
足
」
の
文
は
以
下
の
よ
う
に
引
か
れ
る
。 
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又
言
わ
く
、
善
男
子
、
信
に
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
信
、
二
つ
に
は
求
な
り
。
是
の
如
き
の
人
、
復
た
信
有
り
と
雖
も
、
推
求

に
能
ざ
る
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
信
不
具
足
と
す
。
信
に
復
た
二
種
有
り
、
一
つ
に
は
聞
従
り
生
ず
、
二
つ
に
は
思
従
り
生
ず
。

是
の
人
の
信
心
、
聞
従
り
生
じ
て
、
思
従
り
生
ぜ
ず
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
信
不
具
足
と
す
。
復
た
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
道

有
る
こ
と
を
信
ず
、
二
つ
に
は
得
者
を
信
ず
。
是
の
人
の
信
心
、
唯
道
有
る
こ
と
を
信
じ
て
、
都
て
得
道
の
人
有
る
こ
と
を
信

ぜ
ず
、
是
れ
を
名
づ
け
て
信
不
具
足
と
す
。
復
た
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
信
正
、
二
つ
に
は
信
邪
な
り
。
因
果
有
り
、
仏
・
法
・

僧
有
り
と
言
わ
ん
、
是
れ
を
信
正
と
名
づ
く
。
因
果
、
三
宝
の
性
異
无
し
と
言
い
て
、
諸
の
邪
語
富
闌
那
等
を
信
ず
る
、
是
れ

を
信
邪
と
名
づ
く
。
是
の
人
、
仏
・
法
・
僧
宝
を
信
ず
と
雖
も
、
三
宝
同
一
性
相
を
信
ぜ
ず
。
因
果
を
信
ず
と
雖
も
得
者
を
信

ぜ
ず
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
信
不
具
足
と
す
。
是
の
人
不
具
足
信
を
成
就
す
、
と
。
乃
至(

『
定
本
』
三
〇
三
～
三
〇
四
頁)

 

ま
ず
「
信
不
具
足
」
の
内
実
に
つ
い
て
、
「
聞
思
」
が
な
く(

「
聞
従
り
生
じ
て
、
思
従
り
生
ぜ
ず
」)

、
「
得
道
の
人
有
る
こ
と
」
を

信
じ
な
い(

「
唯
道
有
る
こ
と
を
信
じ
て
、
都
て
得
道
の
人
有
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
」)

こ
と
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
信

不
具
足
」
と
は
、「
得
道
の
人
」
の
教
え
が
な
く
、「
聞
思
」
に
よ
る
歩
み
が
な
い
姿
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
の
「
信
不
具
足
」

が
、
「
信
邪
」
の
相
と
し
て
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
く
。 

 
 

復
た
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
信
正
、
二
つ
に
は
信
邪
な
り
。
因
果
有
り
、
仏
・
法
・
僧
有
り
と
言
わ
ん
、
是
れ
を
信
正
と
名
づ

く
。
因
果
、
三
宝
の
性
異
无
し
と
言
い
て
、
諸
の
邪
語
富
闌
那
等
を
信
ず
る
、
是
れ
を
信
邪
と
名
づ
く
。
是
の
人
、
仏
・
法
・

僧
宝
を
信
ず
と
雖
も
、
三
宝
同
一
性
相
を
信
ぜ
ず
。
因
果
を
信
ず
と
雖
も
得
者
を
信
ぜ
ず
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
信
不
具
足
と

す
。
是
の
人
不
具
足
信
を
成
就
す
、
と
。
乃
至(
『
定
本
』
三
〇
三
～
三
〇
四
頁)

 

「
信
邪
」
の
相
は
「
因
果
、
三
宝
の
性
異
无
し
と
言
い
て
、
諸
の
邪
語
富
闌
那
等
を
信
ず
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
表
面
上
は
「
三
宝

の
性
異
无
し
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
「
諸
の
邪
語
富
闌
那
等
を
信
ず
る
」
と
、「
諸
の
邪
語
」
を
信
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
畢
竟
「
是
の
人
、
不
具
足
信
を
成
就
す
」
と
述
べ
ら
れ
、「
恭
敬
三
宝
」
の
実
現
し
な
い
「
不
具
足
信
」
で

あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
「
罪
福
を
信
じ
て
、
善
本
を
修
習
し
て
、
其
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん9

」
と
述
べ
ら
れ
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て
い
た
、
第
二
十
願
の
機
の
相
を
言
い
当
て
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
信
不
具
足
」
と
は
、
第
二
十
願
に
誓
わ
れ
る
凡

夫
の
実
相
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。 

そ
し
て
次
に
は
、
善
男
子
に
説
か
れ
る
「
四
善
事
」
「
戒
不
具
足
」
の
文
が
引
か
れ
る
。 

 
 

善
男
子
、
四
つ
の
善
事
有
り
、
悪
果
を
獲
得
せ
ん
。
何
等
を
か
四
と
す
る
。
一
つ
に
は
勝
他
の
為
の
故
に
経
典
を
読
誦
す
。
二

つ
に
は
利
養
の
為
の
故
に
禁
戒
を
受
持
せ
ん
。
三
つ
に
は
他
属
の
為
の
故
に
し
て
布
施
を
行
ぜ
ん
。
四
つ
に
は
非
想
非
非
想
処

の
為
の
故
に
繫
念
思
惟
せ
ん
。
是
の
四
つ
の
善
事
、
悪
果
報
を
得
ん
。
若
し
人
是
く
の
如
き
の
四
事
を
修
習
せ
ん
、
是
れ
を
、

没
し
て
、
没
し
已
り
て
還
り
て
出
ず
、
出
で
已
り
て
還
り
て
没
す
、
と
名
づ
く
。
何
が
故
ぞ
没
と
名
づ
く
る
、
三
有
を
楽
う
が

故
に
。
何
が
故
ぞ
出
と
名
づ
く
る
、
明
を
見
る
を
以
て
の
故
に
。
明
は
即
ち
是
れ
戒
・
施
・
定
を
聞
く
な
り
。
何
を
以
て
の
故

に
還
り
て
出
没
す
る
や
。
邪
見
を
増
長
し
、
憍
慢
を
生
ず
る
が
故
に
。
是
の
故
に
我
れ
経
の
中
に
於
い
て
偈
を
説
か
く
、
若
し

衆
生
有
り
て
諸
有
を
楽
ん
で
、
有
の
為
に
善
悪
の
業
を
造
作
す
る
、
是
の
人
は
涅
槃
道
を
迷
失
す
る
な
り
。
是
れ
を
暫
出
還
復

没
と
名
づ
く
。
黒
闇
生
死
海
を
行
じ
て
解
脱
を
得
と
雖
も
、
煩
悩
を
雑
す
る
は
、
是
の
人
還
り
て
悪
果
報
を
受
く
、
是
れ
を
暫

出
還
復
没
と
名
づ
く
、
と
。
如
来
に
則
ち
二
種
の
涅
槃
有
り
。
一
つ
に
は
有
為
、
二
つ
に
は
無
為
な
り
。
有
為
涅
槃
は
無
常
な

り
。
楽
我
浄
は
無
為
涅
槃
な
り
。
常
人
有
て
、
深
く
是
の
二
種
の
戒
、
倶
に
因
果
有
り
と
信
ぜ
ん
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
戒
と

為
す
。
戒
不
具
足
、
是
の
人
は
信
・
戒
の
二
事
を
具
せ
ず
。
所
楽
多
聞
に
し
て
、
亦
不
具
足
な
り
。
（
『
定
本
』
三
〇
四
頁
） 

こ
こ
で
「
悪
果
を
獲
得
す
る
」
と
さ
れ
る
「
四
善
事
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
は
、「
読
誦
経
典
」
、「
受
持
禁
戒
」
、「
行
布
施
」
、「
繫

念
思
惟
」
と
い
う
仏
道
修
行
の
体
裁
を
と
っ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
「
勝
他
の
為
」
、
「
利
養
の
為
」
、
「
他
属
の
為
」
、
「
非
想
非
非

想
処
の
為
」
の
も
の
だ
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
そ
の
目
的
が
「
勝
他
」
、「
利
養
」
な
ど
の
為
の
行
い
、
す
な
わ
ち
「
三

有
を
楽
う
」
こ
と
が
根
に
あ
る
た
め
に
、
「
悪
果
を
得
ん
」
と
さ
れ
、
世
間
に
「
没
」
し
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
る
。 

こ
の
「
四
事
を
修
習
せ
ん
」
と
す
る
こ
と
は
、「
没
し
て
、
没
し
已
り
て
還
り
て
出
ず
、
出
で
已
り
て
還
り
て
没
す
」
と
い
う
「
暫

出
還
復
没
」
と
名
付
け
る
と
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
「
還
り
て
出
没
」
し
て
し
ま
う
問
題
の
根
に
は
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「
邪
見
を
増
長
し
、
憍
慢
を
生
ず
る
が
故
に
」
と
、
「
邪
見
」
と
「
憍
慢
」
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
「
邪
見
を
増
長
し
」
、
「
諸
有
を

楽
ん
で
」
仏
道
を
行
じ
よ
う
と
す
る
者
は
、
畢
竟
「
涅
槃
道
を
迷
失
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
が
、
仏
道
を
見
失
っ

て
い
く
「
暫
出
還
復
没
」
の
邪
見
憍
慢
の
衆
生
の
姿
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
衆
生
の
「
四
善
事
」
に
お
け
る
「
涅
槃
道
を
迷
失
」
す
る
と
い
う
文
が
、「
一
切
悪
行
の
因
」
と
さ
れ
る
「
邪

見
」
の
最
も
具
体
的
内
容
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
衆
生
の
思
い
描
く
「
善
事
」
と
は
、
こ
の

「
四
善
事
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
て
「
勝
他
」「
利
養
」
等
の
「
為
」
と
い
う
「
煩
悩
を
雑
す
る
」
行
為
と
な
り
、「
涅
槃
道
」

を
実
現
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
疑
心
の
善
人
」
、
「
定
散
専
心
」
の
課
題
が
明
か
さ
れ
て
い
る
と
見
て
取
れ
る
。 

ま
た
「
戒
不
具
足
」
に
つ
い
て
、
「
有
為
涅
槃
」(

無
常)

と
「
無
為
涅
槃
」(

楽
我
浄)

の
質
の
違
い
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
い(

「
常

人
有
て
深
く
是
の
二
種
の
戒
倶
に
因
果
有
り
と
信
ぜ
ん
」)

姿
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
戒
不
具
足
」
と
し
て
表
さ

れ
る
の
は
、「
有
漏
心
」
に
よ
っ
て
「
無
漏
」
の
法
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
「
邪
見
」
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
四
善
事
」
の
文
に

よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
「
邪
見
を
増
長
し
」
、
「
諸
有
を
楽
」
む
者
の
具
体
相
で
あ
る
と
言
え
る
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
「
戒
不
具
足
、
是
の
人
は
信
・
戒
の
二
事
を
具
せ
ず
。
所
楽
多
聞
に
し
て
、
亦
不
具
足
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
「
所

楽
多
聞
」
で
あ
っ
て
も
、「
不
具
足
」
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
よ
り
、
続
い
て
「
論
議
の
為
」
、「
勝
他
の
為
」
、

「
利
養
の
為
」
、「
諸
有
の
為
」
に
「
持
読
誦
説
せ
ん
」
と
す
る
「
聞
不
具
足
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
く1

0

。
こ
れ
は
先
に
明
か
さ

れ
た
「
四
善
事
」
の
内
容
を
さ
ら
に
具
体
的
に
確
か
め
る
内
容
に
な
っ
て
お
り
、「
邪
見
」
に
立
つ
衆
生
に
は
「
聞
」
が
成
り
立
た
な

い
と
い
う
証
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
四
善
事
」
、
「
戒
不
具
足
」
の
文
が
、
先
の
「
信
不
具
足
」
を
受
け
、
ま
た
「
聞
不
具

足
」
の
姿
を
明
か
し
て
い
く
成
上
起
下
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
涅
槃
道
を
明
失
」
す
る
「
邪
見
」
な
る

衆
生
の
相
は
、
畢
竟
そ
の
「
善
事
」
の
意
識
に
あ
る
と
言
え
、「
難
信
」
の
根
源
が
こ
の
『
涅
槃
経
』
の
一
連
の
引
文
に
よ
っ
て
明
か

さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。 
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第
六
項 

善
知
識
と
如
来
大
慈
悲 

 

『
涅
槃
経
』
「
迦
葉
品
」
の
文
に
よ
っ
て
、
「
信
不
具
足
」
、
「
四
善
事
」
、
「
聞
不
具
足
」
と
、
衆
生
の
「
邪
見
」
の
根
拠
が
示
さ
れ

た
。
そ
れ
は
「
四
善
事
」
の
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
勝
他
」
、「
利
養
」
の
為
に
、
仏
法
を
聞
く
「
暫
出
還
復
没
」
の
衆
生

の
事
実
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
五
濁
悪
世
の
衆
生
が
「
難
信
」
で
あ
る
根
拠
が
あ
る
と
言
え
る
。 

で
は
こ
の
「
暫
出
還
復
没
」
の
衆
生
の
事
実
を
、
い
か
に
し
て
超
え
得
る
の
か
。
そ
の
問
題
が
「
徳
王
品
」
の
引
文
か
ら
「
第
一

真
実
の
善
知
識
」
を
明
か
す
形
で
応
え
ら
れ
て
い
く
。 

 
 

又
言
わ
く
、
善
男
子
、
第
一
真
実
の
善
知
識
は
、
謂
ゆ
る
菩
薩
、
諸
仏
な
り
。
世
尊
、
何
を
以
て
の
故
に
。
常
に
三
種
の
善
調

御
を
以
て
の
故
な
り
。
何
等
を
か
三
と
す
る
。
一
つ
に
は
畢
竟
軟
語
、
二
つ
に
は
畢
竟
呵
責
、
三
つ
に
は
軟
語
呵
責
な
り
。
是

の
義
を
以
て
の
故
に
、
菩
薩
・
諸
仏
は
即
ち
是
れ
真
実
の
善
知
識
な
り
。
（
『
定
本
』
三
〇
五
頁
） 

こ
こ
で
善
知
識
と
は
「
菩
薩
・
諸
仏
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
菩
薩
・
諸
仏
」
が
、「
真
実
の
善
知
識
な
り
」
と

さ
れ
る
理
由
が
、
「
常
に
三
種
の
善
調
御
を
以
て
の
故
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
、
「
畢
竟
軟
語
」
、
「
畢
竟
呵
責
」
、
「
軟
語
呵
責
」
の
は
た

ら
き
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
親
鸞
は
善
知
識
と
は
、
初
め
か
ら
想
定
さ
れ
、
固
定
さ
れ
た
像
と
し
て
あ
る
の

で
は
な
く
、
「
軟
語
呵
責
」
を
も
っ
て
自
身
を
教
化
す
る
存
在
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
「
善
知
識
」
と
は
、

た
だ
の
概
念
で
は
な
く
、「
菩
薩
・
諸
仏
」
と
し
て
衆
生
に
は
た
ら
き
か
け
る
意
義
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
親
鸞
は
確
か
め
て
い
る
の

で
あ
る
。 

続
い
て
こ
の
後
、
仏
、
菩
薩
に
つ
い
て
「
良
医1

1
」
の
譬
え
で
述
べ
ら
れ
て
い
く
が
、
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
善
知
識
」
の
意
義

は
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
る
。 

仏
及
び
菩
薩
亦
復
た
是
く
の
如
し
。
諸
の
凡
夫
の
病
を
知
る
に
三
種
有
り
。
一
つ
に
は
貪
欲
、
二
つ
に
は
瞋
恚
、
三
つ
に
は
愚

痴
な
り
。
貪
欲
の
病
に
は
教
え
て
骨
相
を
観
ぜ
し
む
。
瞋
恚
の
病
に
は
慈
悲
相
を
観
ぜ
し
む
。
愚
痴
の
病
に
は
十
二
縁
相
を
観

ぜ
し
む
。
是
の
義
を
以
て
の
故
に
、
諸
仏
・
菩
薩
を
善
知
識
と
名
づ
く
。
善
男
子
、
譬
え
ば
船
師
の
善
く
人
を
度
す
が
故
に
大
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船
師
と
名
づ
く
る
が
如
し
。
諸
仏
・
菩
薩
も
亦
復
た
是
く
の
如
し
。
諸
の
衆
生
を
し
て
生
死
の
大
海
を
度
す
。
是
の
義
を
以
て

の
故
に
善
知
識
と
名
づ
く
と
。
抄
出
（
『
定
本
』
三
〇
六
頁
※
傍
線
筆
者
） 

仏
・
菩
薩
は
衆
生
の
病
で
あ
る
「
貪
欲
」
「
瞋
恚
」
「
愚
痴
」
を
知
り
、
そ
れ
を
教
え
る
た
め
「
骨
相
」
「
慈
悲
相
」
「
十
二
縁
相
」
を

観
ぜ
し
む
と
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ゆ
え
に
「
諸
仏
、
菩
薩
」
が
善
知
識
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
全

体
を
押
さ
え
て
、
善
知
識
と
は
「
諸
の
衆
生
を
し
て
生
死
の
大
海
を
度
す
」
も
の
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
煩
悩

雑
す
る
」
が
ゆ
え
に
「
涅
槃
道
を
迷
失
」
し
て
い
く
衆
生
に
と
っ
て
「
生
死
海
を
度
」
さ
ん
と
は
た
ら
く
も
の
こ
そ
、
「
諸
仏
菩
薩
」

と
し
て
の
「
善
知
識
」
で
あ
る
と
親
鸞
が
明
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

何
故
「
一
切
梵
行
の
因
」
が
「
善
知
識
」
と
言
え
る
の
か
。
そ
れ
は
衆
生
の
一
切
の
行
は
「
三
有
を
楽
う
」
、
「
諸
有
を
楽
」
む
が

ゆ
え
に
出
世
間
の
「
為
」
に
な
ら
ず
、
そ
の
事
実
を
教
え
、「
生
死
の
大
海
を
度
す
」
も
の
が
「
善
知
識
」
で
あ
る
と
言
え
る
か
ら
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
暫
出
還
復
没
」
の
衆
生
に
「
涅
槃
道
」
を
開
示
す
る
の
は
、
「
善
知
識
」
の
教
え
し
か
な
く
、
そ
の
教
え
に

よ
っ
て
自
身
の
「
出
没
」
す
る
姿
が
見
破
ら
れ
る
こ
と
が
「
生
死
の
大
海
を
度
す
」
事
実
と
な
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
「
邪

見
」
を
生
き
る
衆
生
が
い
か
に
し
て
「
暫
出
還
復
没
」
の
事
実
を
超
え
る
の
か
が
確
か
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。 

以
上
見
て
き
た
『
涅
槃
経
』
の
引
文
は
、
親
鸞
の
「
善
知
識
」
へ
の
恩
徳
が
表
現
さ
れ
た
文
脈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
善
知
識
へ
の
態
度
は
以
下
の
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。 

 
 

親
鸞
に
お
き
て
は
、
た
だ
念
仏
し
て
、
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
と
、
よ
き
ひ
と
の
お
お
せ
を
か
ぶ
り
て
、
信
ず
る

ほ
か
に
別
の
子
細
な
き
な
り
。
（
『
定
親
全
』
四
・
五
頁
） 

『
歎
異
抄
』
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
た
だ
念
仏
」
と
教
え
る
「
よ
き
ひ
と
」
と
の
出
遇
い
の
意
義
は
、
「
生
死
海
を
度
」
さ
ん
と

は
た
ら
く
「
第
一
真
実
の
善
知
識
」
、
「
諸
仏
、
菩
薩
」
と
し
て
、
た
だ
仰
が
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
に
と
っ
て
の
「
よ

き
ひ
と
」
法
然
の
教
え
は
、
こ
の
よ
う
に
度
し
難
い
「
生
死
海
を
度
す
」
唯
一
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
身
に
感
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

『
大
経
』
流
通
分
に
説
か
れ
る
衆
生
の
「
難
」
の
課
題
を
受
け
て
、『
涅
槃
経
』
の
文
に
て
「
邪
見
」
、「
善
知
識
」
に
つ
い
て
確
か
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め
ら
れ
た
。
「
邪
見
を
増
長
し
」
、
「
涅
槃
道
を
迷
失
」
し
て
い
く
衆
生
に
と
っ
て
、
そ
の
事
実
を
教
え
る
「
善
知
識
」
の
教
化
こ
そ
、

「
一
切
梵
行
の
因
」
と
な
り
、
「
四
善
事
」
は
仏
道
の
根
拠
と
な
り
得
な
い
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
後
に
『
涅
槃
経
』
の
引
文
に
続
き
、『
華
厳
経
』
の
文
が
引
か
れ
る
が
、
そ
こ
に
「
菩
提
の
因
」
と
な
る
「
信
心
」
の
実
態
が

明
か
さ
れ
る
。
『
華
厳
経
』
の
文
か
ら
の
展
開
に
注
目
し
、
そ
の
確
か
め
を
見
て
い
き
た
い
。 

『
華
厳
経
』
に
言
わ
く
、
汝
、
善
知
識
を
念
ず
る
に
、
我
を
生
め
る
、
父
母
の
如
し
。
我
を
養
う
、
乳
母
の
如
し
。
菩
提
分
を

増
長
す
、
衆
疾
を
医
療
す
る
が
如
し
。
天
の
、
甘
露
を
灑
ぐ
が
如
し
。
日
の
、
正
道
を
示
す
が
如
し
。
月
の
、
浄
輪
を
転
ず
る

が
如
し
。 

又
言
わ
く
、
如
来
大
慈
悲
、
世
間
に
出
現
し
て
、
普
く
諸
の
衆
生
の
為
に
、
無
上
法
輪
を
転
じ
た
ま
う
。
如
来
、
無
数
劫
に
勤

苦
せ
し
こ
と
は
衆
生
の
為
な
り
。
云
何
ぞ
諸
の
世
間
、
能
く
大
師
の
恩
を
報
ぜ
ん
、
と
。
已
上
（
『
定
本
』
三
〇
六
～
三
〇
七
頁
） 

こ
の
『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
の
文
は
、
二
つ
の
文
か
ら
な
る
が
、
親
鸞
は
「
乃
至
」
な
ど
置
か
ず
一
文
と
し
て
引
い
て
い
る
た
め

一
つ
の
内
容
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
読
む
と
、
先
に
『
涅
槃
経
』
に
て
述
べ
ら
れ
た
「
諸
の
衆
生
を
し
て
生
死
海

を
度
す
」
善
知
識
に
つ
い
て
、
そ
の
「
善
知
識
を
念
ず
る
」
と
こ
ろ
に
「
如
来
大
慈
悲
」
の
顕
現
が
明
か
さ
れ
、
如
来
が
衆
生
の
た

め
に
「
無
数
劫
に
勤
苦
」
し
、「
無
上
法
輪
を
転
じ
た
ま
う
」
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
と
し
て
「
能
く
大
師
の
恩

を
報
ぜ
ん
」
と
、
報
恩
の
念
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
読
み
取
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
衆
生
の

為
」
に
「
無
数
劫
に
勤
苦
せ
し
」
如
来
と
は
、
先
に
明
か
さ
れ
た
「
諸
仏
菩
薩
」
の
「
菩
薩
」
を
受
け
て
、「
諸
々
の
生
死
勤
苦
の
本

を
抜
か
し
め
ん1

2

」
と
す
る
法
蔵
菩
薩
に
重
ね
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
切
の
「
世
間
」
に
お
い
て
「
能
く
大
師
の
恩
を

報
ぜ
ん
」
と
い
う
「
報
恩
」
の
念
が
起
こ
っ
た
事
実
と
は
、
そ
の
ま
ま
衆
生
の
上
に
「
如
来
大
慈
悲
」
が
出
現
し
た
事
実
で
あ
り
、

如
来
の
「
清
浄
願
心
」
が
衆
生
の
上
に
「
能
生
」
し
た
事
実
、
す
な
わ
ち
他
力
の
信
発
起
の
事
実
だ
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
「
報
恩
」
と
は
、
「
菩
提
の
因
」
と
な
る
「
信
心
」
を
指
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
「
菩
提
の
因
」
の
「
信

心
」
と
は
、
如
来
と
信
心
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
『
大
経
』
の
信
心
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
華
厳
経
』
の
引
文
に
お
い
て
、
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仏
道
を
求
め
る
因
を
持
た
な
い
衆
生
を
し
て
、
「
能
く
大
師
の
恩
を
報
ぜ
ん
」
と
、
「
報
恩
」
の
念
が
述
べ
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
「
報

恩
」
の
念
と
は
、
「
四
善
事
」
に
立
つ
衆
生
の
邪
見
に
根
拠
す
る
心
と
は
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
大
経
』
の
信
心
の
実
態
を

表
す
も
の
と
了
解
で
き
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
華
厳
経
』
の
引
文
で
は
、「
善
知
識
」
、「
邪
見
」
、「
信
心
」
の
内
、
教
化
を
受
け
た
事
実
と
し
て
の
他
力

の
「
信
心
」
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
明
か
さ
れ
る
「
信
心
」
と
は
、「
生
死
海
を
度
」
さ
ん
と
す
る
諸

仏
の
教
化
と
、
「
衆
生
の
為
」
に
「
無
数
劫
に
勤
苦
せ
し
」
「
菩
薩
」(

法
蔵
菩
薩)

の
修
行
、
そ
の
二
つ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
も
の
と

し
て
、
そ
れ
は
具
体
的
に
「
報
恩
」
の
形
を
取
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
善
知
識
」
、「
邪
見
」
、「
信
心
」
が
『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』
の
引
文
で
確
か
め
ら
れ
、
そ
の
全
体
が
『
大
経
』
下
巻
流
通
分
の
文

に
述
べ
ら
れ
た
「
難
」
と
い
う
課
題
に
応
え
る
も
の
と
し
て
明
か
さ
れ
た
。
「
涅
槃
道
を
迷
失
」
す
る
末
法
五
濁
の
衆
生
は
、
「
生
死

海
を
度
」
さ
ん
と
す
る
「
善
知
識
を
念
ず
る
」
と
い
う
一
点
に
お
い
て
、
そ
こ
に
「
如
来
の
大
慈
悲
」
の
現
働
を
感
得
し
、
「
報
恩
」

の
念
と
し
て
、「
信
楽
受
持
」
が
果
た
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
常
に
「
四
善
事
」
の
事
実
を
生
き
る
「
不
具
足
」
な
る
自
己

の
姿
を
教
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
方
便
真
門
」
が
説
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
必
然
性
が
あ
る
と
言
え
る
。 

 

第
七
項 

大
悲
弘
く
普
く
化
す 

『
華
厳
経
』
の
文
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
邪
見
」
を
見
抜
く
「
善
知
識
」
と
の
出
遇
い
の
意
味
が
、
「
如
来
大
慈
悲
」
の
「
出
現
」

を
感
得
す
る
「
信
心
」
と
し
て
明
か
さ
れ
た
。
こ
の
「
信
心
」
の
表
明
は
、「
報
恩
」
の
念
な
ど
起
こ
り
よ
う
も
な
い
五
濁
悪
世
の
衆

生
を
し
て
「
仏
恩
報
謝
」
の
念
が
沸
き
起
こ
っ
た
事
実
と
し
て
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
華
厳
経
』
の
文
を
受
け
て
以

下
、
報
恩
に
つ
い
て
の
証
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

光
明
寺
の
和
尚
の
云
わ
く
、
唯
恨
む
ら
く
は
、
衆
生
の
疑
う
ま
じ
き
を
疑
う
こ
と
を
。
浄
土
対
面
し
て
相
忤
わ
ず
。
弥
陀
の
摂

と
不
摂
と
を
論
ず
る
こ
と
莫
れ
。
意
専
心
に
し
て
回
す
る
と
回
せ
ざ
る
に
在
り
。
或
い
は
道
わ
く
、
今
よ
り
仏
果
に
至
る
ま
で
、
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長
劫
に
仏
を
讃
め
て
慈
恩
を
報
ぜ
ん
。
弥
陀
の
弘
誓
の
力
を
蒙
ら
ず
は
、
何
れ
の
時
何
れ
の
劫
に
か
娑
婆
を
出
で
ん
。
何
し
て

か
今
日
宝
国
に
至
る
こ
と
を
期
せ
ん
。
実
に
是
れ
娑
婆
本
師
の
力
な
り
。
若
し
本
師
知
識
の
勧
め
に
あ
ら
ず
は
、
弥
陀
の
浄
土

云
何
ん
し
て
か
入
ら
ん
。
浄
土
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
て
慈
恩
を
報
ぜ
よ
、
と
。(

『
定
本
』
三
〇
七
頁)

 

『
大
経
』
、
『
涅
槃
経
』
、
『
華
厳
経
』
の
経
典
の
引
文
に
続
い
て
、
善
導
の
文
が
多
く
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
「
仏
の
慈

恩
」
を
報
ず
る
と
い
う
こ
と
に
極
ま
る
。 

 

こ
の
『
般
舟
讃
』
の
引
文
で
は
、「
若
し
本
師
知
識
の
勧
め
に
あ
ら
ず
は
、
弥
陀
の
浄
土
云
何
ん
し
て
か
入
ら
ん
」
と
、
世
間
に
お

い
て
仏
法
を
説
い
た
釈
尊
へ
の
恩
徳
が
語
ら
れ
る
。
「
要
門
」
「
真
門
」
の
思
索
を
受
け
て
、
釈
尊
の
善
巧
方
便
へ
の
恩
徳
が
ま
ず
も

っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
文
を
受
け
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。 

又
云
わ
く
、
仏
世
甚
だ
値
い
難
し
。
人
、
信
慧
有
る
こ
と
難
し
。
遇
希
有
の
法
を
聞
く
こ
と
、
此
れ
復
最
も
難
し
と
す
。
自
ら

信
じ
人
を
教
え
て
信
ぜ
し
む
る
こ
と
、
難
の
中
に
転
た
更
た
難
し
。
大
悲
弘
く
普
く
化
す
る
は
、
真
に
仏
恩
を
報
ず
る
に
成
る
、

と
。
（
『
定
本
』
三
〇
七
頁
） 

こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
引
文
で
は
、「
真
に
仏
恩
を
報
ず
る
に
成
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
大
悲
弘
く
普
く
化
す
る
」
と
い
う
如
来
大
悲

の
普
化
の
事
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
「
仏
恩
を
念
報
す
る
こ
と
」
の
な
い
自
己
を
し
て
、「
真
に

仏
恩
を
報
ず
る
に
成
る
」
こ
と
を
実
現
す
る
、
如
来
大
悲
の
現
動
が
「
弘
く1

3

普
く
化
す
る
」
事
実
と
し
て
明
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
文
は
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
の
証
文
と
し
て
も
引
か
れ
て
い
る1

4

が
、
こ
こ
で
は
よ
り
如
来
「
大
悲
」
の
「
普
化
」
が
強
調
さ
れ
て

お
り
、
「
仏
世
甚
だ
値
い
難
し
」
と
い
う
「
甚
難
」
の
意
義
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 
 

又
云
わ
く
、
十
方
六
道
、
同
じ
く
此
れ
輪
回
し
て
際
无
し
、
修
修
と
し
て
愛
波
に
沈
み
て
、
苦
海
に
沈
む
。
仏
道
・
人
身
得
難

く
し
て
今
已
に
得
た
り
。
浄
土
聞
き
難
く
し
て
今
已
に
聞
け
り
、
信
心
発
し
難
く
し
て
今
已
に
発
せ
り
、
と
。
已
上(

『
定
本
』

三
〇
八
頁)

 

そ
の
「
甚
難
」
の
意
義
が
、
こ
の
『
法
事
讃
』
の
文
に
よ
っ
て
「
今
已
に
」
、
「
得
た
り
」
「
聞
け
り
」
「
発
せ
り
」
と
、
仏
道
成
就
の
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縁
と
な
っ
て
い
る
。
親
鸞
は
善
導
の
こ
れ
ら
の
文
に
よ
っ
て
「
報
恩
」
の
念
の
内
実
を
、「
甚
難
」
で
あ
る
衆
生
の
「
難
」
の
事
実
を

縁
と
し
て
、
そ
こ
に
「
遇
教
」
の
慶
び
を
感
得
す
る
こ
と
と
し
て
学
び
取
っ
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
「
総
序
」
に
て
、 

遇
い
難
く
し
て
今
遇
う
こ
と
を
得
た
り
。
聞
き
難
く
し
て
已
に
聞
く
こ
と
を
得
た
り
。
真
宗
の
教
行
証
を
敬
信
し
て
、
特
に
如

来
の
恩
徳
の
深
き
こ
と
を
知
り
ぬ
。(

『
定
本
』
七
頁)
 

と
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
「
今
遇
う
こ
と
を
得
た
り
」
と
い
う
自
覚
に
、「
真
宗
の
教
行
証
を
敬
信
し
て
」
い
く
仏
道
が
開
か
れ
る
。
こ

の
仏
道
成
就
の
感
動
が
「
如
来
の
恩
徳
の
深
き
こ
と
を
知
り
ぬ
」
と
い
う
、
「
報
恩
」
の
内
実
で
あ
る
と
言
え
る
。 

  

第
二
節 

「
果
遂
の
誓
い
」
の
意
義―

難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う―

 

 
 

 

 
 

 

第
一
項 

願
海
転
入
の
自
覚 

衆
生
の
「
甚
難
」
の
意
義
が
、『
大
経
』
流
通
分
の
文
を
元
に
確
か
め
ら
れ
、『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』
の
引
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
難
」

の
事
実
は
「
諸
仏
菩
薩
」
の
善
知
識
に
よ
り
照
破
さ
れ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
善
知
識
」
へ
の
「
報
恩
」
の
念
と
は
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
「
菩
提
」
の
因
と
な
る
「
信
心
」
の
質
を
持
ち
、「
遇
い
難
く
し
て
今
遇
う
こ
と
を
得
た
り
」
と
い
う
実
感
が
内
実

と
な
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
衆
生
の
「
難
」
の
事
実
を
縁
と
し
て
「
今
已
に
聞
け
り
」
と
い
う
「
遇
教
」
の

慶
び
を
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

是
を
以
て
、
愚
禿
釈
の
鸞
、
論
主
の
解
義
を
仰
ぎ
、
宗
師
の
勧
化
に
依
っ
て
、
久
し
く
万
行
・
諸
善
の
仮
門
を
出
で
て
、
永
く

双
樹
林
下
の
往
生
を
離
る
、
善
本
・
徳
本
の
真
門
に
回
入
し
て
、
偏
え
に
難
思
往
生
の
心
を
発
し
き
。
（
『
定
本
』
三
〇
九
頁
） 

「
真
門
釈
」
に
お
け
る
確
か
め
を
く
ぐ
っ
て
、
親
鸞
は
以
下
の
表
白
を
結
び
と
す
る
。
こ
こ
に
「
方
便
真
門
」
開
設
の
意
趣
が
、「
善

本
・
徳
本
の
真
門
に
回
入
し
て
、
偏
え
に
難
思
往
生
の
心
を
発
し
き
」
と
述
べ
ら
れ
る
。「
真
門
に
入
れ
」
と
「
執
持
名
号
」
を
要
請
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す
る
釈
尊
の
勧
め
に
よ
っ
て
「
難
思
往
生
の
心
を
起
」
こ
す
こ
と
が
言
い
表
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
先
に
確
認
し
た
、『
阿

弥
陀
経
』
の
「
顕
」
の
義
の
、
釈
尊
の
「
勧
化
」
を
示
す
表
明
と
読
み
取
れ
る
。 

 
 

然
る
に
今
特
に
方
便
の
真
門
を
出
で
て
、
選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
、
速
や
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を

遂
げ
ん
と
欲
う
。
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
有
る
か
な
。
（
『
定
本
』
三
〇
九
頁
） 

そ
の
上
で
「
選
択
の
願
海
に
転
入
せ
り
」
と
、「
願
海
転
入
」
の
事
実
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
群
生
海
を
悲
引
」
す
る
阿

弥
陀
如
来
の
は
た
ら
き
（
果
遂
の
誓
い
）
を
そ
の
身
に
受
け
た
事
実
の
表
明
で
あ
り
、『
阿
弥
陀
経
』
の
「
隠
彰
の
義
」
に
お
け
る
確

か
め
で
あ
る
と
言
え
る
。 

こ
れ
ま
で
確
か
め
て
き
た
よ
う
に
、
「
真
門
」
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
濁
悪
世
の
衆
生
の
「
甚
難
」
「
難
信
」
と
い
う
事
実
に

直
面
さ
せ
、「
仏
智
疑
惑
」
の
身
を
生
き
る
自
己
を
し
て
、「
大
師
の
恩
を
報
ぜ
ん
」「
真
に
仏
恩
を
報
ず
る
に
成
る
」
と
い
う
念
が
湧

き
起
こ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
た
。「
今
特
に
方
便
の
真
門
を
出
で
て
」
と
は
、
そ
の
衆
生
の
「
難
」
の
根
源(

「
四
善
事
」)

を

知
ら
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
意
欲
と
な
る
自
覚
で
あ
る
。 

 

仏
智
を
疑
惑
す
る
を
以
て
の
故
に
、
彼
の
胎
宮
に
生
ま
れ
ん
。
乃
至 

若
し
此
の
衆
生
、
其
の
本
の
罪
を
識
り
て
、
深
く
自
ら

悔
責
し
て
、
彼
の
処
を
離
る
る
こ
と
を
求
め
ん
。(

『
定
本
』
二
七
四
頁)

 

 

仏
智
を
疑
う
に
由
っ
て
、
彼
の
国
に
生
ま
れ
て
、
辺
地
に
有
り
と
雖
も
、
聖
化
の
事
を
被
ら
ず
。
若
し
胎
生
せ
ば
、
宜
し
く
是

れ
を
重
く
捨
つ
べ
し
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
二
七
四
頁)

 

こ
の
よ
う
に
「
胎
生
」
の
問
題
が
説
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
「
其
の
本
の
罪
」
を
「
疑
惑
」
の
事
実
と
し
て
教
え
ら
れ
、
「
宜
し
く
是

れ
を
重
く
捨
つ
べ
し
」
と
勧
化
さ
れ
な
け
れ
ば
、
衆
生
に
「
涅
槃
道
」
と
し
て
の
仏
道
が
開
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
真

門
」
に
お
い
て
、
釈
尊
の
方
便
勧
励
の
義
が
余
す
こ
と
な
く
押
さ
え
ら
れ
た
と
言
え
る
。 

 

そ
の
「
方
便
の
真
門
」
に
お
け
る
勧
化
を
潜
っ
て
、「
願
海
転
入
」
の
自
覚
が
「
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
い
う
意
欲
と

し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
く
「
不
可
思
議
の
願
海
を
光
闡
し
て
、
無
碍
の
大
信
心
海
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
と
い
う
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如
来
の
果
遂
の
意
欲
へ
の
応
答
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
際
に
は
善
知
識
を
念
ず
る
と
き
の
「
今
」
と
し
て
感
得
さ
れ
る
と
言
え
る
。 

こ
の
「
今
特
に
」「
速
や
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
い
う
心
境
に
つ
い
て
松
原
祐
善
は

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
れ
は
正
し
く
信
楽
開
発
の
一
念
で
あ
り
、
そ
の
一
念
は
永
遠
の
過
去
と
永
遠
の
未
来
を
包
む
、
永
遠
の
現
在
の
一
念
で
あ
る
。

永
遠
の
未
来
の
現
行
す
る
今
と
し
て
存
在
の
根
源
よ
り
開
け
き
た
り
し
宗
教
的
自
覚
の
時
と
受
け
と
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

（
中
略
） 

 

そ
し
て
そ
の
廻
心
の
現
在
が
、
親
鸞
の
生
涯
を
貫
き
常
に
新
し
く
い
き
い
き
と
反
覆
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は
、
親
鸞
の
多
く
の
法

語
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
三
願
転
入
の
体
験
表
白
も
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
中
略
） 

 

信
仰
生
活
を
し
て
所
謂
信
仰
の
自
己
疎
外
を
免
れ
し
め
、
つ
ね
に
人
間
の
生
死
罪
濁
の
苦
悩
の
現
実
か
ら
浮
き
足
に
な
ら
し
め

な
い
と
こ
ろ
に
、
如
来
の
果
遂
の
誓
い
あ
る
こ
と
の
重
大
な
る
意
義
を
思
う
の
で
あ
る
。
（
『
松
原
祐
善
講
義
集
』
第
三
巻
・
二

六
九
～
二
七
〇
頁
） 

松
原
は
「
願
海
転
入
」
の
自
覚
は
「
信
楽
開
発
の
一
念
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
無
際
よ
り
已
来
」
迷
い
に
沈
む
「
永
遠
の
過
去
」

の
自
己
と
、
そ
の
自
己
の
無
効
を
知
ら
せ
「
必
ず
報
土
へ
い
た
ら
」
し
む
る
本
願
力
に
よ
る
「
永
遠
の
未
来
」
が
内
包
さ
れ
て
あ
る

と
述
べ
る
。
そ
の
廻
心
体
験
と
は
「
永
遠
の
未
来
の
現
行
す
る
今
」
に
お
い
て
語
ら
れ
る
、「
存
在
の
根
源
よ
り
開
け
き
た
り
し
宗
教

的
自
覚
の
時
」
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
先
に
引
か
れ
て
い
た
善
導
の
「
難
し
」
と
い
う
自
覚
に
お
け
る
「
今
已
に
」
と
い
う
喜
び
と
し
て
「
現
在
の
一
念
」
が

あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
い
う
仏
道
の
意
欲
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
「
三
願
転
入
」
の
表
白
は
全
体
と

し
て
、
「
生
涯
を
貫
き
常
に
新
し
く
い
き
い
き
と
反
覆
」
さ
れ
、
「
つ
ね
に
人
間
の
生
死
罪
濁
の
苦
悩
の
現
実
か
ら
」
離
れ
さ
せ
な
い

本
願
他
力
の
歩
み
を
開
く
も
の
だ
と
了
解
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
名
号
執
持
の
仏
道
の
歩
み
の
中
で
「
つ
ね
に
人
間
の
生
死
罪
濁

の
苦
悩
の
現
実
か
ら
浮
き
足
に
な
ら
し
め
な
い
」
こ
と
が
、
「
果
遂
の
誓
い
」
に
お
け
る
「
重
大
な
る
意
義
」
だ
と
知
ら
れ
る
。 
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
第
二
十
願
の
開
く
「
方
便
の
真
門
」
の
意
義
は
、
そ
こ
に
誓
わ
れ
る
機
に
当
面
せ
し
め
、
ど
こ
ま
で
も
法
に

照
ら
さ
れ
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
悲
歎
す
べ
き
自
己
の
事
実
を
教
え
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
真
門
」
に
お
け
る

如
来
の
悲
引
は
、
「
願
海
転
入
」
の
自
覚
と
し
て
「
信
楽
開
発
の
一
念
」
に
お
い
て
成
就
す
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
一
時
的
自
覚
で
は
な
く
、
「
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
い
う
意
欲
と
し
て
、
「
生
涯
を
貫
き
常

に
新
し
く
い
き
い
き
と
反
覆
さ
れ
」
る
、
仏
道
の
歩
み
を
住
持
す
る
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
真
門
釈
」
が
「
難
思
往

生
を
願
う
べ
し
」
と
始
め
ら
れ
、「
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
結
ば
れ
る
意
義
が
あ
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
仏
道
の
歩
み

に
立
っ
た
者
に
常
に
問
い
続
け
る
は
た
ら
き
と
し
て
「
方
便
の
真
門
」
は
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
親
鸞
が
第
二
十
願
を
「
果
遂
の

誓
い
」
と
し
て
仰
ぐ
「
由
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
項 

難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う 

 

三
経
の
往
生
の
関
係
が
、「
願
海
転
入
」
の
自
覚
と
し
て
結
ば
れ
た
。
一
面
的
に
は
「
今
特
に
方
便
の
真
門
を
出
で
て
、
選
択
の
願

海
に
転
入
せ
り
」
と
い
う
表
明
は
、
第
二
十
願
か
ら
第
十
八
願
の
「
信
楽
開
発
の
一
念
」
へ
の
自
覚
と
し
て
、
信
発
起
の
出
来
事
で

あ
る
と
了
解
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
願
海
転
入
」
の
自
覚
は
「
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
、
仏
道
を
歩
む
意
欲
と
し

て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
つ
ね
に
人
間
の
生
死
罪
濁
の
苦
悩
の
現
実
か
ら
浮
き
足
に
な
ら
し
め
な
い
」
と
い
う
具
体
的
歩
み

の
中
に
お
け
る
自
覚
と
し
て
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。「
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
有
る
か
な
」
と
仰
ぐ
親
鸞
の
心
境
は
、
第
二
十
願

に
よ
っ
て
常
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
衆
生
の
問
題
が
根
底
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

速
や
か
に
難
思
往
生
の
心
を
離
れ
て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
。
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
有
る
か
な
。
爰
に
久
し
く
願

海
に
入
り
て
、
深
く
仏
恩
を
知
れ
り
。
至
徳
を
報
謝
の
為
に
、
真
宗
の
簡
要
を
摭
う
て
、
恒
常
に
不
可
思
議
の
徳
海
を
称
念
す
。

弥
斯
れ
を
喜
愛
し
、
特
に
斯
れ
を
頂
戴
す
る
な
り
。(

『
定
本
』
三
〇
九
頁)

 

「
爰
に
久
し
く
」
、
「
恒
常
に
」
と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
に
お
け
る
「
果
遂
の
誓
い
」
へ
の
恩
徳
は
、
一
時
的
な
自
覚
で
は
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な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
で
は
な
く
「
生
涯
を
貫
き
常
に
新
し
く
い
き
い
き
と
反
復
さ
れ
」
る
、
仏
道
の
意
欲
を
生
む
も
の
と
し

て
「
果
遂
の
誓
い
」
は
仰
が
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

松
原
は
三
願
転
入
の
自
覚
内
容
が
獲
信
後
の
歩
み
を
見
据
え
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

親
鸞
が
「
愚
禿
釈
鸞
建
仁
辛
酉
暦
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
」
と
自
記
さ
れ
る
、
そ
の
初
め
の
廻
心
そ
の
も
の
に
、
更
に

法
然
の
教
化
そ
の
も
の
に
三
願
転
入
の
自
覚
構
造
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
廻
心
が
生
涯
を
通
し
つ
ね
に
新
し
く
永
遠

に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
し
て
現
行
し
て
あ
る
と
こ
ろ
に
宗
教
的
信
の
特
性
が
あ
る
。(

中
略)

 

 
 

信
と
は
わ
れ
わ
れ
の
死
生
を
あ
ら
し
め
る
根
源
に
触
れ
た
人
生
の
究
極
な
体
験
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
を
し
て
つ
ね
に
新
し
く
永

遠
を
つ
つ
む
刹
那
と
し
て
、
そ
の
初
一
念
の
現
在
に
招
喚
し
覚
醒
し
て
奮
い
立
た
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
教
的
廻
心
と
は

無
論
そ
う
い
う
体
験
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
く
、
親
鸞
の
三
願
転
入
の
体
験
も
吉
水
入
室
の
時
の
獲
信
の
体
験
を
離
れ
て
い
な

い
こ
と
に
相
違
な
い
が
、
し
か
し
三
願
転
入
の
よ
ろ
こ
び
は
、
越
後
謫
居
の
時
代
に
見
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。(

『
松
原
祐
善
講
義
集
』
第
三
巻
・
二
六
四
頁)

 

松
原
は
宗
教
的
回
心
に
つ
い
て
「
つ
ね
に
新
し
く
永
遠
を
つ
つ
む
刹
那
」
と
し
て
表
れ
る
も
の
と
し
、
衆
生
を
し
て
「
初
一
念
の
現

在
に
招
喚
し
覚
醒
し
て
奮
い
立
た
し
め
」
る
は
た
ら
き
を
持
つ
も
の
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
願
成
就
と
し
て
の
信
と
は
、「
初
一

念
の
現
在
に
招
喚
」
し
続
け
、
そ
こ
に
開
か
れ
る
仏
道
の
歩
み
の
質
も
内
包
し
た
「
人
生
の
究
極
的
な
体
験
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
第
二
十
願
を
発
し
た
如
来
の
「
果
遂
」
の
呼
び
か
け
は
、「
善
人
意
識
」
に
生
き
、「
甚
難
」「
難
信
」
の
衆

生
を
否
定
の
内
に
包
み
、
仏
道
を
求
め
る
こ
と
か
ら
退
転
さ
せ
な
い
は
た
ら
き
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

 

「
爰
に
久
し
く
願
海
に
入
り
て
、
深
く
仏
恩
を
知
れ
り
」
と
い
う
文
は
、「
既
に
し
て
悲
願
有
ま
す
」
と
い
う
如
来
大
悲
の
願
心
へ

の
回
帰
と
し
て
、「
報
恩
」
の
念
が
自
覚
さ
れ
た
表
明
で
あ
る
。「
仏
恩
報
謝
」
の
内
に
、「
難
信
」
の
自
己
を
常
に
批
判
さ
れ
て
い
く

こ
と
、
こ
の
よ
う
な
歩
み
が
「
不
可
思
議
の
徳
海
を
称
念
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
持
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

願
生
浄
土
の
歩
み
と
は
こ
の
よ
う
に
衆
生
の
「
難
」
の
事
実
を
縁
と
し
て
、
離
れ
難
き
「
疑
心
の
善
人
」
の
姿
を
場
と
し
て
、「
聞
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思
し
て
遅
慮
す
る1

5

」
こ
と
な
く
歩
む
仏
道
で
あ
る
。 

 

親
鸞
は
「
化
身
土
巻
」
に
て
釈
尊
の
善
巧
方
便
の
意
義
を
開
き
見
る
こ
と
で
、
五
濁
悪
世
の
衆
生
の
立
場
は
「
仏
恩
報
謝
」
の
念

に
し
か
な
い
と
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
「
仏
恩
報
謝
」
と
は
、
如
来
の
大
悲
と
一
つ
の
自
覚
に
お
い
て
確
か
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
難
信
」
の
姿
が
問
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
予
定
調
和
的
な
信
仰
で
は
な
い
。
生
死
に
処
し
て
、
そ
こ
か
ら
一
歩
も
離
れ
る
こ
と
な
く

歩
む
「
金
剛
の
真
心
」
に
お
け
る
「
報
謝
」
の
歩
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
末
世
の
仏
弟
子
と
し
て
の
親
鸞
の
立
場
が
あ
る
。 
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註 

1

「
三
願
転
入
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
、
そ
の
初
出
は
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
こ
の
文
の
精
神
を
よ
く
表
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し

て
、
大
谷
派
内
で
は
そ
の
問
い
返
し
が
さ
れ
て
き
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
寺
川
俊
昭
は
「
三
往
生
転
入
」
と
呼
ぶ

こ
と
が
文
意
に
か
な
う
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
藤
場
俊
基
は
「
三
願
回
転
入
」
、
加
来
雄
之
は
「
入
願
海
の
文
」
と
呼
ぶ
べ
き
で

は
な
い
か
と
そ
れ
ぞ
れ
検
証
の
結
果
述
べ
て
い
る
。 

2 
(

『
定
本
』
二
九
一
頁
※
傍
線
筆
者)

 
3

（
『
定
本
』
二
七
二
頁
） 

4

『
無
量
寿
如
来
会
』
に
言
わ
く
、
若
し
我
成
仏
せ
ん
に
、
無
量
国
の
中
の
所
有
の
衆
生
、
我
が
名
を
説
か
ん
を
聞
き
て
、
以
て
己

が
善
根
と
し
て
極
楽
に
回
向
せ
ん
。
若
し
生
ま
れ
ず
は
菩
提
を
取
ら
じ
、
と
。
已
上(

『
定
本
』
二
九
六
頁)

 
5 
(

『
定
本
』
三
〇
一
頁)

 
6(

『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
四
九
一
七
～
四
九
二
〇
頁
参
照)

 
7 
(

『
定
本
』
三
〇
五
頁)

 
8

「
信
不
具
足
」
「
聞
不
具
足
」
の
文
に
つ
い
て
は
、
「
信
巻
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
信
不
具
足
」
は
「
信
楽
釈
」
に
引
用
さ

れ
、
「
聞
不
具
足
」
は
「
信
楽
の
一
念
」
を
釈
す
る
際
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
真
仏
弟
子
釈
へ
と
続
く
思
索
の
な
か
で 

 
 

欣
求
浄
刹
の
道
俗
、
深
く
信
不
具
足
の
金
言
を
了
知
し
、
永
く
聞
不
具
足
の
邪
心
を
離
る
べ
き
な
り
。(

『
定
本
』
一
三
三
頁)

 

と
述
べ
ら
れ
る
。
親
鸞
は
本
願
力
回
向
の
真
実
信
心
の
内
容
と
し
て
、
ど
ち
ら
も
真
の
仏
弟
子
の
具
体
相
と
し
て
押
さ
え
て
い
る
の

で
あ
る
。 

9(

『
定
本
』
二
九
六
頁)

 
1
0 

云
何
な
る
を
か
名
づ
け
て
聞
不
具
足
と
す
る
。
如
来
の
所
説
は
十
二
部
経
な
り
、
唯
だ
六
部
を
信
じ
て
未
だ
六
部
を
信
ぜ
ず
、

是
の
故
に
名
づ
け
て
聞
不
具
足
と
す
。
復
た
是
の
六
部
の
経
を
受
持
す
と
雖
も
、
読
誦
に
能
わ
ず
し
て
他
の
為
に
解
説
す
る

は
、
利
益
す
る
所
无
け
ん
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
聞
不
具
足
と
す
。
又
復
た
是
の
六
部
の
経
を
受
け
已
り
て
、
論
議
の
為
の
故

に
、
勝
他
の
為
の
故
に
、
利
養
の
為
の
故
に
、
諸
有
の
為
の
故
に
、
持
読
誦
説
せ
ん
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
聞
不
具
足
と
す
、

と
。
略
抄(

『
定
本
』
三
〇
五
頁)

 
1
1 
 
(

『
定
本
』
三
〇
六
頁)

 
1
2(

『
真
聖
全
』
一
・
七
頁)

 
1
3

頭
注
に
は
、
「
弘
字 

智
昇
法
師
懺
儀
文
也
」
と
付
さ
れ
て
お
り
、
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
「
傳
」
の
字
と
区
別
す
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

1
4 

又
云
わ
く
、
仏
世
甚
だ
値
い
難
し
、
人
信
慧
有
る
こ
と
難
し
。
遇
希
有
の
法
を
聞
く
こ
と
、
斯
れ
復
た
最
も
難
し
と
す
。
自
ら
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信
じ
人
を
教
え
て
信
ぜ
し
む
、
難
き
が
中
に
転
た
更
難
し
。
大
悲
、
弘
く
普
く
化
す
る
、
真
に
仏
恩
を
報
ず
る
に
成
る
、
と
。

(

『
定
本
』
一
四
八
頁)

 
1
5(

『
定
本
』
七
頁)
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結 

  

以
上
、『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
二
つ
の
信
心
の
問
答(

「
三
心
一
心
問
答
」
、「
三
経
一
異
の
問
答
」)

を
通
し
て
、
親
鸞
に
お
け
る

「
金
剛
の
真
心
」
の
意
義
を
尋
ね
て
き
た
。 

 
親
鸞
は
「
信
巻
」
、「
化
身
土
巻
」
に
お
い
て
、
三
経
の
真
実
・
方
便
に
つ
い
て
明
か
し
、「
三
経
を
案
ず
る
に
、
金
剛
の
真
心
を
最

要
と
せ
り1

」
と
、
そ
の
最
も
要
と
な
る
視
座
を
決
定
さ
せ
て
い
た
。 

 

「
金
剛
の
真
心
」
と
は
、
如
来
の
「
清
浄
願
心
」
が
衆
生
の
内
に
「
能
生
」
し
た
事
実
で
あ
り
、
生
死
海
に
お
い
て
大
涅
槃
を
超

証
し
て
い
く
無
上
の
大
道
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
金
剛
と
言
う
は
、
即
ち
無
漏
の
体
な
り2

」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ

は
衆
生
の
「
有
漏
の
心
」
を
超
え
た
事
実
で
あ
り
な
が
ら
、「
生
死
に
処
し
て
疲
厭
」
な
く
歩
む
仏
道
を
実
現
す
る
。
生
死
海
に
あ
り

な
が
ら
そ
こ
に
「
沈
没
」
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
煩
悩
が
そ
の
意
味
を
転
じ
仏
道
の
意
欲
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
願
力
の
は
た
ら

き
が
「
横
超
」
と
し
て
確
か
め
ら
れ
、
真
実
信
心
と
は
特
に
「
横
超
の
金
剛
心
」
と
し
て
、
五
濁
悪
世
の
衆
生
に
自
覚
さ
れ
る
こ
と

が
明
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
「
金
剛
の
真
心
」
に
開
か
れ
る
仏
道
は
、「
三
経
一
異
の
問
答
」
以
降
展
開
す
る
「
真
門
釈
」「
難
信
」
の
課
題
を
も
っ
て
、

五
濁
悪
世
の
衆
生
に
実
際
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
定
散
の
自
心
」
の
根
深
さ
を
「
専
修
に
し
て
雑
心
な
る
者
」
と
し
て
教
え
ら
れ
、

ま
た
「
疑
心
の
善
人
」
と
し
て
「
涅
槃
道
を
迷
失
」
し
て
い
く
姿
を
照
破
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
唯
一
末
法
五
濁
の
衆
生
が
仏
道
か

ら
転
落
せ
ず
大
涅
槃
へ
指
向
し
て
い
く
道
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
第
二
十
願
を
「
果
遂
の
誓
い
」
と
し
て
仰
ぎ
、
そ
の
呼
び
か
け
を

聞
く
こ
と
が
「
甚
難
」
「
難
信
」
の
衆
生
の
唯
一
の
立
場
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 
 

円
融
至
徳
の
嘉
号
は
、
悪
を
転
じ
て
徳
を
成
す
正
智
、
難
信
金
剛
の
信
楽
は
、
疑
い
を
除
き
証
を
獲
し
む
る
真
理
な
り
と
。
然

れ
ば
凡
小
修
し
易
き
真
教
、
愚
鈍
往
き
易
き
捷
径
な
り
。
大
聖
一
代
の
教
、
是
の
徳
海
に
如
く
無
し
。
穢
を
捨
て
浄
を
欣
い
、

行
に
迷
い
信
に
惑
い
、
心
昏
く
識
寡
な
く
、
悪
重
く
障
多
き
も
の
、
特
に
如
来
の
発
遣
を
仰
ぎ
、
必
ず
最
勝
の
直
道
に
帰
し
て
、
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専
ら
斯
の
行
に
奉
え
、
唯
斯
の
信
を
崇
め
よ
。(

『
定
本
』
五
頁)

 

「
難
信
金
剛
の
信
楽
」
と
は
、
「
三
経
の
光
沢
を
蒙
り
」
そ
の
身
に
自
覚
さ
れ
た
信
心
の
表
明
で
あ
る
。
こ
の
信
に
「
如
来
の
発
遣
」

を
聞
き
、
本
願
の
方
か
ら
開
か
れ
て
く
る
「
直
道
に
帰
」
す
こ
と
、
そ
れ
が
「
凡
小
」「
愚
鈍
」
と
し
て
、
一
切
衆
生
と
共
に
救
わ
れ

て
い
く
歩
み
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 
清
浄
な
る
仏
土
建
立
に
よ
っ
て
一
切
を
度
脱
せ
し
め
ん
と
す
る
本
願
の
精
神
に
触
れ
、
自
ら
「
三
悪
道3

」
に
転
落
し
て
い
く
人
間

存
在
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
と
き
、
そ
こ
に
初
め
て
人
間
が
自
己
の
事
実
を
超
え
、
願
に
生
き
ん
と
す
る
者
と
し
て
そ
の
生
を
果

遂
し
て
い
け
る
。
本
願
に
よ
っ
て
濁
世
の
群
萌
が
自
己
に
目
覚
め
て
い
く
こ
と
、
そ
こ
に
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
自
己
の
成
就
が
あ

る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
『
大
経
』
の
本
願
を
信
受
し
、
報
恩
の
念
と
し
て
そ
の
信
が
住
持
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
に
人
間
が
人
間
と

し
て
、
真
に
そ
の
生
を
尽
く
し
て
い
け
る
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

衆
生
が
本
願
に
目
覚
め
仏
道
を
求
め
る
者
と
な
る
こ
と
を
、
親
鸞
は
善
導
の
言
葉
に
よ
り
な
が
ら
「
他
力
金
剛
心
」
と
し
て
示
し

て
い
た4

。
こ
れ
ま
で
三
章
に
わ
た
っ
て
確
か
め
て
き
た
親
鸞
の
思
索
に
依
れ
ば
、
他
力
の
金
剛
心
と
は
人
間
の
内
に
仏
恩
報
謝
の
念

が
沸
き
起
こ
る
と
い
う
こ
と
に
極
ま
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
生
老
病
死
」
の
身
に
お
け
る
苦
悩
を
縁
と
し
て
、
そ
こ
に
注
が

れ
る
本
願
の
大
悲
に
出
遇
い
、
ま
た
仏
道
を
求
め
る
中
で
疑
惑
の
相
で
あ
る
善
人
意
識
を
照
破
さ
れ
て
い
く
こ
と
、
そ
の
全
体
が
報

謝
の
念
と
し
て
「
金
剛
」
の
意
義
を
有
す
る
信
と
な
る
の
で
あ
る
。「
金
剛
の
真
心
」
と
は
、
必
ず
大
涅
槃
へ
至
る
べ
き
身
に
付
き
定

ま
っ
た
こ
と
に
お
け
る
報
恩
の
事
実
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
「
願
生
浄
土
」
の
歩
み
と
は
、
生
涯
を
か
け
て
人
間
が
人
間
と
し
て

仏
道
に
自
体
の
満
足
を
求
め
続
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
親
鸞
が
本
願
へ
の
信
を
「
金
剛
」
な
る
も
の
と
し
て

了
解
す
る
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。 
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註

1 
(

『
定
本
』
二
九
四
頁)

 
2(

『
定
本
』
一
三
二
頁)

 
3 

『
大
経
』
に
説
か
れ
る
弥
陀
の
本
願
の
第
一
願
・
第
二
願
に
は
、
浄
土
に
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
悪
が
な
い
よ
う
に
と
説
か
れ

て
い
る
。 

 
 

設
い
我
、
仏
を
得
ん
に
、
国
に
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
有
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。 

設
い
我
、
仏
を
得
ん
に
、
国
の
中
の
人
天
、
寿
終
へ
て
の
後
、
復
た
三
悪
道
に
更
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。(

『
真
聖
全
』

一
・
八
頁)

 
4 
 

本
願
を
信
受
す
る
は
前
念
命
終
な
り
。
「
即
ち
正
定
聚
の
数
に
入
る
」
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
即
の
時
必
定
に
入
る
」
文 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
又
必
定
の
菩
薩
と
名
づ
く
る
な
り
」
文 

即
得
往
生
は
後
念
即
生
な
り
。 

他
力
金
剛
心
な
り
知
る
べ
し
。(

『
定
親
全
』
二
・
漢
文
篇
一
三
頁)
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参
考
文
献
（
著
者
名
五
十
音
順
） 

 

全
集
・
選
集 

・
佛
教
大
系
／
佛
教
大
系
系
刊
行
會
（
一
九
一
九
年
） 

・
大
正
新
修
大
蔵
経
／
大
蔵
出
版(

一
九
二
四
年) 

・
恵
心
僧
都
全
集
／
思
文
閣
出
版(

一
九
二
七
年) 

・
真
宗
聖
教
全
書
／
大
八
木
興
文
堂
（
一
九
四
一
年
） 

・
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
／
法
藏
館
（
一
九
六
九
年
） 

・
浄
土
宗
全
書
／
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念
慶
讃
準
備
局(

一
九
七
〇
年) 

 

・
金
子
大
榮
選
集
／
在
家
仏
教
協
会
（
一
九
五
五
年
） 

・
清
沢
満
之
全
集
／
法
藏
館
（
一
九
五
三
年―

一
九
五
六
年
） 

・
清
沢
満
之
全
集
／
岩
波
書
店
（
二
〇
〇
二
年―

二
〇
〇
三
年
） 

・
曽
我
量
深
選
集
／
彌
生
書
房
（
一
九
七
〇
年―

一
九
七
二
年
） 

・
曽
我
量
深
講
義
録
／
春
秋
社
（
二
〇
一
一
年
） 

・
高
光
大
船
著
作
集
／
彌
生
書
房
（
一
九
七
三
年―
一
九
七
四
年
） 

・
寺
川
俊
昭
選
集
／
文
栄
堂
（
二
〇
〇
八
年―

二
〇
一
三
年
） 

・
松
原
祐
善
講
義
集
／
文
栄
堂
（
一
九
九
〇
年―

一
九
九
一
年
） 

・
米
沢
英
雄
著
作
集
／
柏
樹
社
（
一
九
七
八
年―

一
九
八
六
年
） 
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共
著
・
編
集 

・
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
／
平
楽
寺
書
店
（
一
九
五
五
年
） 

・
『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
／
仏
教
体
系
完
成
会
／
法
藏
館(

一
九
七
六
年) 

・
『
真
宗
聖
典
』
／
東
本
願
寺
出
版
部
（
一
九
七
八
年
） 

・
『
日
本
思
想
体
系
十
五 

鎌
倉
旧
仏
教
』
／
岩
波
書
店
（
一
九
七
一
年
） 

・
『
定
本
教
行
信
証
』
／
法
藏
館(

一
九
八
九
年) 

・
『
清
沢
満
之―

生
涯
と
思
想―

』
／
東
本
願
寺
出
版
部
（
二
〇
〇
四
年
） 

 

・
田
原
由
紀
雄
・
橋
川
惇
編
『
傑
僧
訓
覇
信
雄―

評
伝
・
語
録
・
風
姿―

』
／
白
馬
社
（
一
九
九
九
年
） 

・
松
原
祐
善
編
『
高
光
大
船
の
世
界
』
／
法
藏
館
（
一
九
八
八
年
） 

・
水
島
見
一
編
『
曽
我
教
学―
法
蔵
菩
薩
と
宿
業―

 

水
島
見
一
教
授
退
職
記
念
論
文
集
』
／
方
丈
堂
出
版(

二
〇
一
六
年) 

・
山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』
／
法
藏
館
（
一
九
五
一
年
） 

 

単
著 

・
尾
畑
文
正
『
願
生
浄
土
の
仏
道―

世
親
・
曇
鸞
そ
し
て
親
鸞―

』
／
福
村
出
版
（
二
〇
一
四
年
） 

・
小
野
蓮
明
『
顕
浄
土
真
実
信
文
類
講
讃
』
／
東
本
願
寺
出
版
部(

二
〇
〇
〇
年) 

 
 

 
 

 

『
親
鸞
の
信
仰
と
思
想―

真
宗
・
わ
れ
ら
の
大
地―

』
／
法
藏
館
（
二
〇
〇
七
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
本
願
の
行
信
道―

親
鸞
の
信
仰
主
体
性
論―

』
／
文
栄
堂(

二
〇
〇
〇
年) 

・
寺
川
俊
昭
『
教
行
信
証
の
思
想
』
／
文
栄
堂
（
一
九
九
〇
年
） 

 
 

 
 

 

『
親
鸞
と
読
む
大
無
量
寿
経 

上
』
／
文
栄
堂
（
二
〇
〇
二
年
） 
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『
親
鸞
の
信
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス―

往
還
二
種
回
向
の
仏
道―

』
／
草
光
舎
（
一
九
九
三
年
） 

・
延
塚
知
道
『
浄
土
論
註
の
思
想
究
明―

親
鸞
の
視
点
か
ら―

』
／
文
栄
堂
（
二
〇
〇
八
年
） 

 
 

 
 

 

『
『
教
行
信
証
』
の
構
造
』
／
東
本
願
寺
出
版
部
（
二
〇
一
三
年
） 

 
 

 
 

 

『
教
行
信
証―

そ
の
構
造
と
核
心―

』
／
法
藏
館
（
二
〇
一
三
年
） 

・
長
谷
正
當
『
本
願
と
は
何
か―

親
鸞
の
捉
え
た
仏
教―

』
／
法
藏
館
（
二
〇
一
五
年
） 

・
廣
瀬
杲 

 

『
真
宗
救
済
論
』
／
法
藏
館
（
一
九
七
七
年
） 

・
廣
瀬
惺 
『
本
願
の
仏
道
』
／
文
栄
堂
（
一
九
九
八
年
） 

・
藤
場
俊
基
『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』
Ⅰ
～
Ⅴ
／
明
石
書
店(

一
九
九
八
～
二
〇
〇
一
年) 

・
星
野
元
豊
『
講
解
教
行
信
証
』
／
法
藏
館(

一
九
八
三
年) 

・
本
多
弘
之
『
金
剛
信
の
獲
得
』
／
東
本
願
寺
出
版
部
（
二
〇
一
五
年
） 

 
 

 
 

 

『
親
鸞
思
想
の
原
点―

目
覚
め
の
原
理
と
し
て
の
回
向―

』
／
法
藏
館
（
二
〇
〇
八
年
） 

 
 

 
 

 

『
増
補
版 

親
鸞
教
学―

曽
我
量
深
か
ら
安
田
理
深
へ―

』
／
法
藏
館
（
一
九
九
八
年―

二
〇
一
五
年 

・
水
島
見
一
『
帰
命
の
生
活
』
／
文
栄
堂
（
二
〇
一
五
年
） 

 
 

 
 

 

『
苦
労
は
い
い
も
ん
や―

聞
法
の
生
活―

』
／
文
栄
堂
（
二
〇
一
四
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
如
来
に
芝
居
さ
せ
ら
れ
て
い
た
人
生―

生
死
を
超
え
る
道―

』
／
文
栄
堂
（
二
〇
一
六
年
） 

・
安
田
理
深
『
信
仰
に
つ
い
て
の
対
話
Ⅰ
』
／
草
光
社
（
一
九
九
七
年
） 

 
 

 
 

 

『
信
仰
に
つ
い
て
の
対
話
Ⅱ
』
／
草
光
社
（
一
九
九
七
年
） 

 

・
安
冨
信
哉
『
真
実
信
の
開
顕―

『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
講
究―

』
／
東
本
願
寺
出
版
部
（
二
〇
〇
七
年
） 

 

論
文 
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・
青
木
玲 

 

「
願
生
道―

親
鸞
に
お
け
る
「
果
遂
の
誓
」
の
意
義―

」 

『
学
位
請
求
論
文
』
（
二
〇
一
一
年
） 

・
青
柳
英
司 

「
親
鸞
の
仏
弟
子
観
」
『
学
位
請
求
論
文
』(

二
〇
一
四
年) 

・
一
楽
真 

 

「
金
剛
心
の
行
人
」
『
真
宗
教
学
研
究
』
一
五 

真
宗
教
学
学
会
（
一
九
九
一
年
） 

 
 

 
 

 
 

「
親
鸞
の
仏
弟
子
観―

特
に
「
諸
仏
」
の
語
を
通
し
て―

」
『
真
宗
研
究
』
五
三 

真
宗
連
合
学
会
（
二
〇
〇
九
年
） 

・
加
来
雄
之 

「
入
願
海
：
方
便
化
身
化
土
を
開
顕
す
る
意
義
」
『
真
宗
研
究
』
五
六 

真
宗
連
合
学
会(

二
〇
一
二
年) 

・
佐
々
木
秀
英
「
誓
願
一
仏
乗―

本
願
力
に
よ
っ
て
実
現
す
る
無
上
仏
道―

」
『
親
鸞
教
学
』
一
〇
〇 

大
谷
大
学
真
宗
学
会(

二
〇

一
二
年) 

 
 

 
 

 
 

「
大
行
が
開
く
大
般
涅
槃
道―

本
願
成
就
に
立
っ
て
因
願
を
探
る
と
い
う
方
法
論
を
通
し
て―

」
『
真
宗
研
究
』
五

六 

真
宗
連
合
学
会(

二
〇
一
二
年) 

 
 

 
 

 
 

「
願
生
浄
土―

信
に
死
し
願
に
生
き
ん―

」
『
学
位
請
求
論
文
』(

二
〇
一
四
年) 

・
高
木
淳
善 

「
金
剛
の
真
心
」
『
親
鸞
教
学
』
八
二 

大
谷
大
学
真
宗
学
会(

二
〇
〇
四
年) 

・
橋
本
彰
吾 

「
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
あ
る
か
な
」
『
親
鸞
教
学
』
一
〇
四 

大
谷
大
学
真
宗
学
会(

二
〇
一
五
年) 

 
 

 
 

 
 

「
難
思
議
往
生―

信
か
ら
願
へ―

」
『
学
位
請
求
論
文
』(

二
〇
一
五
年) 

・
藤
元
雅
文 

「
真
実
信―

一
切
衆
生
に
成
就
す
る
涅
槃
の
真
因―

」
『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
二
一 

大
谷
大
学
大
学
院

（
二
〇
〇
四
年
） 

・
藤
原
智 

 

「
親
鸞
の
菩
提
心
観
」 

『
学
位
請
求
論
文
』
（
二
〇
一
三
年
） 

・
三
木
彰
円 

「
親
鸞
の
『
阿
弥
陀
経
』
観
」
『
真
宗
研
究
』
五
七 

真
宗
連
合
学
会(

二
〇
一
三
年)

 


